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この小明子は

H L exwceイ 着

FoeそZ&e 人e9228究～cどとe /タ今く 

主研究黄料として飜訳 ッ > ト したもめざある。

木音では「A 林政的肉係」ご.本政と木林市場区業の ﾡ保にっい 

てﾡﾡ2起し rBドイツ太材市場の経済的郎果」ぞは. 舞エへW 
ﾡご統芽的炎料を利用しながら終M.戦中. 桜後まっろじてドイッ 

太市場 ﾡ要. 供合の構地を熟 しており. ﾡ▼ﾡぞﾡ剤 ( 自 由 

2予経済). 戦中(計画 経冷). 戦後 (登会的場経済) の ドイツ 

の経済体ﾡ2ついて鈴じている。rC. 林求ﾡ木林市場政ﾡの京ﾡ 

ごは現をの経済休制におけ市場政策論の及ﾡが行わcて "ろ・そ 

のﾡI報は基本的令ﾡの西ぞめり、 ここごは、 國氏王済的産准 

経済政ﾡ的手段の相ﾡﾡ・経済性孫則 ^&&z&y2x22ざど・ がめ 

げら れている。ﾡIﾡては目下の更実に当面 した 艮体的 令通 として 

の炭合ﾡ力、ﾡ裂ﾡ加. 市場の承気変あ. 市場のﾡﾡ的表勤2っい 

て ﾡ冷してい ろ ・

適着はﾡ会政緊の一あと して至済政兼多論じ. 回為本のﾡﾡ向】 

画有林めス通的性ﾡ ( 市場2おける供ﾡﾡちﾡﾡおと国条林政の相 

当者としての性格) ﾡ将向題. 木材貨易ﾡなどに弟及していろ。

本者はドイッ木材市場政策のﾡ日向思をわかりやすく示ナとと も 

z実際的岡ﾡも飛くﾡじており. 学向的にも実務的にもわが画め株 

※る海ﾡ究看IZ ヒって良き 参考資料 忆な ると思う.

昭ﾡ3よ年2 冃

中村三右
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A 林政的関係

木ﾡ市場2対ナろ国家の-般ﾡ課恩

木材市場2対するﾡあの一ﾡﾡ課ﾡは回民甚済的2長ﾡの需撃 

ﾡ足名配産ナることZある。

個々の場合についてはそ北はつざのような率をﾡ味する。

&) その国のすべてのﾡ済力 の 完 全な 発底 に 対する一 破 的前提の 

絶えざる改食

り) 市場の部一化(Vecら.Cとごどo&xみ)と抜孫 (契考き: 木林ﾡ 
ﾡ堀をきめ 提稿主筋一化し. 市場の有効報囲をなげる二と)

C) 法ﾡと制戻による市ﾡのﾡ乱防止ならびZ経海之滋用の防止

%) 番済的ﾡﾡの上者 ﾡにﾡ計によあ笹済的ﾡ属のﾡﾡ;ﾡ※ 

の徴統的な 搐 報報 告 以委な場合z は 経済、的 色後 の 防止 ○ため 

の時宜を得た物用松磴

2 求政的ﾡ祭

牀敗 的 园碌 は 杯 差業 ならびにさ らZは画氏番済のﾡﾡとの有ﾡ 

的 肉係におけ あ株米の肉係のﾡ係 z向けらら- そは個々2つ 

いてはつざのような多歳味する.

2) ドイッのﾡﾡの保綻的慈可能性の角上 とﾡ全なろ利用に対す 

る配A ナなりち物的ならびにﾡ値的Zごきるだけ翌師な市場の 

供紛て対ナる配ﾡ

b) 両妻のﾡ持 ﾡT上I2対するﾡﾡう木の加工および製造 ﾡﾡ 

の促確

C) 統-的段( 家者き : =木林の規格統- ) 東ﾡ糸件. ﾡ送系件 

7よと市場の統-化 : cicix&c&a&w > と枚ﾡ

) 4全な働区発に汁するﾡ域. ナなわち林ﾡと林ﾡ求におけ2 
有ﾡ的な価ﾡﾡ俊にすろ 配起. 木お校 替材料の 価格発展の 吃替

g) 株米およ び林差業にする市場教ちならのz包ﾡ報告のﾡ則的な報老

f 木材研ﾡ ﾡﾡ化 宣伝
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B ドイツ木林市場のﾡ済的因係

( 木林市ﾡ治 )

序読

本茶の立場Z立った木 材市場の ﾡ向的及初いはV Dux2X I乙 よ 

ってはじめて、 「彼よつてﾡ列 さた本業』向ﾡSo&& Jの中て 

ノ33〜 ノク3フZわたって. 林業的木林市場給の統計的な 基ﾡと方 

表ﾡする論文 (・ SンなoなcAa Pu後pペc ・/Z*&aん. euct 
fu4&2e4&と& H&今oa&dt&oxdZc "において企てられ。 

そには3っのﾡ目Z組常づけらてちり、 をの中で彼は供給. 需要 

木材取引 ち大 規模な 統 計 的黄料を 用 い て 記唆 L. そ してﾡした。 

そのサ しm て発行さ北た Sacy -2d2 の ・Xoncwucac&eeを-

名とA /au&t&んz と 4 4cこ。 ◇ 4aaxy248 -2奥すろ彼の 

宿示は 本書 ごも 苒び探り かえ指格した。かそこするうち iz運論圏 

氏年済号 c とん.c乙ん. 2cono&&..ce (ア文ル 男氏経斉 
経老経済ぼ«"き"の巻着堂 によ っ て 比2登ぎが年 

深めらな 色々な認数が受認にさた。

以下のﾡ広は国内的ならが国孫的に今日Zもなお彩響ﾡ与えて
(さ花β主)

いろ/ラ3フの ドイ ツ帝国の領ﾡについて弟じて いな。

(原文胸)

② A.AパWM : 22分ビe c2 ZAc222aAcc ん&そとクァc2各&～c/タ*ジ 

W EUCkEM. ミ Pe d &るccze名ezcewccと / 子 今2 
HYSTECKEL8ERe : 夕auwc4eecrc c&e と&czcZkc&-c V&ぐ& ー 

wut乙c&yぬ&- /ア4テ

② BRESCiAV- TvペRox'; Eupu&ax t c M.&cyC4rc夕生. 

WEVCKEM、アucdadゥe <e 4cteAz2シc&と6 /タダマ 

FEULEy8v8q : A4xce aE&..cuc4y4oc&z /ア5さ 

wA JHRミア&c2e26o,シzu44&rc "&2 M&24.6卒feそ4A/S 

A /ULLER-ARNACK. Xcるufcz&イcy cuイパax&z.oイど/ラ&ふ 

TRUT2 ユ&ctce2zaecc.... Mとん&yパプ&c4z々 cピ 

国原法的2有効な愛状の次ﾡは最ﾡ的な平和糸約によ って天起さ 

よう・

二 の分野 の才策ならび Z林産業の肉係は森林部査、 経老ﾡ査なら 

びzr教当の質場ﾡ勤. 内T水ﾡ. ﾡ量、 外園文現に良ナる々の 

鈴計」か解弭安耳える ・

林業の酸脚係に良ナ るﾡぬは/アス7 ﾡの調査に基ﾡ主置いてい 

る ; な4 とな北ばノタタ7のﾡ査は - 方 では面頼".％ 以下 の森本 

の収ﾡが非常2不正確2把ﾡており. 他方、 大森林2つ\こは

去2行わた退ﾡの必ﾡを査しており. したがってそは平均 

先た 武史の記逑 と当ﾡにﾡ用 ごきなかったから・

しかし/夕2クの盆的デーの考来に孫してもﾡ「森林の林 

ネ番私とW意ﾡ力がその右ス。 商にわたって行わた迎伐によ つ 

ツ若 しく 減ツ士 セてしろ」ヒじっこ ヒが熟趣さc ばならなじ.

本柔業の経老肉係はノテラ?手の経宅部査の起速 に基じた・

ドイ ツ度邦 ( 家着き : =/夕と今ﾡ以後の面 ドイ ツ )2肉 して は夕2 
与め工場部査のﾡ票なら にそめほか. 毎 年公裏さ北 で いろ浜料が 

出連づけら火た。

今日のドイ yの森林肉ﾡの矢ﾡについて はﾡ分ﾡ全に報告ごきな 

かつた。

Wocパdパu ノタ«ふ

H SERAPHIN ・ ニ&cac2. ～x anareetet と&-4&cce-2cfz一 

&る ノダオ』

③ C SApre : BcccPuc2c4yeee&A /ラSラ

E. SC/AFER : ヲu2u2XCz子&rs cCe2 /a4パがe2e化ペz / ダ 今マ

(ぷ考岡ﾡ)

太せぞは /ワ*4坪以 Mのドイ ッを「Fイ ン帝国 (Dec.2cAe..
Ro& )ノタバ条後か ら祀在にいたろまごのﾡﾡ面社分ﾡ 

後の面ドイツを「ドイ ッ重」(Bwcc4x2c4&:& クu..るc化合-

x/) と L ごいろ。



—5 —
ソジェットち領地区とオーテル. ナイセ 以東のドイツ領に関して 

は何もよくらない. アメ リ カ占領地区とイ キ ッス占領地z くいi 
リる夕gece)ごはテそ夕に ノっの森林調査が行わ たがそのﾡ及 

は従素の孫ﾡの導ﾡのそに ヒの較に耐えない・ しかし そは林政 

的数量2ﾡして少くヒも/ つのﾡ実な支乙長供 ている. こら 

の課査の 結一果 は 白に. フランス 5領地坂愛存ナあ続計的資料2よ 

って浦克と比ており. 今やドイ重飛Zし ノっのまる程ﾡﾡ甲2 
ﾡ計えち森林ﾡ計が使甲さてい之。ドイソの軍率的.区治的、なら 

び経済的な分ﾡ のため2表々 は 林業政茶な らび に その他の全ての 

政条 ドイ ツ里ﾡの肉係と侵域だけZついて考えること2こ>I2当 

分独契三京て1万・ しがしﾡ々は「こは/つの政治的な週凄的授 

皆 であること」を忘てはならない。

法と にこの定由 から--- ナなわちたゞﾡ2ドイッﾡ系のﾡ会z 
使用可能な資料が不足 し ていろからと 云うだけごけはなく------者 

ごは全 ド イソの森林夷原が条2 し因歯 づけら icていろ. 特I2Tそ= 

に示さにた大 さ左自%的ならのにき泳的な迷受」は非帯に救ヨ的て 

あみ.

A 株合面

ニ>ぞは国家 市町朴、 担合 財団 智人<Pし&乙)の経宅多総 

ﾡ した国内2あ共有が主裂な役密 主演ずみ、 そ々は /ラ2 7 め ド 

イッ帝屋領家ぢい て /n 4¢次 展" く々"必“ク万ナン 林地 部 面が 空 

とめ そして用材ﾡ受の的く 約2s22万だ 2 ﾡ材覇要の全部 ・ 約 

3$2eスメx・ の及材とﾡ系林>名ﾡたしていた-

そと月/ﾡ々の有ﾡめ「市場の供絶2対する歳線」は非常 

忆 色々で あり、そはたゞ ﾡZか北らが「所ﾡナろﾡ株ﾡﾡ」の迫 

ﾡよって買ってい わビ少りぞはなく、 さらz「材積およびﾡﾡI 
したがった収ﾡ o 塗買」よっても買っている。ノア27の調査!て 
(蚊忐脚性)本きごは /ス火今気前のドイッ名 Tドイ ッ指国 J (Lex.dcAeっ 欠ee& > と"すず

ノ>メS年以登mドイ ドイッ査」(BuacuugxECEパDccK&x<)ヒい

よばそらはっざのよう2木林ﾡ2肉うして\た。

(パ27キドイツ帝国)
*地型攻

翌
通 豺

分 (x)
燃 オオ さ

・*# 3ラ メ7 2/ ラヨ

市ﾡ朴有本 ノ5 / ノア ス /

名合及び財田本 < 3 < 火

物 ネ 私 有 株 /S ノク /=

各由ス有株 sよ /ラ ユラ - ス/

針 / /2e-------------------
/c ペ

冠月林のﾡ収ﾡと用林表 ( これは市場政茶的に特型妥でみろ 

)へのﾡ当はその画武配台多著しく上まわっていた. 国有林は森 

#面房の夕5め 国内甲材次様の的ﾡﾡを生産していた。 こi北は 

材重 (/nye ) に 基いて いる。 2名〜ス今頁には「国相林の生産は 

平ﾡ以上のﾡﾡ(Qua&を<からなゐことが示さており. したがっ 

こそにはﾡﾡ的には国内差用林ﾡﾡ量のと以 上をめていた。

自由ﾡ有林ではどのﾡ認が行われ緑わ。自由私有林ではﾡビ日じ 

・京から園有本の用材裂の半分以下を生産し 画有林の用林細総 

の 約%をかろう じ て生産して\る。 自由系為林の大都分はﾡ家株 

(B..ow&24>てあり. その吹桜は主としてﾡﾡ在営(dCと&。

&oぬの)使用さてお りたゞ その一部だけが市場汝符さ北てじろ 

Zナさない。しかし この 激態 は 乙政することがてさる・ した 

がって本業政ﾡは会体において ・ﾡ家杯業の改に特別なﾡべﾡ 

っていろ・

物ﾡﾡ有本のﾡ付は目 っていろ- 拘 求私為 林 ごは台由 み、有ﾡよ 

り も非託に少な い面ﾡて用 材生達 においてﾡ由烈ﾡ林と等しいﾡﾡ 

比率支理成している. 娘等は大経営と して彼等の生ﾡ場2ﾡじ支全

市ﾡにEL ていあ. や求秘為株は この尽て自由え有林を若 しく 浸 

ﾡし ていろ-

アククンラユ7ヨの森林刻費は ドイ ツの本林の原ﾡ的な 収ﾡ給付の



置常的発厩ﾡ示しており. そして今日もなお、 そめ問着しくﾡ少 

した生産ﾡ力の査支Z対して告ﾡのおけろﾡ次多ﾡ供 していろ. し 

か し /P3&～/P45 ﾡの林木収核は係的な収ﾡ命力 名 釣 今ezﾡ 
していみ.

/ラ火みヨの糸林ﾡ査によセピ ドイ ッﾡのﾡ本林ﾡﾡは42222ス

& である。 C"生塁な所有ﾡは大のような召か年で 

話ﾡならびZ袋戯ﾡﾡ林ﾡZﾡﾡ してが >

ドイ ツ住 邦)

/タタ/ /夕2 ノツ？ タタと 4
词 為 株(Sなoる.waM ) 33 s 34 4 ス

団 妹行 林(koc..c4&ww) 2? 2 2 2ァ

ス 有 林/2d乙) 3s 3s s* $,
計 /2 /2e /22 /o /20 クク

この液えよば3ﾡ有ﾡの木林枚ﾡ(年矢行)量のﾡ分はお> おそ 

の林地面ﾡへ の配分に-致している. - 森林ﾡ査のﾡﾡはノタ2ク年 

以素新2.国有林と私有林の前2見らcろ大さい差買多示して\ろ. 

(原文脚基)
この数字はあ る程及 の妖炎を含たごい みがそ れ はノクイタ字 の去 
め不ﾡ分さに示因していろ たとヘば e2c&んcシ. -ス&2みな&では 
非ﾡにな い 材収複2。2&イ2布夕の面積、8どaw.eイ<不そ地)川て年 

=れ- そして ルo俊2<&..てはは私有林の字2& 以上 の森林ﾡみ 
がﾡﾡ されてい .そのほ が2Haダ〜子* 5vu)2+ すっま虫ﾡ 

っていろ. したがって丁ﾡ々の土地和用ざ査がより大さ林地ﾡ宿 
ナなわち &ァ☆くッとAa(4s422汚)(/2S今)安示しこいろ ニ ヒ」が生る。しかし 

土地利用当査の主目的は撃業的利河ﾡﾡの疎認にあ 之めてこわ 
数子も示全く確矢ごはない.したがって以下の考来ぞ は込く/夕ぷ 
耳 の 萩毋切 交 表 もレIzした。

(ﾡ文 胸今>

SELF の認係によ る・
こ > て示さていろ有ﾡﾡ列林地ﾡﾡ記当は/タイテ毎 ○森

*ﾡをのﾡ示とはﾡってぐろ. そのおもな理由はこめ数ﾡがﾡ 
右ﾡ税2AQ 以下のﾡﾡ之合心ていな\がら乙あわ。

し ほがっ て な沟 林 は/タタ/、/アタタ に はﾡ有林よリ も非許そ残く 

e笈 さ Nた と 若 之ら 九方. そのおもなﾡ由ヒしては選ﾡ林有者め 

K火の立代化に対ナる賃幣覇吸ヒ「価総ﾡの☆だ2よ って飛ﾡ的 

2福した木林価ﾡが今え た又ﾡなﾡ林収頼に対ナろ ﾡﾡ」があげ 

らみ・

国守め糸本有ヒ同時に外国ない しﾡ入部ﾡはドイ ッの市場に3 
曼の用济安決冷して しる。/アエケーユ?ﾡには柔林城入くﾡ材. ﾡ木 
パルプ用材) は系林研我のコク / 字 乙めた,撃脚注 め

s。 気ならびに舞=次出大ﾡヤは木材の入は着 しくな下 し 

そして/ァと4年の経核後. 当分の面は全く止まった. 木材輪入は最 

t(/s2 以素) 再び行わだ し. ノタダ4 こはドイ ッ確邦の系 

ﾡ日要のよ、/今4ヨには 西ﾡ木はﾡの彩容て着しくふえた木 

#年皮株(資行>翌にもか> わらナ再び2。 %のぷになった。

国内の素助市場に対して はたた単に兵林ﾡ入のみな ら 木材半型 

ョ 木材先殺 旨の龄入も —— た ヒをそれが向楼的てあなにしても 

-虹裂ぞろる- 総職入と年ﾡﾡく実行)量多合らせろと総雨材ﾡ 

愛量忆なろう 輪入 ほ/アュ6年〜 エア には総甲覇翌の 3さ%.

/タよ4にはヨ5%、 ノ?今にはヨ?%変ちめていろ。

2稀受面

こ>てはさしあたり 直ﾡ的な原木ﾡ責が向ﾡz なな。こはま

チ/Zﾡ市や地方Zいﾡﾡ林消長ﾡぞあわ . ドイ ッ新国c.uc&- 
.tAoc&)zおけるその消式は ノア27年は ——森麻 外 ごﾡ状士 

たな材も含めて—— T 成材* 4/尸<(フクク防川)根殊寺 び 粗朶材

(RX郎2の

秘受はここならがに本ﾡの営求ては〔く気枝:除<実行域.)十除入)〕
2よって井算とていろ。

その正ﾡなﾡ査はざらに在年ﾡの変火多考ﾡし そして 
rﾡﾡさになかった与ど次午ﾡ在来的に%超せばならゝう 
とは云うそめの しグしそ z っ <「示 cた 受奴」はわず が 
2クス%凝化ナ ろだけだろう。



-9 一
今4どん・(少22スぞありノテニ には く ドイ シ連邦) 材4/ 
メ*Ceo死mツ)ﾡ株項び相系材3sル2A.(=seァ)ぞあわ. その以 

会の年では株スでﾡ系材の産払は滅少 し 成ガ欣探は尊重が維 

キさ た。

つざZﾡがキけ ら れねばならぬ. そLは /ふどS年よ リ 分世 

紅の初ﾡにかけて大きなﾡﾡ名 ヒげ、 その念抜2ﾡ大 した木需 

翌zよって株茶. 特にマ ッ本の林今将育Z大会な意味をキ えた.

/ ラ/ョ の主産量!Z比べ ればノsグ。 耳 の を ね は

万炭架ﾡ は ク % ぞどあり

は s %
鉄鉄採媒 は s %
額 株扱 は /e % であった。

/子22 から /タ/ラ 上 の向2万炭の主 逢者老は 4ふから 2e 
2上昇し. 遊学のぞには«4から e 2日上 した.

/夕/ク毎の領土素失によ って石炭ﾡは 約名 (/ラcdg死tがらMAクb) 

また鉄盤生産は約ﾡ(スァ。ク死かタスクみて～) 滅少した. ﾡﾡuとﾡ 

炭袋 は少ししか 渔少しな 力、 っを.

ドイ ル帝国 (/タSク毎め須土状ﾡ ) ごは石炭の米ﾡ出/タメラ 毎

に協大忆還し その時は

万決状ﾡﾡ(SZc.&&&r) がノアョ22◇ァt (その中 フノがェドイツ)

才送杯振ﾡ 222 ろ亡 ( その中 を% ガ師 ドイッ)

z産 した。

今日のドイ ツ車邦め製土内におけろ石炭の米ﾡは次めよ う2権 

移 した。

邪 /P4・ /タタ・/夕火3. /夕$2.ノダ/ ノダス. / ノアタタ メ今会、 

石炭く22死t> "ク /ア ノタ7 ノ ルク ョ ス〜 ノユみ ノョ/ 

ﾡ炭く/ク死し) 今ァ4so>ど3 $3 &ss 2
び教の木 くナなわち9&.c&.イダ-)の消玄整は ドイ

ツ 帝国 ビは/ア/ク 耳 に的 ス" ク万才^ /ア27 功に的よa クク 万六C 
ドイ ツ直邦では ノタケユー4夕 ﾡの平均が納 タラe2ラAr の※ご

あった。

メ材消貴と鉱山のほがにﾡ楽. 鉄蛭. 郵ﾡ業、 気率業. ﾡ 
柔は多武の素材を消英ナるが しかし亦に に坂性ある教を挙げ

れない。

全休ビして /タ27み ドイ ッﾡ型にかける材の虚複求共合 

は国内の成林生ﾡ型の 半み以上をﾡい ている。ドイツ咲邦ざは 

=の部分はﾡい材利用 ・特にパルプ河林供«=よっ て若い<救 

少レているが今もなわ五内ﾡ量の#4o をちめている。

木加工工系はオみのグル - プを形る。 それにはﾡ製材工場 

捉削 り 工場 ・ ペ ニ エ場 . 徴継校工場が対属 する. さらにはコシ 

* (ﾡi) 木の血輸. 輪② 堀() ﾡ材、 木みみ 床 .ﾡ箱部分 

、 箱-ﾡになったもの・飛ﾡさを入れる箱のﾡ 茶巻入箱一 

式 木材の利ﾡﾡﾡ木・ﾡ木 ﾡ柱 の柱.小メ太を製する 

そ老が保 り ・ こ必二は防ﾡ利ﾡ入工場 お 附橘 す る .

愛材 工場(れ上の 加 工を伴 っ た数林 工場 ヒ=次工場の 数な 

らがに物的人的な装術を合む ) は次の よう に移し そい る。

くﾡ材工返ビベニ次 工ﾡ) (継数 く従頃数) (カ救)

/925キ。 ドイツ帝画
イー/2、4イ ノバ? 3たククク助

/タ ラ3 ク クマ 今ス 2 ノ000
g3タ グ p..2 /&ク xs4opp

/ 夕 3 5年タ数字は終作 他後。 影響 を 明確に示 し 乙 いる ・ /?25 
〜/9ラ年の全体的形ﾡは経宅数ズは約2 % と云う位かな増加 

を示し ・ 従栄眞敵ぞ! #約/s %の増加 を示 し 助み救給付ざは納 

74%の掛加を示し ている。経区の非に強化された桜被化がそ 

の ﾡ段を性格 け乙ている。下記の状はドイ ツﾡに対する 木ﾡ 加 

工 場の ボﾡ 流 12 系 し ている.(ﾡ 位に回反 才〜。メン). (ク) 

みォ7)rge才じむ レ勿乙ラ,uム尸 拉”zわ/ ククど子ィク5/ r/sx/58
9/ ; クタ” /?5ラ.ペr /ク S/s82 ; a/8子 ./9s5Mr2.53 ;828チ.54ペー 
フ3,5297.
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く ドイツﾡ邦) /タ5/, /9s2. /タ53 /9544 /95ダ

製林工場 く 脚ﾡふ) ペ2/044 /24/0 /0246 /o? //e7/
合坂工場 857 24 25 872 224
単扱工場 245 2夕3 3Q2 5&/ 52
ファイバーボードエ場 343 4/8 3" 2 55o
パーケクルボードエ場 3/ // /20 /52 259

/3400 /44205 衣H/ /2945 385ど

(/?5/年のドイツﾡ邦) __素林消責 ______生 産

全休
ノのoジクパ

t当 りPトイ
全体,R ラ クイ

み3いP1
忍 オ エや (S240z1dudイ2dc ) カク /4&ク ・ /
合枚 王場( SR222そc各w〜eee) o 3o タス. 22o

単板工場(Fwznどeez/ea ) /o6 20 327 -000
ハイ パーボ ードエ場(F4e2x0atwt - /ヨ 5? 75 52

パ - クルボー ドエ場く SParクydBakonw. ム) / 3o /o 5o2 ・
计 /o.28 クと 2223 22s

製林工場ど加王されるﾡ林(Sオのルげイ) は85:/ 5のヒ 

マﾡ材と交業誉に分Mされている .

合板生産へボナ ( 夕ucc) ② 座当 は/? ダ/年から ノ953年 

2の向に43%から 53%たに減少U z。

外回林の合坂生産への配当は ノ2%から2 ク%に増加し たた。

普板生年にわい てもま たの期向 く /9ケ/ヘ/9ケ3年)= 

外国材の 配当は42%から 6?%に地加いている.

国内生産 ヒ輸入 ( 240. s.22 ) (脚注?) による ドイ ッﾡ邦の総 

共樹数の中、納マ9 がしかを非に価値の高い木材ヒ し て木林

加工工業にほけ入れられている。 ク 平ﾡし/経ﾡ的意殺は/ワタ/ 

年に対するの素林共およ び生産に内するつざの価値的認に 

よって貝 体的 に示されている。

(保え脚注8)
製材工場の *林消賞量の 中ダ〜 ダ% が抜木Yﾡ柱用材の産に向 

けられる.

(原文脚注 夕)

Fご示=た林ﾡにつ ひては「れ が劇皮林材棋か皮付林材積 

かY云うこヒ」 に常に注意性ねばならめ。

ホ材加工工米の経ﾡ的車点は製林工場にﾡする。 表はドイ ツ 

和因2素林市場にわける以林工場み大さな後あを示い そいるく 

ﾡ友材の 未材/00ラf)。 ..... .,

(/ク27年2 ドイツ帝団 )c,
(年伏状索行量)

(熱入人受)

(計) -- -- •

二によれげ国内 で、生ﾡされ た材の的αくすなわち 

総決材終状量 の4引ダ) が授* 工 栄 二使 pそいる。 その上 梨材 

エ * は着レ い 野(町ク 国 内 ﾡ入 ②23%に当るﾡ> のﾡ材み外ﾡか 

らの輸入 花必 要としている。

→そキの*挑(つれa/Me 亠 .し..ょir./Aハ・\ パ*.ムー--にと ・... _
く成"布 ダ 
42.

・* "TT
2 52

" ハテー、岑

24.2 /
ノ/2 /。 4 s.6 3
s32 s5.と 228 327

くそクヤの ﾡ林
<全・ホ) <製工場)
ノ2 /Qか

os ク降

so メ4
な 林か 出されたﾡ 林

ドイツ米形に対い て上まに 対応 す るを名れ ば次 のよク 三な る ・

( "位 :皮付材の ※林 /2oる# )

(/953年2 ドイ ツ咲邦)(茂材) (やのや針米樹り)

(年休ﾡ行量) 249 /&?
(ﾡ入) ( ホ材) 2. マ.ラ

() スタ 22
二こにおいてちき と銀林オ エ場 は西内の

のやルグを設入れているがしかし2れの非希 に大 さい バ愛はI入 

つよってえこできない。なんYなれ ば木林 の通到な図は自 乙利

益のために. でざるだけ r加エされた木材 ・ をﾡ→ るから。



三の登及に よ2て西ドイ ッ。 製材工栄は既に西メな示木事情 に 

あかれている。

しかりながめ「ドイツの森林で / ヲケ年以来長い 商行われた 

通校Y生 ②非帯 に低く表足され た木林ﾡ格が製材工業を妥常に拡 

みする乙Yをﾡ因ジけ(原え脚ﾡ/0)そいて /? s0年のドイツ 

ﾡ邦においてククラ5年の全ドイツ帝国におけるよりそよ ・多く 

○工場がある くすなわ方 ク2 4 ヲに対べて 22 5&②製林工場 

がある。」という奉他が存左する。/9ラ9年の 工場樋査諾ぞは 

投林工場はキに示されておず . 木林加工工場の総数く/0222) 
の中に示されている。 /タテ。 年のドイツ映邦における木林加工 

工埸の数/クムクク は 二の数字 ( 家着ﾡ、/022)をも はるかにろわ 

ま ている。この拡みは「必終的に資本ﾡ失に延ずる大*な授 資 

通鉄」ぞ秒った。すでに922 o 以下の工場が滅少い た。

の すなわち回灰経済内に量愛されるべさﾡ ドイッ製林工※っ 

素材幹要は ―— み大さくな り地さた区ﾡ的な収容才を無税すれ 

ばー「ﾡ入された視林材秋を泰材ルに投坪し . 製林門来材。 

推奈のﾡ責 ¥ (/ハ40スfwに如算する.」という方法そ足ﾡ

る。 /タ 今ラ年においては /90Zw3 の祝材 く 来林に検算 じ < 

引32マチ )が輸入さた;いたがって上 に計算 <れた消集 と 

e計め て/472 f .. R の林ﾡ数となる。

木林市 場における岡愛面か以のﾡョ群と いては木工工業 が挙 げ 

れる。«れは木林加工工米く訳奇ﾡ :梨材工※> と 共に統計上 

木材及 な 秘材 を旗料 ヒする産業ヒ いろﾡ茶群を形成 する。 zれら 

は/ク3? 年には全体ど次の よう なﾡ造を示 している。

(大ル田/の) ••3I イu#2xを じんcnecnagttiオdo2Seeンc...

"x 必 7?み. /9ケ3. ペrク4 s824

- 13-

京料と"産来) (代業さ) ( 九 )I------ I 丁 1
休才えがﾡ材を

/939年 ,、(経数) くお6) (C/ラ?年の領(位/202)(戦位イベ)
/ 経営当 ・ノ ;

( 人)
) «ざ公> 
(平位中力)

く/経芝当 り)) 
(や 力 )

/製材王場 2o /0夕/ /2 ノ 4+?0.4 s45
,れ以上o加エ ハ 5s4 クs8 434 /34.3
J速衆えび欲球速 %5 4:2&8 4 $2&ノ &4

4 木や部品拠 /oュ (Hezlaren) s4 S/ 54? S3
5.名英応数逆 ム/ ラス/ 33 今2.5 ス4
4 ﾡ 舞 343 57ク /682 幺夕

? スポー問球数遊 o. &2 タノ 2o ルク

sおスべ弁製並 o3 々合 夕3 ヘ/ ヌク

タプラシ製造 28
,.スくさイど注)

33 44 /夕2
e督ご込どダい々e ? マ? 25 25

〃承資5 瓚她协 o3 &7 /3 ラスク

a *②ﾡ .4 s40 33 /S8 メ/

ドイッ ﾡ 函 合き計939年/84 算45? 火5 822? /o2
ノ933 2/K8 6075 38 /5654 .4
/25 2/夕3 95タ/ 44 ノo460 8

ドイッﾡ邦 /タタク〃2 4 4220 s7
くHFき主) <シニ)

Z外と ～/に辞述された太工工業の差※群の中ご木林オ 

ﾡスび区具を投法 7る工場 く苦の株ぞは B&u-utd 
/o2e0tcんAo&tと呼チん どい た> は 工場数でも従業良でとM核 

* 付ぎ 言 半分以上-(就看註 : ③～② ②合才に対して③だけで5o 
%以上を占めている。

ォ 2 位に はﾡ 頓鞍造 が ャ ィ と * r - その商に は あ はり 大 

- 6 - セﾡﾡ製並 と木林 &C""N ルニレ e 〃椒準 が継 C N I、

その呼かの全み必 はさ計 してち 木材工 のわ ずか/ﾡ% 1二
常ズ断と " ごどぜぐ易当乏 uは/S夕iチー 対レては行オオ北ていないく3ててペxぷぐ・/子5S 
(w*主8)- f本ふ改ぶ方 乙
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しかなりない。

ニ o 等祭にお い て、あるﾡ及木材市場 に対す る = ○雇業 

群の意 味が め られる答ぞみる。bかしその際にセﾡ箱工業の 

¥ は 木林才 商 品 製送 のそれよリ もはるかに多い。

木林およ び材を界 料ヒする産業全 体の ﾡ 及は /92 テ /53 /s? 
年の経営調査のとﾡがれを系レているように 木林市場政采4 
に炎味がある。既にﾡ林工場の企門J三示されたのY同様に、木材 

わよ び* 林を原料 ¥ す るﾡ業全体し たがって木 エエﾡくho/z vera- 
Ybeitende n4usxrie) ち /9マワ～ラス 手の大さい経済危枚 

たよって、その 企展 を 一時的に強 < 微 したが. レヘル との 次の 

4年の向 に非席「早く 回ﾡ レ.*レ て特にのﾡﾡ的な能力 は若 

レく太=くなった。太木工工業を煮材価格のい 固ﾡによフて少な 

か ら ず利 益 を た.

木工工来の年々の木林ﾡ受は非常に若 レい;それ は一部 が丸 太 

林によって、また一部はﾡによって充足される。ドイツ荷回デ 

は - 回諾計局の召査によれば(誌/夕) ——ﾡ林Yﾡ材②供給 

は /夕38年ヒ /93夕年にその ﾡ大 に到 しそしてそれは —―

六林そ計昇じて—— ノタ72スﾡ で8に注した。 そ②うち約 

42 %=夕る 86,fw が今日 クドイツ映の 領に爲 している- 

二の林ﾡのえ天材とﾡ材への配分は不明ぞある。しかし ノ930年 

における丸太林の配分は既に着 し<.レ て木エ工場における 自 

乙の年核の認じによ ってさら に高 められた。

ドイツ ﾡ邦に対 して/夕53 年zq.BA Uパイは木エ工来の 丸太供 

給を と～5百ろポ ヒ 杏 した。くﾡ 文商 註 /ョ)

c予大Hﾡ注ノマ) S才t.HanudL&weん /94?. S. /4～ノタ

"ダZ?? > “63 ・ r4s .5.74/
=れに脚ﾡ し そもまた販ﾡ価値は肉係があ り、 「=の販売価値 

は考緊されて いる産ﾡ部内の国氏経ﾡ的点我を明か)こ じている。 

の人以上の従茶貝を有 才る木工エ米は /95o 年に は 総跋延高 /4 
億dM タタ4年2?億Pハぞあっ。「く木林初工Yしてﾡげ

次に(訳谷話:=オ炎だとして——キ/研•は 成木 デマはﾡ林「、才 

5併木エ オ4群はパル) 二れと内球レて製紙工米が挙げら 

れる, 三れは「木林研ﾡ工場 ・パ ルプェ場 . 紙わよび原製を 

抱ﾡする生雇ク産業群」ざある。

木材原料工最及びパルプエ場は一部は単純な形 ぞ. -部はパル 

プェ場相互同の祖合也製ﾡおよび板紙工あYみ組合せY り て現 

われる。ﾡにこみ ドイツ帝国における こ ク産ﾡ部内の

/夕39年のみ発属を未い ・ してドイ ツ咲 にお ける /夕50 手の

Zを示す。 (ﾡ業貝炎ゝ _ (妙ク救参付)

(予ﾡ工案 )
(荃造藪) (/そ宮当 り ) て総) “投言当リ)

s イッ市岡ﾡタ25年 • 5/ //7 /02 755 656
ク /タタラ 33歹 ss 973 44
» 939 &と / 2 /20y /ブ5(/93ク年の領士) (月き主) (脚範“)

ド イ ツ戻邦 /950 37 s7 ノs2
(るスRT/3"フミノ 、
zもの以外に) チ エ求を示木林加工く 訳右注 : 製おに非常にく 

内キレ cいろ。その販ﾡはは /ク49 に /6従Dヘ C そっ後み 

称し い数呼は挙げられて いない )になっている。

比ゆのため に製材工場およ びホ材加エ ○ﾡ栄功に < 広殺のみ裂林 

上 帯)ド対する数学が、あ げられよう。 ニニざ は従糸貝数パス以上 

のそ客は /?50年に ・4億ワパの販高を ・ たノタ ケ4年に 

は /?伝 DHの販高を示レ <い る . それにタ レ < 手工ﾡ宅み 

販あは 夕4夕 年にわ ずハ470ラPパのﾡざあった, しかし 

※材 クよび木 エに 対す ろ 販ﾡ高 o 対 か の 裂 林ない いは木 加 工 

さ れ る木林材ﾡ との個値に肉 して直ﾡ的結論をﾡさ 出 寸 ことは 

そさない。なくヒなれば木 工工にじ撃ヒ されろ 木林の 一やはま 

二 にめら かどめ賀林工 場 を場 したそのざあり したがフて両方 

の工※部門の販売校に現われ る から。(7ダ Sて本 2o22保 ノタテS - 5・マ0～2°7 &x71cイSスミ8
7系xア・ヴブャゥカィスオ文に*丁するこにはノ?よ◇チizいて はベ て いる.

(vgイ Sxac. とaん&.'955. S < < )



/タ3 タキ②計ぞは微紙工茶は木材所ﾡ工場 . パル プェめ- 

お び原代工場に分規 されていない o
? ショ年の認査ぞは 「 場み総故のうタ 28 発が洋紙および 

キエ場易に. マふ%が 木材研ﾡ 工場に . と%がパルプエ場 にﾡ レ 

てい る=Y」が示されている . 純然たる木林研懸 工場は中小そ営 

c//人) ど純るたるパルプエ場はﾡ確に大そ営 (2引4人> さあ 

った, その町壇ﾡの結合経常は純経き y はに人的なら がに枚 

ﾡ的茨術② 多ポを 示している。ﾡおよが 原紙工場 はニク ﾡ係= 

みいてモ またﾡ紙工業。約半分を 占めている。

裂紙工※ ( ﾡﾡ ) o 木林ﾡ登は非常に落レ い; はれ はド イ ッ帝 

国をノ80 fmt(ィワ4ノキ) 二のぼ ている。 それ はドイッ形 

邦どはパルプか転ﾡにﾡする紙計 に ょ nれx ノタ←z 
-一 55 年②平均を約50oろf R ごあり).そのうち 

納/20ァ チwt がﾡ入は っ て さめらt-といる。

従栄ﾡ数 /0人以上oﾡ営の売上価はは 9テ 年)二2424 
Pパ (M虎5)にのぼつている。 a 応 3M

殿後に ( 訳者 : オ 52 グル - プv してう殆 ビあ らゆる その タ 2 
◇工に必愛Yされ、-緒に加工される木材み扱は たしかに個 

々ニフい で材ﾡかぞあるが全休に フい ては着し い材ﾡである。

3. 前受と供給み株へ介者Yいての木林商来

木材ﾡﾡ救材工米ならびに木工工来のﾡﾡは表る 大さな部 

分が直接的にﾡ林所有によってﾡ足される. しかし着いい部方が木 

材ﾡ業②を介して取扱われてお"、 木林ﾡ業はﾡ着 林ﾡ区か、 

配分概能) こよ って木林市場の ﾡ大な任務をして いる。

条ﾡﾡ能

個々の森林ﾡ宅の生産物は材救的にを林務的 にモ なん B かみ宅 

利的生せク 輪 卑 にー致し くいない ;それ は及業そ老 ビ株業 そ営の

<照永店き主/ケ>Sそar,Paん /955 S.c20ふ
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2合そ老 の内部においてすらそうぞはない。した がってそ れはﾡ 

さ有利な投全を目的Y b <締要にﾡうされ 曲 D 尼材植 匕 村種に 

わい て市あにも たら されね ばならぬ ・

これは*② フビの 和ﾡの微活な記基し生じっ フあ る変化の当 

を密た判断を 此壊•匕 すみ ; とかした、「認められた怖愛を願わ 

レ い登にわいて充たたす=Y がぞさるよう な経ﾡの 可能ﾡも必還ぞ 

ある。効飛的な業務のめのマ つの前捉( ぷ合注 :とのみっビ 

ク詡派 ヒべの 変化) こ対する 当を郷た処E > はは々の森林そ宅にお 

い<は (ﾡに小林ﾡ客ぞは ) 不交みに しかみたれない。

たがって整ﾡ宅的な織にこの型受なﾡ能ほきねている ; そ 

の契そ幣的紐ﾡYは国有林において は特み な木林ﾡﾡ部思の凝置 

ごあり 私有林― 二れは夕»個々にﾡれていろ - ざは細合的 

な木材販ﾡ核ﾡである。しかし「匚 の林来 ヒ林察米勿 経済■的結合 

2ﾡされ得る」ヒいろ二Yは誤った仮空ざある。 それは全く有交 

っ逆愛な核構びあ り そレ てそれはたい か に 市場的な販ﾡを一 

2-般的に可ﾡに する。しか し そのよ な姨構が行い 件る桜 

の姫者的有効範棚は木才ﾡ系のとれより そせよい。 二の性ﾡは非 

帝的事悠 ( たとえば特別な木林収表販停滞) の時に特にはつ 

z り あらわれる。

商衆ぱ懐い 距離を超えて 易要 供給商の お合を な し ヒげるの 

=返している。 の芝め領ﾡは森林至宅白 ﾡの行ッ領ヌよ り そ は 

るかに込い。 力の 予エ栄の (ﾡ撃の 二訳者徒 ) 交足み ため Iには. 

条林そ営 は何ら o 仲へ介省 を も 必要 と しない が、 しかしく 離れ z 
gW比の経済領域のﾡﾡだの乏めには2れく ﾡ: =株林そ 

ゼ ) は介省を欠 くこヒはどさない。

木材商来の主 妥課盟 は「非常に 負々 な樹迎 と 林壇 の地要Yされ 

,ノネり旦た広い協所で調達し 栗め る二E J ぞある。木林ﾡ業の広 

n かっ 正確な和誠によ って 木林 は し ば" しばこ の桜能 を 非筒 に 

g岡 市場 に ま ざ「ﾡ々の ﾡ 送 が行 い得る より そ キA 的 二安価 に」

ぞさる。木林向業はその救能の 突行によ って々み全常 に新



ら い い販ﾡ可ﾡ性をﾡ告 し 個々2 そ営を国民的な締遥老正に鬼 

会役立たしめる ・

林度区久核能

株求 ﾡならび に林産条 そにただわずかの 総材積 だ け が名 す 

るどはの林ﾡ区今はあま 0 ﾡわれない。なん ヒ なれば個々の 

林ﾡの部み量は販が因ﾡぞある から ; それの輸送貴そク他の ax 
女はﾡにﾡい。

い たがって商業取引 は価常. 一定の飛小材ﾡ ( 車柄)। 二目標が 

逆かている・ しかりれは「小そ老。生雇、特に小さい政材王 

弱の生産が火部分、材獲区分されナに取引=るニと・て結果 する ・ 

レかレ 向素にヒっ ておﾡこ今は / マの有益な業務ぞある。そ。 目 

的はすべての師分をそさるだけﾡ値のあい利用 に場 く こ ヒと ある： 

*の際に市ﾡに対するﾡ細な知識と林産求の のっビの 岡要み t 
細な知識が木材高米にに殺立っ。

a紫は堅突ぞめればあるほビ、はす寸は寸回に行われる。木 

林ﾡ業はその時偶恐的な利ﾡの多い 取引をもヒめてあち=ちの 

市場を救求すろのぞ く・主Yい て既知の顧宅 ②nめに (彼が他 

方/反年に桓 っ て確係し た林Yの岡係をさまたﾡﾡ るよう 

函底する。ニのマ @的な肉係はは買入れにさって しかし結 

ﾡは林車区今によ っ て希要に 破 高み総休利用 ク 意味におい て 

合する Z ¥ を可能にする。

商品の才催は林ﾡ区分に非ﾡ に肉係がある . ﾡなる外面的な欠 

点( お らくきったく 単■匸 美観. を 換羽 て い るに さない け。 欠 

点)之 除去 するそヒ かと 整理 cたv えばﾡネの 整理)を通っ て加王 

(たと父ばﾡするためのﾡ出り > まぞは/ フの流ﾡ的な移行どあ 

る,ﾡ品の構ﾡは現存しているﾡﾡ枝術的なﾡて従って 多か 

れ 少な かれ広 < 行わ れ乙いる。
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今認校徴

比の救能はない意味では「仕入れた木林を利ﾡを得て ほかみ人 

こたる二Yぞある」と理解されている。高ボ はむ し ろ「ﾡのﾡ 

・た足に役立つような時向的. 場所的、そ営的な調ﾡをし ヒげ 

るニヒJ とい? 深路 を有する。

商的部姓は「変めする林業るび林産来の第場を今量し し た 

かって景気沈滞み時!ニは過点の供給を受け ヒ め 貯属 し、破か 

イ Mレ. それによつて 生産ﾡ術によ り 戻いﾡ期を ﾡ証正するた 

ルに必變/ある。同はそれによっ て木林市場に対するﾡﾡ椎な 

らがに継有性の / 平因になる。

%fゆ沼ﾡは和場の拡大に役ち. そして他局は「自己の有効 

ﾡ声が上 史 のように非帯に限られているﾡ々のﾡ営」の松大 

にβ立っ. レたがって商業は仕入れ領Y販ﾡ領ﾡを拡大し 新 

レくかつヨり為利な継済的総合を向ﾡし ﾡ撃交王を客にさせ 

2 b そ回氏ﾡ有的生ﾡ性を促 す る。個々の おﾡは この点 ざ特有 

②発ほを示す・

そﾡの調墜は林産茶わよ 林業み個々み経営の特別 な経的ﾡ 

曲 統争. 壁歩.校術的変ﾡなビから生ずるようなﾡ々な経済状 

懲か9がにそに定じたﾡ愛を考世 する。 高業は林業 ヒ #産栄e 
永品的な産*の結合を保談すれ ばする ほご、は す ます部ﾡ桜能を 

采たす="がぞどさる。 その際に得られる「特殊な状ﾡにﾡす寸る洞 

の"よ木材新茶に 「ィ々なら びに全休に岡する政ﾡの配うと利 

刑」2可能にする。

ンカレ商来ば脚ビし てあまり 格利 ぎなく かつ公む的ない面 

も示オこヒ がある。木林 が不 自 由 な Bぷ全が 余っていろ ﾡ今x あ る 

いは4の同方が同跡に起る時には 木林商業は「特列な知業経 

Bをだそ Yしない 事業」ぞある。ﾡネ のﾡを以い「ﾡ号への ﾡﾡ」 

二よって大さな利益を 呼る たために は汚ﾡの入手だけぞﾡ分ざある。 

たとスばー ォ/次 オマ次書卜大ゆの後 ○よっな --  インフレ 

ショ ン時べには 市的二ご民な 市人や公共が失を家 っ zお )
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ま た着 ﾡな くろろ ビがほい栄 務示 則をﾡる ニビがﾡになる.

木林同浜経電の巻.大ささ ﾡ知

/9ョタ年の ドイツ帝国の続計どは木林吉業そ宅は特に示され 

て から ず、「京 材料お よ び半裂 品 o 内届 の な かに念 れている。 

それ以前 r行われた2回の固ﾡ調査は次のよクな発震を示 してい
(母力で示した傾用予のボジ

( 総 c そ のﾡか松=さる 
もの

バケ5ョ 7255
/84s0 ノラのス/

+ 42 +84
. の桜城化てよ ってﾡ

© ・

くそ宅故) ( 従米買数)

ドイッ 寄・ a 74ョ/ ヲ//夕/

7 955 テ545 822
変 化 (%) -25 -54

その比義は高度の枚ﾡとを示い ており

ﾡなへ向の防物力が代巻され々 し てﾡﾡこ分とﾡﾡ向上が強化 さ

た。

ドイッ 歌邦 さは /? 50年 ・ 52sの 業数 z58 95 
の従米頁数が計上された.

木材向屋景、 同地取引木材栄. ﾡ木楽パルプ木材紫: 許及業と 

い木林茶の ﾡ類は区列さばなら ぬ: さら二はに=れらの代い 

に米材の 仲介 ヘわよ びﾡ材の仲介人も またに挙げらね ばな らぬa.

I商 ・

ノ・ﾡ穂

ドイツ所園ぞ / 今e 3年から /? ヲク年の向 に禁樹の 面積浜 

みは総面積の 6ら%から72% に上昇い . しかも= れは中ォわ よ 

び▽イ 林のﾡ牲におい て上昇 している ; ニの期向す におけるな 集 

樹務林の 配みは変化 し ていない。

次の数ﾡは 乙のﾡ震を兵休的に示し ている。なお、二の表には 

ドイ ッﾡ邦に対する 記公 モフけナ加えら れ Zいる。

- 21-

個々っ樹ﾡは総森林面積につい て次の様な配分を示レ ていろ,

(領ﾡスび(ﾡ之 
季度 ) ﾡの

ﾡし ﾡ) 
面校印当 ノ

く%で示 レ たﾡの ﾡﾡび 分)
C裕) (砂林木) く中林) ぐィ林)

ド イ ッ命週883 さと ラ4 2/ 今 5 ムム

o /9ノ3 7e うo •N/ 3 5/
ク /927 ク/ 2? 々/ 3 5 44
ク /タラ7 ク2 2s 22 < 6 ヨタ

ドイ ッ映邦ノ98 85 うケ ラo メ5 ヨク

(ス ど 年度 ) %2示い た低 < のえの画積師当 )

(Eiche) (前前イバ、 /えc&z 、 / F2んcc •% で
ラう 法パォトノ \とa'zcんに ノ \そうにつ2余人ノ

(ﾡ主)
トイツ和国/27 7G2) ・22() 7
ドイッ選邦24テ2(3) 2ケ(5) テ 0
ニt2 ﾡ t て 場 問 2 ル 的配み は 面項( agうよ モーﾡ 車 番 

どある,

/ 9マ7Fの司各によそ ば諾収殺の うちふ5% が林にそ じ て 

ノ/ダ% が根株材 と担飛材にﾡ する。そみ 材は次のよう に配分

/Hオオ 
オノ ( 岡林 % )

ご。

(フ年のドイ"商市図)

な ﾡ

広 米 お立 の%画や

# 2 フ7 ル 45
イ 7/ 7シ se 5e2 70

(『主ノ) 4u 43 7 .ヲタ

フ o 39 フ

ここから府材場に対す る針 の 大 ﾡな ﾡ義が明かにされ<

い る。用材生ﾡへの広茶替の証分はボだその 面事西分の キ 分にモ 

スく こいない。«れは特に小 さい 用林一/報Y rA兵裕の y4 が

中林および短林か 京立している Yいう 竹に原因 している °

(Mat2) c o 中 o 数 は 中株 と ﾡ林の 言に»る分い今

C" GM/ク)ル&んイL&eみ , Bad 2・Sc&awwuCi子 ・ノ7C2 / す
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そ②商に問材及林への広飛樹の※当は それのパルプH材Yい てo 
利問のため にﾡ し <ﾡ加 してい。

ドイ咲邦に対い ては係続的区ﾡをし た比ﾡ教は処型され 

そいない。しかし「面積にわけるよりない針柴樹配分年がFとん 

のウェイト ②増大によ って ・収属的に ﾡ会に償わ れている」こい 

ろ 三とはもえる。

用林年牧ﾡへの区系岩の丞当は /?タ2〜 ケ5年 には今番け 

た理由と、はたに不面にはよ り大さい面ﾡ配分ル よ り反い生長量 y 
によつて 22%2領を示しているく 二れに対比 bて ノク27年に 

は /4発の報とあったゝ。また捉お生定へのなﾡ樹の郵当は ラsa 
一55年には /ク%W あっ尼,

針茶材材は輸入におい てま 同じようニウェイ ト をかれている。 

ドイY団砕代には素林 fに投ﾡいたﾡ入総対積の6%が針 I 
業掛材そあアたが=の地率は現をそあは ・変っていない i

义材 種

忠材と非放材CPerbholz und N;ehtdcrbholz)
木ﾡ名決材と非な林に会ける z ヒは政をﾡい材ﾡ区分を意味す

る・ 放材 C Perbho)z)とは「探に際しﾡ株に袋る緑林を除外 

りた皮付宣在?と以上の材ﾡ」そある。成材が?e 以下の神 

端直経ﾡ持っ て い る場合には 7c以下 の直催み木林を示成材 = 

算入される。 非成材CNchtderbholz ゝとはそみ ほかみ木林林ﾡ 

そある:堀系あよび根株材(ナなわちﾡ除の中、概株に変される 

部分)

ドイッ府函の 平均ざは/ 夕2 7年に総収ﾡの / 6% が根殊材上相 
系林にフて占められていたが しかし個々には大さ公ﾡ差がある。| 

材ﾡ収称口対する所有ﾡ別の型余に門する表 か ら r市町 

林およが組今くGcnossenschaften) ○根株材わよず根ネ材 

②収想が片にﾡく、ﾡの面ﾡ部みの/5倍みﾡになつた=ヒ」が 

わかる。ﾡ由は「m町村わよび組合は比ﾡ的多くの広ﾡ樹林( 々
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のAの44ないレ 44% ) を有 し そのなﾡﾡ林は中林およ 

ボ矮林ド将に高 い 幅分 - 組合林は ほどんど52%に い E分 - 

を示レているニビ」の中 に認め られる。

甲材と燃オ

そう/フタ が常) 二布 らい区別は用材Y メ材み 区別ぞあ 

る.問ﾡは浜材・モ切* 列用樹友に別れる。 ;メ林はsche/t- 
磁, KnばPPelhe/z ・ 堀系 ・ 根株材 火料用樹皮に別れる。

林米政策にYつては用林利所部分くMを&4や〜。6uな) を 

そさるだけあめ、一般にす べての木林たをそれみ 承を 効用 多 さ 利 

用に普く ニとが大切ぞある ・

玉寸ま寸ﾡﾡし <行く原林料木林は回氏経済的に非常 =価値が高 

いのぞ、(研時にそれの ﾡら経森的利用 がﾡめて不究会之ある点は 

別 しし て)みき な お見られろ よろ にﾡ山②積をメや 寸 二Yはさ 

さない,レかレ 界林料みより高い利用Yﾡ良へのあつゆる 

はっいには林栄そじの利益を意味し ・ し たがって林策経営の給川一 

能力の強化を懑味する .

ク27年のドイッ術回における用材 キ Cg&v今dua&ex) 
2制谦樹•は成材収覆 。 70%. な葉材は 30 %8額2あった。 

レかレそのなかにち主受所育ﾡにおける若 い い差ﾡがあ →った。 

物 ま私有林片は 最あの用材 率(76～3%) &テLて いた 目由ﾡ有林は 針類 樹 

-おける反低の用対ﾡ (ケ?%)を示レ」 そりて市町村有林 

と和合林は広ﾡ着にわけるﾡの 用林 率 c れどれ 22.2 ラ 

% )2示いた。その 狭 ・ ﾡ町村有 林 と 組合林そ はﾡ=パ ル -7 用材 

・bそのナく ら coa ) o 収和に よ っ て着 し い 改良 が建ﾡされて 

いる, ドイツﾡﾡの総決林保く突行) ﾡの枠の中ざ. 救べは燃 

#の比字を2○% ぼど救少= tる ニ ヒが研ﾡぞあ ・ かフ努力す 

る点ﾡがある と考え乙い る。

今才げた甲材比率は両方のﾡﾡグル ー プく誤着き: =針ﾡﾡY
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な素ﾡ) の*収表 ( 主収ﾡとﾡ収ﾡの合) 二肉形レ そお 

生して 用林市場Y炉材市場=すろせれらのき殺を貝体6に示 

bている。経老経着的に!中特に主収ﾡク用林 ﾡ が林分音の 

成采天ﾡとら てﾡ係する - ニ の ような主代収ﾡにおい てはおの 

かク甲材之字がもくなり 十兼せだは90% . 広業ﾡ2はたY 
文ばサナ之は) と0%生高まる。

ドイ ツ帝の Hc7lス ニよる材ﾡじう

3 コ ン次司ﾡ林区理局!はH!= ノタ2 今年ク日 , 日二木材松天

をう行し 乙お 三れ!A /ダ25五/C 戸 / 日に効ノノを生 じ た-
/ラ今年4月/日のドイッ帝 回 o H0MA は ドイ ック ホ林におI 、 

②ホ材の批林. 検尺 材ﾡ区分。去体的処程であっ た。そいてこ 

2 成就 非材・刑材 メの区みY同時に品算列 徳 言税 

2 : 型間が列の林確形抜をﾡ高し.それに対L てﾡ味およべ松尺 

に容ろ細な規定を今えていた。(Wは注/%)=れは市ゆの以た 

に"上そ先に大3な意味名持っていた。それ*なの8年にﾡm 
さたけ回在斉に対して不可ス。 前使があ った。いかし白 由経ﾡ 

2 ゴ あ c まさ 匸全く 自由 経済 ト ！二 おいて )なれは 非竹 = 有効 ど 

釣念。な々 となざそ北は同品を幌格化 L それによ っ て 木お ・ 

を性化したから。木材の規ﾡ化にはっ <「林壇規が非常にろ 

飛多様な呼に道ﾡをへだてた取うにイっ 盤」がW ・ 払われた . 

址城的な海整は ニの方式だ容易に とれ た時Yしとはニのラ 

に つ 子2め こ地ﾡ的調整 が行われる .

木林炎手営の在庫重はみら十= Yが2さ したがってをにミa 
る。需 要 ヒ 供給!こ お け る 強手 は增 加 し して共所約ならがに経 

済的な遮ﾡは有利になる .

ﾡ格だ監Y咲とて「固定し た価格ク 山"材ﾡク ーよハ 

ﾡﾡ木Y銘木を一空の品新 "ルアマール の 確庭 に r っ z 引 し e 
CAき主 ダ) RdEzピ d /wz いマL /夕2 ノタノ -Actz.

Pv2uイ "イ AeちatLcAcAcEccxigccw4wac6ws
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して収ソソを評すため」にﾡ等8じ今の さらにな汎なﾡﾡ化の 

送長性が 示さる。Se&nittAa9(8さxz対。 てもまた同 様な処 置 が 

ク用された。二の品等規空は格規虚のﾡ止によつ てﾡ止された 

がしかし ﾡ務 Iにみ いては広 く 俊わ れそ いる ・c s62～83)

糸 ホス R
3 . 才

坂ﾡみ素枚市焼への給は※なのどおりでみる・ く平。。ろ

ム 成刻末欺)

ド/ ﾡチ対 す る

(卜 竺 当). 「ご ジ__<ご * ) く内料) (t3
・生z く”"d 岡安) o ノハ2 "2 N

(貼gﾡノ9 )
考入(/夕2〜 コ の全千> 2 3 o 5 . ア
-- 計____________________

s. 3 /2 7 Sュ・ o
う永 か

. ﾡ内のホﾡ株長

ﾡウか ・以魚の和ﾡのﾡみは過似の 

尚止>れ ﾡ入 か浜 ﾡこれている: と」 

して台沢活ネく P$$年) 2、ずけ発認こる, しかし

◇るス27 るか 

登にしてはこておく

夕)ﾡも安 ウ 係、ﾡ的3
(所を/? )

J . ぱoocどa , .0
&一/ Ζ
( ﾡ品 ュ o)

A ﾡ *糸え

今フ420 ろ ア て ・

-/ろ. どはいうも

! ボ、

R ・

IC
と

て

な

ノ9$5ﾡ( 株ﾡ> のイ( 夕行)

も . と / 今«の幸 く 
然 2 o)

年頼承状ﾡこ上回ってい ろ.

Z iな0cっtッイ と cど ce

/P3 .

ツ ﾡく β々の 当

ず な わ う

のし 「を:こ し、

<.. 鳥 載 c おける 趙軍 毋 伐 量 , さ

全//っぬでみうう, 今の

②ーレハVパる そ受ベベ行 す 3 - 
'4 . frxe&ctA ミG.cイとんccAucaイr

"" ・ 任 一

の皮 オナ 失生、 永ﾡは

ミ・ン チ 尸 (林比>

r- a ゃ 忍2田 こx 3
ここか、 ©

て・Iバざ「十 . こ れ

と」に氏チ力していな

と犬

ﾡ す

ど 会、

るめ

くざま

い.くvパ
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樹穂別ﾡ

ﾡ全
ドイ京チ (Bボ2 レタ//, /夕47. ノ90 /ダP, /S2 /クsバ /Pダ2 /P33- /クP ンさ

回内生星

田 ﾡ

x ﾡ
2タ2
222

ュ身心

-2ク

ユァ./ ユ&よ

e
コバ$ 

e
2ユ

クュ

2〜
42

/?

<o
/84
<./

コミ

$3
ま籍計

熱 入

用 力
(腰伎2R

燃 才

2ス2 $o2 42 34$ =メ←

e.e
c,o

2

44 
oo

2みo

34
夕/

?

23
ク/

ユフ

ミ

◇3

コク

$フ

タノ
まな

今 • す

岡 杯

※ 林

2
診3

ラPな

22a
コク/

/ペ2 クe

◇ア

-ユ3
8o

44

スユ

→フ

つ

<5

ユ么

イ

</
っ 2

e

/
シ

未女炎計 2◇ $o.2 〜ばo ss eう s<2 3eフ ス3 っ S

< 3 #?月組役は会ﾡ殺の ﾡﾡ 男橋々解明とう入てい る, 

た 后、 し. コの 調会 oなかで、 もううく. プュルテ ン ベル グ.バ- デン 

シマウ ンルク りwペの発地方イ針茶* : 玆美加 ハ-絡黴た け &示し 

ているxゞはい・ その枚ﾡとﾡ徒ﾡﾡふす. かっ.AP 
収&給/ め長我 を 石貧し Z 会史的 质国分ず 3 と. ドイ5ﾡ4会 

A付しマは下のようなる。 •

(ﾡ注2クのっ)
^ん&.ク?. 8み・ /タタヨ3. ン. ク S Q,

(ﾡま 2ノ
2 そと 42 BELF eイA〜.t。 d・号よuイ* 

tccイ J ・ S/cot AF2.
C 時ﾡ ユ ユ )

K*は 木 & 合む.

用はﾡあ的Y央味かあ る, 疏 に 22 ペー ジべ内 
(『さユ ヨ>

う/玉樹は用材の4%と5めでいる・ マ、 トウヒほ卜 

ウ ヒ 。面 いス4 当 リ給付 のﾡ果ヒ し て 面糸的 よりb 収ﾡ 9 I 並0く し 

zい る,

一 ・ ----...... .... .....(/27年のドイ ツ帝国 ) 構様別 収殺 <年位○○スろ、

二 (ば*ど*ゝ
r さ.又な り

ブ ラ

ゲ;aク"な ※場尿な

カバはろびR ・ オ

マッ ・ 火aucんc
トクヒ. そミ その0針茶樹

ハタ | ふ 

e.3)
/ハユ , / 26
/・イ

$.4「P・2

</ , 
o・

へ $

合 t S. o "コ 7•6

ドイツ 中 鼠 の 平知 かり 确 れて いる 君 ドﾡイッ (今日のドイ 形邦の

A )の収本ﾡはつざのよ う る5 る ,
-- ----------------------
〔卜/ッ#図/タ27 年) (全4 ) ,なのドイ ツ 京 す、 

炎型野の全ﾡ 丿

2系供と系州の面杯iに

・ ・ 成林林糸比

ん ョり成なﾡ(卜)

0ズ)___________

2ク:7/
ユク:ク3

s ・ 3
2

32:4P
s$:4s
3

s み

よれ ばﾡ ドイ "はそのよ り ﾡいス茶が面分のため 東 ドイ 

てメっているが、 これa面ﾡ乱分よ りも木林収頼よって ミゥ 

そ«あ現ゝれ てい る, イ ﾡり炭林収および成材の用 収ヌ長 Ia ホ 

aﾡ広たと示していなし. 品 ドイ て・はりなはい.ス奈林用松収かマ 

べへメ合のトウ とのﾡい収 と ﾡし利用 よ っ てﾡﾡこれて 

そ, (次為ま:品ドイツはトクヒ か比に攻63うく. ホドイッはマ ッ 

レタい) ,

(23
,イノ 取 部 K おける 用ﾡキイﾡ ( 突行) 致z5 める楽ﾡの比卒

1 ノア$/ ～ ノ2 6年 22 %でみ→た,
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も林の令級ﾡ原 も会I お 17 る系太の収ﾡﾡ力 ○判央対 し で- 

来のﾡ2示 す.

ズ で示 C R全契列ﾡ記分

«域 と条タ 堆
/I2o

24 I o
z/ I 42

4
e

2/ 1/◇e
ノバ I ク

/二o
1

ドA 市国 ノ?スフ年 (ﾡ7主 ユタ8i- 8c /夕48今

3.4
ク・パ

ユス・ヨ r/4
/2

/./
2え

ン«今

/. N
クパ

P

<.2 ,
4.4

, o
ss

二 ◇教かっ令額係 大会&&化のGいこ と が認& めうれる。ド 

Aﾡ象で/クア年 cP.ece えa= 7、6 % <.82w 8
%)のぷと示しんﾡﾡく択着主:百/ﾡ地*の&)a /s今年の 

糸系P.eceイa= ハ2メ少しP・ ﾡ地はっひ2○年以下 

の林余にメュスク年2とX で、ろり、 /夕2P年ば2クイるある・ 

/22 上の 林かの &2は /ユ 7年/ク火 . / ク48 キノ2ダo 
択はっP. 給付 組は「ﾡ/お」ひそ 3か少結果これる令ﾡ 係、 

カ ベ化」+るふりも「木点 の下と向/備林の消祀」iっ 

て※し く仏下している.

六有後験よ る かﾡ

次 二れゥの 収ﾡ を竹為ﾡﾡ&かす る に z はつざの4 うなや、て 

ﾡ味か p る .
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ノ. のせ的がカ所 科徑 附け 决一てい る こ・

フ ・こ れるゐ乱の林根か所為ﾡ系っ て い、る こど・ 

引 ・ 者が1偽か所 8殺列に炊っていること.

ス の収本 一ﾡ表は- っ の洞祭 こテ え る

ー/ッ国

/27年

,__________________

M 利 4 引 ベ 承 シ 彼 oxf)
用 X 科 ポ々

お 林た城掲 計常始 な茶ﾡ tネ機

。A な ハ /o./ ミ. X $・«

; 兜 村 南 次 .< .o 二, ○ /•3 ハナ

紙合んび財α妹 夕/ ◇.ど cs ◇.ユ c.x
'ネ *、A 株、 C. < ク ・/ 〜 二 o.

自日伝A ネ ◇/ ハ・2 → ア

A 計 -～4 ・ P e フ£

$o ・ 2 ・. 2

・角どと方系そ点林 一一 みるいaなく 乙すれば天もA —— 
する必勢み秋々着でみる. 小、な為(意暴ﾡ) はさ

“以 * 2 A ベー郎 は .1 っ て 普 " 財ス元そ「； 次号し ており、収 ﾡのiほ かハ

/ 部 分 & 及条 は及糸をてべﾡする。

材 従と呑予体林の判ﾡ対し て は平 均 ﾡが人か内並 っけ

く脚ま スダ 入

ノ «み年の去林部をほこ しクたり-これた部府4Aﾡのﾡ四く

Landern) っいの"行わﾡ・ フランス呼のと4地の諾国か

報告 全ﾡすほつ○年向陥の会扱るIaな く、 / -4。年 ,«

〜 ?c年 P○年火上の3株かﾡﾡかこていら.

(旗.者注)

gち〜 は7メりア年とイギリス平の5袋地

巻 = 表条済ﾡとこれるいる, 久A&みﾡせ」。

(ドイッタ国/クユ7弁> 子・ ア 迅 お や

図 為 おな、 用 sよ 角 ぶ 6 ※為林

7 ラ 4 /• <3.o SA2 <
・-- --

プ ナ
クeク

トウヒ g /. g • • :

マ w s$ --- j
。グ 〜マ ふ/

:の力 「図為み は ﾡﾡのﾡﾡ 株 令 2っこおり、 し - かつて 

て災上では秒 %糸系約部に •福, 号 ミ ft こ いるっY」 こ示している。



-30-
業ﾡついてメ衆すれマツの平始町が令は / ○年 (県ドイッ 

ではノ20キ・ 品ドイツでは/ee年> のﾡ伐ﾡ -致し. トウヒo 
¥それはﾡ /e ○年の輸似ﾡ一致す る .

国右林の 3 の鈴似ﾡは、・g右林がと り あげてい うほごのそ令ネ 

ﾡ林をもっ ていない とすれば •梅 値 缶始付 か、少兄ても 収ス宏性 かっ又 

て2糸ﾡCるァ& パか)2冬えている。 しかし. bっろ～. 

ﾡ有妹4ﾡは昨W大 X なﾡたﾡ力 2回A状キえる」う は立«な 

そ迫ム為甲な林太ﾡイ2ﾡ為 して いる.

1 針 無樹 おいてわすかと。キという平肉然期と示し. 収接ﾡ 

ひのい逆木とAし.そして方尺は株ﾡボﾡ2示してい る 

自由*合 林」 おけるボﾡは比ﾡはらkﾡだい. そ 相応 cて 

自虫倉林のん～各り平ﾡ木新領伝は 国為球のその約ン。 て 

°3・ しがって白由4有林てはﾡ有状Yほとくビ番しい 面 科 

9上 = 非常 z ﾡ な経 き が行われており. そして 

"%にまとして紹く、/4の4 い 木抜 が水ﾡ これていR. (衣私 

ﾡ:三の文矛のは/夕2クキの状ﾡ2五べへものゝ .

自 田私眉 燥 でほ との○何十キ向のﾡ=ら 「戦ﾡ々役の国 

ﾡ八頃するﾡ尾化」か生 ひて いる.

ﾡ殺的神及

/タ3ダキおよの/? 35年 (杯業タ> における成年似挟 ( 

突行 )登に知す るべなﾡ賀委にドイツ®回におり る針来樹お」oA 
業ﾡのべ徐の林役的ﾡﾡ和案 2キスる. ク3$年は次のよう< 

本2示しん.

炭枕ﾡど杯( ス行 >番おける ﾡ役及 び材ﾡ、の愛か (%)

〜イ ッ®国 1
( /夕35キノ 国南林

1町村有林 ___本 合林
$oeia 以上 $e～e。 &Q $ee&a!上

----- 
Scceocx

剑 茶ﾡ
メ お よ び枕太

トラヒ、モミ、ゲクランー 3 2 3 囲 3 ミ

(乱 )
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<.カラマッ・ワイキキマ ツ ニア スダ / 27
的 4 ^ sx o S3

小 ス な

読 ネ

パ レプ用 ﾡ

AA月 ゃ

2
/ ◇
s
ユ

孑

P 
s 
/

//

/

<

/ o

/
一月 ち号___ P ○ ク2 >P 丿よ > と

二 ○ ュ/ >/ ノ P 24
本 計 /2◇ /2の /◇o /◇○

成林 弁孩株( 欠行> 受におけ るﾡﾡお」びなﾡのﾡか (ダ)

/ ド イッ命
し /タ3$幸 ノ

市 町科 有 太 不、為

$e fa 上、 So-ぐccta $eofal上 p〜台2 ム
ス※ﾡ
件メ ﾡネオ.小太.ﾡ木 

ナ ラ

プ *

そのみ木 

な*対牧 太不

/
/

/ ○

-ス

/

・ - /
/ ◇
/
/

P
・ - ク

二

3

/ ヂ

バ <

2
&

五 3 e - P 二 S 3 s 3 *
ダ $ テ

本合 3 c 3 2 ユ < 3 & J P
本 ¥ < 名 ダ ぷ 之 幺 < コ <二

A 計 /2o /◇◇ /◇o /o2 ◇e

/ ・ 面が全。〜ちeeイ の私有林C これはそのほかに比求わ 

すかの土くるま: ﾡ地その &合むはﾡ系ﾡとべ表す 

2もの ては なレ ・ そして:れは ・ タか、 銀校づけゥ内そﾡ( 

原統そ客>&牛っ へ ○行 なわ れ ている 伝球そ巻 てろる.

ス. ﾡ絶別 の ﾡ林 のﾡ はとれ く3るょ:計4別)のいろいろ
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な圆演 と イa ヨ リ 4合 そ呑系しておリ・ し/=がってﾡ々の裕ﾡ| 

。 “呆抗 の 合にする複給はて:αい.

ﾡﾡ引の数条岡L ては〜だ「新岩んし. しな米おの会ﾡ 

数応ゥ w12#グレ-プ"なの で検イ 別I x の 乂 う な ネス 無 中 - 

&ケ木み市力に少スんマいるか」 tいう 二Yバけかかりて 

2 に 适 ぎな い...

3・ $。～4c。ん のそ営司糸の市ﾡ為おりるトウヒく

) マッく/タ *;る科 み数 a二の内為株(去として舌 

るお び方 I なた しているﾡ名ﾡ)にも る ト ウヒのふ86 
び炊ﾡﾡ魚ﾡは起2スの. し てし る.

. 小ミ ・市町お名のﾡいな業料Xスなの数«は少く こもロ会 

約には甲町よ場家ﾡの習的な最求: っ て試羽- る.

そ カノム の a 房 て“ ほでの 就 計 的な 核 鏡 a 少 a u..
$ ・小払 ﾡおいても ュへが為をの台るの総ﾡﾡ級ケ 比 板 史 

ﾡ い・採ﾡがﾡ4のは かな飛:れてしる. く長茶とﾡ*

• ﾡ合し委営、双物 負 会 ・ 虱, ヌ み ・ 理物 命共>.

4. 入為林おける契燃バっび口なぶの約は用抜段 、 

法目すべ ・伝役かp る .

比殺の^pWドイ "政にわり a ・$。～ノク*年 (林* 年タ 、 

のか永引年/ネ穴欠が番 & 的 ょ う .

「ドイツ麻拜
及 は ceすイc で示 しr 炭ォイ松べ行を /s○〜55年F

/$o $/ /タf a $3 ノアW ノアI6 /○マかt x
ス条A

(脚当め 3 ふ3 揖メ .4 ss /ス x s
境 ネ o/ ・ o二 ◇./ ムコ e. q(ﾡﾡ2?) 
パルプ川 ﾡ ◇.$ <o // / ○ ss //

(ﾡ狂ユみ)
ﾡ 校 43 P / ◇/ 2A, $

合 t ヘ2 2s P NM み/ 丿ノ ぐoo /2C

このネの系&(ぷる話:最ち※)の米は/夕$ ～ /$5年の年 

2様穴行愛の林神&示す・ /5$年◇*«(イ、 s.z4 . 
っ4 > Z に致 し そ. 特非方 A し. ※ネﾡ分辛が 日っがニれは品 ド 

イ ク求述わけ る トウ ヒの品線的な少ひにお釈的々公と木 

お びルレプRﾡの究い利用ﾡ因っけゥれ る ・ な柔ﾡむいてIは 
x キ配この季は 主とい て そﾡ:れアプブ太のパレプ用おと し で

会 記性 よ って戒ル［. さのほかはドイッ ミおけるフ( ﾡTミユタ
ウォリみい生及もさ応・4 りい月林 率 の京因にばっている 

知々の岩役は域維神めいおい て※ﾡ2示 し てい るが、 この必緊は

一ﾡはg9. まr:→はそ済部糸 件 つ"けゅれている .

(両径ス5う

ドイ ッ欧P
ス付 /e0ろ 4 1 で 示、し Rﾡホﾡ欠 そ /二o〜 今4年エナ

/ラe /ッ全バ /今 /S s /ecさかt

r ﾡ 才
(パは-&>

林 本 /3 /2. /ユユ /< 今 / ○ / » クSP ss
1 ﾡ ホ

(パ甚っク
パ®!レプ用 ホ 

(月52め)

3グ っP / < ク 3 ◇ $4 ^マ

Ζ. ? コ/ P o 户

22 ス ク ,/ -マo フ ◇ P ノ げ,◇o Z *

合 ・ ユ< 3 ◇/ ク2 /夕 ム /< 4 ノ/Q /"な 1

(示メﾡ話 )

(2さ BELF。 報き よる・

(:4 ) ﾡ林は炭ﾡ小メなY枕太用ﾡる合む。

(2ク ) パレプ用林 K aaかの魚が川&今む ・

(ュ») 燃:メ会体、は役ﾡ師 Iスノ:2ハにﾡ で れ 品にか ミ iれ

(宅さ.ユ

itscherl;oA の极告 。 & を今際の - と・
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ﾡ者と橘っ て いる ものは特

ノ 自ベ的地 ( 生み銀浜 >

2.株こている 除4 ﾡ (林太の年人αt し Iは 直径)

s、 そ済的 立地( 阪ﾡ肉係 )

介入ﾡ

国生と同ﾡK —— 既 に 約的示し ようI ---  木 ね

ﾡ入!ュドイ ソの木ス市場ﾡ委 な 例 と消している 輸入に お い て 技敘工筑わきた猊秋市 名 てﾡな 

見うる・ 両 足 く状者ﾡ: 原料 

ネおしマー に扱せの ﾡた 

てこっのﾡ消的系〜み. そ

も合乗ﾡは入さはたみそも ?そい る ・

研Aの そ通とX も 、そしてﾡ二っのせﾡ入牧のﾡ将と して- 

ﾡ口ﾡ糸政ﾡ命な今ひ回外品糸ﾡﾡ的V宝ﾡは「次の我 か 4 調総 

たる」う点」安/化 が っ R ・
未わノ。。ろか で示し/用ﾡゆ入

(ネ ﾡ)
Nイ ッ 到(はの ドイ ル、ﾡく府は3)

4133 バアタヘコア
( 千うう /$ と s$

末 み

ﾡ お(州お2きむ) < ダ コ. 2
ﾡ 太 o $ ◇e. と e, < X. s

ル プ°用林 < 夕 ッ う ～ ざ 2二

*夕品

お ,ﾡﾡ.ﾡ*

メえ wパIル 7 河 枚 6 2 フ ss
本*8.. Cレプ衆 + 2 6 • < ニ・3 字

合 t ノ S・N 4,4 e ノ<,◇

( ﾡ 文 ﾡﾡ)

(3o> M、 2んe%, /daouイkucイ da Fovo才teuk /22っ・ 9.4/e-4← 
4x ・ Kどocイ ・ cQとx 3w-tcイtnatace&cekc /-分meパcんa S,"$

(3/ > ・ S/uマ ・ cvk c4o Fezudcibsc化CPu。 /タ$ $・

4 a . / /• 子 、 /ァ*4. イ ・ /.S./

-39-
___.... 、«义朋技文» 
受な安化はﾡ林科 と林脈 の比tの父にでみる. それは末

本方病 ヒ もどブい てき計昇 すると /P◇7 ～ ノキ K は約 ノ:/. P2s 
ヘ2クキは約ノ:メョ ・ ・ ア年にはや ノ: 2.7のぷはる. ミ 

の 安化 K ロ ト 国から条 林ス料ネおと てさ る rけ加エ t n*Aでﾡし 

ようヒしR丹力とその氏功かなﾡされている. これは「ドイッの製 

エ 末が国口の状生& く依する」 こいうここげにふって国W 
◇林*が しては場ﾡﾡ的V為利はﾡ容を え て い る. セる、 

これ卜因のﾡ事にさらされて いるの か、 

不又と製aﾡ入 )は ドイ vのダﾡ工 

の. ノペ-ジテC六ﾡﾡおい

して ごれ林\いういうﾡで

合ではみ りスい本経済的彩者 てみ 

ミろドイ帝国 のパレつﾡﾡ入の着

"系でほすで/タ $ ユ 条 

ゲ体ﾡ齢入 とうわわっている. 

ラ方、バルブ原 努)の 恰火 の 独 然 

ている,

し い、加が ﾡだつ. ドイ

ル プ・用やや入= K※) 
い・て ッまr「ポﾡ品(木 

ﾡ国のム向」 かルドっ

て れ (

(につ

対する

ご

ほ

4.伝格 と 価値

岩像とお授

ネわ品格に 木本の利0用 可ﾡE株 と それ にんい/木おの状会可ﾡ住の 

ちﾡてある, こはっさのよ う 枚ﾡはりひるﾡペ系ずI 
%ている・

技格的 な もの: 构殺の いろいろな 性 と利用可 催、・品A(すな

h ら→ﾡの並ﾡ の経人 ) .はゥび* 応 じ た願 ﾡ o ﾡ* K ょって-

く文際を3ス.

ん ム Ricイraxe イ Sc..6c分..feイ・ 4 ・ GFR 
り・ Roseh, /ce 』んe イc〜そ。cイcc /r-合trッteイ : Hネbe ・
・ 2. ィタ4ミ Y. S. ユ クの .



ﾡ済的はもの 3チ桜タ様施 可 能 もずいたた、 木才太かロ エ f 
営、木ﾡﾡ矢 経名、木林災費経るの非なく余か/常ﾡ。 :o 
・店 ﾡ会可 記ﾡはこゥ「ﾡﾡの込、一般的なそﾡ状1(系気) 

、らるろの 4み はﾡ先 内係、経有ﾡ、ﾡ符命 な永 料べﾡ(木ﾡの

ﾡ除 ゝ : s % び 国ﾡホﾡ市場の 4お流及 へのそれの体 触」に よ

つ て 糸 づけている.

一殺Rﾡ格は防号と糸給ﾡ応し ま内ﾡﾡ歌に小始の大さ二

i4 ﾡ ひ品 *ﾡして いる. の段ﾡﾡFは頁手+ っ て ミめ®

特必は消手 ( Kouxu.xt ゝょってこゆんれている ;最イﾡ平1 
今ょっ てミゅゥれ・ 烈者は彼々がその訳る たかう不 る効司 

ってこゅる, 三の新 甲は式管 . き利経ﾡ おい て 利 Yu てみ& 

・ている ; をれ ぬ. しかし、 8fとして金浴的広各なく ex...ム4 ) ? 
永統的 条裕とい うよ りﾡ次えの 网册 の下おかイ る考 う・Pる ・

し/:がr? て救今で 生各税争 R おいて . 会*や経店 の・a6 々「生港 

おいてわれはいﾡへﾡ格や分名」&ヌネっ/り pるいIに「会 

さ 会然、も/んこ点かっRり、 pるいにふこﾡﾡ&:え も P なか 

っり、 するように 格」て生ﾡ物るたっ「-りするこいっ工 うこ 

x 4"生 す る ・

二 分面 ドイ "の製ﾡ工糸の孤状てあり、 e して 品 ドイ ッの製ﾡ 

エ ﾡ て、は 柞 等 に 旅し し 税争 のbv ﾡ納 は 経号 o 余ﾡ過.殺 がr飛ミ 

そ砂り. そしてすべて の経核 a こ の 名极 & —— "殺はﾡ用2会き 

かける - 切リ次Iる/めﾡ的はタカとし ている。 こクょ? 

ﾡ烈の も ¥ 熱林ﾡ格は しばしIば —— 

は ―— くYb. 枚わ品格に bxずい 

G 森A 力 とすuて非布る くはっ て

夕い向hrる 通 YあまりもA
て株糸く Fo.&.-イc.kt ) かゅ林全系 ( 

が水 因/けられた紙ヒ自由価格ねる っ 

て k 六れる

て これず今丈 た よ

いる・

く さ めゥれr素太伝格によ - 

化rイoxイx* > ○天為科報 

マョヒや - ﾡ ルー ［た素 お 4 、

短及の 幹類石 格か、「林藤紫かり株虫 えのﾡ本の 再杉ﾡ」と 欠税 ・て

玄 我密負の幹就怂格 の一殺的 七 救 のこ:I 本々は夕登ﾡ呂(品 

そ z品4高品 (品者A) 2 く?せばはらぬ, 後私は対横部 

に に 受塞ヒ Iユい えない けれ ども ・ しかし品4的はそﾡそにわ太 

み市にもさヤめて大さは役制 と汽する . にhはヒ く ナラ 対し

て通用するの、 しかし・フブナママ"対しても、 まR通用する.

彼々がドイツ政おいて ・ ドイ ッ 考 回 r おいて もﾡ扱oe 
メ 丄 &供総 してい,る tﾡ積のB- 木林伝格 ( * 社:ﾡ&お 格)

2比ﾡするﾡ、 マりおょび トウ ヒ於秋 カズタ狱( 径、っ。～ ss 
んもハゝおいて 〜ペ GWa々 す る行この俺ﾡがたして t・rい3
が-てこる・ 部い・&役 ( Diuwンot >のYニろではトウヒな * 

LてaRない & のところではマ ・ベ—— しかもﾡしく —— ほ、って 

いa. な糸営てはナラの熱おのe - 太お伝ﾡが血ﾡの太い師か 

おいてハカプナ2ら- ネわ伝ﾡよりﾡい. し/が"って ま設料傘は 

を翁/ 3 o紹 いﾡﾡ x な ・・系ﾡの 向つ平8的な,街 格或 おいて「そ 

ク妃格てがト シとては的/:2 ,マwとファて、は約 /: 3 ・ ナラで 

に約/:s04をﾡす」とさっ様 は八◆ 災っマいる,

大おの五第はナラおて派もﾡく裕n烈われ・ さ してマッ ・ 

7,EムLo.& ハ木わもいてもは/た着しく現われ・ トウ 

とVおいては烈 t少広く現われてし る・

素本▼掲おける 価格交及 は二同～長る世府大ﾡ ・ 必ひにその商 

生じベインフレーション ・ ミゥ / タ 6 夕年か 4 / ・ まで 

, aWわ/って 施符 こん 格よ っ て ﾡ条 ※ 来なく なっ て L 
まっ。そaざっキ っ て、 次*ﾡ式これる・

ノァ/ノ3～軟的及かっ尺ﾡを基とっR労合・ ノ?2タ 

三 は除横伝格が その最品ボﾡおい て部 / A ている・

ハ2ク〜/ 3ス年 大経済た域 へ ee は: ¥ は編,Zs A 
下い^. tの後、 t は着 〒 回株 し. さのスタョマ 年本 国 

そ o 販会 よって一ﾡ"年くざアロ・fな、 それ /タィ5 
生 の/活 よりb命/ズイかっ。( ﾡ社 ョ")

毛千 用ス林ﾡみ部 し筋格の そ o殺の段所 は 次 表の通り である,
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・» でが$卜%io3空

/tリRM 
む*ひD M R"おoググ

(日 付> 除 ﾡ(岳番 保 B) パレプ°用杯 坑 ネ

i 叱像 アえcス乙 
ユ

みcっ6 版 系で
i
{, l..
( ノ3ク年 5月4日 /$ /< / P7e

(ﾡを:や>

«3キノ用 2日 /P 4e / ◇ /S ぐ-e
シ7今2月 ル日 スユ N / ニコ /ユ,$o /ク ←o

; e ・全 月28 $o <<5 2 ユス ダ ◇ タ クo
s◇a 2月-28 シ 今e ンイ.ぶ 2 ユ ユク 3ユ 户 Q

ヨ / 月/ea $o $o ユ< ユ P /e
■ノ ダ/◇月ノ日 フェ <<4 o se 〜S少e
( /タダ3キオ/ 3キ期 *0’ / ◇P フ <

ダy ・ Po se シ/
$s っ // ○ / ○ / e ___ __ フ 1

こ こにみげ「:表そっ 分着 し (こ と やは次の林な及さ村っ て 

い 3 .
の /?37分/タィ3その規・ なウひにノメック年み未故伝 

お凡えは&ﾡ店お・ 平協ﾡ・系ﾡ材&ﾡえしている。 平

格は正布 広城ムボ符 おける品 Bの木ﾡ対する 基伝 

そとして違用しら. ここては・ *れa・ ヒルデスハメム比&く 

ハル2合 ます> の品年対す る も o& みげ「・

(2) /タ*8年・ $。, ノダ/年○布さはﾡ長満品I対す

る不ぼ石格2各示し/・ そ してそれにﾡﾡ刑張の意味における 

ﾡ工価格Yして通ﾡし 卜. ここIにIはそれa二-～、-サクセンi
対するうの か"る げ7うれている・

(3) /25ノキ/◇月 ノ日のiﾡによってﾡ格迫由化Sれ・"*ﾡ
を. しかしﾡ ドイ wノの赤林有 ra/9$/年9月ユ2日「そ 

の表(に示され/おを ・ 4ﾡﾡ税の販たの さ tﾡえないさ ヒ」 

さ ﾡ意づけ ゥ ていへ.

) /3、 /ク54・ /今年がしては会なﾡ田格 

W本ブい てﾡせられP ニ - ダー サフセンの平均収人かﾡら れ

この次の(4. 好のﾡ布ﾡ町か大さい内め.

(糸大ﾡま

(翌 &〜&scよ〜オイ ム ○..な.と...F.....L.&.K..L, 

パ..なイ し•メケリ 2 必" メ 必必を い を。タ n 
マ イ りーム.% Fa..-.Lcイtc /$e一43" 3 s. s

ﾡ血 く低 ヒしてのみ方条こ れ る.

(M)7ロシマ の 損倉 林ては 総核称 ノk々 ッ平内8おは次のェ う < 

ﾡてろっん.

(年) /夕/3 ・ /ステ, /タ59, /タミメ・ /3$. "34
. ゆ ・ R M ノへ /a /フ.43 y " ス ククチ /e・ジ /e,cフ

林 本 /ec /Sク 4フ . Ps ク Pe
Yイ. av<イ F. WEcHS ELBERGrER. イ Yノ...F a パf〜tたC・ ミ

2% とc す.イン ・ AFvJa ・ .. sc: S・ ニア-/ # ・

( 3) fcんなe と Tac ゴた木用 として利用ちるつとをと許これかった。

, 糸所為 のA かゥ協たされへい わゆる女く このﾡは本宋、 キ

穴 上、.& ヒ し てずなこた も の てわる ) n ﾡ (2もど 一 くん

の おおよ

級B) に対す

/9ダ2キ/

その視念 こ号え

る相数乙 描 Iナﾡ も

・ 次表は王ﾡ太ﾡの材

の>で、ある。

( ﾡ

てい/二 主坂ﾡﾡ の年ﾡ5
の 対する治数 (スさﾡま

2月ノR立用

(子 ﾡ 4仰) ク b 2 4 コ b 3 a 3 b < 今 <
マ ツ 2 P 3 グ o り ss <s 22 Pe
・ ラ E 3 ・ク 〜 o "$ チ s e 2
ブ ナ 2$(e) 2 サ ユ 3 s e 4e 2e
フ ラ -- --------s シ o < o タク /◇ク ノグさ 2 コ◇ク
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ﾡ向のiそﾡこ ¥ も 依起植 の格 ﾡか担 受愛し. そしてス 

のおﾡ の内部ても林 名 岡係、安にす ろ の で ﾡのシステムはr 
、 (ﾡ、う&う

FギI「タﾡの価格夕化? 北イ」だ『とうテえて いるﾡざない 

a下通用 L てい る救の対額は —— 加珞釈名 に 示 sれ户ソヾー セン 

卜の数条 示している工うI2 - ﾡ際工の究Aのiよ リ も非常に

救 こして示さ r価格はﾡき の ﾡ宋 おける 相 数 て、は なく、矢 

ﾡ上: 怒うれ たﾡ格か 演 られ. そし< ------  我 式相 凫 と

c 扒老静衽 )

K名ﾡ /b=/$ - 2oo
24= 2o - 2SC
ユ = 2$ - ;2Ct
ダ ニ 4C - $。 のn

(不文所を3 4 )
文ﾡの中では 互、そ名4へ4ﾡのナ・, ナラ . トウヒ、 そ ミ の相

数があす さる 二どっいて繰ﾡし 札チ か行 われている・

R ・ H 〜そ化< ・ 3s Exそ. 

ハベレuア beイrt 「ビ/T〜 

ァ s3 . . /24 ・ S. /クs ・ 
っ ・&xrc: M 2 ・たイっ At 
/.z.b2 , Pe 務・ P*K ・

cz P2cc。 4uイ ca /ccシd -

wんケ / /ab/, ク、Tr 
/ 火vん&c , &。 PaH-6w. イ

8vcだ 4wnイ

. ク3. S. PP3. /f. じ.aイ
とイ 4a H-t子イム～ ci子。 イ -<イv c cイ : 

/abC. P2, 2- /ク4グ・ か の、 S・$4、 E- ペイ-プチーo*一t
K.んム イ パイみCユ〜t A:a Bxe-eピそ 

&ムv&ccf, タ源, s/. み ク$*・ 

イッシ :

ノ3か /ゃ.

Tア. G tCaイ ・ P～.とcビ cんそ〜〜イュイx,/
4 /な3CC〜 / "る パく ・ P- ノア

3, ダ
どrr cC
/ ア をぐ

回 じ森 ーパーセントて示これる ﾡ 教」 てろる。 ミれゥの 

パーセント枚か統の鳥おける数でみり ・ そ( でそれの 私承

へは同並ﾡはて ミ るべげﾡしﾡ向なして説-:nら あ税相 * で 

らる( これ m 伙 的 れ 南 ドイツ におい て も ま 月正 し ・守ばていベ。>. 

ミ のパーセント本(ﾡ計○意味ホにもりる女うはネおﾡにおける 

决 産上 の指格•度 物 の説 針 的な利用 に 用いられ. *して 球条区*、& 

ひ球&ボﾡ係の保料 こして殺かっ・

奈今 日 - ﾡ製状工茶は —— 挽級 is格*す s業お/格◇比W 
口&搭っている・ そのﾡ教は個々のﾡ合おいで証 不性 基づ 

い z ・ 特そのを々のﾡ符命ﾡス ク利用の程及づいて判ﾡさ 

ねばrsない・大まかな平資ﾡとして その堀ﾡの比年は/: 2とさ 

う A向 &示している ・ /s o 〜ノク ・/キ ( この年はﾡ林対 

する回内 のぬﾡかよべ大さく かっﾡﾡn場対するな6 笠会乏が 

a F大 さかっr・ ) は*の比rは I : ス.s てみっ^・ ドイッ の校救 

市ﾡおける外 回才の説争 oますますﾡ大し. そして 岡骑r 困内去り

本が鈴べ不又し た中ょって ・ ノダ2〜 ノ*グ年ほそ の年 

お送は/: ハタWケし/・

年 A* くいろいろ系なっ R#令の会林木 2及株

t R時。 そ ﾡぬ格

太わのﾡすは 「そのネお か•何 全生でるか」 とさう」うな中は 

ﾡ味&ﾡってキす、ﾡべそのﾡ品の大ゝこ と5賀を向類 = ヲ 
。 し(～vAこvcっ: 

る・

しかし. な太為 *Y会本«Y っ ては その年々に 生金期向 & * 

大［ペっ て「ないわヤPるいは細いﾡと中ﾡへ鈴する中」 対L 
てﾡ&Pベえるﾡ我はﾡ川因すでやる。 よ り長い偽ﾡは「* 

ウよ り高い平夕的信艦ゐ付と生ずる6」 の む くいゥれる ・価 a 
はバ はおﾡY本久ﾡづいている. しかし平拓的々ベ状 ﾡAﾡ は 

i でにマ均6な 輸伐 期おいてﾡ高ﾡし . z して *から株々W
す る ので枚の向上 く秋 っ て Aイの加 ?

・2x3す る天 え的 べﾡ号、であ ラ・ し たかっ てフ"ロ シア の 回 病 林 超 ﾡ行ほ

が ﾡイ戦 の ス ﾡゲ
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ノタっ○年いろいろは 殺 のマツと トウヒの 年なん ﾡ対する 

ざ統9 な教 2ﾡえしQ・ そa ﾡ似花 ※こz ク34キいA 
び 止これf- ・

一 の . ﾡ綱的 は利用回G、たとえ r変果 gq対しzはﾡの置 6ac -
径ドりが・ Cfのﾡ受な行格因多でらる ; しかし・ それは一え 

のﾡ呼まてて、 そ&ﾡす と工 り高いﾡはもはや -合わない・ 

ほかの利 用ﾡﾡ対して は木林 の林 類 ( 魚究、優雅、年熱の胸4:) 
ケ"天尺ﾡてろり、 そしてこれが派上級てあるでa. Kそか大=く 

なる Wっ て利用可ﾡ株 も、 そ ・ てﾡﾡのAも連本ﾡ と林&エダ 

条各のﾡ対的為象の鈴ﾡ力上 っ てりれ る ﾡ呼ま で・ﾡ大する.

普 : 秋々に大部会の*ﾡ く4a..と..... ) の本会Nﾡして トウ 

ととプナっいて タし.熱公期 &れるしRか、 しかし.長し 熱区町は 

特ナラ ヒマッ ー 箱に一ﾡの 長ﾡ城 おけるマッ - お い て は 

維料 二.

とかし、ベニヤエ*が、あゥゆる 料ﾡ o c a..&at&:4,e. ) a 
呉ﾡの条3的 は利 ﾡを可ﾡし、 として和糸を命めさせ ま今*. 

ごれ 名 し く«い べ/ と支払いるェうrる c/たかって、林代 

対 してもヌ、 計年 /別標 にあ わ れている. 品ﾡ杉 は従 条よりも. 

もっと 魚醺祝これ、 *tてそ& 生ﾡす る卜め- a十*一W・ 
より+い土地の上で —— 我々 口 鈴代期 (役 期 g)&高め、 そして共 

木の品ﾡ向上(枝打)のへめ: もっヒ/くこ ん。 質用 をぜ ば 

なゅαい・ Saとんケ Iさすべての燃役おいて着しく高い品格& 

ﾡておリ、 そして 林分預に おける それのﾡかか高け れば高いほど、

そして、 ・ ﾡ去われ. 鋭け少r林かのﾡ有のおかげで*

れが部さっていれはﾡ活まっているよすます その林か おける品偵の」い・本っ 

k条 こその 林か の 年 令お(町 くはrる・

ﾡしく 発生 し rルエ茶 *桜益ﾡ工茶 は ﾡのﾡ及依(向 &も 

しており 化ぼ的みゥ びお械的 なろ法よ っ てﾡ催のヶな い 秋松 

マ木林ﾡか々為利は工ﾡ命性久 ( ベ=ヤ校*ﾡと 多 く の甲ﾡおい 

てべﾡしるよっな佐夕) そ椅っ/ 楽然 ﾡ w 家長メる &生たCるボ
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功る・

百有林ﾡ運る I おけ る平ﾡ収入

平内枚入は、 すべての(分的強にし尺りヌ、 都か的額姿し 

あったりしている)ﾡ因るのﾡﾡである. それは、会体容. ケレ 

一 プ的、はが信別的r名 し くﾡっ て いるか・ *の及ﾡはっシの 

ょうほものよって 茶件っげ ゥている;

所的 - 樹根の分布 とﾡ別は生長領ﾡ、特針茶ﾡのﾡ好な所 

¥ な ※お ○公ダ はﾡ; -タ W販たボな、工茶地域か 

◇並。 -

経名 ﾡ一ﾡﾡ別・本ﾡ別・ 用新 ・針計な5、 去向ﾡのべﾡく 

次お>ﾡの 安化 す るﾡべ.

ﾡ倉ポ- そnの共型的なﾡﾡ仕. その一犬の国土かおけ 

る優ダこ・ それの 状 ﾡ、ﾡ公期 およαそれ rxレ 

Rなﾡ然絵くﾡYえば図為状と家> . まと して行 

bている ﾡ求αイ茶社 (4: 中林> .

平均入の教字命ﾡﾡは、 ﾡた/ざﾡ為林対し てウしか得みして 

・い.。 &a はて&、 かって 役済タ /ク/2対して

後し「が、 それ (a総木** K 内む、、れておリ ・ﾡたっ 

x球も合くでﾡ理すけら れ ていデ:

て及株 わ

そI工t ギザク セ ン国有林 /ダゥバ ビナュウリンゲンロ有

ノ ど、今c )Iは平始 收 入かﾡも 高かっ:。(例・ロイス

ブル ク、 スト レリッ く か.3クM),
プラウソ/シ2ワィ ?</o7oM ,

メクレン

リ ・ッ ペビルラッワ </aeeM ), 
ブロイ センく o,9oM) , xバ

1エルソ(/^クeM) ・ ば平収入か非少ほかっ/ ・

成城 依 風建介 りた 威 念に口 収入 日 成 M 比毕 にし たが•って よ りﾡい

(系文刷注う?

g. ORTEGEL. D /タ 2ク
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ﾡはる.

/夕/◇〜ノタ/女の向

な平ﾡ収入そﾡ f ・
7ロシヤ

バイ エルンY
ザクセン

z iVテ ンル グ

パ -デン

オー次大ﾡ役・ プロ

次の」ろ は値 こ示しア.

Iに、為は/ﾡ の 成才 ついて次の株

/ハク。 M1^
/フ.ク。 M

これは
ユe,どe M

平 夕 收
ノク・クe M
ノと. ◇○M

ア為林、ては成ォ /F

い,/-い・/クぷ 4キ2 
入番 しかっ・

ドイﾡ邦の成秋年林 ( タ行 >ﾡの

函 A
---- -----

本 巾 旳 太 狀

要ス要 収 へ ス 次 な 同 災有要 収 入 交る

炭 枚 及や) か浜ケ切 *なル) ド ネ ボ/か AA卜3ッ 及少リ

引る お,. o M D M o パ 目ろか D M D ペ 0 M
/タクアキ /コ, & 3 ニイ s <P A ◇ み< ク/ /ク

ノタラ0 /o.P / <・ ス/ スア

PS/ /○.ユ <S,メ →みぶ / ス / <二 コ3→
夕っ 2 4 4= アタノ sc.e << <ex コ«メ シ

ク43 夕 ○ 心ノ 办ぶ < ユ seP 二第二、 名りの平収入か

(キ) /2さ /夕26 /クっフ /クュ 8 ノア3ス /夕3 3 /タ3 /3 $ /アミ <

(R～) /4タク ノ4ク <Pr /2,3< &/フ /◇.S/ / ど /◇<

/$〜ュタの千収入は/ん4RMてウっ/た ) それ /クテ 

年も含めるとすば、 ノタスタ～ /夕3○の平スヘユノど.2Rハ 

でみる・ し「がって ノクs4っ平均収入は ノ / e 〜ノグ年の平 

ﾡ収入の クス ベソ、まペ、ノタ2今 ～ ユ年②ダメメるらり、 

pるいは、へ、 /タ2$～3。の4今%てあっ・ ﾡ糸っ個 

発長 対する天夕としてIほ /タ2ち ～2年の平ﾡ収入がう/がい、 

tく、 もっとわちく、道している・ クs4年&みあしR場合 

ほ a. :の 年の松め R 值 く ポ ・nra 冬/お(は名 用 司•龍 な ば改其 

乙2 るんめはe.46でゃるか、ない しはア$フ2卜け なI れ ノギ 

「少ベいでみろク・

トイッW 邪 ては ﾡ点 林ヒ1a村々林の収入、 ヌ水 ・高か歳.ず部 

に城、<ており、 そしてそれは - 成ﾡ/F p/に終汗さ/ 
(ﾡま32

て ー フざ◇な示こそいる・ このは平内的収入ビmﾡ* 
ス びみ 品の充及2示してい るか、それのっや そ女水 くﾡ は相 

対的最もﾡ加 してい る・ ____ ______________

(承文別社う ? )

w. u, sc, ク:J,, ッぐ←ベ・.S・"4ア
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平均伝イ ・

歌 6ま、計ﾡよってぷ、れなﾡ の生倉価催 と 当ま太 ボ 年 の 
くﾡま 39)

ﾡ永似株(符)愛かF。 含りの依か弥やこれているか、 こ

a 務的 I - 則 収 入のる番 こ考 ねせ サ*r —— 成枕ノか ☆り2
子ﾡほ催Y見なす平か央る- *の衣はその承ﾡそ示して いる.

( ドイ ツ ﾡ D ) /タググ / e /夕*/ ノ 2 ユ /?5
年スス(ス行)気 /"そ $ s -2 コタ“ -&o コタ

生を伝依 Zou ノ◇クダ P<〜 /$< / 3ュ/ /ン 3
ェ 3 ィ ほ ッP シ," 一.4合 ・2ジ “ス/ア *スフク

輸卜入 三也 U 竹 種 の 平均 価 イ瓦

介外町取り引 -属す るﾡ計ﾡいてﾡ人本の平内ﾡこ し て次 

のよっ 広数字かﾡ よこYている.

ヲP w . S44.J. ・メ*ッ・P・S・sク/
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ド イ ッも国 ドイッW チ

/タ23 ～ ○年 / 4 * /ク今2キ

ﾡ、 *マ

茶事ﾡ代 /卜4り ユフ RM っoRM ク$R
期 木 パ ? / ユ ノ/ ○

パ ルプ用ﾡ / / / // 2
ナトﾡ > 4 3 $ / へ

な ※料 吹ﾡ ? P $ o J
机 ﾡ

針梁樹 /c&n リ 4/ aS ・ ク$

な柔ﾡは* , ・ s3 4ユ

ナ ラ /ュ2 e← 7
プ ブ _ 4 < 2 Jテ/°

海R引そ価価

«取 引ゝそ は(内生傘登 z ﾡ入ﾡ からばり立っ. 
( 野 ま ク

Or t ( / /3年の額会みづミ /タ / 2の伊有 林名 ﾡ る 

の平ﾡﾡ入を用いて ノタ2/年必月のドイ ッイ固のペﾡ(ザール 

②&合ます、仮し会オーベレシュレジ*&なむ> - 森林浜が

ュクさるイ4 - っい て林木収ﾡの伝倍 乙 つ ざ。 よう計ﾡ L 
f ・ 

ﾡﾡ収 シ.42e ろM 
妖、校 , 22○_3M

令 列 $2v。2ろM

ミ の ほいくゥハるTSる ・ なくとはればﾡ石ﾡのベ経木 

つ"い 座平力 収入の◆べてのﾡ有 杯ルく外の森林 / 応 ミれた か り .

く小丈ﾡ 注4のう

R ・ o ・ 4.<.2.'S. タ。
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ノ?3ク年対 して aフロ シア四石杯活理ﾡの高い平収入ス 

(ﾡた、シノ
ずいて約タク% 向 い・収ス会が郷 こ 1 ておりミ じたたなって ボ収 益 は

2^4eeるR"ﾡ く昇されて い る。

今日( /今5年)ドイ(訳者傘: 品品ドィ") の係林の ス

去は33o個、DMでみろう. ドイ ・Kく妖者: G ドイ ッ のそ 
(脚ﾡ2>

れば を のめ半み でみる,

ドイツの未ﾡ市場部かﾡに太林の燃入よ って供ﾡこれて い 

る; 林体入は. 二 こで自ﾡ的に林糸の個格ﾡ料者 とおょばし 

ている. ほかの部へてはギ品の市場、 まとしてﾡﾡ市場、なゥぴ

パルプ系料、 木ﾡﾡの市場が必給そ&けている ; 二 ち の熱入 

内向椎的W 素校 場や容そおよ ぼす .

次のネIは ドイ ッの木 秋市 関ク このぷﾡの近A的 ・ なゥ び林ﾡ的 

点系烈さ点するﾡ観る そりっくすてあり、 国内の生会肉して 

前 にかかり'た データ - と比ﾡす るキょ っ て木林公入の権 六ﾡ な *

て研らかい#ることかるきる.

木林大ﾡ入受と その伝
・

(合 & w)
ドイ ッッﾡ(ﾡち«z)

年平 今平始 /e◇る か つt. ぐ. /◇。 るPM
,2ア ア 
又 イる

フ005 
ベ M /$4 /$ 今 / /ss年

料. 小太,林木 ル 矛 用 ヤ

他は*々ﾡ成.る億°*«品

・レプタ*、 本サA
計

2e
ss
e.4
/

コ・ P
コ

*e<

ふ3
3
Ao

s
-ど

/o

2クマ

/

:
AN

<«ナ

<s/
?ジ

/と

く 示 文膚ま > 

cc /to.c
アェオ・サン*.

ク/. /げ・ CnoC 、 D.c WeoイocCcイCa.z み-合?.c
-ルやcem ズe→イュー*&ペ・ピムコァ ー とゲ /

4. F.. Y.F./.g /Ps◇・ S. ク5
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( 気 
ク2.

メ3、

マh Fイ ッパ/"※な*。*社A ﾡ&々。e3 一 c ら 

ま^ド4 ソﾡ非の会よの社会よ全のa 7余 でpさ・ 

( Yイ ・ ec&.〜cんxcん 厶 D.....eCo. りルとく..とチと:

M.イcパ-がそeがvとcy 2 ・ ラ ・/タ $<./～ラ ・ S./・
Moc火t&c /c.-と:oc どとそ 〜cduジtイァv 火.tcイ

cQ2cX<trtce バタコ -/P◇
ダ・ 3 ・ ル ・ Ccイ イ Foそ"

A#、 //・ /P44. . /・ S
/

II木材◇利用

木林○産法. ならびに木材の需委に内する正ﾡ守知識は「林産 

茶から o 皤要に合わ 出て木ネオ の年我殊 ( 行) 量y 木林鈴入軍の

益を 管型的 ヶ法 く レu、.Ccun-d.wep- *てﾡ点するよう 

な超家社会主般版政休」 計動経ﾡに対レ てはに場ぞめ った。

自由なm場経済にわいてe . 二の畑ゐは 厂 国民群奇的な利希肉 

係Y今加な済グループの利害肉係を守り そしてﾡﾡ及ら調整を 

もたらす め に」回味にYつてさ また- 林産業約組合 ニYって 

力;必鑒さあゐ.

我々はノタライ--♦ノ年クドイシ帚国統計局の編鬃簧料に 

よ って成林消ﾡに際 る概理 を見るニヒがでさる c 脚主45)/?
2 年には 経ﾡの供総の ために - 高年の ﾡ爆品請求の お Y

に一 cr..xo,
全休ぞ ララ22クラ Fマu. wル・ R。 卜林が 弾備 されとかもそのう

ち. 2,40万Fwt.wt.Rは索ﾡ業のために また//4 ご 万 ふし

.Rは工米的な ら びに手工兼的問述 くefhol子 ) o ナめ 

にあてられた。

ドイツ帝ﾡ*計局が中央ﾡ型の 百能のため に作った工栄生ﾡ統 (Fロゼ主ィク)
附によれば.そオMEの浄賀状 推定 され石. それによ れば/ジ4 
千Fほ. 木ﾡ加工工業によフて,ス。 万メm.○.R.がﾡﾡされた;

国 内 消 板 の ため ニ

&) 半ﾡ品の生壁

ﾡ オ 2.240ラ fou oR
鉄ﾡ木 クク ・

防 4o
・柱 ^ 40
堀材 22

5)5ズarノd&nLeuこん,'夕u" 5ヨ/

ク4>・ 内 ゆ. 証 24 /oラ 十«入52? ラ + APe 及-ノタ2ス = 35 20 Aレ M R
7) S ホとし ノd ル”•4ニ•ムル/ダム/ 5ラノター
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30ラ ポt 0 R 別される。

ク) その他のﾡ費

マッチエ米 7 ・
輪出 用度_________________________________ 4ラ4

合 計 25/07#m,oR
( ドイ ッ映にわける木林加工工業の消責につ い てはノペーラ 

の本をかﾡせよ。)

/、ﾡ祭用林

ﾡ用林は上にあげた数争が示 してい る様に用材の 及 も 型愛な 

消女日的ぞある. 消された木材マ枚にﾡする精語な続は —— 

/9 ヲ2年～ /9 4/年の調査以外には存任していない。 のほ 

かには. 空ﾡ行為に肉するをによって おわまかなﾡ根りを行 

え る。

屈 去 に おい ては「正席な経済態 ◇もYにおいては 全用材の 

約半う. もレくは —— 交 ヒし て 針茉樹■が、イ吏 用されるのぞ —— 針 ﾡ 

掛用材の多が交衆目的に所いられる」ヒ概ﾡされてい。

玉系林のﾡ裂は ・氏人ロ教の発及と年令構 . 団民経ﾡの発ﾡ 

(例:それの7acんkoC4aa4), ﾡ染技術の形長 新* レい建 

祭林料の出現 任活工場. 公共型ﾡ物の 大ささ Y性ﾡに内する人 

向の 裂表に存レ ている。「建ﾡ材の 冊要が ニれら o ﾡ係の変化 

にフれ て時代Y共に非常にﾡな ・得る」 とさう事は明さらかであ 

る。 WVi Mc2eIt (は主48)はそれにっ いて「ﾡ 衆用材は 用 

林産出量の 50 -4 o % を受求レ ていた. /950 年にはとれはうc 
どあった. /940年には火れはノケ%こなるざあろう」。 とい 

ている。

ﾡ築物は 営梨甲空ﾡ、公共ﾡﾡ、住ﾡ無のラグルーに区 

<原支脚注)

4) W. MePc6乙 ・ Etu4イ6s33&3&c ・414 ごSeイィンそ6Ro43&e - 

dafx ール9wnそac-人4tCんc。 /ahム-cん/?sマ"s.s=

(間3主 り夕) 

取列価値

8 ク億 RM
ラ みう

ラ 2t3

ドイツ帝時代 ・/?ョと 年にはﾡされた容積 (築給付) け 

次の様なﾡでめっ た.

感ポ用来物 s5eo
公共 ク ・242
住活 /o2c2

全株2祭ﾡ用は ドイツ咲用ぞはノス4〜 ラ8年には年平 

均と5億RN /9ヲみ年には//4億RMぞあり ドイツ映邦る 

は/9 54年に /ノラ億ワト1の額ずあ っ た ・ 

総理策価催は条甲の約/.5修の額どあっ。しかし みう 
9242wしえ. BaえutC2て Cuau/uznC
ち侯用 された赤林はだだわずかの パーセントの部分ぞあり そい 

てﾡ系責用には った< ・ くわずかの形書いかおよぼいてい 

ない。才なわ力、 ノ9ケ2年に使用された、出し、ぜい/ルク万% 

の木材材積について高々ク2 P ○平均価将を仮ﾡすれば、 

素材の ための去府 ヒレて? 2020ラ PHY いク裕価値があ たえ ら

るが、これは条4付の総費用のふ% (ヌは柔総付の総価値 

の 5% ) に相当する ・

ﾡ系林岡扱は ミらに「住思ﾡ築が特に細に取り扱われてい 

るような F型条行為 に同する 規則 的統計 に基づいて、住ﾡ 飛 

にいし てモっども 窓易 に査 される。

ドイ ッ帝国時代には住号の純増加 c 訳者注= /年当 りの建ﾡ件 

数)は住馬320000以上を示し /92み〜う0年において. その 

承あ点にﾡした。(ただし この最ﾡ点は書界的な経済危ﾡの後 

に. もう一及/タタ4～37年にﾡ性られ。うその後、 思座 

築は低下 b ・ 特にた救の 年には. そ②最局点のノ0%以下 にイ下 

した。( 岡を 50 )
ドイッ (今日のドイ ッﾡ邦 ) 二内 しては. ﾡﾡ状態の年 に約 

/80000のﾡが作ら れた。

/945年の塚の結果 : ド イ ッ形邦に対するﾡ要ヒ りて 520_ 
て原文商50 ) Sな才 . HantoL&wcん /94ク,S ラ40〜34/
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万の住ﾡが足ﾡもられ./$2〜5の同に対して. ー のﾡﾡ計面がら

べそオれ 二 は decafc Se fたイo-ッス み注号 /32 ラの索が

-53一

ﾡ は 住ﾡ面ﾡる 79αの4っみクﾡごを万すろ 3 階進 のノ軒のま 

計する木材の番ﾡ愛を —— 非帝 に豊 嘗 = - 99 wY足積モ った. 

それは住居面積/w当りの225ウョ ぞある。奈林に投ﾡすれば、

世iされてい る。 

之も とYして.

二の社会的な計ﾡ 火行)ニお、い て はイロ人的な動族

との う ラ

/タケ。 /95/ /タタ2 ・
っ6c0e。 lcoo。 243000

のたがﾡ整さ て/6500 227チ0C。 -25/0CC

/タテ3 /子4・ 年!一

5テ220 5443222

a/c20 39/000
が新然 そあ る ・

たYえ、作られる新条活の枚が2修以上にな っ たヒ しても、

乗用材の冊マが非前に増加する才はない、*の理由は次の と あ、 

り ぞ ある。

/、ﾡに大都市の集にわいてはセメ ントがが着しいﾡ囲ず木 

# を圧4 してい る . (e= s パ®STe"
ス・今日の住思は平均的にﾡはよ も若し <小さくい。社会的 

な住ﾡﾡに対する制形的規は. それについ て決匠的なデ 

ﾡをあたえている。

そ 北 はざ ノ 52 ft にな リ) 

二のようなみだr
天井 く林板) に 

床板に

屋根 に 

溶 とシ ニ

従って/ 号当 け25 チルニ な る ・

ラ～ う5%
・ク〜/8

,p

う・ 条糸者は税金、賃. 木林格の圧力 によ フ て 

o大さミを非# に像や的= 計砕すが中をﾡ*た。

/920 年には- 枚々は 20w2 の小住に対 レて/6 
材をめ愛だYﾡった。正常な経斉状催に相応い 「3o

、ﾡﾡ林

チ1み
p0o

り2oc/しゲL Lラ&4化てe4&uしtル2ゼーし右レ 4 レ2/a6をん 9一2% 
が使 用さている。

数近 そは・ その商委常二なく見ﾡられている。ヘッセン 

の非系暴頁は「ネ林 ?経森的加工の ﾡやに肉す る . 說を」ゼ/94ラ 

年 =「活 ロ務4e 22 ◇小ﾡは. 全 部 ざ ダ フス t つ 型林オ 

を客する」 どいう二Yを行した。

% れ は恐面ﾡ / ス 2 当I ・./28 みる ざある。 その番契会 は ク2 
※mが技術的に引ﾡさあり して40%の節やが素際上可 

ﾡ ごうるヒﾡえ .住主店 面棋/ニ 当り c.0合w 勿 規理 額 を示 した。

そ れ ば 4 0 ルでどは4&23 
く谷注 )ごあろ。

C 換材 —- 訳者注)= Z2fu C 赤材一

② 住名 ヒいラドイッ 市口ク 居 条に対すろ 木林 ﾡ受を救 

々 は祝林 ヲ40 ラィ3 = 未材 520 万 チッ 従っ て 平ナ して/ 

昼当リ/7 fw と計算した。

w.Triebelは才=次出 大Wハ人剤み住ﾡﾡ条にわけナる木 + 

の消貴につ て災味ある林ﾡ教をあたえ てい今。 Cﾡ5う ) 

研文廊主) 's/) IFP 研を所っ計によそは/タ$ノ〜S手にセメント消は火2%培増加ロし二が 
オれにス しマオ はた " う%/。 レニ"け ご"有ろ

2Aイ4cん #i dao(ﾡ文ﾡ主) えん

• 2とが品だパ 9S29CuれんN C7スムレ,MM"
,クz4イoxイ&4"ビ◇そ ぴウ72 パ

ル比ノタ/〃々" 58 V・Hどンt 
バ27・Sク4究入t /Te-c - tCtdイ " cパuレtdイロ ど 

/タよ "'s /c/.

ヒiiチ=マイン川クマランクフルト にあ み 中央空無糸右合 ぞ 

大工ﾡの場内Tグルー プは「思に対レてはﾡ H に 対 す る 計 

型的な木お消貴の制限が諾住活面ﾡ / wル2 当 ・ o。 マ . は だ 

1送う能どあるように思われる ・JYﾡ点 レ た。(脚注 s4)
しノニがってれは 402=ざは伐材4ペ3 =末オオクパw 2ある。

?材の大ﾡ分は裂材 工場. ﾡ削工場 J来※君*r々府zじてfく。 

x楽永督は文こルんな4状外阪z数とし.大工はr台 ﾡ 衆 .横木 提木た 作 

る:指物は階段、ア 海杯 壁校 ﾡ根わなど沢山○そみを宏 

卫______________________________________________________

みス税7主クィ)Hぶル2 クタ 子 /クタ ハ/ク/ s4zケ
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下条にわい て も -特に光下工事におけろ基雄工事 柱

M ﾡ ・ 板殯 りなご ―— 者し い 林ﾡ が必 受愛Yされる ; 渔踏筒'装用 対 

レてを受武の木林が災受とされる. さらに、冷水工ﾡや 橋深エ 

筆氏おいて も. またびﾡ工事ﾡ打工教"町授工 字堤防エオ、 

Klau4c Lみne7lat32かよr橋にたと さんの木材が 

翌Yされろ。

2木 工 用 材 ( レ&ん24 )

木工用材上し て心、二こそは央い味では r工栄米マ手工未によ 

フ そ非常 に多種多様な大小 さざまの 木泉認や F 木林部分を合ん 

だ表岳凸に救ﾡ的に上げられる . ナベ ての木」をさう・ (替 

②え岐多く つ場合機称的に木材加工 v よ ばれてい た=もの.

ﾡの穫類はさわめて多い; レナがって ここぞは. ただル常 

に直受そるるたのをあげるだけにすざない。 それヒ同時に木才 

エエヒ. そのほかの工米が区列ゝれなけれげならない。

木材加工エ未にするちの

製来格物 わよ び級以が的なも の 

車綱工、車•根.砌車 ﾡﾡ○枠、秣槽

作未用具ﾡ物加:かんな、ﾡ盤合 ﾡ羽合 金引仲ばレ後ﾡ合 

手工※用具

&箱工※:相 蓮宏用型杵

おけ屋 (転) :たる.ﾡ 福 たらい 堀 

唯帳細工工米 :家具 種の引仲ドレ救 . 木製為 じ. 木ゅ.ﾡ 

(入 水かさ ビくッリ、m. ズプー> 合所校

の ぼか ②工業

すべての 工業そ宅 はなん ら かの木林帝坂を持っ ていろ。大きな方 

悪を有すんものは竹に船工場、能交、ﾡ行校製- 各め#上 

場。 体と#ﾡさら二はﾡ林ﾡ作くア場組立間材才. 作茶合場

-55-
わよび木型双そある。

=れらの 工 糸の木材
(nき 55)

「ﾡ資の 大ささク守 はノ9うと 年の 工楽生

産をによ ればっざのとおり ざある。

(投林・..京具的なそ)cW位/ew (株材) (4位/22gz2)
余異及疚宏貝慮■敝なむ9 ノ896 坂央工業 クラ

指 物 m 8Sy 番内築わよび手工業 64
木表ﾡ品工業 2テ ﾡﾡ>入九箱製ﾡ工業 2?
機域器具無作 525 横木工工業 ?

鉄製 吊.網映銀 品 工 栄 ユパ製品工業 夕

生経業 ク ﾡ械名作 ヲ

横木工奈(SPerrholzindustrie) /ク6 その使の科 3
馬車かさ がﾡ製生

ク者者

/244
__  2ク3

令 計

7今4

(ﾡ林..--ﾡ用材、

• ■衆

ダ u 業 

最岡工米

形 m材) C*位 eooePt)
20 ?ラ

/ク55
さ 計 423ど

これらみ 木材加 エ 集 かよ び の かのエ 茶の 祝林使所 は合 

して902るのう二なるが こはﾡ状林林ﾡCこの総祝材型はラ7 
ページにモ示したよう 三林 マ260ス fot oべから 生年さ れ ・ 

そりて /E00 乏w3 ○額になる。)の一部どある。 その 差ﾡ約722 
万w9 は主ヒ レて 角材. およ びた材の形 ゼ2条艦栄に風する ・ 

’ ラ茶務用材

*ﾡﾡ材は ﾡ米ﾡ宮ゃ足国経営やプドウ救方経営や茶経告においてﾡ備され. 
そして災用これる 用才.インゲン豆のオ*ッポﾡツのオ ・「不の支柱・4か干社・田いの小に 

5正は当系返い2エ ンドウ o ﾡ夕 - 他X 山のにもの翌」.-. 

て万支ﾡ主 s5 ),なホ,片ル必如⑷な./ダ  クタ. S 3ノテ
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三たらの行要ば.この経きにあいて は.それほど看しくべさくさないしかしそれは二た 

らの経老状が さい 昨に 全休み レ て回R経斉的にI さなちめる。そ 

②総材事 の 引 京 党ﾡ りは 学 だ従来行 わ て お ら ず. そして非 

市に六確か ぞわる.

ダ パル問材

パルタ用材オの喫用は性界ﾡにﾡレく増加レ cわ そして押来 

をまた 予撃2香しい増加が考えられている(脚注ケとう

ドイ の パル プお+ び製紙工※ は及ネの 数年 向 . 非常 に 有利 に 

た及し、 して両 系政朱的 に も 月 列 な産求部内になった。 ②宗 

林師マは/夕/ラ4には26ろメざあり. ニれは大約. 国内牛産 

ﾡに一致いていたゲノタスケ～ 27年のケ年向Iにはキ平770 
る チw二な)そハうタ480ス チn は そク製品を山 角 岡平に供給

るために使われ 2900ラチwは その戦呂を輸出 ナ る ため =使わ 

れ た ・

/タラ5 年にはﾡ場は/o0o ァ f を記録 し/タ4ノ 年には 

ノ2今2 クチ に笠した .

三れ だけク ﾡをﾡ前する ため = はますまオパルプ脈木み鍋入セ 

ﾡ加止々ばならなかった。

B=とF( 脚ﾡ ケク ) ○保告によればドイ ッ映ざは パル プ 

工場 製ﾡ工場、木モエ場 ならびに*み2他のそぎは次のように 

木材 を当女している。

(学) /タケ/ /95ス /タタラ. /タタ /夕5
(回内の森林から) 5o0. 500 352 5/0 4メ7o ラカのべ

(冷入材) /ク/ /0・ ルク /42 グ

7計) An ケ7 2sn メクラ

< 原文 P社注夕6) ドイ ツﾡ邦に オけ る 紙箱 愛 は 人口/人当り ニい こ

/タタス〜/254 ﾡ 向 に 36 野 から約52 P? に 增 ケロ している・

候 のために挙げる ヒ.アメリカ合衆ぞは /タS年ニベロノ人ヨリノクKみつ 紙之料
した。 , . ,(デ文Rま走5ク なタくと・ 80 %. ノタi/ルQ/,s・S ノM幺分//% ・/?$4- ル・//.S./バミ

—— 57 ——
政初はパルプ門材 ヒレてわtに トウヒ ( Ficんなこ 林 が考え られた 

マッ (Ltfo2)材はそみあい松合有型ために生産に若し い西 

雄を未たし 芝いてと々ほかに. ﾡ木してをつっヒよ<してい 

た。

/9 0午には+( らuche )材も門する こヒ ニ旅 功 し /?4/
年 二は 200万 チル がパ ル プ用 材Y し て利用された.

パル プ用材は大部分がパルにm エされる が < -部分はﾡ木 

パル に加 工される。

/9ッ5年にはとの比は7: うどあった 星物にわい てはそ 

ﾡは ——碑木パ ル プカ,釈木步 止り が高いために - 非常 ニ小 さ い。

/9ラ5年には /34 ラト ンのパル プヒ /ノ ラ ト ン②肝ホパル 

プが生産された。したが一てそのは53 : 47ざあった。

生展に肉してはノクタム 年にはパルプ生星量の 45%;砕木パ

ル プ生墜み 3 5% が 今aの ドイッ ﾡ邦み 領土に渦し て パ。"

5統木

木は石人ﾡ 山・ 炭&山 ﾡ石ﾡ山 等 どぬ聖 とされる が税木 

陽裂の55% はは石炭ぶ 山どおめられている。

商髪2?。%計に太として支ﾡ事系・大林 外杯 Puat 
受 柱に用 レられ o %は悦材 としてﾡさとの ための吊林 . 矢ポ 

scfw-wutont Sxutzfattiot. 枕人.ﾡ 作米用具に用いられて 

い る っ

樹 ヒしてはワイマ スマ 以メ外の針米が L てわ" 広探ﾡ

2は ナラ・ニヒアカンベ シデ が しており、 そしてざ<ﾡ 

られたﾡ田ゼナ カバモ堀り ている.

i ¥ ははヤ 火ﾡそ24へ20 ct ゲ以平ヒ さイ 入部分は/の〜 ノケ

cハI2ある。

以さは2く3 — ラフケク ゲル Yさる が大 ﾡかは ノケ〜

/ $5nどあろ c _________ ________ _____
x 河き58) 5てat HwCC.cccん ノタィ s ラノ7
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部翌の大ささは必ﾡ(ﾡ炭:ﾡ、鉱石)採垣み武 ﾡ木ﾡ所 

のそ者性 木の材属 ﾡ殊な鉱山的内係に存在している, ルー 

ル炭私は益々示層へﾡり ん ざいる; こあ地ラ の大さ な地圧は 

たヒえばシレジアの鉱山ヤ英 米の該山より を沢山みﾡ木を必要 

Y)る。 木のﾡ はの教燥ﾡに係ﾡい ている。 ﾡっ たﾡ木 は ﾡ 

力が約う0%少ない。

そ斉ﾡはﾡに正しいﾡﾡの未み似用 をﾡ求する ゲ ニれは全 

zの宣そ役のえうかﾡﾡを前提ヒ し た場合ぞある。ﾡ穫ち / っつ 

役例 を次ずる :マツはトウとオ・モ 耐 わがある。

/00 t②や炭採ﾡには

ノタケ ラタ /夕5e /タダ/ 952 /タケョ 年に

348 2タ/ 245 26.5 245 スラ/

o 木を消責し た。

地方における20～ 2 チt。使用置はﾡﾡな限界使だある ・恵 

われる ・

ドイツ 咲邦 そは。- g。 千生の gP 林 わよ び2-42 
年生の ﾡ:一林から 252 -ス50 万 ft。 ﾡ木が産法 される 

/ 9夕 ～ 55 年2 平均 ヒしzは25o 万 fm の国内林 ゲィ杯さ 

t ヶ。 万户" 勿 W が輸入された.

城木材ノﾡ片っざの理由から 一ﾡっ在順量係持をﾡキしている 

/ すべてのル髪な直そのものを使用するめ

2 年岡ﾡ硬をてさるだけ要と秋にﾡ塚した状驚ざ調度い .

そ o てﾡ質 を節約 するため

ョ. ﾡ塚したﾡ木のヨり大さい頭ﾡ力を利用するため

在厚盛は「/0月に息がM山わよび輸災途上にあ ・. ショ がだﾡ、 
株ﾡある」¥ 云ら状ﾡぞタカ 月。 ﾡ理に一 致すべさぞある ・ 在人 

そは r/g月に殿大 ざ “ 月に最」ヒ云みような 時向的表効を示 3 
以保か らﾡ用②期向 はタヘノスカ月 ざある

寸なわ

マ～月 向称林そにある (ﾡ及)

- 59-
り〜ム向 城木供裕糸右み アに あ り

2〜ヵ月 少山二あるっ

鉱な山の側み木材の受北はっみ形 ぞ行わ る ・ ﾡ木

供絶素岩 が悠山のﾡくざ りた 土ル ご行 う c ^イgみi&4rcfoe 

(店受入れ)とﾡ山②日乙のﾡ木場によるッ Wa4～7026ntcイこ 

( ﾡ新ﾡ\れ )

4 枕木Y
ﾡ太の前髪の約コョは鉄 ・ 合 私有鉄ﾡ > による そのざあろ。 

とクﾡり は工米わよ が鉱山によっ て署求され ていろ。

/ 9 プ 7年 には ドイッ国 有鉄だけだ /800ラ ネの 木枕木 

がその 鉄に 取 り中 ら れ ていた。 とれ は 赤 マノ5のみ 冻加 ( 

/ f =ﾡ木 5キテ)に担当した。

平均耐用年数3c 年！ 二打いて年々,*繕用 あよび新み桐防駿は 

ク27 fuヒなる。ド・イツ回ﾡ鉄ﾡの突原み考責は者い <ﾡU 
そいる。

/927- ヲ0年二は平Jバノ0ケ チm みﾡどあったが / 32年 

2に50 列 f に 下し再の /タッワ 年空 に 80 ラ fm=上昇レ 

た. (脚庄5夕)

ドイ ッ帝国にわける総休的ﾡ木消貴は ドイッ国有鉄道のそれよ

0 一50%大ゝかったY 査定 >れる ・

ドイッ 井業を 氏会 o 報告 < ﾡ主 60) = よばドイツ ﾡ 2 級 内 

ニは日 下、全部ど約 ノラ0ラ 本2 枕木が存在 り <いる。

みうち的。5%は木撃枕木 = s450ラキ

ラョ% 鉄教枕木= ス 0 ク

2% セメント製枕ホ=みムP ク

- & 4 2.......r

兄.L.んaイaん.. /93タ ? e&ボか さ計すし =

脚20) ・z207?み /タタ3レと.5/552
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ドイツ咲邦ざは タケ/ ノ952 953 9sy /9ss 年

木夕枕木が 05 ラ3テ 3ノ? ククタ Sク(%f)
生 さ れたが (尿ヌ脚42 )

みう方鉄先木は 22% &2% 59% 49※ 56% 
そあったに。

井米年ほ ノタ5 5年午に は総材積の う方.広 ﾡ樹が クノ %くそみ中

8uc&a が s) 針十葉ﾡが2夕%ざあった.

鉄道ﾡ木のわちな買手は園有鉄整 (Buutc&ed2a&n > ぞ み 

正ﾡな年の受新ﾡ要は約チ40o 万本ざある

際上み 撃から 見る ヒ

/タタ3 年には2かの0本 の枕木が ル撃Y さ そめ キ木製ﾡ /82 ゲ キ 
ノ0

ゼあった。

/タ5夕

/9 5と

ラ/0
50

グ

電柱は鉄送ﾡ理局、郵受ふ、発電所 水加局などやそのほ

か多くのものに よって必要とされている。

ドイ ッ咲邦ざは ノタタ/ /ター2 タsヌ/9一4 /夕55 年に

ルダ ( t位 c0wヲ)都社が

生 された。

20? ・2C/ /ラ /4

7燃料

燃ポ料 はヒいて白際 用燃料に 用 い ら れ る。

燃材から木炭、 木炭タール.木ﾡﾡ メタル

ごくわ ずかみ ﾡが「 

ア ル コール・ 9eu&o一

イo14& 名得るような木林炭化工米に供得ざれる。

全体とじ て、燃材消枚は今日にいたるまだど. なお非常に大さす 

(原文ル主)

4/)4aP2cdZ6222どAtx どんc2 H82を4w atd ル&22火- at fc/ftceeCe ・:
Hzh。 7 子 /952 , Nr ノ7 夕 2のマ , 8228/9S ペァ /25 6 : 
a2 クア /95あ, 一 452テ

(42)Nasん 474487と 1イ71 4 ・9み2ピCとn HZん06み ・/9ダSヘ2ケSバ8-
(3) ペa2& A7g28enu ?P= Kaougeと n Hzce /み夕55 ペー /ダア aec6c子e
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る。

/?2 7年の株朱ﾡﾡ=よれば

ス4ククァチw ② 燃林く = 総収ﾡ ②50%)②うち

/ク20 〃 が敵材人林オ(=広材収表②ッチメ)ざ

ク50 ク が&株材Y堀 材であった。

ドイッ映邦ど はさ しあた ヨ 家用燃の 非常こ大さい部分がメ 

材によって供給されそい る ・ 燃材の年ﾡ( 突行 ﾡは次の よ う 

に推移い た。

(林茶年ﾡ) /夕4. /94ク /クS /タ2 /95o . /タタバ

( 炭材 第 撃単ラ Pmt.. R)220 220 ノア 92 S20 720
くそのう ちﾡ 杯行 ¥ %) 

ダ 4 ラ4 マケ 27 25

タテ2 /タ53 /タ5 P55
420 6o0 5ラ2
皿 R4 (ﾡ文「到 45)

二れにさら に森林以外どイ採さ L 木才の 大多数が加わる ・ 

木材燃#は 総 ﾡ核術的に効界がル情 に 少い.

他方工ﾡは株林ﾡ業材のよう なﾡ値の すくない木材を もまた 

伯位の ﾡい生産4 に加ロエするよ う な状態にあ る。=れ に対し て は 

そみほか に木林加 工工場みﾡ材や 宛 さ れ 乙祭林およ びサの

ﾡオバ今えられる ・

ドイツ航国時代に零年燃料に さ /た総林依は的 000ろw 3 ヒ 

査定さる。もちろく、これ の大さな原材 林ﾡみ 利 可ﾡ化 (

Nwtdaのocん〜子 ) はまづォ/ に 滞共の 向超 どめる-

z にかてわわれきこ 二 にまだ天山 o 「*術なら び z丞ﾡ的!こ

そ み ﾡ番の ﾡ金に 飛 にジラクせね ばなら め よ う な沢 山」の 原材料 予 

的 ( RofLotfPzcuc2&n く 訳省注: 用 財的利門 に供ミる さ 

_店図の 燃材 )」をちっていろ。 ― _ 一

=と5) い たいにおいて ク55年ク ノ日グ ﾡ風の次きみ 果 
生生 C た針十 ﾡの 高 い 系 こ 效因 づ ら て る ・
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WW ドイ ツ木材市場の地方的特珠性 

林ﾡら供ﾡ○地方的特株性 

国内の徴陰 は、 そが市場的に販元*るﾡりにおいて. 生艦 

によってﾡわろ. そ○戦と大まそ失っとるのはﾡ々の地光ﾡ 

において. ーカでは「が林のﾡ寄さ 」.「ﾡﾡﾡ分」.「収検状況」 

で ろ り、 他方 は「販え求況 4 で ろ る.

「地 域的な 森林の 装 密 *は 西 爪的 ならどに収及的に目 ・京 ま 

Rは住ﾡん▽ﾡにﾡ理づけろ こ ヒ がて さ ろ。

ドイ ッ新回9ﾡ林るぷ本は、 ォ/ ﾡ○綱会○呼から ろまり変化 

しスない. その版 は次 のと おり であった.

a78 /223 /873 /20 /夕/ラ /タス? /ダ?

(回士品項○メ) ス7 .? ス$.8 ス$? ス43 2ス。 ス22 
ラ/3 年 と ノタス? 千 o 糸林司承らﾡは 本ら 少ないポーゼン 

と 西 プロ シャ の色にﾡな浜因がみと.

しかし個々。 池城の 平 ﾡ 系林司 ﾡ年 は着しくなっていた. 条 

林○タい地力はヘッセンナサウビバー デン く3夕%>. ブランデ 

ン ブル グくよ%). グレンツマルクくな>. チューリン ダン と 

バィエルン (3 ュルチンベルクヒ ライ ンプロビンツェン 

(ラ/)そろっ。ﾡ林の少ない地力はシュレスビヒネルスクイ ン 

(8%). オルデソプルクく0). 決プロシャYハンノーバー 

く/8メ) ろ って。

トイツセでは /☆8年○細着によば、平均麻林面限率は 

スク4%○ﾡになろ. 素林○夕い地力はヘッセン くラタ%). フイ 

ンフントパルッ(34). バーデンブュルテンベルクく > バイ 

エルン(タス) でみり、 森林 少ない光力はシュレスビヒホルスタ 

イン(8) K ニーダーザクセン (/夕4 > ぐろう.
源林る源は住氏ﾡに対す る同係おいく始めて そ済的神色を生 

ずろ ーイッ 帝国忆 おけ ちヘコ/ ヘ当り森面ﾡは /883 受 や 

/ , 耳 ォ、ぐに 住民 人口 増 加 のた め に 2 32ん。か ら 222 ペピ 低

(駅※脚法44 > /タラ? 耳 ま で・Iに は Q/?*aそ *f った.
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下した. しかしここにるまた大な地城的送又べ見らろ. 個々 

②函土初分において こら数字○大ま . に対 して決ﾡを与えと 

・のは. 系林の○支寄*と人▽盗ぶでろ. こらスっつ回子は互 

に作甲 し合っ て彩ﾡおあらわす

本林次並 面る同時人▽の少ない光ガはグレンッマルク く 2フア

初/久力人初). オーベルパルツく2フメ人=/く#ッ) ランデン 

フルク く &←2 九％/人ョソ>. ニ-ダーバィエルンく ス4シセスaス41 > 
そ力っ。

人口 の セい エ茱地帝 は ザク セ ン く住ほん▽ /ヘ当ッ 。o7。ゝ 

ラインプロビンッく仕氏ヘロ/人当り クノ ク3 . クェストファ 

ー レン<住民人口/人 当 リク// %> でろった.

# かA9 少ない. ヘ▽○番な地列はシュレスビヒホルスクズ 

ン(22クメ。人。/々当り) と ォルデン ブルグ < スス な。Aaスt,ゝてろっ 

た

引ドイのそに対たす 今ﾡ多はオス次せ系大救○常系来 った 

住民人口 り 息汰な班カロ を反吠 して いろ. ドイッ今領減には今 

日. 2キ自時より & /e20スヘ上 &夕いく向がﾡんでいろ.

しなかっ,人口/人当り ○4林品状は o/&なaに減少しくいる

こや°教多は住氏わよがそﾡと木材がﾡ○岡係ﾡ収な与え

ろ. とかと この欲多てはミし力たりま裂料確○日点的分布は 

に及初てい ろ. 次に主ﾡﾡ確○今市に ってぬじょ う. 
ハンブルグを通ろ子キ係 すなわちハンノーバー地力を通っ <

ヘッ ヒ ン ナ ツ クカ よ ズブスル テン ベルク ○求側2 通。子午際ら a 
物 は玄 泵樹が更 要 な 投$ を演じて いる. そく仕有注:&※材ゝ 

はクェストファーレン. ラインプロヒンッ、 ヘッセンナサク ウ 

ンターフタンケンでは林地のキ分以上s お○ていっ. そは比検 

的少な い用材供冷な 意味 す ろ,

栄裕 ては北来ドイッのマツ中・ 南ドイッの トウヒ次復: 

ちのくと.

主なマッ地帯ビ し ては南求 プロ イセンと. ニーダーシ ェレ ジャ.
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クレ ンツマルクのない息込の上に叔形にル ネ ブル ゲル ハイ チに 

ス公ス大なマツ地ﾡかろげらろ. く らにオーベ>レバルツ、 ミッ 

テルフランケン、 プロビンツ シュタルケンブル?、 ラインパル 

ンは力まり庶立ってはいないが. マツ地布としてろげらろ.

トクヒはハルツ、 チュー リンゲン っ 弟林. エルッム、 ヒヒテル 

グヒルバ、ベイエルン の 深林. オーベルバィイエルンさヌﾡしてい

*ら立地岡係水炭夕的な役W々ぷじく い ». グレンッマル?

のノなはブュルテンベルツ o/なにキ し < ない.

くコ数に対すろ用新洲にﾡづけらた 成材収及の状ﾡ はこ

やの系なよく系し. 面派岡係数よリど等的ぐ力ろ 

。 ざの本は そz示し くいろ.

ドイッ帝国 人ゥ/人当" 材訳スﾡ
/夕2?キ

・---・_______________ 用 材 燃 材 総
べ ルIン市 2 2 ク空ア
リュベク布 A 24 2.e7 a /
ゲクセン 2 / 2. 2 S- a/?
フィンプ・ ヒンッ 2 /ス 2 2 2. ス/ 人▽名

ウェストファーレン 2 /S 42? o. ス7
オルチン プ ル グ o. ス2 ク" ② ス? ［人口蘇

ンュレスビヒホルスタイ ン 2 /4 ◇.74 J そ

プロヒンッザクセン 2 ス8 2xo
来 プロ シャ 2 o o. ラー 2. ダス

和目予均 2 42 227 "47 ・ ,

へッセン 2 ス ◇ジク 2 フ/ .

オーベルシスレジャ o. ス 2. スo 2 フス

ニーグソシュレジャ クイ3 2 4 A 2ァ

ュ-リンゲン o 44 2 スダ 2 so

ブラウンシュ7イ ク Q $e 2シ2 Q 82
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kイツ希国 ヘ▽/ へ当リ 林い以
ノタス7キ ﾡ 材 鈴成社

フルテン ルク 222 融 /ら。

バ イエルン o. 4/ a α2 /23 • 株林盗

ヘッセンナサウ oタス クク3 /oよ
J

メクレンブルク 

ポメルン

Q $2
2 $2 e ?

X //
/、←

｝ヘロ談

バ- デ ン Q ク 2 4/ X シ* 森林名

フ ヲンデンブルク 

グレソツマレク

/ 〃

/ 24

2 48

2 &/

X 2?

ス.42
1 な林宏
/ ヘこ

こみ本のなかく、 将にﾡ材歌秩みﾡべ岡係ある. そは. ド 

イツ価国の平均催ヒしてヘロ/へ当り 4〃クシ そ祝供していろ。 

マれは /クケ～ 2? 年7計ﾡ 年平均甲材ﾡﾡベヘ▽/ ヘ当 

リ A4失KそあっRこヒとﾡ運して 「ドイツ帝回不高反の —— ナ 

なわ ち 用抗「要 匏 。 8% およぶ —— 木材入回くあったこと .

冬示していろ. しかしそら本はさら「たたブレンッマルク ブ 

ラ ン デン ブル ク バーデン だけが。 今力げた平均 ﾡﾡﾡな上まP 
ろ 用’が ほ 挟ス符 って いすざないこ Y 」 そ示し てい る.

央ﾡ上の週地光城Y不え地城を. そこに示さ/数条へら直接 

的統みYることは勿く*ない んYなI両右の系は 

「経済み求篤がす ようく用材あ委そ制り当てろこと」 と「符ぷ 

なエ※よ って -樹種 的. 材種的忆 条件づ ら地ラ的ぷ 

った希委」に依科 レているから. そでめYIﾡﾡ後の力向は示 

てい2.
ドイ ツ○平値に対すろ / ? 年つ平②比は注目にﾡ 

すろ. /夕よ4早らヘロ/人当りﾡ材収意は.
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用 材 2 3ぶ が

材 o./マ Fmt

成 材 計 o. $。 がmt

くろっ/,

したがっく. 人ロ糸のﾡい加Y長い向ら送にる物わらず.

人▽/人当リのﾡ材収ﾡはﾡんビﾡっく\な\, その事情はまず

/「用材条がア%から 7«%にﾡ加したこY」 ど「/ 夕$4 
条のドイツﾡておけるキ々 ○成材収くな当リ エフ か*) が 

/ラス?年のドイツﾡ図におけとそくな当 リラタポx) よリ高い 

こu」にﾡ在して\ろ. 他元. 平均○用材ﾡ委は24よfから 

os8本滅少L て おり. しに次って輸入は希要の 3«*なヌえ 

ろんのに行りていろ. 、

地城的く2g%a&c) な和供ﾡは. ス 意樹ﾡと土地の収 

ﾡカ 2 有四保. s. 販元岡係によって 条件づけ らKて 

いろ, そのうっろ図係においく大ミな地ﾡ的ﾡへ立すろ.

個々の地光ﾡおけ◇ オ そり又ﾡそつくは既にﾡじた. そ 

よっく市めは符殊な印系そうえら 々。

市場、 そしくそYY同時にヌプロシヤo 
祝材市あ 示ナ. *らにﾡおよびヤドイ

/ Iに 

甲材北 ドイツ の 欠がん 

火お は*ら/

ッ の ごマs&な 市 滅.

よ K 南ドィッの Ec&. 市

つ 今

西 お

よ ど中ドイッ今 引PAe 材Y 7お
ナ ラ

場

地方 的な 运地分 差異 - 土ﾡ的な らどに知候的な込地の送契-

は的のみな らず. 価値的に %4スに影岩さスぼす 
(注ど2) . "

/Xcんx2.rcん はオ別収承永作ﾡ今 れめ今調本の保にプロ

シ ャ 国有汰皆理刃は お け % 央際と つオﾡ係持に Wすろ 胡な* & 行

( 系メﾡﾡ 4 >
G mなcfcx&ccた. vfetenueztzqydtofefn Pii? /_efez.. ノラcccfe. wt 6cckc. 
のX. a Fo. u. Fw. 0. み. /クク S 484 $48. ・2c2d.. er.tenu才2で子←-

o& 4办 子xcんtc, ムメム 6.“アーク身3.
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っ た

火水 においては、 つぎの比牧公示すように特に及材ら材 

く Q422tw ) おいて. 末プロシヤとそら他②北ドイツ 中 

およびﾡドイ ツの同にヶからギろ左妥な示*ん

( 年 ﾡ 地 ヶ )
平林分為かけ々る材○子的ウム

/。 m 20 3om
x プ ロシ 平的林分やっ 47% フ%

北 ド イ ッ クン 4o s←
中およど否トイッ sよ ク 2o
生取形ﾡっ外ﾡ的なを系ヒ岡時そ. おるな内ﾡ的なくﾡ的な >

送ﾡめ歳材くQuka.2tw夕) %祝火すろ. 例:年称帰○ﾡさ、 商

②有ﾡ、桃木ﾡ朽苗. 虫客くJ9%xんな%の&omれそななt)(フフロウろ

召ドイツ今火がんはまヒしく平熱ﾡスくﾡべろソ fのな 

いり身を持って お 九 非常わずから品ﾡ材な生ずろ. しかしそ 

れ はﾡ木済朽 商"ﾡ しいﾡﾡ2さわて いな\.

東ドイ ツ②マツは沢uの設\くﾡみ的に卓ﾡした ゝ 予ﾡそ供冷 

し. 年珍的が状く師位ケなく 台 な状い.他方、 マYは#木A 
朽苫"愛に上2省しﾡを烈けていろ. そは「そつ高価な王 

切材く voんnXewと ) が浜材く eangke ゝ 久ら分けらろこ 

V J Y「彼雪を次 けた木なら健凍な木材 部分が 採材 *っ こセ」 

%他米 す ろ. 両者口が裡网保に影響う 次 ばす.

マツの材ﾡ形は持束プロシャてそ済的彩ﾡし この地 ・
方は石炭そ算をせず,工菜も少ない. その能采、 燃材②大まな希 

委Y系材 の通べ生 じた. -カ ﾡ位○あい祝材は スu, ポ函内

死り込また, ﾡ条材み大行は/ス2年代Kは恐かった. 製材 

工ﾡは当"えウまのよハっR祝材そ生&した. こ○ようなそ済 

的況下 そ. 来プロシャではマツおよどトク ヒの考くﾡ高いﾡ材 

卒 z 同株z. マツのより良 い輸伐期 6ま 惑ﾡ づけ らん
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流不今芝材は、運能羅に対す る党賃減勇料金表(て おけ ろ例外今 

数えに よっ くはじめて行りた.

ク心: 43 ムルレ は卜うヒに対し て プロシャで4つつ生長& 

そ&別した。—— ホプコシャ. ハレッ シュレジャ. チューリンゲ 

ンー。 そKでもなお主ヒしてポプマシャ足らち生長Xは材 

種彩成西分上忆 はと みに又ら6のてゐろ. ネにえして市ﾡ岡 

保の相【は材ﾡく3ozなxac.Aa&wg)2形署そろたえろ. そそ 

済的逃ﾡは次ら とおり そろろ。

糸イロシャはパルプエ条次欠述しくいたが. そ○ほへの工米は 

夕なく. そして炭ﾡなない. ﾡ木のﾡ光はたた運ﾡ減級長によっ 

て保ﾡさていろ通ざな\

ハルツはﾡ田さ工※に xりかミこまくおり したが っ < 浜材お 

よびチ切材の先行さ公非ﾡによかった. ルプ月林 と 材小え太. 

株材はろり有洲ではなく. 木は生生さていなかっに.

シュレジャはﾡu. パルプスびその他の工糸な対っており し 

たなって長材、 ﾡ切材. ペル甲材. 木に対すナち非常によいﾡ 

造を将 っていろ.

ナューリンゲンはヤ共ら位置お\て、 工糸に対すっ及い、 ろ 

らゆ々品の販ﾡさ村っていた. 况木 は 生度 、 K ていな ふった力、 

そ及しく非常多く○パルプ刑材 & 女*くいた.

こらの賢は今材 く 令. ﾡ材 )とバルア問くこの両為2合 

せ る と 成材 の王 我•加 分 にな ろ ) ○l合lz明らか現わYろ
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フの材ﾡ分は個々に非大*なﾡな示しくいろ. る 

cあ かかりら プロシャの 老林ﾡ ておけろは. 北 ドイ ツヒ 

翌ドイツクスつの生 良領域 の村殊性そ設せ し p て やろ.

ﾡ材 ②長さは北トイ ツでは舌 ドイ ッよリ 8 /ス% く林みﾡも 

/4mのYま >スタ% く林分の耕高 3スne とま >短い.

幹②収ﾡは北ドイ ツ くは中径木○林分におい < 西 ドイ ッっ的 

て»るくﾡ材のス2%:40%). 大径木ではその送ﾡは 

小 ミ ,

そ対しく北ドイツではﾡﾡﾡ材ﾡﾡ召ドイ ッ上 り 8非高 

に高い.

平均ﾡ極ススのおよびス4o・の林分おいては. 双うっく 

ﾡ法:ヒドイツと己ドイツの) 生及領数.と &. 総甲材R飛幸はや 

$。 4 ②かでろろな、 入ね 木についくは 北 ドイッぐ. b ず か 成 

材の 今タ4ますらすさないが 西ドイ ツでは ﾡ材 ○?0%
上Kﾡす»。

トイツ②ス分く択着 注=東ドイ ッと 話ドイ ッ別 こY ) 
rよ ? て市場岡係め じちろん----sでは木のIZ —— 変 化し 

た. さろは どに地力的な寄委く SexPゝは往々 Kして 4商 ・ は 

まったくヌっん赤林領ﾡからまかなbれたリ. あ ろいはほふり 

ﾡﾡ. ﾡの形ておいて又:ギろな得な\ そMは特に西 

トイツの折木新委に現わていろ. ﾡドイツ②木っ硫要光尽 

z対しくは. 今ヨ大らトウクヒ次るちいらていろ. な^ヒな

ば中ドイ ツ姿どに索ドイ ツのマツル帯から②ﾡ木ら供ﾡなち 

領邸②ﾡ系ほよってﾡまていろから くR夕23 ﾡ○表$ﾡ 

x1ゝ.

また、 他力くは還去おけるﾡにハルツY チュー リ ングンの 

販児市場が与ﾡ甲のﾡ系よって切ﾡさてポり、 そしてそこ 

②生産 ○材ﾡﾡ造 る主そのめ殺化した.

m有は、ーカくは - ナそのへたよう - 場ら材准 

9ならZﾡ倍的な供冷て決ﾡ的な彩ﾡさめって\と. そく 

他方では杜会全済的、將忆帧格政策的な• 味を持って オリ. そし

て個々の地万おけっ場以与有ら相豆間ろ岡係にﾡ々沢 った狩 

欲を 与えろ. すで ドイ ッ新国におけと主な有粒の次っ よ クな 

渋竜分は そそホレていと。

ノワスクキ当時○森林ﾡ京の取分科 <%)

ハンノーバー ア

トイ ッ <は /748 耳 o 浜衣 iてよ ぱ、個々っ有ﾡっ 

配当は次のようなﾡ回に おいて村にﾡい.

/ P4a 用 の森林面机の 配 分率 く%)

(画 布 ) (市m才有林) ( 初女的/4知麻) く包もね有 林卜)

ブラウンシュフィク 4 バー デン オーベルシュレジャ 43 ウェストファーレン $

系プロシヤ 4/ ラインロ ビンツ 4o ニーグ-シュレジャ な ポ メルン «s
メクレンブルク / ヘッセン 4 オルデン ルク

グレンツマルク & ヘッス ナサク よ ブシンデンル?

ザクセン 7 プラレテンル? / ニーダーシュレジャ タタ

オルチンアル? 43 バイエ ル ン

ヘス・ナサク 42 ッ・?セン /

(日ﾡﾡ>

ニーダニ サクセン 火2 
ヘッセ ンラP 
バイ エルン く

く団体 有 林 >

ライ： ラントパルツ チ 

バーデンえルランブルク 火ス 

へ ・センタ

ここハら「一ﾡの 地 ラ そ お\くはﾡ安く

く& 有 )

ノルトラインクエスト プーレン <2
シェレスビヒ・ホルスクイン $4
バ イ エルン $ス

、9t2at)はそら 木材

対して次 配的 な役そ演じく 

マ拘糸的ス有におけと図求今作 

系強化も ぺろ Jヒやうことが 

次系取して\ろが、 しかレそら細

おり. そしくそは 市町T村ﾡ 林 

mよっ てﾡY場令によっては 

生 ずろ. ほ か②地力 そは有林 

分化のため 将 & 済 的 Iて 不 才

1ﾡ代I は 木材 ﾡ茶に負けく や ろ.

供総は しかし ながらﾡ裂 と 先 接な 加 迎作用 *# っ < い っ. 販聡 

ﾡ係べ株lz ごん な作用な将 って い ろかということな bnわ
ホ 工 条 胆 希 の 应く忆 おけろ 曲 い 用材 やー力、 ら 將 Iz 四月ら か て ﾡ 熱す ち,
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たヒえば/タスク の調査っとミにはライン・ ウェストファーレン 

Y中ドイツの工※地ﾡの周囲 即ち ラィ>プロビ>ッ. オル 

ンルク ウェストファーレン ヘッセン、 ナサシ☆らzはブラ 

シ>シ=ワィク アンハルト. プロビンツ. ザクセン. ラ>ドザ 

クセンやシュレジ〜にちいて特2*い用収逮 (スu2,ん.4...&. 

%ル»が行 なわていた.

工系地帝の立く ではみナにおいて える高い用材科ﾡして い 

た. とえ ばザク セン4ス. アンハルト$/ ウェストファ=レ 

ン 名/% そ及し. オーベルバイエルンペシュバーベンでは 

ﾡ材く &e&6%c子) ② わ ずか /フる次 .そ し て まヘッセンては 

/2%が. まんミッテルフランケンでは//* が. そ そ刑ガ 

< をん。分>ヒ して利用*kﾡけにすさな い.

今日ではめちろルフナの用材ポはパルプﾡ材立 し て ○ォﾡ▼ 

性の おかげで. ど： で 6 ネぬ物に 6っY高い.

光方的ﾡﾡ岡係っメ沢は、 ﾡ格再況わYろ. /z43年。 

え*材低将挑夕 く ﾡ.4化x4-アuよwwunan ) ら引用 Lた 
次 の例,ちも複価格 幾. 興 —— こは初分的には自ﾡ的(有 

的z)条件づけらん※受8令む」——欠\かメまいかv、, こ

ヒベみヒ められ得る

トクヒ ンゅ「アレンスタィンで RH 4
メクレン ブル ク で RM ス4

マ ッ 陷限 ] ﾡプロシャで RH s4。

ザ?センで RMスよ4o

プ ナ 「アーヘンで FH ?
1 オーベルフランケンYミッテルフランケンで RM 2s

2 林ﾡり耐受の地う的持殊性

森林柄ﾡなつ ○そ済地理学的な秀条を木材市場に ﾡすろ供総

と 生座り 阅係忆 ついて 与えろ と 内株 . ﾡ米そるﾡ査 く メルル2&' 
んれ 及et&vadkCwnpcn. > は希妥ﾡに胸すちそ希的ﾡ係 っ
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いてそ済地理す的な汚糸さうえろ. そ○際に特に 木材 ならどに祝 

洲ﾡ料産系 ルエ業 木材ﾡ業が林政Y内係る ・* ・
ﾡ々の地方 く <ande wnd Poevtgot ゝKおけろ こらつ産茶ﾡ 

ﾡの配分そ秀条し そして 従条覧政 Y 動力 再力妆ヒで 表睨ま れな 

そるの次ﾡ生ﾡ力 %比と執す っヒミ. ﾡ々なく#分的にはまさ 

残粒に原召から生じて\ろ> 注目催すべま 地方 的差異ボヌ で 

あ. 一ﾡるはそら産系はまヒ して深料. そしてまた一ﾡで 

はﾡ光的めのとして. また〜ﾡはﾡ送的なもつとして. まら 

-部は多角的な6と し てう向づけ らて おり. 一部 は一足り領 

城おけろ産系の増加そそﾡ次的な伝悦に条件づけらて いろ.

※材さク木材材ﾡY 東材m 場 忆 おけろ 帝委 ○大さ*に岡して 

は生官院針を 用いて非 用 に 溺然た ろ見オ夷リ u 比ﾡか ぐ る ろﾡぎ 

xv. なんヒ なxばカ らゅ ろ m数の 木材屋 来 は お②おつそつ将殊 

α物糸約性. ﾡ的材数. &派的ﾡで神ってい»から. そ9 
ほかZ そら 木村愛祭 ○他カ。 神 円 o まん非常ないﾡﾡで※物 

レていん.

しかレ、 そ老新去らﾡ計的デーク ヒ森林ﾡ査ら計的デーアそ 

ﾡ々②地万おけ々か林○登者ポ オ計程岡係 収想W係ならど 

そ②地うの土地ﾡ項"ヘ艦ﾡに 関し て対比とすっこと zよって. 

市るを済的四係がス狂及就明づけらろ. すで2そ②時&「そ 

の光力の生産 そﾡ妥そﾡ又 で W ナ ゼ らIて 通地力から ○供総* 

木材の称入2 よって 供そ 受けさろ<符な\ よ クな地力」べ9 ら 

か:と.

さてPnPWは. 木オぬ エ エﾡ っいてま ず /方ﾡしよう.

次の 及ではﾡ材工場 ( Age - and 3uxnoxwex&e ) 地方的村殊 

性ケ「針的 デー グがドイツ国の平ﾡから非ガ多くﾡて 

V•ろ地方 を あげ. しかる地力なそ 特欲2人じて 表○真中そ中 

としく上下分けてﾡべろ」 というふうIし て示さくい».
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お ど な紫材工場はﾡ的そ系件 づけらくろみぐ. 甲材収意 

○ボえ し に っ て 糸し んﾡ合○検位は そ o 地力 く2ancto- 
A) ②製材工場の救々係す方

このかめ北ドイッの製材工ﾡはヘッセン、 ブュルテン ブルク、 

バイエルン ベーデンの製材工場よりる木 換的 大さやとやうこ 

と公契め らy力.

バイエルンのもっと 細なﾡは、 シュワー ベンセオーベルバ 

イエルン地は一般製材工場の救に比べて 用材吹換り 比水低い 

こと幺示していろ.

この大*系は〜般2地ﾡ的ならがに* 相太 の輸送岡係に

製み工み 
/タテ?

(/7番っトイツ帆とてついく>

そき«
<金够自リ)

・カ«
«/そるコり>

回内&用び及 
P./oootr 

(/そゼ当ツ)针
西 土 シ 

/0&20bfo各リ

ケ 4.ッ 高 函 /2 2スo N/ ? /4. そ 4« o 2.4«
プコヒンツ ク セ ン 287 " ス o. よ 乃.ス 3. 2/

・ハンノーバー タス // o ク ? 4 ク .4ケ

メクレンブルク ノラス & 今 ス. o クク ? 4/
ア ン入ルト 3o /. o 2 4 & フ 3. ラ?

ンュレジャ $s7 4 2 ス 7 24. o 、◇$

来 プロ シャ タタペ & o タ ・ //ス. 今 火 22
ポ メ ル ン ス ス おえC 4/
ブラソデンフルク 22 /o. ク 2ス4 4.3 4?0

そ比べく

ゲクセン $78 ス ? 4 4s. ? 八"

ヘ・ セ ン 274 38 ス /イ? 4 / 44
ライ ンプロ ビン ツ $a3 3夕 /ク ? 47 2 X 4
プュルテン ブル ク /220 s/ 3 2s o. & X 44
ベイ エル ン 2$87 4.2 // ス ス X 4
シャクムフルクッッペ /ス ラ 石 4 /◇ 2 X 83
バ- デ ン 7e <o. 2 /ス. タ 必/ X s8
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ﾡしく理由づけらあが. しかしそのほかに足次的そ$条件づけ 

らていろ, なんzな. 南ドイツ○※材工場は北ドイツのそ

より 8ちから.

製材工場ら\に 対すす方 問材収次 の 岡 係か ら認のらろそ営 ﾡ状 

は そ/らの 糸八 K と ﾡぶ Wにじ系ﾡさていろ. 上力げ 

を 負坎の っち. 3領城だけが注目に値すち術炎そ示していろ.---  

す zbちザ? セン. ラインロビンン シャク ムル ク・リッペ 

。 ヲ 係城な そYでろろ. これらら 領ﾡに おい て は明らかて 比ﾡ的 

xさい工ﾡおいて. こら 3領域っ 幌派際○ 外で生Aミ木 

材なmエ ており、 しかめゾクセンセライン プロ ビン ッ ては 非 

«多登②輸入材が、 そしくま小*いシャクムブルグ・ リッペ 

そは隊地方ぐ准*力多武 ◇木材な製材 てっ.

&るの大さ な 相兴小 ら. 今ろ げ 帝ドイツ②因らびにエッ 

gンは 北ドイツ地力よリ 8非常沢②製材工場そ村ってやと 

ピいク ニとがホさ"•くいろ. このような辛大○市場そ済的念は 

こちろんその2つの大まな 紙映の 系林ﾡポﾡ と 収状泣て よって 

品ふゆ調炎 :てろ. 安材工場 はそ○半※るさ 神にﾡ糸ほ 

*々x材m工工茶"、 * o 他○工業に供A し くいと.

ヌuら型系材は大工r よって加エと 大工はそ老ﾡさくは 

g 条ﾡ救え らており そっ際P町「製材工場そめった大工」 

rcM&oくA系系、 左老Y大工そ令の次る9」 「3rmtc&ud 
(対工)」に区別*く\2. こ こからわわは、一ﾡ『の大エ 

は独 立 的な 手工案 x し てそ老さ て お り. は/一部は衆茶に合

<おり そしてま一部は※工場に俺どつけらくや々Y 
うこYを認めろ. したがって大工版にﾡ入ミ ろそ老救らﾡﾡ 

区算を、蜒豕買水な ら に ・カ減桜冷付 o E.ス« ﾡ安は不可 ﾡ で 

み牝

/ワ年そ老ﾡﾡ では、 大工ﾡを常は「地方的な村ﾡ性 C 
x ルダにただWK 「ば的 的な 至 営 単位」に 基づいて のみ 根若 、 

マ。 したべってこ○手工ﾡく君注=大工ﾡゝら地が的な
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狩 妹性 そ呼明すったのには / タラ3 年の統計そま でまかのにらAば 

ならい. ここそはそく択有法=/ ララ3 平のヴ計)のなかく. 

泌ちろん独立的な大工ﾡる老だけな方悠しよう なんYなﾡ ・
合的条営の 数. は. 大エ取の飲そ契 で せないから

木 工広 
(/ク33> 終够故

/200 Kx*I対して 人 /00万人 
セり ﾡカ数そせ* 限以数 巧 力 数

F イツ ガ 西 2 79? ケ //8 /84 /ラスス

オルデン ブル 7 /。 2 "4 ララ 3 フ$$

チューリンブン タス7 ? 3&3 フ

ブラクンシュフィ ク /ラ3 s4 /スス 37o ス?ァ/

ブュルテ ンフル ク 2ア/ /$8 34 / スタク

バ -デン / 4s /ラ/ 248 クラP ス744
ヘッセンナサウ クク% 8 /ケo +/4 4
ヘ、ツ セ ン 4?4 88 ス28 ? タタ

そ4に対して

ヌプ▽シャ タラ /3 / ナァ

オーベルシュレジ ヤ /2 バ/ ← s
ポビンスストなビンュェン 8 / ス3 /ス スク2
= - ダー サク セ ン 422 / ラス ス /ア7
ポメルン タラ? /ラ 3 ス $。 o

メ クレンルク ス? / 33 40 274
ブランデン ブルク 244 /夕 43 々/ $84

・そみネ今中 くﾡづけの原ﾡとレて /222 K 当 リ Iに 秋ず ミ 1 
R領坂ゐ状ほ女く らK くい»写力救の数字は、ﾡ し い※系な永 

していろ *ついくは. 工糸の少ﾡドイツと枚ﾡの多い系 

ドイ ツの水工広そる○同四ﾡな迷ﾡ公ﾡp ていろ.

こ こIに示*た西ドイツ領状のそ宅ﾡく平ﾡ /eeeer Iて 円 

迎づけ6の)は平均しく来ドイツつそのやクるろった. レ 

もる% ○桜本ﾡ付 く着法-ﾡ力救ゝはでドイ ッﾡ域は来ドイ

—77 — 
ソ 領*の的3 ﾡそろった○て そ ○ﾡ械冷付 はし単平位司X当 

リに胸ますナけて来ドイツ○ﾡ○や9ス2絶にな り、 そし て対的な

承 IC池ずけ場合には ノpfにな(ろ ・
勇夕なん▽ /20万人台りに円 ずけ力 な ら ば、 上本に お 

いて活ドイツ領城は平均し て 来ドイ ッ 領 o9fzなろ

しべっくPPは、 こらのﾡ係数争からネ材ﾡ受の相た 

②状え%抵飛作ﾡ為しくはならないぐ力ろ う.

大郡市の共系"工糸的ﾡ糸においては. ﾡいもなくキし木 

知巩 え然 いく非常に 沢 山の手 网セ 必要 と ナ っ. 工米地ﾡおいて 

※えろげら大工ﾡそるの総欲に ちのろﾡぶ ろ大工転をゼっ 

パー センラー ジな為 しくﾡいこヒじ. またそく 訳君 注= 

章 の 全体を くす = 大郡 市○ﾡ系や工 茶ゆﾡ系が位材 当りにつ 

いて多くのﾡリな妥することゝ«示してい。 大エﾡと\う特 

殊なそ老すな りちﾡ点/ ろ大工ﾡ委営の発及に対して. ここく 

君 注= 大が市 ヒエ糸加市ゝ Ic は O ら か Iて タ トより e 点 利 なc 前祝な 

存在しくいろ.

木材mエエﾡﾡすろﾡ米m②中. 指物ﾡY次ほ. 木製る 

製波.ﾡエ条. 包ﾡ手伏工糸は木材m場に対して大さな木* 

tっていろ

過物ﾡYﾡﾡ匠はﾡヒ し く販ﾡに向まれっ. それく訳右注一

物mYほﾡ匠 )はﾡ位品状/クスな。当 り 2図セずける と. つ ド 

の表②ようIヘ▽の少い西ドイ ツ で将に多数 り ろ. しかしそ 

% ○炎※京数"でﾡ力数次会体的 c見て 希国内で非前に大ミな※系 

z示して\ない
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花物ﾡY条ﾡ / 234 f
(ノクラ7年当バの領によろ>

そさ数 ノ そ老せ ッ 
人▽救

/そ老当リ 
ﾡカ数総 体

ドイ ツﾡ回会休 &.48← スeよ. ス / < s. 4
プ ユルチン ベル ? 4$e/ ジラ. ス 4.$ ? s
ヘッセンナサウ ケク44 // ← , ス 4.7
ウェスト ファーレン 24 タタ 4 4 o /ス. 4
ヘッセン ス.24s タ 4 S./
ザ - ル 地 カ フラ タ o 名.ス // o
ラインフ°ー ビン ツ・ .» ククタ3 タタタ 4 3、s S.2
ザク セン <ス*4 «/4 & 4./ &.?

そ対し、

メ ク レンブルク 夕" 4タノ 3 ? ク s
ポメ ルン スよ34 44. 5 ./ ク火

束 プ ▽シャ スよタタ 4s. 4 マ ク 4.5
プランデン ルク ラ/クラ so. 火 よ/ /2. ス

ンユレスビヒホルスイン /クァタ //. ク 2 ?
オ ル デンプルク ク34 /3く. ラ え 4

系ﾡおよど治物ﾡについく車押工場 は 非そ夕い木 材 ﾡ系でろ 

ろ。 そ は従※浜*な ら が ・カ数 おいてﾡし※系そ示しく 

おらず、 むしろ 明月らかに 手 工糸的性ﾡそ神 っくいろ.

個々②地万おけろ 中ﾡ工場○存在 は主Y して求ﾡつ地方的奇 

委よって 祝文 *てカリ したなって ﾡゐ ﾡ的く a&uatyca- 
2れなt > てうと. ネY同時に明らかにﾡ業の寄季はﾡ込をア

Y したﾡ令のそ老数に決条的な影容る今える

ト イッ 帝国 の平 均 值 力、ら. る っと 8 ﾡたの多い地ラっ-表 

く択倉法～上の浪)は土地ﾡ /2o.oee Aa 当 り②平羽工み数 

cよっく秩府っけられくいろ. ほ かに 液糸的にH用*てと面 

承め例並そと し て快刑 されくっ. そえは"らかに「ﾡトイツ② 

卜枚良的地力は同じﾡ及についく. 北ならみに系ドイツの次 中 

殺 ※的地方ムり6非ﾡに多くの斜工場易な有し くいろ」 とク こ 

d z示し ていろ.

不水認くの&x②ゝの生燈はﾡIて森林地税 く生得系件. 村て 

表氏○生得糸非ﾡにﾡま て なかっ た 森林地満 >そおいて 

を溼 しな,木歌司は そこく 訳為 注- 系林地 希 ゝ でそ済糸件 ケー- 

aLえ ば外御 Yo夕通r よって —— 水京的て改や*六ね8 ま た 

ほ休的にボさた. こ - 非耐えﾡ損○多い ---- ﾡ条グルー

車新1ﾡ
ノク3?ﾡ

</アタ7領土によろ)

------------ j
総そ考よ

运上由祖
/ひラ fa 当 リ 
そ名炎

米ﾡ』 /oo。 fa 当 リ 
至：君公

くロ /2o ラ 
当"そゃぶ

ドイツ日 *3な4 : フ o
クセン / <7火 /ノノ 7 /5 ・ス ○

バ-デン イ クスダ 7
ンャウ4ル? り ッ ヾ 44 チ ス ス s4s
ブェルチン ベ ルフ ス.クラ4 /e. ○ クィシ

ヘッセン丈ザク 2ジSア ノケバ S 3./ &タシ

ヘッヒン /ス4ァ 4← o ラ/ &4*
そほ 対 し

ボメルン /4es タス / 2 4 *ss
オルデンブルク 0ス ク. 火 2 s ア

オストプロイセ ン /«oバ ? ? o 4 s4s
プランデン ブル ? /.C シタ ② チ/

メクレンルク &? e、* o. 4
ハンノーバー <8$7 S. 2 s
シュレスビヒホルスイン.....----------……---------- ___ : 广/ と e 2 $es
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はレんべっくカカ Pvt。 く駅) まは 2andLez (回)に対 

すろﾡ ﾡ的 6のと呼べないほどﾡい地城くエルツ山地、 ュー 

モングル②本. ザクエルラント)においてわて\ろ. ネ※認 

の価値は 大部分木 手工耒的労仇て 感 ういーく»り. *して原2 ﾡ 
ﾡはそのごく一ﾡるしめていろに過ざな\, したべっスこの准寒 

グルーの —— キに地力的な—— 系材市場KWすろﾡﾡは「k と 

え. かりそがﾡ々②ﾡに小まい 京株 空名 Iて对し く委くろろ 

ようなこYXがしばしばあっI して 6 J 的 6 ﾡ絶的 8 全体 

てtて はﾡ々 たちいのそろる.

a波材料産糸 く 2w/a.ckunsundtcepewc4e ) まとしく生た 

2めヒついく治何さろ. そは回土ﾡﾡ/eoo2o☆ 当りてと 

て 非に多ﾡな工糸の行なわていろルﾡく中ならびに南ドイ

包装材料工来
/23?年

(/クフ年の領)

* /そるヨ り /そるヨッ

检
函主あ 

/22200foピリ
従糸n* ﾡカ糸

ドイツ帝回 ///27 ・ 23 4 3 シ

バイ エルン ス 382 3/ 3 ス.4 火 夕

チューリンケソ 422 ラ火、o す.2
ホーヘソツオ レール ン 48 2 < 4 ダ o

ザ ク セ ン s. s 3 $ 4. 2
ヘッセソ ペスク s. s ス? 49
バ - デ ン /ス4 s ス ス 3 1 4
ブュルテンベルク / ククケ /◇/ ス 44

そK及 レ

ール地力 2.4 ス火 «

ポプロシャ "J 3 4 4.8 . ス

オルデン ブルク ス3 一 4. 4 2こ /

ポメ、ルン /P8 !.工" . 7 /ス o
メクレンブルク P 4/ シ、/ /e. o
ハン/ ーバーー 224 ク / 2 /#. /
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ソ、 お ブュルテ ンル フバーデン)においマ. るっと%次u 
奨わていろ. そ及して北ならびに米ドイ ツり族県地 帝 < 

非 わずか しか現わ く い な い. しかし 北、 来 ドイ ッ では炭米 

ﾡなY動力数く表ﾡした場令 そ○そぎはヤならに南ドイッム 

り6着しく大さい.

製 抵エ 案り地方的差異 は. 主としてそ○愛大的ﾡ及によって 

試明け らろ.

研太パルプ(AgucA2cdccどe> がちい沢くろと. それは 

トクヒ地ﾡで発をじ. 今日くなおザクセン ニー ダ'ーシス レジ弋 

南バイ エルンのﾡ回はタ救つ委老*将 っていろ.

パルエ糸はそ○非常に大さ な 索材要求分た わに、 央公有 

利なように工ﾡなごした. そしてそと同時に. ネ材輸入ﾡに 

非常※く 通点 して\ろ. ラインIはマンハイ4のバルトホッ 

マアシャ ッ フェン ル クにおけ々大ミな バ ル エﾡ対す2ま裂 

z添木給送 で ろ っ.

クセンではチエッ コ スロ バキャからら唯ﾡさ○回境を通週す 

ろ仕入 儿忆対して 相忆狎利く•为ツ チルシットYステッナンにお 

い < ば 忆よる 仕入 K 次 將 忆荷利 であ ろ, /タワ年のそ営沼会 

○鋭では. 製Kエ糸は普○ﾡ ら パラに3 グル -プ くパルプエ 

塔、»本ルエ場 ﾡN工場 )に分けて e戦すウ らておら ず 

健お レ て教え力げて い あ.

っ ぎつ表は. 馬力 数 R よって ―存 ヂけ な がら ﾡﾡエ素 —- 木材 

市場始的はた 同ﾡ的 内係なけ し か将 っ < いないﾡﾡ工場名 

合 む—— な*に次得在 し て いと図票く Can4e mス Prevtr- 
み )%示しくいと.

(派文注 72 >
ラ55年○そせﾡ4.で はをセ ○°8次・タグルー プ c 夕 

け て ﾡナけ ている.
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ペ ルプエ※
/タタ 年

く /274のキ)

勇 力
----..........
/&%当ッ 
ﾡ糸A女

ノそせ当り

ド イツ 帝国 ぎ// /223824 / o ?よ ラ?

ゲクセン 4合 夕483 //タ? ?8
ンュレジャ 4? /204タラ / 244 /82
ラインプロ ビンツ s4 //ス..24? /3◇よ /?
バイ エルン 4 /2ク /// //4 / 2/
バ - デ ン 4よ /es. シ/ア ス.427 ススス

ポメルン ? 2タ o 882« <ク?

プロヒンツ ゾクセン 夕3 クバ ダ ./クo 4
ウクェスト ファーレン 您 4o* /«/ /◇2
ブュ ルラン ブルク % %« ク2 へocよ /3$
来プ▽シャ ? 4Z 22e 8t7 20?

木材市場政京 込っく非常にﾡ受な事索ろ/っは、 ﾡしのそ済 

的立地く地張学的なﾡ)である。 トイツ国つ主我な石炊ぶ 

はラインラント. ウエストファーレン. オーベルシェレジャに力 

る, オー ベル シュレツ*は / / 年に大ﾡ分がﾡﾡ*た。 小ミ 

なお火炭ﾡは ザル ゲビート ニ-ダーシュレジャ. ダク センにろ 

ろ 領土ﾡ少ミMたドイツでは当分②向ﾡ炭生たﾡらS。xはラ 

インラントピクエストファーレン次らﾡ却された。 ドイツ地に 

おいて 8 またにこの地区はミわめてﾡ受でろと.

ﾡ炭 のぬﾡはﾡの広い舌側てなく m地ﾡ て ドイ ツ そに 

たっていろ. 「オーベル河つフランクフルトセゲルリ ッツ の 曲」 

から「ライプタッヒYビッテルフェルトつ向」 さ通って 「マィイン

oフランクフルトとケルンの同」 まで。 /夕よ2年のドイツ達 

部正 おけろ権次採撤曼 の うち844がラインラント. S*なニー 

yーザクセン(ヘルムスメット>、 メがヘッセン ラ*がバイ 

ェル ンからﾡしていろ. 活ドイツ今木ﾡ妥型 A休 はっざゞゥよ ,
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にしてまかなわれて い)る .

ノクノラ. ノ?ノク /74ミ ノ. ノアs
mドイツ 〜ァ る クア ・。 ?< み

*,東ドィツ 火8 / s
・ 入 — 2 Ζ 2 ノ2

木材ﾡ業は巻材工場や家具師や物師や車特工系などに比べてそ 

の近く の同国 の 系林 こそれほごﾡﾡ々K係を村っ <いない.

木材ﾡﾡの尿木購入領域は往々 に し<景長やﾡﾡ( GAenaon & 
. wnu4 2iu ) と厳えくながっている- 木磨入領域 

はその高品が両じ複類であばあるほどaすまナ大さい. ミの例ど 

してﾡ木ﾡをあるこ こが系る.

Lたがって個々の領«域の用材ﾡﾡにナる木材商業ﾡきなの関係 

はただ並にそれﾡ体だけに対して ごはなくその他にそのチまたは回 

の世万的な 特殊性 の支受なメル クマールと のﾡにおいて のみ し 

く判断これ得る.

ノタ3夕4のる宅消会では木材高業はﾡにﾡさ れていない oで, 

ク33の統計にさ かのぼらねばならない.

ス材ﾡ英
そ号* 44 用 心 ぶ___ 社オ 以 本

く/ク33平) 総 <weo.) そoofo ヘロベッく チ)

ドイツ®図 $$45 s. 4 マ.. 73<
うヒバ イエルン aク/ →. ? <4<ク <.マ サノ ◇

市バイエル ン s☆3 ・フ.ク ク クミク

来プロシャ ノイ / / < 2 ○4 ss
ポメルン $ s e / < ○. /一. さ

メクレンブルグ s 3 s ク «ク4 ノ久 $ァ/

ブランデンブルグ 2eo . s →.今ァ7 /ノ ce<さ

ポヒン,ロロシャ / ジ シ s </ 4ス5
それに反い

コレスビヒ-ホルスクイン ノ今 ク ○/$ < 0 ノタ☆

ラィンプロビン ン S" 〜 s a ム テ /<

ウェストファーLン ”ア “ グ 9纟7 / S /<
ゲクセン イ◇2 う ク ー ～ 今 ・ク

ノ ンノーバー 3oe 久 / < / タヨa

チューリ > ゲン /& 此, 5 33e
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木ﾡ米の経ﾡ数はただ¥に光ろﾡな くaxaなu.&. > な林木な渡だ 

けでなく して 園内的な武列地うから の収破が, そ じ< ミ*さ合 

入材 マガ彼 等の手によ って 双扱われる ところでは特に大さ い. そiれ 
嘅に ライ ンプ D ビン ツ, ウェストファーじン. ザクセン,ベ ルリ 

ンといっに大さな消ﾡ地域においで あくは3る.

しか L また役等 ( 字者 :本#で**る) の条務桜ﾡが大 さ 4※ & 
持っ てい る 好方において もまた木材商業 経啓 の敖 陵大き い. これ 

頁し そはふた た び所有 便乐 決定的な 影響 を5える- たとえば自由 れ 

有状が全表株町の 43 %を占めているバ4 エルンでは 比較的沢 u 
の木材商 業経営べあり. 一布回有林がそざね クs%と

とめている来ブロシャ, メクレンブルグ, グレンッマルクでは大経 

③が多いが抵る女は比ﾡ的い. 東ロシー はその用材 収私 パシュ 

ヒ父ビヒホルスタ4 ンの4倍であるにもかからら不材ﾡ*経送 

の&はショ レスヒヒホルス94 ンり 少い。

、人口 を友 も 決定的な役剔 を 頰 する. なんとなnれ林木似ﾡのヘ= 

寿復 に相応 し た 部分力ヾ诩常春抹 折有 から直层 的に 消素着*製材豪者、 

次 材 カロ ェ 業 者 に 売られる から. したがって 上の表において ・人コ

ee。 ^当り の林木依覆に対すナるﾡは木材商茶経名の数こ一ﾡの * 

和を示して 居り, そしで人▽/o。。ヘ当り 平白るる"4o。f,. 以下o 
材積は「こ のだろにおい < は 本材向英がチ ヘユなかn ゅさ 丸 

大木材に 図ましているミこ」に 対する 想換 を 示 し<、る.

3 不材の不足している地ﾡと利っている池 

あの削の3終ごﾡ入に」るﾡ裂又のﾡ炎

4と・ 44 頁の「個々の国と系における系林ﾡ係と住氏人v /、 

当 り 林木ﾡ穫 に関する表」はナでに 「ドイ帝ﾡは非常にちか ・ 

木材羽型 分を村っ ており. そいくたくさんの木材輸入がル委でよ 

る. といろ こと』 をささせ/た.

笑際に s ～ノァユワ 4支のﾡに国内生型の約 4o %に相 さ

- 95-
る用材材ﾡが輸人 された.

次の図(ﾡ道. 通河 並び、に 海運 によ る 財貨 流通 に 関する 銃計 に 旅 

いて作られた函) を用いてﾡ要ぶﾡ内の調整と木材動によって

いかにまかなわれたかンい う こ こを示すこ とができる。

まずﾡ一に比ﾡ的系支がよかったと考えられる ノタaふ (尿

註 ク.3 ) に対して 移入 とﾡ.移 がﾡぜられ

よ

の辰弘池区の翰,

コ

不オに,金

フポ・お

(ぶ.)*2ccズ

、須

4P Y

ポ
運奈材と思 く系林>

*と用オ (校材)
パルプ"用才

と木用オオ
だる. オオ 
・ 千入

この四 は特 に ドイ ツ に おける対角練地史ちう イ 

ンランドウェストファーレンからプロビン ・ザクセン を通ってシ 
** ﾡ

レ ヂ * と 通ろエ茶 ﾡ(におけるﾡL く大さなﾡ移 入予 を示してお 

り. そしてこれらのかにもさ ら:か林のﾡ寄な地うである マルク 

ブランデンブルグの真ヤのベルリ ン ○大さ木材消ﾡオルこブレ 

ーメンやハンブルグのある=ー ダーザク セン るが注意と引 く ・ さ 

て これらの鈴移入量はどこ から系ろ のだろう い.*..iwi〜～------------..a..よ*をを季季業等年キデャャキ-ーンキ--*-。---全-Aン-*キ番業-幸 w* .. . = -<・• • ・ ・ ・ ・r w-マ*～---------〜*〜*ャや*マ-------****" ---------

( 尿文社 7a )
Va/ ad&H. LE/1NEL. ハム&"カタシア4m/ ^eんoいc?awッ.4 vw HofaJュん

ノ7一2夕, Fctetoc&c 6. a. /ジ3o..S = / 一 お一分.
-・・・ -・"ジx
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いわる地ご流通 ( ©eaたavet&e ・ 今日では Wec&ac&e&cん ど ウ 

ばれて いる ・ ) だょる・内的制接で は特に木のﾡ受がまかなわ

れに- Lかも主として北ドイツのマッ地ﾡから移出されておリ, そ 

してそのにも ノルトバイ エルン. パルツ ヘッセン ナサ ウ, ウェ 

ストファ ーレン から も移出きれた。 番手の う ら比ﾡ的小師分がﾡ入 

によってまかなわれた- 移出 の 第二に は ベイ エルン, バーデン オ 

ストロイ セン, グレンツマルクからの祝材のﾡがあげられる- 

しかし これは大 工業地布の 移ゝのﾡく小部分をﾡ整 しただけに 近さ 

ない。 その大部分は - このよ うな永気のよい平はいつも —— ﾡ 入 

によ っ <おざなわれた.

丸太の移はあまりたい しにもの ではない. 南バイ エ ルンやバー 

デンにはそれが見られるが, それはその大ささにおいて 工茶ﾡ荷 の 

ジェ ルテンベルグビパルの移入量にﾡんど及ばない. 比ﾡ的ﾡ 

の林積の丸太はヘッセンナサウからも隣接したラィ ンやシェストフ 

ァーL ン ○工茶光帯に移さ れる. しかしながら丸太の移ﾡ入の大部 

分は当ﾡはだ外回から供ﾡされてい た..

パルプX木の秒入 は着しく小さい. その大さな 総移崎入量く こ れ 

は木材の番その半今に相きナる.)は鈴入によってはかなわ九た

したがって図内の移とﾡ入は今あ げた材ﾡの移ﾡの以立に非 

常にﾡ々な番で図係して いる*R?&2
個々の流通函のお鈴出入番の 全体像は 勿給, 一般的なﾡえの上下 

によって交化する. 今. ﾡじた /れ2を尊く 号景 気>のビなﾡ急験 

のノタタス 年 の回を比較す るこそれがよ くわかる。

(ぷ文 N注 7ジ)

Mec&ucムwk&x は流武園 ( Veょんoんu&すかと。) の ぬ界をえ < 行わ れる財気の ﾡ運 < あ 

る. 式た流武ﾡの部に行なっれる財筑流通は 函内流通くLo&zんouんoんx) y"は

、の高受のの全移輸入登4ee万才 のヤ. わずかラe○オが函のﾡ払に. そ 

して又めooるt 以上がﾡ入にたよっている。
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/夕32の木林にﾡナる 移

球バ・用オ (**)

バル プ用林
ﾡ木用

太材
燃 材

皿

デ

TI
回

1 □ ,)mID

ここで はまず希一 に ナベて の 

幻 入 至 M 目 にっく . ﾡもうた 

大さな経済る般べルぎ的に祥っ 

勿箱豺貨流通にも混われた.し

池ﾡにおいて 着

前のに比 て

aﾡ:(二)*e"イ

しくﾡ し たネ材殺 

し く&下 している.
た回氏紙済的まﾡ力の 通 史な 減退は 

かしもっ こポ細に想条 してみるどﾡ

々の北方によって非常にﾡった作用が示されて いる- ﾡ学のた性 

と波争の歳会はただ\ に地方的に 非常にﾡなっ < いるだけ ではなく 

L て. 更に 沢山 の 客 編 的 なら び に 個人的な 理 由 ハラ も非流に妥なっ 

ている. 経済名桜 は常 滅 発ﾡ 力が非常 に J a いﾡ塚ﾡ加※に打ﾡ

そ与え, そしてその一師をﾡ除する。

約 4役別を ﾡ ず る .

こ のようよﾡ点からﾡ々 の流通西っ 

改々は着しい盗受と認める。

鈴予置が着し く 減少 した地方 : マ

ンマルク, ﾡバイ エルン 

鈴務重が芝干交化した地う: バー 

ーザクセン (ハンルグ2ブL 一-メ

その際に 鈴送責の 狂呉が決ﾡ

移出量の 次化 を考ﾡす るﾡ.

ル クブランデンブルグ グレ

ン, バイ エルン・

しをなか )
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ﾡ珍ぶﾡがﾡ加 した地方 : ブュルランルク. ヘッセンナサッ, 

プロビンッサクセン. メクレンブルク, シュレスビヒかルスタィン

/タコク 気 に は 大そ の ﾡ ・ 移入だけ を行っていたが ノタs3 4にはa 
さに君しい 略 と行っている地力: シュ レジャ

戸本に外国のﾡ化された銀«もドインの木材ﾡに彩署を及ば し 

ている. たこえば, ドイツの木市場は/93oﾡには. ﾡ-にボ 

ーランドによって。 そしてその 次に はロシマにょって, 衽 力 をか仑 

られた・ たそえ,総入が主こして.. 大さな消資応ﾡ に向けられて い 

るにしても, それ( 家4注-鈴入うはここでドイ ツの 内地材 と 規争 し. 

内地 材 に 不利な 彩 響 を あたえ, したがって まこ して 消 天 池 から 井 守

に遂くU阪なこころにあるドイン ○本林が為 に非常な 困通 と索し 
'た- -

ここ にあげられて いる二つの函 (原文 ss. sァ 頁・) はこっのさ
・ーー・・

ODD
hiiiihi

ベルギー 111111
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な太材消柔地常 (ナなわち ライ ン 地力 こルール 地方 とザクセンのエ 

業ﾡへのﾡ会地 冬函示している.

注目すべき こ とは「二つの涌黄地 帝 への 供 総地 が. ﾡ材ならびに 

祝材に関し てはっさりこ ご分 されている」〜いうととである- ラィ 

ンブロビンツ. ルール地方の 里 ほ,. まず第一に杭木, そして二に 

校材の大量のﾡ移入によ って 特徴ず けられている. クセンので 

は. 未材どパルプ用材のﾡﾡが特に旨立っ。

IOUUロ

オーストリ
ンガり

・ 天 オオ /ooo。 才 
ロ祝材・ ・ 
▲ パレプ用材才- ・

鉄道. 水. な運 による ノタa夕 の

ライン地方とルール地方への ﾡ・ﾡ

経方名後の夕3 野に対する 比歌図 くぷ文 アク 頁)はふたゲラ 

イ ンプロビンツとルール地之の輸移入の着 しいﾡを示 している.

件にミミ(原文ヲ。頁 > では冬ﾡの上出したようなﾡった作用が, 

々の通兆区におい<ﾡわれて いる。 マルク ブラ ンデンブルク 

ボムメルン, グレンツマレクからの枕木材供給は約 に救少して 

J るが, それはﾡ送の有利なウェ ストファー レン ヘッセンナサウ 

て" 若干増えと え してい る. これは. 商人が, ﾡ送責の埼多によっ
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て. 彼の芝素状ﾡを改巻ナるこ之 を來めく いる 証也 そある.

う富. 永延. 海型による/クシユ年のライン地方とルールル方への-ﾡゝ

wee化a43" の研究 (F.Wkc.cと4oa。 ,D にoiwtk乙w wじ- 

ムc生がと L 「oなdそwwthocイL , A FuJ乙 ・/e・Ja. /?ョ・ 

A8c8u I. S. 334 出. )から引用したつざのユつのは, 

南ドイの未材市場どﾡ材市場の地的な 組合 せと示している. ミ 

れについくは 「その二っ図で. 柱の直名で示した系材材書 

ご祝材材積は 作回テクニック上のﾡ由から. w々な築又で京され 

ている- こいう点 に注意 をそナる. しかもﾡ策材祝材に対して用 

いた築スは, 素材○それよりもマ倍大さい. したがって, 柱の立な 

いしﾡ径べ幸しいﾡには, それはﾡ索材み び検材におけ るユﾡの 

ﾡを意味ナる. 商バイエルンの函内 流通 ( &んんe&)ビ ﾡ入にお 

いては. たこえ ばﾡ 材積 と 系林材がは ﾡんごﾡじ大ささである が 

しかレ この区からﾡ材の輪移 はﾡ材のそれの約5倍である.

wecLuo2&eav はここで 「主な素材は, イo&a.&いexkc&x く 圏内就 迦、

ﾡ林ﾡﾡの 
地方的組令せ

法ハ 商ドイッへのネ林増は王としてオーストり一. チェコスロバキ*・ボーランドかク

フルトの前念らび2 ケ ー ルールの向ゝでわる。 そとてッェ" 

ェ *ルボ族バ 4 エルンかうﾡﾡ2て いる林務はジい・

ンニ
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p才 ﾡ oレ ﾡ

/ア・ミS の
南ドイッの

条料ご校材市の 
地万 的銀令せ

(©Lokaley kelr > 何内さた系くGか\

V経済 制 歳 (LケCac&乙eccdn2)

ノタ32以前 ・

ノ932年にさ. ドイツの木林市ﾡにﾡ家の干渉を全く受けG 
かっE、 そして司有林ヒ大私右杯が木本業こ製ﾡ工米に対レ 

ていた。 之ら栄お数ﾡる相乙に繰り返したﾡ業ﾡrTロ, 強じ経 

ﾡ西体に組様づけらi, そしてﾡ々 . くﾡにを済的に更いﾡ期に) 

彼ﾡの利益そ「共通の利益にし . 公益にし役立に台い+うゴま 

そべ表しE・
ニWに 胸群し て . 経済状ﾡがﾡ い坪に官由 市場が示す 検ﾡ口特 

口*脈がろる。 ニの工うも(ﾡ者ﾡ: を済状ﾡ が更い年)と 

レてインフレーションの年 とマノ式のﾡﾡの著しかっE. 
ノラュ2- ユ" とき求的を済は機 の ノタュ9 - シュ年るまげる こ とが 

でこる。

ィンマレーションの年の状口「ユﾡ速定性-すゴつ, 「マ 

ルクの面個 口一天ごめろニヒ」. したパって その 区咖的心曲品返j 力初供に対■すル国ヤなら 

びZ回有状老理尽の殊い回判 こよ、って特浜づけらにた。そめためと. 用•座 

お通敏施道下 覆 の ﾡ期にﾡ甲ﾡ り さ モ木材 a. こに要に発 

皇性 リ ヒニ 匕匚なり, 国家a有便< しクも根きをづっや。国客 

の課ﾡは.ニクエう む巨大公セ そ迅炎 と 整田 ﾡﾡを合めた役清 

ヵ超怖 に工 2<功ぐことざっ たにきる み る ・

タ3ュー 24 ぼり マッ ノ 味 大板き ロ , エルべから ▽7 ン 

ワ PE およ び , r風家的処度 にっ そしか支服で:むいうでﾡ 

※,採詹熱 力* 度」であっﾡ。にFげ. 税金る下げ,佑田 

紙と,いった」う 父, そカ大 師分が あaりに しす ざ あヨリに 

もハすS そしてヒユリロ<塚同全Wたな来ﾡﾡ約処ご ば い 

っににるﾡの効栗をみげﾡ台かっ ノタュよ評- ・タュ4年の経済 

他接の耳に至る宠で統いた被を木力滔踽匸おけろ*巡•目成局的な 

総下落み涙因ヒはり. 救名くの林ﾡ菜破産を招ヨ そして全 

体る ○凌マし7もの叔ﾡを杯楽とﾡ求にﾡばし己・
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ノ222 圧代の包宙経に ノ92ラー ノ932坪刀 大経ﾡ倉検のﾡﾡ 

で終りそっげた ; 三の巨大 した聴ﾡにそク次みmべをﾡ阪する 

国家的処武にっZ受段SWT-

2. ィララ3年～/94 よ評ち

・全そ 今ペとク次に系E野ドく試否協 : 933 ～ 34ょ年) ヒu 

国氏経市全体次望もつかせテンポでﾡ家の指田にW4さ せらv 
正・ 旅業と林起業は. ずキーにﾡ家の指ﾡにるlS入いらいた経 

済部T1に属 していR-

疣ザキ ノ Cこ2吸4にE髪台牛央セア すでめち ん"-

1イッ"Z (森林夜 ) がら いた : 次に「すべての 杯業を営 こ林ﾡ 

在ぎが市協的販路に参与し ている飛りFぶいて ,そいをねレ 

吆 しュ畿一始、複対力 を と に梅ﾡする= と &可ﾡに するょっ な 智理 

株構が らw。

この詞は /93丘にロ ・ 弊ほに增大す る計動経済め佐を持 

2E・ を火 口嗓身力勃系とともこ, 大たロ動裕そMはめずに, パ 

つクヨ 3すき水"K番経ﾡにﾡ行した。

三2ホレスラムの機構的満及上 ・ 左目 に 値でる 怒ロ.,自己区 

提震 要 ' 4e4eぞtex.2xA〜na。 )の利商 作 o ﾡ報 と 

ケ法でみる - すずいっ ・ お左している c殊合体) a 
継一と乞 ッ ・ 不じ髪せもの口解ﾡさい.けて いるし のamし < 

作ら.たらに国友くSイc*)に［って迷命きい. あるい□ﾡ証 

三いた可金部くアばどん2)が置かい. そして本ﾡ的にﾡ支ﾡ政氏 

の契行株肉が作 ら以モ -こめよう ﾡﾡの 自白において , 課及 と

う向の決皮が四塚にっそ行めたﾡ. 2いヒ戸時ヒﾡ商ﾡ的ﾡ

頁がﾡい入W らいたり. ないし 口教務づけらいT リ し た。

こめﾡにおる林業と林左業のﾡﾡ法的安ﾡは次よ うロ最

撃公法件に工 っ て行Wﾡ ・ 
(2) 表林ﾡ及と特術ﾡ及を帝国に移すにめ の法律 く934ケ7日

3 日 de。 チo24一 Lun
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8aadweocr3 &u da。 Recc& wマス2 3.7、ノタシ 従宗 ・ 国条 

( Landwut ) や席ﾡﾡ林智 cRM EvLにエっ てﾡ理さ u 
ていヒ薬将に为し ・最高官存 としz »帝国去求ﾡ ( R..c4e4o-

omt ) Cその責任者ロ 禄林ﾡﾡ 官CRチw) であるゝが作 

らた。 •

(b) 次業ヒ林産米)A換における市ﾡ秩づけにﾡする法律 

c/2sよ年 ノ○戸 ノ4 日 ) ( cae dどe2. adeMau&Zvtズn.na 

444 dmt 2e4uそ c Te24ズー しれ4 o3tててo"んんイる レの7? 
ル.ノク ・ ノ93よ)

森林欧長官→ﾡ産. 販宏,価格.. tらびに面ﾡﾡ差をﾡﾡい 

そしてこの目的のヒめ,市場的台販売に念加している林茶ﾡ営 

ヒ本ﾡ業を営そ結合する叔ﾡを号えらいﾡ。依口そめﾡめのY 
各本ﾡ ・ 千渉枚ﾡ ・ 利ﾡ杯能を5z ら いuモ. ニの法ﾡク目的は 

国内)旅業り気全な利甲可能化, 的 •鑒 足足 の計画 加彩 成,国民 

担済的に足認色 る価希の予賞 でみっ 。

通ﾡや及の管ﾡ叔ロノタ4ﾡ。 月 っ9日に価ﾡ形炭区にﾡ 

行さ りた ・ ニいロ934ﾡ/日ユ日 の通塔引上ﾡ止に ﾡする送 

容 C Veaaun? ど-e c4o レeaイって Loれ Ped&uがんu3e 

vPn 2と. ノ9s4)と ﾡ時 に 発合 さいﾡ。 こルにノタs4 話。 月 

パ日に逆ﾡし乙効ケをﾡし. あ栄業に対いるT価格口, 2いが 

各の市業区において "934 が業 坪度に示 しモ水ﾡを起D 乙 口 

なら台いミ と そﾡ味しﾡ・

抗果, 杯産業のﾡ合に肉する法4 C/99と年月つ。日 )

( Ve222ruun? どe〜 cそe 2cum-ev2cん合 deれ アa22才-un&

He夕wジ1シんc花 2% 22.2. 934 )
二のな律に "ドィツク林業,林ﾡ端のﾡ一化" そ基ﾡづ

けた ・ .・

= » な律 3公格ヒ 今担金 ﾡよと名 巻規程 を念でいる。

2 ら a他あ羽 ヒ 管聴 ごに速おせらWた ・ 市ﾡ金ービめた め の 

取ﾡがﾡﾡ長ﾡヒ 」 っ z組締S M た。
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(C) 木杯に対する国官突試置にﾡする規程C/93?9月よ 

日)C Vecztn &e a E-uとんなa ee RcムaなL 

一e43 on 2.ノ23ク)

こ の 規理 口商ﾡ あ価 に良する ﾡ理 そ 基ﾡ にしz 君人 こ ― ― ・ 

木ﾡに対す る帝・官央( .c&..&& # 一◇44 ) -ノタ43田 

2月 ・8日以ﾡ口ﾡﾡ及び太校口対→する帝画ﾡ英C&2と&。な& 

H Fe & .吟 ゝヒ四ばWた 一 に回内の圧ﾡヒ太材熱 

入にレ2ス限そ有している。 太ポにする帝回官要は市ﾡ総 

一の祖当官むらびに太本に対するとﾡ官 のべりたらE。 

■等 。 I時経府的中囉と し て水ヤ"らびに林業ﾡ産期ヵ座産 と 

雨ﾡﾡ足の歴保のめにに受なすべる の 処度に対す る 叔ﾡを与 

えらいでいた。2み ﾡ程は場所釣ロら びにﾡ食約ロ 管範(宿 

合叔) と 規整 しモ。

国官方にﾡﾡる旅業. 次産業の希合に向する受星と不ネF 
対する - っ"帝国官片の営に肉ずるﾡ理の突行めため め変番 

</タ3タ年9日コ日 C Vecozdnng Z&e aaa 2aawno.e- 
イムe 4422, 2- u. 4u乙c と a.. A.ccaた&c 

Hと2 9 "4 & Suac4#2～.nタ Vcacnuいn? & 
“ おしルム监 . Recszc2&c tめ ん wwm 2r. 
2/タ3タ)・ こ以ロ c&ゝに あけ'た 結合版段 の パッ に作らE. 
ﾡ 海行政に 炭す。規程(ノタ” 耳a 月ユク日 乂 Kwoo<..r

ビ4 c& みじと在0.cA24-ズaweuwwexna ・em 22. s.タ3夕)

=に* 7条に超方ﾡ事 の % ばにふ業. 林―後官庁 を置<= 

とを規程しE、ニいロ. 木ﾡにするﾡ国官方の中報ﾡ存とレ 

て取務 そ行っ に、 そいめ取かに産 ・ mエ ・ 木ﾡ商業. 販ﾡ 

ﾡ, ル受人長 く最買, 提員, 労物者 ) そ営深料, 求減H項 力禧 

株さあった0 .
c) 帝国防衛委員なら びにﾡ済行政めﾡ一化に肉する 規程cみル2 

圧ノ月4日) ( Yeud-2dとu イev cLこe R-eビイovenイc4ざ3- 
t2-&27れnt22へe れ ce Ve2-e一eレそecc-と^2 etev

MイacんA#t02e212ピXtna レて2 /6. ・ /94-2 9
= ク 受程 に上にあげら ホ た 全 ﾡ行政に ﾡする 規程 ◇代 りヒ 

らW2るり. *レZ再びキノ。 条 □杯業 , 林産業官方 cさの数 

はうなあっモゝ と下級の行政官方 による孫ﾡ , 株産業 対する

ﾡを受程 し2いろ。

e) 木お正ﾡ検構に戻す合 茨ﾡ通 C/939 年 2月7日 ノ* 。

月 4 日34日, ノ942 圧◇戸 方日 ) C $eweイvoav Runc-Eaビae

3 pかt. R4 と, ム,月 レ. A/ae ・ ルa タル ・ど. d V-ど ・ 3ex
8-e"4 ・α・ ・ Et ・ レん" ctce Cみペナt2-dイど。v ルとし

H,4&4u vwt ?2.ノ939/ュ〜.<.e/ケ./2.ノタ"2)
ごのい合に木本通報国, すなめち業. 妖産業・ﾡめ官方,

旻弟,親送準糜管疫者 cRイ4.2〜eとるcAa/てaceどzv . 市町 

相の協力活ﾡが行てWる検肉る基ﾡ モ・ ﾡ家ﾡむ経清 

計面Yﾡ済行政区長後に の挙な原長で 又～だ。

太おﾡ:木本似浜ﾡ定(ﾡ当)採, 欲収 考投入の

恐然 木ﾡ報のﾡ保

段老指場 : 製当 買琴括名 ・ 木おﾡ送の書ﾡ , 

品格形炭:一般ﾡ格規定. 森本むらびに おに対する個格や

※,木製島 E 2 価格秘が

瓜您災 の者ﾡ鉛ﾡ族 : 神 ﾡ (&xa 注 := 紫 だ なピバ、 理経 常 

dらびE*枚裂長子せ Cﾡ老替: 家ぷ太工な ビ , 本杯消賞そ 

送め設ごならびに杯産業におゅる現格に: 材 測. ﾡ種形 

支 ( Q.cA。-Homa. > 林業ならびヒ 杯ﾡ業 の天及と半ﾡな, ﾡ 

杯の検天 と= "な らてに3、材のな六Y 尚負. 本材エ 茶 の核 

(史念 現左. m,厂- B.eとude24cな:z22 ・ンa.a分ec&ozと.と )

ﾡ※ヒ 枠産 ※の両ﾡにる本ﾡﾡ : enxoなx 8cac62 c«ye6 
クれ%44ocAw?Cp今2H) くドイ太林ﾡ究ﾡらゝが。 

942 ケ月 2よ日に作らWﾡ・;ドイッ木ﾡ交戻会(月ﾡにD
G』。 血悟 届 フ

*め ふにﾡ災 o 品ﾡ城 , ﾡに森杯ﾡ3 ン=ン 印ﾡ友
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アルプス章 C A/0e 2a。 ) ・ k心eun&oノo-a . クリスマス 

ゥー もホ委海行政の家る あっモ。

ドイツ杯業ロ この時式に田差で永ﾡ的口根占を受m下。=wa
主と し て. 長い向産術全u ・そして長い 商行め W亡単季のル然 

ﾡﾡ果 で あっや三の目約のモめにドイ ッ業 口 o 直に平均 

し2.よ。%の1べそ行い。 *しZ芝の歯武ヵ 。そﾡ牲にしE、 

他う. 物力の不足の EめF 三のべに相たした貴ﾡそ呉ずる 

三となできてかっﾡ・こらの最体ヒ干入不 E口*の自 会的 な 収着ﾡ 

力の若しい攻退そ支しE。 *の日みに, 機体ﾡ済とれに4行ﾡ | 

イ ンフヒョ.一,いかセみそ済システムのし とにおいZも, ・

率子済. したがって皮的在市の日為そみる行性ンシビ 

ーショ ンー の契ﾡを受けた。

ﾡ ﾡ ずっる左じ 亡のとにロいまﾡ 済政葉的ヶで昭 一特F* 
の時代に お いZ 林菜 と 林産栄に 国を 兴を E夕簡ー ロ . 実本価格 

そ「ほがのも み..; 号Eﾡﾡ風着に対してい校業の貸用に対しても 

不今選づ水準→に固定しEことでゐった・ といに.最ネノラ8年 

めネ学よリも ・○%ﾡかっモが。 その後. 若干の引さ工げが行"

た後も、う4よ年に ノ9ノ3ケの*準をﾡど武させかっモ・ 

三の価 ﾡ政 変的欠昭口, ひっゞいるﾡりかっ 退役 Eよっz ※a 
Eゼった 浜注 。 公用繳% す松いち「森杯有者にする不なや」 

をﾡ係 しEゞけそにd<「太本ウ あ小評価 が社会 そ済的 にﾡった 

太だの ﾡ食(一 数琴に土って現矢的に,丸っ と演聖 さゼい浜ポ 

料を勤英づﾡろ= と T友友打の木みめ ﾡ負 ) そﾡ求るWり E 
おいて ・ 健 大 も 原料後府的 次 陥 も木 芸球 しﾡ・ヨモ 累杯とﾡ村 

の向の設っヒﾡ格ﾡも林ﾡ式に有利な経済的状鑑を示 しﾡかめ4ロ 

<見うるが. レなレz いに製材エ 塚 主 過及ヒ 型設サる 二とを支 

味レ. したがって資本の設った投ﾡをﾡ歌し, そしてこの設って

千こたﾡ本α, 自占 は堀格予 (ﾡﾡﾡ ・戦6) の ﾡ請ﾡい 

際に 大部分が失 M,2し2今も相交ら ず矢 pMつゝ ゐる.
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会 論

/夕33年前後にドイツを支した役済システムに肉する批判

こク大まかにスケ今 し た経済ﾡべの誕内 についで. 夕33年係 

ヒ変った断システムの理ﾡと現ﾡそ検し, ととともに/夕4よ 

ほ。 ・支終にとらW たﾡ有政ﾡ にする 理解るﾡﾡ しょう。

*と同ﾡに自由市場ﾡ済 と/っ の中央宮理を済の理論的モデル 

乙そのﾡ本ﾡを,活ﾡ方は. 自由市ﾡ経済と中央ﾡﾡﾡ済の送ﾡ登 

理の宮協ﾡ前規に ついてﾡ単にべ. そし 乙依ﾡの祖っ zいる 理分 

○現契に おけるテスト を株点せ セ ら y ・

*「; 自由市場経ﾡのシステム

坂本理飛：

自由市分経済の叔本理公ロ予ﾡ調和 ( PA&oて4&cズ.nH&uo- 

し.かる) の 通会 でろり, 各個 人が. 彼 の最大 の自己A益e ボ $ 

るw , 2の予定調和にも とづいて. 経済の4武に受大の 業栄がうえ 

らWるこYに台っている、 したがっる台 由市協ﾡ済は「個久 の利去 

の合園約活動が最大の社会ﾡ利益Cんn) そ保守する といろ阪 

ﾡにもヒづいて いる ・

二の経済ツ ステムではﾡ利ﾡ則次快鬼 を号ラ ている・ と の計界的 

表受はらびにﾡ復 c 3&dnea2e〜 ) 口益性である ・

～市次が" o 活ﾡ方は

少か す < なか 計@ 的 にﾡ済活ﾡ そおこなえる oa た ご個 々 の 

むめだけそある ・ 社会経済口ﾡ零供給の法則 にしとづいZ 包動的に

ﾡめuる ・ した か って結局 ・消渡者 C Kにoe..muenズ ) が 2 の 価格 

を氏じて,

名が労と賃本を収 益率最高 ○方向に何けるこヒヒエリ ・ 産

aた 後が販ﾡを*の都及の最もﾡ買わのある買手 - 国経 

高約にﾡも利益めある買琴 とし 2の最も 購賢力めみる買寺 - ヒ 

ける =vにエリ 分配を現す る。
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ﾡ教裕のﾡ策ﾡ都の前ﾡ:

二ほ :

市ﾡ参加老全民 のﾡ的 に合理銀な短ﾡ と 現在の 市場喚係 ヒ2の 

承ﾡにﾡする正しい知諸と

そのっビ ﾡし合理台なも のを一 核術台に も 経済的 たも社会約 

=も坊げ らWるこヒなく一 ﾡ行で eる可ﾡど でみる。

理ﾡとﾡﾡ :

(②) 収益ﾡ原則(派高み収益性) ほ 危 ず、しも 題人力 自 由を 原証し 口 

い・ 一 ﾡにﾡ済のﾡ甲・径済ヵ最高給付_ 最直の総ﾡ命.

C りe～eeun? ) に対レて 選人の台由そ 保証 しな い ・

旭スの迫由口往々こして. たゞ単に 形式ﾡ なものに ﾡざせ い; 

そい「市現におる支手に参加する ﾡ利 C R.ccんx )」において 

な立する 、しかし二の自由のの中そ r有各の差興 ヒか 

-扱 に経済力の差疑から ずる 非常に理々せ矢食約拘索 が支ﾡ し 

ていろ.し力し経済力がさだ協所さいている時. そし てそに対いて十 

今で機公が示さ いているよう な場所 でロ, 台由にと の送にﾡ化 

る。他の肉係においてもモ台由口い<ら か灯 ﾡ的になる。台由 

ﾡ済でロ・ 価ﾡ口給付解力 の小さ いもの を排除→す るﾡﾡ をボ っ て 

いる. こ M 口一初でに企業家. 産ス 労物右みﾡ的お右 をﾡ全 

に乙ぼナ=とや た一ﾡで口ﾡ済程から. 当分除するてヒ 

c 失業)をもたらす、

したがっ て強者の経済的台由は. 往4こし 乙経商的台ﾡるの卜 

白由にゼるが, そのﾡはﾡ者が祖いﾡ台い。営利ボに. - 

的 に ﾡ産性の向上ヒﾡ戦を与 える次 しかし二もZ一足の矢件 

のも とﾡウに昭 らいている。81え ゴケ起慨が呼々友屋 

さいる : ほﾡrそ が収益的 ( &etacee ) 下か ら」という 型田 乙 

一 役ﾡ央が示よ っこ—— 大最、の米ﾡﾡや ﾡ公著や=ーヒー

. そレ2 E工※生ﾡ物 =えもﾡ知こいる ・「ス益的 <ヘct伝&ce 
でない」と いう理由る新い い長術的発田が和用モ なu。 消責 

者(政にもっとよ< 表喪す M ば者)は , T彼がﾡ賢力 , く し
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たがって解) をむって いるﾡりにおいて」市現にﾡ番をちエ ゴ 

す ・ 役ボﾡとﾡっ 乙いてかっ正り , みる い —― 滋し いﾡ済急 

換の 聆の何百万 ヒ いう戻紫谷群 エラに一 非常 にえ o い各ビ 

けしかもっるいてかっモりサる時に口, 英 の社会ﾡ市的間 C及- 

daイ) に自由市ﾡの上に正 じく末現こいコU.したがって包径済「将 

ﾡ正が社会ﾡ済的理恐に一致しているﾡ にのみ最適の処理 

( んew4utn? )2 ﾡ果す る。しなし, 理ﾡ状ﾡ 口しばしゴそうで 

日ななったのる. したがっ て台由ﾡ済は此のほ (試者き:=あの 

ﾡﾡ)にﾡして云っこヒを石かなか った。

したがって このエ うﾡ理由か ら 橋ﾡ次社会ﾡ済ﾡ効 問の年的 

N友ご口い麻,価希一ﾡ用肉係. しﾡがっZ収益性もヨ下感ずい 

も決ﾡ的ゼ社会経ﾡ的ﾡ教を使り当 こらWせい。 そW季ﾡに工 

っるロ救ノ 圧向も庄差を社会ﾡ ヒ意い し<ない方向にぷ<こと 

がうる。； とにさた「ﾡRﾡ済のﾡ風ラ o 粧屋の危険を姿ぼ寸 

るょう ロ程友 に 3 で 国ﾡ 的か送 く 9x,axonaムx Aveeox← 

&na )2.原くことが'ある。

な※口「最高の収益性と最通め 問ﾡﾡが一致し台い二Yコ ヒ 

するよ<如らた。 そい乙呼 にりﾡい例である。

(b) 名済行ﾡを営んるいる人くのﾡぶ. 翌においては. ずb 
も今ﾡ的なもの でになく. かてり の部分き で 不合ﾡるみ リ, 一部 

金口楹資的であり,ー部分に氏分供である.

林※たは大こ いﾡ分にめにっ て経済約合理性が吹ゅ乙 いる;- 

般に営利及期口せいゼい才2教約口4例を次じてな,はとんど 

ﾡも夕益ﾡ及則 にﾡ っこいない。 大部分の 場合にロ名 か 少さか 

W伝ﾡ的な経営が受 らい,そして2ニで は4 C 2aadAzdeou> 
に非常に大合な. と して社会ﾡﾡ的にﾡ解しﾡい牲も たら さu 
Zいる。

林産業経ﾡもホ ﾡに中小ﾡ営におい2. 主とU乙な命的ロ* 

ルクマー ルをﾡっ乙 いる ・

c) ﾡ々に市湯係に肉するﾡﾡ日. 業的にﾡ系づけらており
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3 に, この分野に犬いてし主ヒして時向的, 場的にﾡくﾡﾡ 

づゅらWZいる。 この目的』ﾡめにﾡ別 ク様郎そ作っ2 いゐょろ 

な大企業ロ別として. めoWH. を済ﾡﾡの多数を ししr香」 

z いいたく せゅVばT社会全済的ﾡ」ヒ肝ビばなら y、
() そめつビ, 系相利で営利的行ﾡ の力へﾡ く可ﾡ性口ﾡら w てい 

る. 先今オ/ k取※的 ヒRらZいる. 文明が業の 組ﾡづけ と 

柄弥化そ出北さピいばさせ2 ﾡ,益々. 取ﾡをﾡえる こヒがﾡか 

レくﾡる。 企業安ヵ取句 ( tnoZo&&una ) 日 , 個人, 物ﾡ / 従 

※百め取ﾡよりも西ﾡるある、なん ヒなwば彼等は. 取求ﾡ , 炎 

ﾡ8な田め ほかに, こらに ﾡ本調 と いうﾡ済的面ﾡる 変販せ 

oばはらめから。

しかしうくﾡﾡする台由経活の2»ﾡ論約前ﾡは. ﾡ複約。ﾡ 

流能機ノ 敗戦 後,といったような時,すなゆち受約サゴr社会 

ﾡ所の大規ﾡで2解が市ポさWCﾡ」ヒは, 常に,皮会に失めい 

E ・
とみほか, こ>みもた,()にムべﾡこヒ. すち「ﾡ済的 

理性ボ*-終的台 , そ し2決定的は役Bを企条ﾡじない= と」が 

当7口ヨる・ むしろﾡ后的む定ﾡﾡルずっ c重モをためる ・

(e) 負由径済の若しい次昭に「市局メカ=ズA( MaんZnaoAoLaauの) 

の一駅=のﾡ株が,ﾡ入的な もっ ば"ら ﾡﾡ的を 私ム泉 であり 

は応乙社会图係 &- 社公経済的認原州Zﾡ神的 ﾡ社的な炎同社会目«もまた一承、 

・en. そみ経済左活の内止に加わらず, あUろ2力ﾡにﾡそめ承 

ﾡが方硬的にﾡ用 2いゴと以るほどサヨす』宅を受け2」 z 
いう率店にある。多くの社会主ﾡ有クように, r色々 な級済ﾡ方 

づゅそﾡゞ学に平ﾡ的セ欲求宏足のﾡﾡ のもとにのみﾡ察するの 

でロなく ・ 次北約効采のもヒにも方来する 入」は, c2浜 (歓盾 法 

: =(e)の内恩 ) に 自 由経済の 主む灰昭を認める でおろ う ・

① 合ﾡ的営利経済にﾡ済ヵ本示みﾡ駅そﾡう危険そ歩み 領ﾡ旨 

利にす3ず自己日的におり. 盲 目的なﾡォ く /aeixoぞu&en ゝ 

に導<。社公ﾡ済的跡経の投殺ﾡ利用に ー そuが欺岡的操
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年によっ z計画ﾡに支さ起名た場合に口ﾡに - 欲求足

( pekd<cc&n夕 の足恐か ら宝 全 に 離W る。 . .•

Bムれム～2 ( 烈支岡ﾡ 74)ロ台 乙ﾡ所的せ 国民ﾡﾡの 理分の く 

ﾡレZ総毛約に次のうに成べるいる。 ゴ

「g人的行爲 の全ての今ﾡにゆﾡっ zﾡ家の 共 (^wwtA.い3) 
対歩々をﾡしている。 国家の共ﾡ口全くﾡ人貴任やとのイ= 

シャ今ーブヒ梶ﾡし乙行Wる。 自由社会的鑑ケロ.マや者 

しく不ﾡかである. ﾡ家の処置ロ. r影得を及ぼすくないレに 

単的せゝ 制度 C ルイ儿ルハバ」と本め 国は的ヘocAdそc(共同ﾡ 

基)の商 tEざェ い動 < ・ そ の効果 口本 々がはじめるえていE
よりもずっ と大きい。..-.. 自名戒整的でﾡ民ﾡ済は ノ?のユー 

トピアるある。 そローﾡの基本的なﾡ功を説用し,そしる理ﾡ 

す2ための忍ﾡ的せ回式く&cんcne そある、 *口ﾡ論にル受 

せ所ﾡ上の ﾡ説で 口あるが , 現使 と口vしz-致し2いない

デ次例

自由市崩起問力例と しz -- 仮に といが理論めﾡ的委広に あい 

てそ口3いにいても —— 9せ部前半における面ョーロッパの授本

主教的ﾡ済が引甲で る ・

この 経済シ ステムにみらゆる 込ﾡ的なﾡﾡか ら企業家の主動叔・ 

cuuんnuuuとtxe ) を解永 c." 市 湯 に 内 する力 の 自 由運動”

F」。z尽試昭な競季るﾡり. そして*JFっ そ基 し い経済的ﾡ

宛るもにらした。 ・ ・
しかレこのンステムでいう自由に的ﾡ者にする台由を味 

しモ。忍者にロしばし ビ感ﾡな以総性の送ﾡﾡけが式 った一 そ以 

口っい2怪済口に砲免に値するﾡきそメえそいろ・ 「
二の名ツステスは 一 経的ﾡ者に ついて 冷ﾡでめっ たが ― 

ノかレ 坊演力 3 翌宮さ そ最し』<利Hするこヒを じ得 ていてなった。

(支南 74)
F Eu&,Aoy, Merenatoe ゆど&.axvcZocafterc&そk タミP ・ S./44
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といにもしろ戦。 C百ほもにEるﾡ級斗争をプレゼント し.こいて 

送と検のペり F力えの点抑を高めさせた。 *火の総体給付 Ck..- 
tc.2can ③c2&o.oxいra ) の ﾡ執 そ定する しの 日, 左ﾡさWe 
ﾡﾡのﾡ宮も」もむしろ といそ産虫しモ人ﾡ のタイプるみる。
c距x呼『77)

*2 :中次者導命目民ﾡ海シスラム

投々 に中炎能制約ﾡ民程済を r ノ回のあらゆ る経済的をか /。■ 

の中央巨六に「っZ。政ﾡ約ﾡ点から勢機づけらい, 組部的に秒方 

6けら 火,怪ﾡさ以. 程さりる ような委活レステム」 と理解する, 

三いらの 誤画 に対vる になR にかっ 浜 < 組ﾡづけらいモ計画がル理 

であるのる. 三のうなレステムロ ・計画経済"とも呼ばいる.

ﾡスﾡ急 :

目経査 ぼ三ロ計画径活に「市場 »メカ=ズム が不え分る おる」 

そしる「ﾡ費2 ﾡ逐 EC 8sxa+k4c&.s) a 社会をﾡ o 中 的 

計型と給村に王 っ Zのみ保証=いる- という認ﾡから ずる。

しEゲっ2高ﾡゐ足浜則が直ﾡ的に決定る与22 .
活動才法 :

二の システムのﾡ動方法に信理の汚動方きである。

社会的帰受一 そいの社なを済的重零e とKﾡさにしﾡがった 

金対 筋要 - こ お•せ Z 直ﾡ的に作らWE前ﾡが社会経活的権返の垣 

w的む組縁的混次と分ヒ基いて

産の種糸と遮番,ならびにこの目的のために. 庄産琴般と 

労物カ (場合によ っては勤労ﾡ) の指定と 分配( すなめ 

ラ次会ﾡの治ﾡ) と 賃金神ﾡと価将ﾡ度

をﾡ定する .

受ﾡ足の可縦を完全に遅するために 外国との笑も,t
ﾡ計画の 中に引全入らW ばな らず, として一ﾡﾡ のm公入 が 考

楽**アすマンキマ等卒平等業番予マ季帝業深希業業澤ﾡ wマキ幸平一番幸 " ▼番季マ季マギネキ等ャア琴幸落等番*マ業ンン季業季卒キマママャャ 審 撃業季*ィ今著季 ▼*イキ率・マ業キ・輪季等---番*番-------ママ番ででで卒業-----
(扉大形 77)

3 ・ Meegnし, 323a48ecewれ4 とと 夕e3イそeオメ& ノタ27
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ﾡに入ら山 ばな ら ぬo

営ﾡのおける 注産計画に大 は社公的叔斗争を及因づけるよう 

お受Qに口ﾡ和 しない・ ニいに中決的害理経済の シ ス テム で ほ茶ぜ 

ら ていろ-

しにが って こ の経済 システムでも ﾡﾡ受が経済的部家の 経 F 
対してﾡ定を与えるが しかい 二常受にﾡﾡﾡ式に求認セ tた個 

々の岡受で頃でく,ﾡ浪別. ﾡ置ﾡに中央ﾡ理官庁が承認し. 決 

しE総朱釣ﾡ要でみり. しかも 収逐ﾡのﾡ災に基づくのでにな< 

各済ﾡとﾡ務絡付 o ルﾡ量とﾡの社会経済的落求の直ﾡ的ﾡ定に 

も と づく のである。

中央各愛経済のﾡ能ﾡ揮の前梶;

<ロ. ﾡ在ならびにﾡ未のﾡ要の正し い協ﾡである ・

そいて, ニいに理杉し. かっ包由展甲可ﾡな寺貫(不料朝験 

坊初力 ) ¥ そのﾡ高のﾡ化に肉するな汎な祖海ﾡ甘計と表ﾡ書とすべ 

zの々»別外なき合 目株 , 程済株 (正D い価格構竣) と実将可ﾡ 

座(予別さいざるﾡﾡのﾡﾡゝ ヒ ﾡ済行ﾡを行う住ﾡの従頃と 

行の改ﾡ可ﾡ准 / しﾡがっ て百的 こ一致した労物法とﾡ済は, 円 

に市ﾡ規ﾡ に基づい亡国条Gらびに占治ﾡ理田妹)カ と・ 食く 

炎在する管理機科 ・ C合目的ぜ機肉 ﾡ内ﾡにﾡしモ, ﾡ格的に要 

ﾡの条のロい 人物) をだﾡと→る。(78)

型ﾡとﾡ央

心し栽々 かこのよ3 口 紙済シス テムみ ﾡﾡ可ﾡ牲 を歯す る ﾡめ 

ヒ,ある 民の 貝 松的 生. 活ﾡ方 に おる 総体的管理紀済のﾡ想的ﾡ 

動を受珍 ﾡに面ころ す るならば その目的のモめFロ, 従不 の ﾡ 

済 ,従森 の実ﾡ的経ﾡし不ﾡ分 &あ るといろ ﾡﾡにAっ かる。

(孫文ィﾡ 78)
二WにﾡしそロF諾に山の文献なあるが呼に W. Euket o 
みuwde&x」d。 M火乙cんdP乙peC乙& 9$2 が搭ﾡ* Wよう・
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はとにﾡ々な国々 の計面を済みﾡ的和 用のﾡヒ, 城々ユ2こで 

こク組済システム へのﾡ行が行 P 2 たア央的せ国民を的局面み 

ら月をしてはてらない。袋2ロむしろ丁国家 は英 る 一 級的 な非 

席寺ﾡの呼 —— といが平る あろうとし い 混南•危機 の 時なあ ろ っ 

と ,ヒにかく - 陵的 セキ 席 時ﾡ の時 —— こにじめる 面 に び か r 
ら. あるい口,国家台与が回を宿示しﾡ、袋2に回区が発品い 

て支取せばならぬ祉的危勉を. 画岐の処置の支任にし2ﾡなら 

うい・ bか しおなら ・とこか< , 突から否ﾡする人せと与2 ら 

vろエ ろ な 国反的龍百管裡 の 被雛得尊を確锯する ニ と も行なめW再チ 

る ・ こにっいて 以下価単 にベ よ う。

(Q) 中央直理粧府の太債ほ, 平官六に」る力集字に本在する。

さ ﾡ要ﾡ済口ﾡ属 ・ 総休の 経済退程 ( uなx。.とん4C。p〜3se。 ) そ 

支配 し主友他に柱差手役と人的労物カと投督と消ﾡ (企常後う 

の-来のﾡと受を自由lz欠那す合- 送d 履別 

主本た河 して 彼办人的自由 そく旭々のﾡ人 ク牽社義ﾡみる い 全 

ﾡやみ全仕義務めあ合に ○い2) ﾡﾡする ここ>ゼらび に彼 c課 

若註二 週々力強 スヨたな經営>○営産, 彼»経海後管, 彼の解 

彼球産"負史震理をﾡ取することを支ﾡする。このよう a羊席 

のもとに 資産 く三3eれて3)の内窓に非ﾡに交化する。彼個 

人的で的や所有枢に味らさい, 彼め社会主換者的てﾡ給や有 

義務拡大さいる ・

一定ク 田妹(組合. 後南钠連合体. 最業約盟, その処ゝ の法 

関もコE 平来ぎ理ク取務の中に配置全 M.しﾡ公っ2 -ﾡの公共的 

か2 法伴的佐常, したがっ2国家に対いる教務をﾡっ性格をﾡ 

っ。さらF経済的な拘束と別及は 支化地々ﾡにも作ﾡをﾡﾡす 

る。なんとなば, すべて の 火 的行爲はﾡ食的にも 9 そ系件ず 

らいて いるから。最後に, て経ﾡシ ステムみ取務 における放 

者も チた全る。 ﾡﾡ者め出乗 る ﾡけ毒 びみ会 茨ﾡと 公共ﾡﾡ 

ﾡ和を壌す るﾡめに , すなめち二の ﾡ済シ ステム の 良いﾡﾡみ部 

上対す る=っ ク最番る前を産及する め に行亡っいる。

・ —— 107——
佐っ2会に於けるﾡスの合と独立牲H. こ、ヒじ乙くる 

大ゃな向ﾡであるが 二の向ﾡ口ﾡ済及舟ﾡけに対してみなら 

ず ほ一ﾡ約た国家的ならびF社会釣秩舟づゅに対い2, (た 

と2, かりにその ﾡ級 に差位べっらuLるにしるも) 解決 モ 

ばはらい、各回 C ee ノcc。 ゝ あなまく レe"イ～ユペ) Hニ 

そ皆ﾡする。 しかし2Mか. スの宮由とﾡﾡをﾡﾡりていろ時 

そロ後済占席○爆なにﾡ しる ,々の人がたゞ単なる在済総御 

の号段 として現定をWるこ ヒ を許さない、

o) 共々 A公共のに国家の 経済管理にへ い 乙 をが恩久ﾡセ企※ 

よリいゆっくりととし乙 器甲 に事する とひう二 と そ欠 っ 乙 

いる。ﾡ済ﾡﾡが大さ けド大全 い程 , ニの 欠昭がみす 3す.多 

く製めWろ。繼一旌 と 權覷庭の た め こ番業紀該はこ、さ 口に後一約 

に,そい2細目にいたるほで現ﾡさ いtる。 承動オロHﾡﾡ向でに 

なく,受任残 と用替心&める ・ ﾡ理の 総体ﾡ片と放求ドスﾡめﾡ 

内他資格ととﾡ的性偵になく夕有 し乙いる。 中央感理ﾡﾡのお付 

ﾡ力みる何十万人ヒいろ人を. 産 ヒ松扱さ せることがぞさないこと 

に印らかである。 し工がっそTいかなる 場合 に も 初 ク うち 9 
< の最ﾡゃせ ・ ﾡﾡ力な 之。 乙不試 さた えも ある工 うせﾡ敗 

分子がノつの大を口喜理のなかに入っる そのモめヒ芝のﾡ理が 

自然に非常に高価 は償用 そ払い ながら仕事乏する J というような 

こと交あっ ても足レ ル ではならな い。

しみ、レと M とともに「平央管ﾡ経済口 いか、なる ﾡ合 に も『ﾡ済 

&後やスーライペや解ﾡによ っ てﾡ々行るウカ不麦全列 

用 C 8&cん4gen) にfってﾡしいﾡ担を謀 ろ白古 市場径ﾡ- 

上 ・ も貨同が高 <っ<とロいスない、ﾡとえ ばノ タ 32 原2月 3 

失業名本はドイるは4e。ラ人以上であり. イギリス <932年2 
月 ) そ ロ失楽係険加入呑 の ユュク乙みりリ, アメリカ そひSA) で 

は み人○933年3日> であっ正。 ストーライ キ と解足によ へ 

z, 4ベリスC9274) る. »se○で坊日が, フラ ン ス 

c9 。品) るロ クっ◇ 万労日が 牙ﾡアメ リカ くUsA )Cラ2ダ)
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でゴジク &-22 万方め日 が戻 . た ・ (双支ﾡ?9)

(e) e らに平央告世ﾡ済に H F合由市ﾡを済の価茶機描が示すよっ

甘界メウ=ズ人ユがない»る. 個別的なﾡ受を認ﾡし, 2して 

2に 通合 全せらるような 状憲 E て い」とい 1 そ受る。 

あしろ* L月全休的せ評価と全休的は個店ﾡ下 p に基 いzいス・ 

しそがっ そ ぎ置ﾡ済 におい zロ 社公約 経済場程 の 不ﾡや と互 が 

ずる みも知いない。

三の確認K候い の余比なく正しい ・ しかし城々 T甲台 由市 

経済む 向衡桜乱(圧差過剰 と叔給不E に脳ンるいる』2し2 
『女る に 三のﾡきを勃はﾡ宛研ﾡと. 2u に基づいEﾡ宜を骨 

亡箱 茸手段 - しかも之ひらもヨﾡ ジャーナ り ズム色 ヒB言 あき 

冬だけ 。 左歯のも o でみる —— によってセ りける =とを言み ' 

そいろコ といろ頃詳をさしはさもこヒ 伏て さxう・ いEがっ2 
こ の 商ﾡほ. 両方 の絶済 シ ス テム になく共回 いEもめでふる」う 

にﾡらいる。

(a) 感ぴ経済 の 産座 な いニヒロ証明するに四ﾡ な命ﾡ るa8a 
がア時 に下 ﾡ定す 2のも 西ﾡで届 & る ・

経ﾡ径性に おa人向の低友口非常に夕く めもの 正依各 しzお 

り. とのしのに に級的 に経済まとﾡはにかいて 非常にﾡい作田 

を現す市概秩方づウにも依なしている、しかし 合地オ匸風用 し 

ている経 済崎置 ( んてsc&eイzexん&. ) も 差座 o 基確で みる。

労め者のサ政的活にたしかに ノっの重差で前ﾡる日あるが 

しみしﾡみ取業における彼の社会的お」びス向釣健速が 今日 の 

経済由ﾡにおい 2ロすヨ す量受祝 さている。

ゆwow「個人 的自由の ﾡ恐 次ﾡ者 o 納 ﾡ落紋 と 総付 そ A 
少させている との定せばならぬ。=uに. 彼が前に台由をS 
く禁いん2いWゴい2程 すほす大さい。 もし とに 単乳 呼ヒ 

ど製ととたよ な ) 人ﾡ に対す るﾡ観等扱 (勤務義務づゅゝ e
*- ---- ** でで .” • • - ** - - - -で*-ママ= - 一 〜-----**--マw・**----〜*---- ・ ・ .... マ
( 承えﾡ社注 7? )

Sオオ. 8aイは、 ノタ% s. 3ノ 9 .n S. ノフ、 が
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2家外ﾡする とするから ぼ 経済み方 づの取検の 時r, 企業 表 

に対 しZ □の点が非常 に多く変リ , さに及 b て . 労内者に 

対し z ロ比ﾡ的少し レ か夜 らない、

ﾡ会どにﾡし2 ヘイ.Eocuc3 が「私益ほ公共じよりも強いﾡ動 

力るある」ヒのべた宮ﾡもヨ亡正しい。 しみい私益口ヨ°に管ﾡ 

ﾡ済にみいる も 3E . ﾡ獲約 Fa いかせる 場合に し非ﾡさい ていe 
会2Hr 平ﾡは経常状ﾡの時に西才 の 終問システム於 い 永か 石 給 

片を庄ずる か」2して「全く 非ﾡ的全済状ﾡの師に さいく 課者社 

=ﾡオク根済 システム フがいかなる状ﾡ2もﾡらずか といっ魚 

zg発せW ばな らぬ・求々 口之u にっ い N @I え ゴ/”, 屏べ力大 

名ﾡ危歳の支服を場起す る ・

(e) 社公政ﾡ的用

夕々 かかる ものといてある 経済シ ステムにノっの及い C3E 
受い ) 社会政災をﾡ求する こヒがで さる ・ 函新口 いかさ る場合 

こ も社会政ﾡ的日的を画家が* をﾡ炉計風めﾡの中で服る合 

る」」う に確定する。しかレT 回家が総休の ﾡﾡ過程と主叔的 F 
支配していろﾡ」E, 国 疑がと の江会政要ﾡ受図る よりく ﾡ行 

できる ことロ 明白 で ある。 したがっ て中次ﾡ済宮理口ﾡ区の社会 

政ﾡ的計面に対い2.ﾡに有和な航捉である ようにﾡ2る。

しかしこW が労幼者のﾡﾡに - 致する かどうかヒいうニヒ ほﾡ. 

白そある。中次次ﾡ理経商に労句ﾡ r . 過求 さていた 完全種備 , 

rしたがっ 2収年 にとって はは主場ﾡ辛 るある 存の ﾡ値的保ヨ 

25zる; しかし 彼ﾡみ 自 由 に国/経済の じ里ノにとの ﾡ系をﾡ

→る; 彼与に中央の計画たﾡ祭に拳務づけらWる。彼察 の 石 

A 口すくなく とも 可「義務制 そなmM ぼな らぬ; ストラィと

米ﾡﾡ中央ﾡを蘇ﾡさ せ2下ろ うか、ら 二の レ 久ラムダ 

口ﾡ止Sいぬゴt ら ぬが,二Wに 一並歩ヒ いえう・

しかし 「印火管•理は經新指導 の 目的 の だめに,個格以外に5全 

をそ ほた規定せMばな らぬT こにっ い て労組合にせいぜい 

あずかばか り の ﾡ旅枚 CBcuaXa42ceんt > を認め らりる にご
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はい- といっこともヨた用らかである。 相名セめ仲学看G.Briess 
ロﾡめ祖合が前画ﾡ活に入る ことに自 らを歯ﾡする = と である と 

非常にﾡ切で注誓をあﾡえモ。く隣8oゝ

・Eが。乙中央管理を済の社会政ﾡ約向ﾡ点3. ﾡに人向の自 

由 と ﾡ談 にあるが, こにっい2ほ (Q)項にﾡじﾡ。

オョ; 社会的市場往済の理急

=日 ノ3の文地回下の髪ボを古又と北るをﾡﾡ甚の向ﾡと映 

幡さ "正ボン 従く口をWそ統終己る和ﾡ的で向岡 こしz 考条しょ
つ 9
fr.eu4wa 彼の "A44eeanu vcoxシzoc.4でnx0Z? 

の父の中る丁ﾡﾡ口自Z目的で口なく 国氏の在界盤約. 衆故 

釣・ ごご的きか起凄に一致す2 さ ら 12高い圧活目約の達及のE 
めク勤捉と5役である ヒいち=とを非常に家く費した。と二 

から固度に対いても受に お力や種民や画氏文化道須正義や 

^向性の受谷と同城に回家の吹案の一定のﾡ姿的賀急が与えらM 
る・(不支内史でり こらの理令が沼Eのい く<立法るﾡさWない 

ようぢ経 ﾡ称方 ・ 社北会 ﾡ方 口神ﾡの不査におい 2そみ 座産力 る 消 

ﾡし ﾡ膚によってﾡ滅する、

規登定な個別的私基と米啓有の社会約ﾡﾡがﾡ人主求約, 包 由 

主翼的な 時代 を 節散が けた ; 人高他自由のﾡ染 日叔み固塚 

(&エンと一4〜な〜 SZaaz > そﾡﾡづけた。数十証の 店向 , 福海学名 

や社套政母家口 ・ 金※者口施や労や者畑の産歩的G人』とめ力し 

z , ﾡ務むらびにと向古において , 包由経の社会的向ﾡ分ﾡめこ

ﾡカレ、 そし 2ﾡ実 埼敬に値する改ﾡを行っ2っ しか

しぶだ行ウべゃも クがﾡく全卜ﾡっ 2いる。 ノタミ2坪の4e07人 

にの ぼる労ﾡﾡ群に個人主教的-ﾡ由主報的起済殊方 と社会森秩方

(ﾡ 文 商 t。)

タ 8ifo. vccn ベンイイッCcorut。 とnt Sn..cとィイとmtto-
4 みe442k-4cAaイ4z 272 -(と4-e.ム.-? ノタ3.

.* ・ー1l-
Fスすスﾡ味のききごあり、 そ し 2ﾡ時に全体主然的で経 

済的、社会的ﾡﾡにとっ2有利セ公発点るあった。 .. :

ノュﾡ向にめ こる 中次 修篡征南 と 第時紐若 E ﾡする 経で 豊室 

とともに ノ 945坪の ﾡ 後面 ドイッの ﾡ済を者 と 吹お安T ド 

イッ人 にふま わし いﾡ済ﾡ友 . す可めち人向のゐ 培慮と負 由をﾡ位 

E おくセ活ﾡﾡ ・ の 大向ﾡのﾡ に再び立 ・ E・
=の理令にしﾡがっ乙 お々H径済活にするﾡ区の立場と 

しz. "社会的市ﾡﾡﾡのめ涙員" そ男ﾡしﾡ、2いQ「経活生泥 

と社会庄ほの社会的形放 ・ すて めっち活ﾡﾡな金済政策 と社会政築 

□する ﾡ駅の教務と共 =, 公益に反せ ざる亜田内 さ, 市ﾡに肉 

す ら自 出 活初 を原 財的にホ奨守 る ニ と」を支ﾡしﾡ・

=めプログラムと共に枚十年向 こおぶﾡ済者 と社会政ﾡな 

の場力が取りみげらDた- といるといユの論「全<. Fﾡ百万も 

の人々がほ3 り)込N さ いE / る べき 危德封 のために --T 社会的 

炭命が2の中E ﾡ別はﾡだ で保持全 いるべきでめる といろこ 

2に応じている。いうヨでも松<. そとた感サする=Yな<。 経済 

政ﾡ的督ﾡしa モな姫田 に モ っ z 風区に よ っ そ着号 さいねにセ 

らぬ。経添政策にお のるﾡﾡ○日的口常に国 民経済伯圧ﾡ性の向 

上そるり , といて とにrし そ 虐用 政策. 課秘政便 . あ通政索 

瀬※政楽 .ﾡ業政策,の よゝ③@々 な促産処置Yﾡ導処置がとら 

yる。そW 同 時 に社会的 給付 の空.以前提か隹らガ乙出喚断視板谯走耳 

a 活者 や ﾡヶ金庄活者 ならびにその 遺ﾡ. 失業者 , 子 

成性者行方不田容, ﾡﾡ民の家ﾡ産の在話をすることなビぞち 

ろ. ,1
「社会的市場ﾡ済」っ概合H /イa_&と〜. -Armac& に づい 乙 いる。 

次に引用した 彼のきﾡH. 社会約市ﾡﾡ済のﾡ人がき味するも 

のをぬ話っている;投々に今日「ﾡ由主るが. そのﾡ方ク政お約 

aらびにﾡ済的台確原の内風をaも に許しがたく与内 Eい 2おり 

として3ﾡ『台由主義が価格メカ= ズム をノつの ﾡ全 に台ﾡ的に 

独年すろ機減とあえ Z い 起 に おい て誤っ 2 いﾡ→ という 三ヒ
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を知2 ている。検橋口全て ——取替ﾡﾡし まヒー 人退合話 

名さ操と担ﾡ CSZuua ud Leルんua ) そじﾡとする: 

うこ. 短ﾡメカニズムという微械でし日人ﾡの含奇多モ孫と 

相里公 也 聖てある。径商理勢口立去数十工向 にﾡ々が歩みを綻ゅる 

ために『救おの求ﾡに左かせてﾡり得る Yごろと回 一ﾡの控・ 

を 注壊 とする 匕 ころ』とついてﾡﾡか○正ﾡな十かの認試を共め 

た。C蘇ﾡ社ふ2)

ラ ドイツ孫邦たおける ノ9よ肝以後の展肉

ﾡ表 ク 中央唇置ﾡ清みら社会的市場樫済へのﾡポ日 ー求に度じ 

たので日ない。最も緊急 そ受する 配歳 く So～a& > Hは. 個々の 5銀 

感 区 Fお い そ .「柱ﾡのせ認 2々< = と を従求の 取当 の なかる.

そのうに称づけ, そいる さ全るだけﾡ分ヒﾡ竹るよう に才 

向 づゅ e りた ・ 緊角食のﾡ助 aさら ヒ画ﾡと銀軍の援助によ 

2て着2UW にな らなかった :ﾡ急幸ﾡのかで口 ﾡに 本百 万 

に の 日、2 避殖尻 の 取府,戀住ノ 編入 があげら2。約よ227。 

ﾡなさ Eﾡ居に多圧に めra プロ ゲラムの 上に計ﾡ的にかっ込 

H 匚 黄金 を 供 給 さ 此 ね ぱ、はらなかった一 ﾡにム伝労ゆ者の住ﾡ 

益設 口足全MWばaらtった。

鼻祖館翌 ( よ2eなo&.;ムcど.ん ) が行 t.とし2 急赦助 

cSx4o う が保証モ w w ゴな らロかった、不料王 に科a
モめに救十愛マルク そじ逐とし. 各由市橋ﾡ済の再発に堀気 

単と授本あﾡのﾡﾡ整を前受とした・ ニW乙ﾡ財しる"量賞改ず 

終の後営とﾡﾡ政ﾡに戸するﾡ跡令風"く/タ4s e 日ユ日のは合 

(ﾡ名話:ﾡ名 ; よe2a&e ドαx2 Bewzocんatzcna と. 

pwtfteとん aんcイ a 4e4-4eun ; - eo-ea vo7t 

2“. ん ノクチ？ ニ2 が公布さたが二Wに合由市協担済への首セ 
_------- ---- , --- ・-- ,・.・•ー ・ ・..... ・...... ・..r-. 一 ・....... ・......-- --- -

(及文脚社82) ' '"
A Mな_2どet - AAQcん uス。cAafto4n と na ・./d力a2 火乙vet。e 4

ノ9ッ8、 S、 $P
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ﾡ示し ている。二いらのあらゆる 系急な課ﾡ 口てゞﾡ家によっ z 
のみ重成さいﾡる。ﾡ済秩方と社会ﾡふのﾡ理設に井する最も重 

受な基歴口 ノタ4?坪よ月23日ゐドイツﾡの仮ﾡ 

C 4-n4aeoa&a de～ A4eeePcdピ Yon2 2. 今 ノ24? ) 
そるるう。この法律口国安社会生主換的政体、の全体主義的国ﾡなら 

のﾡﾡなﾡ離を表町し. とし2ﾡにﾡ人の基本ﾡを経済の々償E 
ﾡしても モ調室 した ・

そめ仮支法は. ワイマールﾡ法のようヒ,ﾡﾡ秩合Fﾡするﾡ 

弱せKﾡを急 卜 ではい台 いが しかし 色由市場秋方のﾡ本示訓由 

岩干め-ﾡ寿法規報のなかに合王 ふt2いる。府匸社公的市的衣痔 

は 厂2M が仮法にﾡ扱をもっモﾡはヒた じEﾡﾡの着が祝分で 

ある 二こ」に」っ 乙ﾡ保こいで いる。そu 坂ﾡらの 29条キ3
にしﾡがっる 他の 経済ﾡな ,ﾡとえ ﾡ画程済やﾡ全台 由市 

ﾡ盗に よ っ てべﾡ合 t紙な u。宮宙な経済的行ﾡの及型に仮無 

の C入格め包由ﾡ にﾡする) ャっ柔オノ負から座じ2わり 

Cﾡ )2 と共 に画家的で Pa&.tso.zこay(R株り) D++み+o"12

pxなレeオクイo。(テ主義 > ノ Zwan?ew-tそ2c24む," 

ﾡ径ﾡゝ 2承N約ヒ排除 している。ﾡ歌自由ね. bモ がっ そ釜済 

行ﾡの最もﾡ要で基本ﾡである ・ しか しﾡ長の包由 ( &nえ-4aじt- 
.。んu4et )ﾡrﾡはヒなじモﾡの保試.営者送とあら» 

ろ召の保ﾡに本っ z いる r社公的法治国の及理に っ 乙. 

ﾡ限さていろ。 そのようにい て計回経済にﾡ人主執的起済の 両 

ﾡﾡの 向 に社会的市ﾡﾡ済がが立する ・

この ような松的及ﾡめ ﾡのむか ドく ッ瞄邦 の 林業 上 林醛•業 

nっ ざの 工う なﾡ長 を とmz いる -

* I に政求の締采 当歳中央官方 は全体主義約経活システムか 

ら解文全E. そしzTそめ-ﾡ分ほ正口賞頁が必ずしも全点 

めロかに没入してしヨうのでになく. 一ﾡの多か、WクなかM大さ 

お叙立性が維持さる 乙 とがノつ め有秋体(非有状体の 対) の 

本ﾡである」 という辛の正したが示さいﾡ。 之ロコミ ・ﾡ者
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ノタ4よﾡの面ドイツの布市あ経済るもとのﾡリるめあって 

:ﾡ業京係官方,に杯業ならびに林産業ﾡ係指方に. との後孫 

消るﾡウ た。

物力のﾡり 当て百家ﾡ力 重要 さの大ウな支後. 不可ﾡ 

なった,艺 区 会樫ﾡ配分の前捉になっ た- =のよ3にU2 
め官六のﾡﾡ能才はある程友粧持さWた。え分なﾡﾡ発ﾡに 

する おも な摩宅口T その気ﾡ長金支払い がほこ んビﾡ短ﾡでるっ 

ﾡ=ヒ である。bたがって非常に多株な突ﾡﾡﾡ支払、と契物の 

永央堀が震府を Lた ・ 林業 で孫矢行 の 一 ﾡがﾡの 台己 

ﾡに形モた。林業労ゆのﾡめちめ右口ﾡ料, 年業衣 革前書 

合ﾡ享 ﾡ革, そのﾡの附加ﾡ現ﾡ償金支払にっでのつﾡらいた. 

持に「芝W以外に何も相 b2 いない貸ﾡ民」に仮ﾡのﾡ済状角 

をさのようヒい 2改替し た。

経ど手役と作業問長のﾡり当るa, EYえ非常にRらWモﾡ田 

で しかも大さむ西ﾡとともに行たにしるも,昔の通りっ 

けら いれた ・

木ﾡ翼搬ﾡ保に向 な < 役等 の 勢力 の經wを宿 、 a ゴな ら なか 

った・なんとはば製認やﾡ報業容は気ﾡ夫に。zほ. 彼ヶ 

のは事 ・ ﾡに彼ﾡの車の摂ﾡに対サる まったく 不ﾡ分な価 レか 

分ら 台み ったから。

木ﾡ袋制口重夕改手与なおﾡ全 E8益 しE。 そu2の後・N 
刻にﾡ少しﾡ。

をず*一に「ウ木以外のﾡ材く供給とﾡ入ゝ ヒする金刷現史 

(統木町しては その統納と 分配のためて特別な指令が恐令さていた) はノクとシク月ふBの塩令びた止 

された. 初ﾡ次のBには「品ﾡB.CとCt の ヒ ・ 下e , . の ﾡ 
の 株総 に期入を期腺っき で購入ﾡ にﾡﾡづける格令」永ﾡ令全 

. この戒理ヒ 来林ﾡり当てにﾡする との Wﾡ費 H ラ4ラ坪 

ラ月32日 を以るﾡ っRo
ﾡ、学ヒ - しかもノタユ3ﾡの報思表務にﾡする規定に基いて 

株業ﾡ営と林差業ﾡ営が彼等の 産にし て おうﾡ会*

務ビかﾡっ E ・
総規整めﾡぶヒ ﾡしてもま 貨ﾡ改革はノっの決ﾡ的な二木 

シクであっ。

r貨ﾡ欲ﾡ後のﾡﾡと価ﾡ政策に肉するう針書 cLe:24e 
ん～ a &eてac#Cu? cn4 pe2nceこtと n2° C 
4ouet2n ゝにもヒずいる 94よ左7月 29日E「本可でP 
ベに林栄か 劇厚物に対•する 帰格現ﾡ の及止 に肉するﾡ定 J 
c Anwa deev c.e 人eイイawec.a レレ Pt2イTY- 

ル»なx おル 4 .o4 fuz2tcAe 4a&sxue23eu?w? > がゲ 

2モ. 2W= しセが。て , 当呼求在い 2しﾡ規虐は一の前その
いるﾡリになかる価帝, 報 ,支払矢件 ,株ﾡ系が規とそ

おいる-も ﾡ戸さ山なご なっに。

Uかし2の後のﾡﾡﾡﾡヒ ノ9#8年4日4月0日 

滋と届ﾡ協盤にﾡするは律とﾡ格ほゝ (今eoetc2 
pueXo82-4aca とれそ Pc-2.とタイーーいcんca CP

の T個格や 

u8し

ノタ48年 )2月 7日の 丁相法→ C eoeそ128°2

5oe. ww クタus) とその代りに現"たタ" 

ブ日22Bのrそ済刑は」( ルihる。c2がto-s-443-ct2 レ2
っら,ク,パ9夕9の現ﾡのﾡを及けている。

eこz ,ﾡ家社会兼伯政体ゐ不ﾡ全で3るにﾡい条枚ﾡ格が 

夕の7近の 条価ﾡ規ﾡに っ2高めらいE こ口いってヤ ・案ガ 

*ds ごr迫由ﾡﾡの mに与えらuる 永準」よりもずっと下3
ら。ていE。ﾡ格ﾡﾡがﾡ上さいモﾡ 「価格がビのく らいの高 

さからF和詞にﾡす る累和とﾡか= い解るか といっ三とロ不 

布久 を あっ 伫。二の 不ﾡか さ を除くﾡめにドイ ﾡ杯名 Ch.3e-
a& Veuvx.e乙ua 7ん Ean名&2xみ, ノaaxvt乙o-c44#花 とーイ

oズ ) A 94ぷ 月 248 に「索材現峰価格 C &cAんc4- 
ん人るoとし。い う」C 相ﾡ法、P 対し て 最高価格ヒ して主烈でもゐと 

ﾡ z ら ﾡる ﾡ合ゝを ﾡ合 した。=ゥ 規ﾡが希ロー定 の指数 CZ)
_セ トる示色いて お り, 2 し z繰し C/344年2日22日 ヒ
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9よ/ﾡ-ノ月2Eに)高めららﾡ く3ふ 頁参Kゝしがっ2. 
め然的ヒ 自由市め経済成ヨぜ行2いなかっ た。なんuい| 

ば、, 実務上。※本はさらにﾡ栄ﾡ格に分認こレ, そしている守

る人口ﾡい業務を行っﾡスら。

三の不ﾡ合を終らせる ために, 堀格の森にﾡする 拘束力のあ 

る協定く 9$/ 年9月2日) ( Venbtna_&ce VeaenBaun夕 e 

Mノa&42e4.tree "ルる aec み4Zどn4aeu BunXcntどzじるob. 

” 22. ラ.タ年/J が系林有為 と当該 ドイ ﾡﾡ 大ﾡ ヒの向に行 

ゆWざならせかった。 そしてそのあﾡによば,杯理功 也科 

Pにﾡ暦づ▽らいた築替好めﾡ C/a..o.2xzunuon。) 

に指念 ・パるゝ クノか0%をﾡえないﾡ形さ販宏たいWゴ6らてか 

?正 ? パルプ用杯に対b て ノム。％於城木 匸対 DZ はノよe%がほ 

ﾡ柔利の ﾡ系を形っ た。杯を炎口=の協定 口は参mしなかっや。

三の だに回民そ的にﾡ認で全る短培予放に対する ゐ分なほ 

証を示じﾡと汚2らいたの恐.9よ/年ノe月ノBヒ 系本現洋局 

花に肉すろ状索のﾡ令はさ止さたい。 (原*脚さな3ゝ

そから向しなく「とカ め定台休が価格規整にして 不ュ 

当は手役である=とが2モ。なんとなuげといに ,直接分加 

した森林竹有者 以一ににﾡレ法ﾡ的 に ﾡ務づける いでみかっ ﾡみら. 

したがっ乙当誠大臣は. ・$2年よ月2日ﾡ永号で「との協定が 

もにゃﾡ來力を有すると認めないこビ」を公表した。

そにダ立ち /夕$2 よ月ワ日にロノタ47気 2月 ノ4日のま 

材価格規定 Ca メeMLo44p-222 -Ve2gnVa yom ノ4、2.ノタノ ク ) 

と ノ937年2 月ノ。日 ②控るロ ヒよっ て値 bす る立ほに基づ 

い正 素材販え の茶止合 ( Vetムそ w AwzdAc#e2&dkteu 
nAc化 cv レイイ-合eんe〜 MイeoZae2v花 一Y2 eL ノ2・ノアフ) 

がも3やﾡ用るきないものでみるこYが朋らなにこ。 いヒ 

承支弱面ぷ ー

ﾡ日 .十楽掛ﾡ本規ﾡﾡ格ヒﾡすらt令(/ス火8毎イRス2B-ノ&0坪でR ほ 日一) q *• 
1An 日 ) も全ﾡSuて
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っいで9よ3ﾡ9日っ3 日には「ま•害 にって 指 しする方は 

c入R) にも ヒづいたﾡ宏のﾡ止A もﾡ止 SM , こ・るノタ3ク 

の規足 は全ﾡ止と た ・

「ノ58年 ノ 月ユ 日 肘のﾡ売 に工ろ ※ ク 販ﾡの茶止令 も

e / 9分3年 よ月2目 にﾡ止 た。

したがっ て林※と本座求米の今登にﾡ しz日, 自由市場流通が呑

を山た。

A後もなおな在 してい る規定に ゞﾡに吹のもの甘ゅさるる。

/ ﾡ活刊法く/949年7日ユと日公布

・22年 月 25日 -課改正 ゝ(ずパや •

ュ 文君表ﾡゐ ﾡのﾡﾡ く14よ-2月 7 日)

s 百 内産業社業樹 F 対す る 品 奪親 尼 :

( ノタノ ク辱 3日27日の 4ﾡ樹ﾡのﾡ格ﾡ炭にﾡする だに 

めﾡﾡ工 Cﾡ文形ﾡ王ぼS)

(ﾡ名 柱: 二らの 殊名 )

2 
.

Wuゼac&a4そそ244a-eoe2 Yeo24.～ノタ〜9ノっSS.ノ9*2
az トイe42子a色en 〜 de 元4e〜4 シot ノコ、タケユ2

a。 今ue少cotiwuuungen &一 Ln&aidCocん。 ヘん4cピo<&nt-
4; 4aイ3e立. 2. AoucLcna となevatePe.e4ue-

du # ヘaceどo.cんtそん4 Vomt 2ク, タ"7 

(系文 ﾡ品で4)
,9u9～ s2 年 の全ﾡ刊 は にノ9よα ほ7月?8 のな <簡易化さ 以 

E空刊はにつ2代らいﾡ。 と (ﾡ名ﾡ・,9よ4年のそまゝ 

のでロﾡぬ上ならびにﾡ価 そﾡ上げる酸謀に対す る非常にﾡ 

平のﾡい現ﾡ C旧ﾡﾡ刑はヤ条 ヒオ20案 ゝ が名廷こいてい る。 

2の法ﾡは. そのォノ系乙示ﾡれていろ経済的込 つ いてのみ 

a用 さろがそのなかには林業的紙 来 はﾡあたら ない.
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その ﾡﾡエ ク は年的 有統に 口 物 流実務 面 か らrニの 品ﾡ現ﾡ口 

c例えビ Hon& のように)ﾡ立的ﾡﾡをﾡった一般系的らﾡ 

規 でなく ,法的2 口ﾡ効にな っﾡﾡﾡﾡ 王要ﾡがﾡ分で

C, ﾡﾡﾡ木材市政ﾡの凍則

あろ」 という夫について ﾡ季が行 utZ いる。.

< V&. WaevAcnnaetcAnysvct火cAx 8eビ H?Qo2oAandd2?

Pe4ecmtot2cAc, 2ecAoa-&aん Azcu? PR r
コグ4? レ2 厶/. / 2a ノラs← メトc. S.っ3

こて, 以下には. 総体的立場から木ﾡ市のﾡ直の承ﾡ乏保任す 

るようなが的欠武を弟じよ う ・

ここでは 一ﾡﾡな太気的に形式的尿則も. そしてまたﾡ殊な木 

ﾡ的に天策ﾡに規ﾡされた原町し. 決定的な段判2素ずるので・ 決 

下のﾡﾡはこの 順庁で行テな う .

I. 彩式的欠則

I 国民是清的生画 性の痂則

市ﾡ政ﾡばﾡ質経済政策の一部であ". ざして回下経済政ﾡの 

目的は絵体の 福 の塔大にある ; 市ﾡの様 能発揮 & ニのﾡ味でﾡ 

ほすべさ= ビはあらウる市号点ﾡﾡ尺ﾡみ 本ﾡﾡ双望てケけ ば 

ならぬ.

経済-- ﾡに市号紙済 —— ば 初質的財買の欧求 だよ に 肉係 せ ぬ 

ばな らす. そし て任済政策 はこのよう な種類の ﾡﾡﾡの系童形 

成の大めに最も 有利な前/え 作る ここである. 経済のこのような 

物ﾡﾡ領域に肉した豊ﾡ的. 概全ﾡな局阪は. よっ の重要な台示 

z な要 とする.

の 経済はﾡﾡの生活において. そのえ化全体に浜くえみゝみ 

天さなﾡをﾡっており . 全社会秩において非考に弘要なも 

みではみるが しか しﾡﾡか系の順に番るものではな 
(大ﾡ注24)

ご・ に然たる済氏求的価は住々にしてﾡ会ぶ

保ぽ文 ﾡ法 84)
ﾡに&u0Cusはの &89enane と%&4......ccCax今っo2ぞざ で./→分 

価太系におげる多済淡ﾡ の任置っ ﾡ欲込しえい域させ.そしご紙済政約殺にっ 
穏な警宙玄行って いる・

起海究内係 (cてえイomoxcocA_An ANrえ)广注 をーなけれ Tな ら い, 
「人ﾡの求ﾡ振でさる人」1さ. に乙えその火受さ0にあろうなし. えしてォ安v 
ダの支=おけるささそて 移 m も、日 ご Fiタィョ"Y汚えxい. 函氏おにすし二 
した. それ (ﾡ忍注: = Tみﾡ夕区裕さ)がる高目的ではない。(aヲヘ・ージ
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系ﾡ評価の下位に 置かれおばな らぬ. したがって目尺経府ﾡ生 

麦住の ﾡ全 も ま へﾡ会政案的 ﾡ味※ﾡって系た. 国長経済前生 

産性の A はﾡ会生産物のﾡ対的ﾡ特価値以上の も。 . すなり 

らそのﾡ類尺じたﾡなと. 総休にﾡ正な配局名する為の 生を 

羽の 逢求2 支味する.

© 本林は画尺生活において 延済ﾡ顔ﾡとア時にさっに非常)に(2+C2ccイx+ご2Cceu 2とラ ・-イ)
翌なﾡ会ﾡ済的・ ﾡ土保全的・ 国K次にﾡ核能ﾡ汚たさねば 

なっめ・ たLかに一ﾡﾡにはこらの太化ﾡ因保は. 生物字影 

に基農ブけらた保 ﾡ林茶 o ゲ委朱件 ど 調和 していろな、 し 

かし そうでないﾡやﾡ列的ケースもあ". かの大化ﾡ校能 

が無案牛にほ仕に置かているﾡﾡがらるﾡやﾡ列的ケース 

しわる。

とかしﾡ済示則はへ政ﾡ的父吸性 よって+ 回土係会吊 

ならびに 国民文 化ﾡ父要株に よって し成条 こない たたF 
経済 ﾡ目ﾡ段支なら びに経済改ﾡ的目ﾡ談受だアがなの 上仕次 

えに香するﾡほによ フて正さるにﾡざない. ﾡKﾡﾡ向生 

差性のわんよ りし・ごっによム 「二れっの 甘来 さn. *Lて 

さり高"目 ﾡ段天 ・パ 演 造 の 底会 的効用 の ﾡ全な" し 琴佳 

? てﾡづけラ n呼る.

2 左病みﾡや"夏の有求株

三の原即ﾡ琴来は画下済全休○認ﾡ. = らにそれるﾡえた 

ﾡ 済管 っびに在会 ( この両君は相王にﾡ○ゆ象るうえる) ○全 

休か ら5そられる.
_スに _ (承文ﾡﾡるクゝ „
二の°ベ・ すなわち生活と しての経ﾡの秒ﾡにﾡﾡをおよ 

ほす あ ら ゆるﾡﾡﾡ欠置はﾡ済の本気名形ﾡする複稚なﾡ能ゆな 

らびに因票的同にﾡ名用いﾡばならぬ- ; そはの的ならびに 

人内常内圧にろい て旅立 している.

・邪文 W 注&7
石 ン 9o724-0cdec2uoっ-Xu&d. とA才c&cイそ ce ざ&e /クぷ5.

マﾡﾡ連ば全ての 経済 彼の渋的なら びに清的補ﾡ性 ( 

処omp&.monなwxz ) そﾡ求ヒ している ; 人向ﾡ・ 社会ﾡ点係は 

登区なﾡ社さ.ﾡ会. 「あうゆる大化. ﾡに分業済に現われ 

る-ﾡ社会ﾡﾡ完性」・に差ﾡつられる・

清 L武会のこのような全 体性 は帰所ビ 時商下おい て旅立 して 

ごる. 二にら3つの因係において 系ﾡﾡ宅ﾡほ 不 そ保す 

る=L. (またそ か形私 さてい るラ合=ほそたれる 再ﾡ整する 

= u )はﾡﾡ政策の ﾡ大な原則である.

あ ら pる経済政原ﾡ犬置= みいては. 全体ﾡ性格 ¥ヒ もに経済 

のmﾡにし方京ﾡねばならめ. 経済生活は共ﾡﾡな不ﾡ程 

<ら» . そしてその主なる原邦々はﾡﾡﾡ並字のなかに存在して

る.=ば2々なﾡ類であり そして均ﾡに現われるここもな 

ァぼ戸時に 現われるこYしない- そこ"ら 済 ﾡ及の不 等. 芝 

4係のる化 ﾡ格全不のまに化. ﾡﾡ関係のまに・ ﾡ本形放のﾡ 

2生する. 外回YのK引・ ﾡ出入の契化しまた国下ﾡﾡに予を 

こほす. さらにﾡ会ﾡﾡ不の作用. 住生尺の人ロ数とﾡ地の作ﾡ 

こ氏の移性烈初の月が加わる- 政権力の作用や産業部門の団

武会政天ﾡ回体はﾡ下生活に対して大 さい用名ﾡっ ている- 

ﾡがそのき済浜策"ﾡ会該案に よって「予«がﾡずしも 震で 

こほいようなﾡ組ﾡ気化 c ) ュ原因づるこ と もケ く

な い ・
- らの李天か ら っ ざの よう な型類の経済政策的人置の有ﾡ的 

ィ双に対する浜走的な形式的原則が生ずる-

至高の ﾡ点 ほﾡにﾡ会ﾡ効用の ﾡル かあるいばﾡ会ﾡﾡ客の防 

上こなけぼならめ. その呼. 生ﾡ7の雄持, 消大・ 系虚調委が 

ﾡ大向ﾡになる. その人置さで ざ るﾡり 笈 い期内にぷぶを合わ 七

米のﾡ体名照受し. そして年済の量ﾡケる高めるようすべ

済改※の ﾡ要はﾡﾡばﾡ米の 国尺経済の 永ﾡ納 発長 そ す 

z-いてらる。これはぶさに自密市ﾡそれ回 体本か らは完なでれな
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・・ とがフ て姫 的 ﾡ示 こ浸し. 広範なﾡ 研 死v受ﾡ索 

名ﾡ便し・ ほにﾡ 済的た犬 2序上する 二 とに回安の仕事でうろ ・

=ごっに経済ﾡ災ﾡペこの円ﾡ紀一の尿剛が速調されん な 

お. そに工って. 確々な経済ﾡみLﾡ 済保時に百 時にﾡ所さ う 

父区の戸求ﾡ (9Cdc全a参-&.x)ビ目ﾡ重 合性べ起味 されろ- 

このﾡ則の失受ば. 内係着グレーブの対立や。 経済政策に内ﾡ丁

るﾡ«ほ田夜約官庁-為. ﾡ易 門官. の調ﾡの矢ﾡに

ぶっかる と・勿的 世する ・ その呼にはﾡ済政繁ほ多 かれケニ 

グ無ﾡ一且つっ緑釈下公". 全図した派ﾡがﾡられない.

ヒハし内師ﾡﾡ一そばﾡ済政天ﾡ手区のﾡ均一性 (g& - 

◇イみ&て ) 2支味するものでは 全紙な い. こしろ ﾡﾡな 多様 

ヒそしてま 三にﾡ済ﾡﾡ面の 一固権 c ecxu&シut) *経済べ 

系ﾡあ六の多様性の原則に一ﾡする.な心Yなば経済所系市さ 

売 は ﾡ対的 簡性名ﾡってるしのではなく. 帝に「通田に工っ< 

条ﾡづっれた相対ﾡ価位」だI を 折って いる や 雅 ぎな し、.か ら.

したが フてあらPる形 主表 ( _9上enaZuu ) あらる三
理室論主義 ( ○%22n&じ. ) はﾡである。

3 . 経清性原 則

国家の 経済成ダにﾡﾡたる貨 ﾡ経済ﾡ水果にヶ向ブけらて、 

るしのではない: ;なと 匕なれば買帶経行的 成 果お 眼目 とされる 

所に片 個人的ﾡ求がふこPしじから. 口下の生行2加ﾡし. ； 

してその社会ﾡ 国尺文化ﾡ. ならび •圧 国土保全的理思忍失見: 

るために・ 価列経済が足うようにならぬ所や. レっY高次の武会 

ﾡ 内 係べ深長 謀の=に保左さ々ばならぬようなﾡで、はじ" 

て国表 が 要とされる.

しかとに二らの目的がﾡ々に達旅されﾡるのど戸時に. * 

れらの 笑現のﾡにも ま た 経済性の ﾡ叫が』用する- ポごる 

会他効用ほﾡにできるKり ﾡ人の経司で列達されﾡばならぬ ; V 
の幼用と低ﾡのたﾡ玄なずしもﾡ的に行う以ﾡな、、人場。
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ほ 妥デ これたﾡ柱さ上まわって いなればならぬ.

まこに「政ﾡ的欠置ﾡの効用効果べ呉ﾡﾡﾡﾡに誕でさず. そ 

してその貫用に対して差引さ決ﾡさない」 じ〜う情が. 公天 

吊行K五電々氏かるような不ﾡ済にﾡミ. そしてしかし*の不 

廷清のなタトは. さ ら = 彼零の 护花卒な行為が鎌々増えてい く傾 

ﾡが内左している・

Lたがって 妊済性の 來 削 に経済政ﾡの領 ﾡてﾡに翌要である. 

のﾡ合目ﾡ性ルﾡ性 経済性ば. 生産力ならびに経済ﾡに肉した 

あらゆる 浪 買 をけるために塚 し株ﾡにウ味されね ばな ら め ・

4 . フス,パて 火wッ2mイぞぞ の 來 則

ァ。&お4。・スレてズ は「あるﾡ凄の回家ﾡ千ﾡのダ要性 

z 系契町 するがしかし価格メカ = ズムによる経済の自乙訳間ろ 

されたくない」 というポなこ ヒ て号えている新目由主赤着の撃ボ 

てある. -
羽A:MP4。"先ええとcイom そ 「市場にセとブ 

い、ている経済開度にじた全ての経済政ﾡ的ペ面. すなりち 価 

る求ﾡ とそによっ て生じている ▼ 市ﾡの 自 こ調ﾡa そ退わずに 

市ﾡの自こ調ﾡに新しい今牛じしてさ. そしてﾡﾡの自乙 

調ﾡに周/& =れるよ ラ なAて。 済政策的ベ置」と 定系 ブ て い 

る. 市ﾡ経済の前貫は台由芝争てあり. 山のﾡ要と次ムの供始 

であり 政頃の月一ﾡ類性である- したがって・ 表ち前作ﾡべ置 

用するﾡりにおいて 自由市場は友 しない・

この玉ボく契ﾡ注: = ス〜&ぞ4。パ～wnuなtx の 原則) 基蔵づ

ゾ るたゆに3今題べ該け ら れ る.

/ ﾡ泊ﾡ包由と文化的自由ば人ﾡにLってﾡ大の任値がある。 

ュ 自由市ばでこるﾡり最大の回戸ﾡ済 的生農性 受係証する・

3 ァン&工4。っパom でない, 経済政策 幻 手城の 使用 は全奉主義

、扉メﾡ注8?)M psn&< : & gcaxee4cAoジそュイ～ビdシd c 992〜44447そ /夕 S.5・
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み な 計画 経済 をなべ的に結果する.

例!: 7ペイ&eんma な手ﾡビしは. ﾡ表べ数号の-ﾡ的 

経済案件. すなわちいわゆる総体ﾡ済的論新( 944mt〜イ- 

イacA-tccAoa 2aズータ2夕nみ ) zﾡ受し. そLてそれ 

によって経済的全不を目表にビ→てﾡま しし、 方向へ幅 準 ず 

るために用じるような一撤ﾡ経済情ﾡ 助き. 規整公置の 

ような有効べ面がららる. それ一はヤ共ﾡ行の質ﾡ政 

ﾡと倍用政策 誘税. 図税. ﾡ給術貢用の形ﾡ. 産業にお 

ける 团 度自身 の 経府行 為 ( 但し経済ﾡ特枚ﾡ全気ルない 

し の ) が挙げデ らる. 非 ス244てなoパ。wt ﾡ欠置とば. 

「ﾡ妥Yﾡの自由なﾡ府るﾡﾡし. しﾡバって. 物翌 

た は 価格 2個ﾡしたり制限したり するようなみらる国矢 

的タご」である; 円様に市場の 接状求能 2足止したり制限 

したりする父置く例えば保千渉) もまた非 フク2～ズ&oァメマ〜、 

町てある.

: 療号 における個人の自由の殻味ば「その 也の 点 でし新 

自由主表若にかなり立接してい る新社公主浜者」によ って 

ひまた承認さて"る. こらa→ゥグループは 主uし 

て伝的な互不ﾡによってのス. 列 られているにさ 

ない.

しか し そ の原則 ぼ個人的 自由 を 公金に よってﾡﾡL. そしてボ 

ごに二こゲら目家的手段の水ﾡ性が生ずるのであるが, *の程点 

と今目的性にフいてばの齢 人によって2々な見 解が あり得る.

「できる限り 最大の ・尺ﾡ済的産性ばただﾡ給的前 長○もv 
においてのみ年亡ら. 大にばダずしし5えらない」x いラ 

ミヒは氏に ?夕 頁*ﾡに#きした. ﾡに非常に大さな場所名必 

要どし・ そして非先に長* ﾡな師ﾡに対 してはしばし ば私経済的 利 

益と資 本が欠 テている. (例:ﾡーデル河の沼やエムス ﾡち o 円 

製. 失道がスはネﾡ網の組織的な変ﾡ) • 私極済はもっら衣去 

佐にLた った「市ﾡの逆ﾡ殺能」によって支 配こさ れている; こ
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れには国下経済的ならびにﾡ公政質的効用やﾡ要性にしピブい 

河長( &&/ )の順はない. 8sイ- は 自 由 

年 の 不利な作用 左 納 ﾡの いくように核台した・ 主張 さたﾡ場ﾡ 

済 x 計面経済ゥ ニ看状一は 現集 にば存任していほ"; そほ多 ぐ 

②目尺経済に「ってもた 否ﾡ こた・ た とえば , e合T に 

区 o ・ 9u.し&xクパn .a. フ。こ。しく&-4ouev をド全ての月体 

ﾡな経ﾡ及ば売通経済 ¥ 中 央客ﾡ経済。 ﾡﾡたるシス テムの合 

々な程気からなる / っの ﾡ交 内 係で ある」 ¥べて"ろる・

ごら .&c&。/〜uぞxt の 破欠の 井.に 英った解釈内 

e:.C。&～ne22 =よって#相に所究これとして解明 

さ卜た.でどどざ卜 -ﾡﾡに ・フとイx&oァメ〜ン ﾡチドに , 

フてポ フ.4cAoツペス ゆ目ﾡベ進*され。そしてまた注 澤 荷 

格 園足 む 心 ず しも 非 スス%.や&。e ﾡでないこビがべクろ ニ 

たビえばそ(訳為注 : =ad? 百生) べた ブ長ご向か"る翌公ﾡ 

運 z ﾡﾡした ・ あるいは- ﾡ的 は零ﾡみ返の 呼期F得 育な优争 

2p上しE"する客である 時F は • 価格国ﾡぶタ デしもポ 2ゲ 

*のwスル&x でばない」 ヒtう 報ﾡ べ行われた.それ 的 し 

な済策的手以が出ﾡ点の水ﾡY便用したチ隊のﾡ皮によ?ST
ブけらて . スua&てズ。A→ス 的= も非 〜一&を8enだスー 円 

しなる=セ」&定味する;ぶ"かえるならぼ・ *れば「ア"ぐ 

て。マ/いマび&ズ ばﾡ天に存在するし。ではなく: , キホの 

彼用ぶ決史的要煮であるが.こに ス～-&-4enイeuとそ"そ9 

天で河らR ばな らぬ」 ヒごう=ビ名た味する・

&.～ccy/ ○こら2 詳命べ ら「ス2そ&ペイクマアビ、 

は行在命ﾡな処ではなな。 目岡にするチ数の血俊 Ce2 
=内する断る ・にだ目的論ﾡ概やであ るコとドう三ビ がだ

(承大FだS7) ・
6 au2&. ノ ラ $o. s. クク-

(文F?0:)
2ざにざュじ。も、炎さくがゃジこここ.。こことン-

oイ/そ: タ.ジ.ノク$e・ S. 2S-<マ・
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げられる・ しかし二の ような判断に. 個々の市場政系的テﾡのす 

べてにﾡしてノっだ. テえらるのてばなく ・ そしてまた*の 

*ﾡ在約 -&*4。ペ3m一てて もまた大こくも卜さく もなり保 

る. なと となればそれは相対的なﾡ付能力 名ﾡっ ているだでろ 

るから- —— しがしこの株な=こは上に. すべての経済政ﾡ付手 

ﾡにつてわれたこビであった: *れ※ スz2～&やe。7Xm な 

手 氏 ¥ 非 ス22&そ&e〜x～w なチﾡ込に分ﾡするこ こほ初物名 益ず 

到告ﾡに分ける株なものであろ ラ ー ﾡ物るﾡ練ど 有者供に分

・るこ とは所に長い吾がら非ﾡされて=た.

「ﾡ済及ﾡ的手ﾡのん。/。レスとズマ がﾡ面ビ目的によってﾡ 

ブげらる」 ヒ〜っ ﾡボ is ge3f 名「市ﾡ. すなPち 

げら る= とケミ 格* 力=ズム広『目的4でなく. 目称 

それに一致した『でごる限リ放入の回民走海的生芨権のための手 

段』Fすざない→ビいう大さな決冬ﾡ奨哉にはいた。 したがって 

経※政策的 手 役の 合て多 さノ用京郡ビ しての ス&*&oチem- 
イズ ば. そのな系が向に合う株な市メカニズへ※加ﾡとすろ. 

「てれはこのよラなﾡにﾡしてのス. 『目ﾡ○ため○手区』と 

-ての 課題 交活たすな.. 他 市場が*の x ラ= 作用 し な ﾡには、 

それば ﾡﾡ味な原理Yな. そして. そのﾡ"において『包こ 

目ﾡ』になり. F 空ﾡ的に与え られたもの』ともうF難廷受けお 

ばな らないだろう.

さらに のo&unco/ は / ノね人 (を試 Cて. 「国ﾡ的&ﾡが 

「明らかに市場の 作用 力の全く外あるような. ( 超経済的 ) 目 

ﾡにち向 づけ られている ﾡ= は ・ &そ&o～2o-mu ﾡな〒 テに 

ついて弟ずるこヒほ一般的に合夏がない→ ヒuラ 呉常名述 した.

2eイ2 は・ 三れる冷理運的にﾡくﾡﾡしているが. これは王しい.

この判のﾡ宏ﾡﾡﾡは次のようにされよう: あらゅる

<文 ﾡ注 : /
存 2eぞu. みッて c Rッ2&ce- 9cてacんそe 2イイイ・.んxイズ- 

ム4 だ〜ncて ? /?S
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・K経済的父置の 目ﾡにでさるﾡりﾡ大の国下経済的生産性であ 

る.:こが符に任ﾡにﾡてさ. 且つﾡ期的に生ﾡ可能な財ゞ 

。 誘愛た受 にﾡするﾡりにおいて. 市ﾡにおけろ7の自由活動に

よって広えに保証=ろ に ヒ は勿ﾡである・

しか しあ らける 経済願 依 ( 2ocscA2だそ4szcc&) 
=おいてノつの ﾡ全なﾡ争べ炭立 しておらず *してこらに*か 

( 択鶴注: =会を年)は一ねに隔壁さ保丁: また. 侵 B を札 

( ﾡ着注: =完会 起争 )べ再在していたヒLても・ *ばでころ 

w 改大の 国 区 縫済•生理■住江 も たら ご ない,なと ・ れば三全ﾡ 

争はた月Kらたﾡ済氏矢ﾡけ徒々 2って" る戸"でめ々 " 
ら. 初眉. 市=. 経済的領味名福えて 公振のﾡ味で・ ( 

たた ・早なる王当性のﾡ味で ) 用する力ば内在していな"・ 

ニの 屮失から. 経済に 関する回察的作用に. 基ﾡと Lて ただ 
=直尺のﾡ算吊大化のみな う ずﾡ神納夫化 む また基ﾡけウ さ 

ゑ. とれによって経済= 内 ナ石国家的 淳 用の農 忠願 旅も示される

• 明な E 西 け は不可能である・
成系円が以のﾡ衣は今挙アよ う な事実に一系せﾡばなら 総 ;

空用的反則はその目節玄見エラ,

同戸委済ﾡﾡ長る -<eenメどwddeude (千円) と 28と一-
& にﾡ召的に分ると大さな量る生じ そして一ﾡのﾡ 

ぶ示される. 市号に両与するものに干ﾡすることはほ. こらそ

赤 嗡短済的 = 正しい 行 動 く 24-&-2で) にﾡう日ﾡ2上ポして 

一. る. 経済的求況のわﾡえタ s ヒし て 判研を ﾡる と ・ 佐々 に し 

ととの座。 作用が生ずる . 済前団体が解明 と協嵌z 配ﾡ亡ず 

またほ依が=る依ﾡのグループの 利遊だけ2ﾡフ て ーオ 的に 

テラﾡは 「なな市場ﾡ界じﾡﾡ研死にもとずいて・ 経ﾡﾡ 

父ﾡ の公内をﾡﾡし、 そLて助ﾡする=と」がﾡ坂の である-

•.Mル5K 心、 なペ置はを令条る夕え・ そしてﾡ海のよ 

県納な浜ﾡ2可丁能にする;そにﾡ務上. 沢に使用こる・ し

しとるﾡﾡ作に「てこるW り承大の回 K経済的生産性 ---



-128
そして=れは為ﾡ、価格メ p = ズへのﾡ会経済ﾡ効采である答で 

あ ろ --- の支味」下おいて. 2ePc&eっoっm ¥ 叶イで は な

らない. ;可こなは=のような尽置は一ﾡにあ る一失の K浜 そ 

尽えると.旋争能力る及上する(228&)から・ したがって 

経済政茶 ﾡ手段にﾡにﾡ正限ﾡ ( と&イシパ 22224-んと才 ) 

の 向ﾡである-

非経済的な ・ も っ と高次えの 政ﾡ的目的の 現は ・ と ○ムメtx- 
え。u。 =.経済政策の対象てはありﾡない- =の工うほ目記 

は「経済が行われる条件」にるする.

経済政ﾡ的チ段は. 一ﾡに. その目ﾡならび=経済的惑面に肉 

するな試る 伴かすに み。2&c。んnンx&x o 佐ﾡ と ﾡ囲に爲 し 

ているかどうか を判ﾡするこ とは不町ﾡである。 市ﾡが ﾡ全 芝子 

と 円 時に存左 していてし,それば台乙目的ではない. *し てヤ 場 

が三の前(顔者注: = ﾡ会 争 )のも とに力の 自占な活すに季 

ねらる管のﾡにひさた, 一実の前ﾡの下においては ﾡ争 ﾡﾡビ 

何格国史か経済政策的に是純される.

したがって 2.イィ&。ん。〜な の要ﾡの内方は査会町ﾡ 

場経済の一ﾡ原町 (その中でばﾡ々 の.経済の 自 由さ 則的ネ託 

されるべ・ しかし公巻に』って制可これる)と一ﾡする- したが

て目家の課理は市=肉 してもまた公益のﾡ保のため にル要か 

合目的的なﾡ置る矢行 し.そし てそれ 2 月時にﾡ会肉 係の涙 (

Ra8e2c?u2 ) ち規史するこYである。 =のためにﾡ矢はﾡ 

苗競令 名優企ずるこヒがでさるがしかしそれ名制する二ともで 

さ る ・ フ2c4そ4eペ2da一 の琴 ボは面術済に るだい 経 

験 = ﾡ する反作用である. しか し フ。&&・メ。mvcイズ は あ 

アり 仁 も 園人主 教 的な. そしてあまり にし物ﾡﾡなﾡ客る#った- 

したがって目尺ﾡ 済学 ﾡの一 群は「経済を画尺の生汚にみいて ﾡ 

じ . *してﾡﾡその王高岡係にしたがて経 荷が 秩字 つけ ら t 
る 心〜… 々e2& (終ﾡ)」2正しく 梅示 した・ 成骨は 

ﾡ会ﾡ経の終体ﾡの なかに入れ ら れたﾡ合にのみ、公共戸Y→
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この, ラの 目的名定なするためのチﾡと Lてのそれの 秋能名 発 

ﾡす る. したがってそればノ っ。 経済の ﾡ一 の 疾 づ原理 ( 

aoc&euss-Ccce。 の2e6mucna3n～イaa) ではなく・ 

=夕するﾡ件の なかにおいて. 後 くoiwe )の 収物カビ 精神 

的 内 な2こねす べさ終体ﾡな 経済ﾡ ﾡった ,,単なる ノ琴茶 =す 

ごな い . ﾡ立ﾡな市場ﾡの =のよう なﾡﾡか ら「ﾡ体ﾡ点を方え 

= た経済的手 の のaccrsa-2 ・?メ〜mズ&c (ﾡけの 

wスVw〜てズ) の広範な 贏理の 内部ド おける ス。スそ4一 

クての求理の血用領城ヒ 限界べ夕え られる.

I. 緊賃岡界則

以〜にほ. 会的市場経済の わく のな かに おゞて・ビと な笑祭 

な木ﾡ市ガ政ﾡﾡ課題が活たこたばな らぬか 玄気べょラ・

二の向ﾡは一微のには「市ﾡ経済ににﾡ与着 (2cそxピタや

:、存正しており,侬寿の個別終済的阂紙は帝要ヒ米沿Fぉし、て次'' 

ごれ そLてこのヶ法によってV済ﾡBゞ2 ﾡる園列済的に り

・下済諾に ももっともよ <利用する= と』で5るuと答えら?

・5。 平(x～○A2)は 二れに対Lて 强も有利な前 膜 2ﾡ旋し とれと

・評に至な冬済下系的ならび社会区受ﾡ公ﾡ王2行じ そして 

こ*えの回土保全的な らびに国 尺大化ﾡ阿係そ保経す ることであ

、〜のゅ立は市場係剤 (.2今とe9x) の.耒の統消•政策 的 

えckらている. 二ば本京ﾡに「茶ならびに赤差来の絶付 

。巨買紙茶の受在ならびに杵求の緊ボに系も よ くくeイ2れイ〜) 

s2こtること.いかえハ r帝 妻と供,玄階gごせ • そして不 

市ﾡの水いﾡﾡを 配 する二 L に向られる・

1, 氏の増加
市協の国民経済的機能か、, .貨の 第-な • 総体経清ﾡ肉豊の資 

味おいて.ﾡもよくCズ&) だ長=亡る二とであると
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するならば・ あら ウる市 坂政ﾡほ市ラの 系の 快給 C 
sc-&tc&.夕 ) に係する. ¥L てに経※婚数が多 グ り," 

東 戻料の存在とﾡ格相たの仕、れに体存しているような欠料 

(訳ﾡ注: =六ﾡ)にっ\てはﾡにそうである.
とた

林※の生産性の向上はﾡ太的な林政的ﾡﾡであ り・ そし 

○なウは不 材市 ﾡにおける材積ﾡならびに価値的なW引F受 P " 

る. その正 さ と少ﾡ性は「ドイ ッ帝回評べの 用杯ﾡ撃む • う 

のドイ ツ 建ﾡの用ﾡ吊要し .そった った% z国内の 系林ゲ う" 

なわれ呼るに場さない」とし、ラ中 実匕l しかし米加工の 木才 3 " 

・か ら執入する= とはますますﾡﾡになる」と ・ ラ番チグ キテ 

られる-

しがしす べて o 森林経営に ば 王 ﾡ し い 生産 子ﾡがあり・ そ 

の景セタい の は自由私有族 ( メンこ 力&本.&0)て あ 2 ・ 

自由税有林は ・ たとにﾡの 経ﾡ = っれて生産 2番し くﾡし件る 

戸ではなく, さらに:大材の不 経済 な ﾡ凝 ( MPc-) 

名 上める= と=フて市号えの伏給る場mLﾡる. Lか し小ﾡ休 

件に承表林(-イよ〜。イとん。ズ)では. た=たとに本業状 

ﾡア的向題だけでな <. ミ っに米構的な向題特にﾡ合ﾡ木ﾡ敗ﾡも 

キた所要である. このよラな方浜によつてはじめて. 人森林可 

は市場にちげる自由ﾡ争に効果的に本加L. そして. 大ﾡ林所ﾡ 

が同じﾡ呂に対してﾡするよ ラ なﾡ格名 武扱する.

Lたがってﾡ休有林ど私有林に対する固安の作用ば. 「刻さ目 

のある木才 市場政ﾡ」○非常=ﾡ要な前ﾡである. しかし殺々は

それを 校 ﾡ的に 見ずに木才 市場の 経海的 ﾡにおい て方べぜおね 

ばな らない- た "単に森林所有に合理ににﾡやﾡの可能性名枚え 

ﾡ立木 地やﾡﾡ地の性林や林分保有 や林木の 有利な懸杭等を 告
・

す るだけG. これらのあらゆる行存が依われないとすば;いい 

かえれ ばそ の帝要ン指命 れた価格がﾡ共された 生起 ﾡ加に 対た 

しない ( きさに 生産ﾡ加 名 キびﾡさ ない)時にば・ それば不 た分 

である. しいしこの=ンは林起ﾡもまた, たえす. との経済性○
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終 どその付能力 y支払い能の向上に努力るY さにのみス期 

ﾡされる.

ここに「翼則ﾡに ・列営の 利害向係の 理解に 工っ て導かれ. 

そして符列は回家的手ﾡる要ししないよラな. 両報内( ﾡﾡ注 

: 赤ボ と本星果 )に対L て 好森合な 林業 L 株産茶。 協条 ・が肝要

ほる・ トレ し：： の よ ラ な 活動 を 刺激 す 目だめ1. - かりに全 

素星合や永茶地盟(れ%れて。とA。2た。～。～_ぐ&〜ce 〜 千22イ.2〜) 

ぶ その蒸味で 復岸(恢省 注； -ﾡ英ﾡ合"系本ﾡ盟)に作用多 

タしたししても. 一 にﾡて.そしてﾡ返し行わる 

当献み塚民 く3..t.tシ .や ) の 密装国 分 售 反 

がﾡ益てめろ ラ。

「及を又べ不だ分なこと」u. 「ﾡﾡの位いﾡﾡを刑 

用するこビによ る林産工ﾡの S種多 株なﾡァカ ( &MメMa) に3 

<受町 . 「本業の一本ﾡ目ﾡがで さる さ。 ﾡ大の才研生差 う 

かているのか, あるいばでさるかさり 系大の価値生産におﾡに 

ているのか」シいう向署に戻して活全な論 が行 なPXた・ 

だ, 原件の 量だけがﾡ裂程さ れ る 時べ / ¥「下特が原ﾡ*2ペ 

わしくロエする時」ゲカ"ﾡされるように見わる・ しがし一 

れにっいては以下にﾡじよう ・

ﾡ貫のﾡは それル 両信を 将ち. したがって要ポさして? 

xなわれるﾡり zおい て経済的にﾡ味る 時っ ている・ したがフて 

8 のおのの合理的任行為は . ノっので= る一大 さなﾡに裕付 

しかしてさ るけ 大 さ な 何値総る も店 らすこ とにﾡ生用"R 

ばなら合. そのwに登ﾡな四予は型 殡, 賀用である・ 霊に笑る 

発デる u合付がポ められ. そからﾡ用を 差引 いだたもの が利潤 で 

ある。この累ﾡﾡな 経ﾡ的考察 とずいて たY えあるﾡ林 

経営が。。が の担欠を生産するか あるいは/ooメmの枚ブろ 

生産するかYい ラ =Yゲ大さな述に六る- も引 ろと •一 特に価 

d総付なやゃ役< て (例えばやや長い為べ期) 予用 (例えば出株 

予Y危険)が非卒にいとさにば - ﾡﾡの 承 がかなら ず し
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も承有利の経済目的ではない. 各経済経き. 特=私ﾡ済経営α利 

消 ( 9 :灰舎注: 二年マの振) zﾡ求せわねぼならぬ. 

:なとヒなば利ﾡはその経済的経営に. 一名多くっ枚ﾡ. ﾡz 
対球した分のかによる仕事の可能性名与えるかろ. それにズLて 

その経ﾡバ浦Z減じたり. あるい ば隣接のﾡ推本工に系せら 

れた り する ビ. その経営はﾡﾡ化Y貸因にの監名たビる二Y下な 

る・ したがって・ しし. 経営べその 、営官体Z枚条Lたくなれ 

ば そのそ営はそ。そ営旨引2ﾡう 達。 改下る 注ﾡ亡 ね ばな ら 

め=Yはそ済的に明らかである.

かの情及的な枝ﾡ為の ﾡ町的なﾡ択は 長ﾡ木のﾡ裕が低下する 

子きでみる- しグし今資のところでは. この予言のﾡ中はまた実 

在されていない・ しかし千吉が直中するセすれ ば ﾡたるﾡﾡ生 

.え の 移行が、「その性らﾡ積生星から価値生ﾡえ。 転ポ ( これは 

ﾡ宅に長期 2要し*L て不ﾡ実である )」よりもずっ 価撃か っ 

早 危 に 行われよ ラ .

株票の生産社(Pcと。&てンなズ)一報に. 林産救ﾡﾡ資 

味で・ 生生常ビ理解される. そ済的ﾡ味でぼ. そには市塚えっ 

ﾡ地名普加するミと2支味し. そ Lて*れはさ らz ・そ済的熱は 

内覇、である- それの滿足な解法］1. 一部には個列そ済ﾡ可能佐 

( Rススそ+一〜や。cAcだとcc・ みななとA.&。ンなn ) = 存 狂 し. 

また一部には回区的々夏(-2<.そのとん。 ス.・44mu) 2 
ダ要ヒ す る .

森林から木ﾡを直ﾡに権出する=ヒは. 大さい回有林. 団体有 

株. み有林では「ノee。 る 当 り 約 フ K の路( -<A24ぞyx 

wイタ< )が作られてい るよう な林ﾡ網」によっ て配求されて い る. 

それにスして中. 小私有株でばまた山 の並ﾡが不足L ており . 

そ Lてこれは木材のﾡ全F非花に不和に用し ・ そして*れYY 
心 に 春林至名の ﾡ済的な給付能力 =不和に作用する ・ したがっ c 
=れ名でヨるバ平く改ﾡする=Yが林政的プログラムの重 点で 

ある. それ は特= 系林所有がい ち じる L く 細分 化されてい るよう
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な 地方 におい て業息女夢する. ニ=に. 森林ﾡ有着に株堂ﾡ数ﾡ 

合圧 加入 する こと z勧告し. 林此網の 計画。 咪に助 もし. 定設 作 

業○天行2枚術的. ﾡ政ﾡにﾡ進する こ Lが肝ﾡになる・ それは. 

本情区よっては. 森林有ﾡにこのような株堂実試祖合への加入 

z変ﾡせんばな らとほビ翌平でみる. 現べ の多くの 系林内係法は 

すでに その ケうなﾡ順の規則烈ﾡめている・

しかレタく ○場合にば. 不杯 名牛ﾡ幸ばトラックで 本林か 

らその血 くの村ﾡ ﾡび式す だI では不起分である・ 木材の目尺 

ﾡ済納にﾡも有効な和用る確ほするためには . ミ らや ずっと 多く 

の更ﾡ2よ地にxって熱送されぬねはならぬ. 距離の大さほ 信 

々 の ﾡﾡなﾡ担でこ るﾡ賢のmﾡである- した バ って市防月成 (

しムスパム)ほ伏道貨求玲災における全本作な (スイパッー

ズ&なn9) に対して沢支的な概点になる・

2.6受増加

夫材一灯7るﾡ要にﾡ局. 二の原材名 ・いろいろな子でﾡ間 

する商要ﾡ ( 岚8ル1f九 )の訴ﾡにもどずいて"る・ そは 

「本ﾡ○官べ的および工ﾡﾡ性ﾡと 木材○多様な校衛的品貫加 

ェ ( 訳為法 :たこえ ば枚打る F 、 る無怖称 )ならびに「他の『木 

材同じ目ﾡに用" られ(ベﾡ町) . そして価格 (Pu.そ←- 

) において太ﾡ と競争しあって いるァ』。 僕用価僧 (9-4& 
o0owut ) ・よってﾡ件ブられている・

Lたぶって系材のﾡ要は「一部は天ペ○た手ものであり ・ ま天 

一ﾡに育ﾡ旅茶に よ っ て号え られるよう な品官 くQ.2+caと) 

と「不m工o並歩 し/枚ﾡが木才に添加する工※的ならびに系 

術的性気」と「休逢物のﾡ殊な性ﾡビ利々につ い て一緑 に 普及 し 

て、る知識」と 「木 ﾡ用的. 送府的. 価値な らびに価格の点 

=おいて放争 しているよラな木ﾡ以外の 物質の姓争 J にさってﾡ 

史:れる. このように数え立てるこYによってすでに「木林市場 

=アる要の増ﾡ玄無出にﾡく方ﾡ」ゲ示されている. もち
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ろと 「それにする主ﾡか つ妨界的な存進 之 が個列円「=シ 

チブ( /イ&オc&eu Jグイイe ) の 領 にﾡ任し ニ ニに、 

いラまでしなく. 担合( 2イ7。イa ) の『リ平ﾡのある課題』 

な存干しているニY」が訳めら. 一方 国板ﾡ千渉はただ「税 

会な求竹的あよびそ済的な止多 L ﾡ争べの告さ たり 乱ぎれ だり 

Lてい る所」におい てのみ考えられる.

系林ヤあにﾡする帝裂の増加ほ国下そ済におる木ﾡの所ﾡと 

ﾡ教名 社ﾡ L. そしてさらにでさるだﾡめるこYである・ = 

はﾡﾡ的テ y 全済ﾡ合理化に って 達さ れる.

所 ﾡ :

株産 茶 F あ る技術的ﾡ歩 はﾡに 林を業の京料= 因 し f「 

「表々が目下ﾡつているよ ・ uずっと s く の桁ﾡなロﾡ」 前授 

とする. に /ク20年ににドイツでは. 較争依の ﾡ済ﾡ戻力 ○ 

しこに「ﾡﾡ茶の領に肉す る科ﾡ的所 しまた・ 林兼と 赤産 天 

の止歩のための非常に有用なﾡﾡﾡである」とﾡ ラ 洞索が貫はこ 

れ た -

林星素におる緊た岡風にっいて浜み窓. ペ杯系え 木ﾡ系石 

エンジ=ア・ の同で繰り返し行わた会合と命教のすえ ノタ2ラ 

年 I 、、 株産 内題のための専内官 ( っ。c&な0&a イ2 oce &xe2s - 
イ3 2te7 Xa3/2a®n) " が作られた- 三の制度はノタラ/ 

年に 休左ﾡﾡのための内表司会(充とん......。ん.d。 メ 

火念/シパマ )に界された. このﾡ内参ﾡ会のな加岩は ンc 
P>-2c*2-fez -合2s2vdoue と cのccイo-Aa そ。22イーeしイ 

あった。

ャ次大牧中に c&ccccAn Saeeeoc&e4ぞ < ベcaメー

・九c&un9 ' (ﾡﾡ注: ■称 p.G.f.H.) すなわち「主ヒLて 国

家的因係に用いられ ・ そして ・ PcccA.aco〜ん. xo4a " の F 

ﾡ下にﾡしているマ ンモ ス 林ﾡ」が作られた ( /クa 年ノ/

←日). この 同時に G fHのﾡﾡﾡ と し てポ能 Lた委医 会

は 「管搭分野において 林差 向ﾡにﾡ味る し って"る系高ﾡ官 

庁のべ表君から構なさていた. それの承もﾡ硬な 課題 ば 林産 

所らのそ済アﾡ的ヶ向づYそ済ﾡ質的有納とであった. う *2 
委員会は D,・.f.H.F研死ﾡ題そ領し。 所究受の受務化受 

こxし. そして相応の規定 ( 2イ～ouc/mn92n )2キ隔 する- そ°

g.uc&。t ○王規ﾡ回ばﾡ府ﾡ.枚ﾡ的なれU2- 〔唯 

函体) とﾡﾡのﾡﾡ C 29gz～:oxzau ) でめらった- その課翌° 

実行 口 奪円委員会バ紀 成した, *○922とz〜ん2イそ の公刊物ゴ 

林叁義二 灯 す る専 円袋 買会 Q 文メスイレフレSW メiて ペ-

。)。ﾡ®番の深として刊行された・/夕«S千のパで

微. »6けは戻上された・

pef.H.の汚業ばノク47ヨに最高森株官『こってだ 

-.そしてそのヌ致にノタ«多4月ス。 日に5領亜*2S 
支ギで研された. ¥。 92ueeっん・だそ なシーソッ" が ルト『ﾡ 

今 ノラ9年4月2日にそ=の区本判所にって 21ビ

ル (接記ﾡ) に堂記=た・

ノ。 九バは ノタ,最 阡 ノ夕 月 ノ2日にび正さﾡテャ>

Jエ. 次のような 役命 s #→ ノ っの父ﾡ的な 922と23c&cイざ S P

) Kが粋 ( 物N_ イ5 と2パそ. ) としての不ﾡの生産

ﾡ伴. 生物 学 的性 真. 利用. m工 ○領成に 向するが

b *立大研2各む研に同する内・西の所究る 終再 と チ

際的利 月の為 に凄索z 用するニビ・
) 所え皮果の 夾 探的利用 & • 相示・ 飛ﾡ リーフ レ ット •刊" 

ゅによってさそブ いろいろな株歳や円分に同する裕

玄 る こ ヒ ・

c) 米産所究ヒ 肉する内 ・外国の 横構ヒ デー タの矢状る 円 ララビ

pケH○王/のﾡ費区客理思. 田体 学問ならグド圣済の

型・(.t3.〜ル〜) &済ﾡ全業 個^ Sみる・ 学学"パ

ﾡなRになるこビがでこる・
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PGけの校肉は減ﾡﾡﾡ会. 客あ. 帯灰眞求会である・

派あ受頁会は会長. 例会長る合む?くの呉からなる. ―南委 

一 会はあ タ メダ の 管埋支行 ラ ;そればﾡ理易 ヒﾡなﾡ大会の戻 

厳 ド したベラ. .理布 Hメ ク人の メシベー から なり . 委貝長L,
会 ・ 差太・ 行政官の名々から. ノラ人ブっバした代ネ着か 

らなりたっ. それロ研究際とその跡務に対して計画2作る.

DGさいろいろにﾡりあてられた個人. &さ, 全済町休の

研府・ ﾡらがF行改方ゃ団 体か らの捕助金 尸 よ って財政 バX かな 

われゐ・

PG Hの平向ﾡ研究は次の ﾡ円貝会によって組づら 

る-:

木生を と木収 

生物字ﾡ不研肝究 

林産化学ヒ製紙

木な保帳 (灰看注: 内ﾡなビ)

木才加エ (ﾡ看注:平材など)

木材乾塚 ・ 木ﾡﾡﾡ . 木ﾡ買ま( 灰看注: 防火な 

ど)

ﾡﾡ度に お I7る木才

木 工

規格化

学向的所究の方天 ビーﾡのﾡの全殊と唯歩る有効に Tるため= 

規ﾡ化ケ作帝に効柔的な手段と して示さる. それば#向ﾡ及※L
務ﾡそ映のﾡ本的な早向的検ﾡに もとすさ. そして.K度. ﾡ賃 

校が的才法・ 検査ケ法・ 板倉. なYにTる明なﾡ区な規ﾡにる 

い て旅 り立っ・これら古 - しばL ば目 ﾡFたじたﾡ用に 西する力

者ビﾡびっいて - 番号名つげた用はで刊行さる.

このようケ 規格は ・ ー級に・ &験るる平内ﾡの包由なﾡﾡにおい 

て友立するう た戸例外ﾡにのス週家はそれz規走する.....国家べ 

既にﾡ立L. そLてﾡ証されて いる規格 一執区ﾡ束ﾡに布ﾡする 

=とにさって. (例: 木方の彩ﾡ. 測欠。林ﾡ形にっいてﾡ有 

予ヨあで不向ミた規格) ー ・ 中央管運登府システへにおいてば 

ﾡﾡ町価 お規 例の大さな 基使 である.

殺*化は. 登済において.タィずの数:酒しく減らすこと. した 

Kってメの商呂の祀一. 東=大さい次根可佐とべ香佳 佚給 

の客品化と因思化. 尚品のﾡ盛なﾡ頁. を超果 する. 規将とば町氏 

的EU 材料■と労 例. 時向と責本の怖約る支味する・;着(ﾡ看洋 

: 許向 u 資本の怖約) は午に. 規将に よって. タイプビ オ ピ 代 

昼林分の非苗Fでくない在庫建洋で清:3アーヒべできるから左ある. 

耳営ほ今後. 一ﾡ険やﾡに. 一番楽価=. 一者放丁ﾡ性るもって 

cェする・

ﾡ冷化の宣伝わ県ば無ﾡL てはならない. 規おはﾡえずび及こや 

そ して市に救行の 緑しﾡしい水に 一承す る . 規将ほそれの 精 出 な 

CばKrって規格ごれたﾡ呂にﾡ争歯呂の求ﾡ客号し. 規化 

<た生産めの 品項におる店ﾡ烈形づくる. *北は回板の 永契子 

昇そLて -たとえば係区没程や交茶規程=おけるぶ ラに一ﾡ 

x的規支の 中 F ﾡ録= る ・ そヒ ¥ もに* =に才げらたに 

*スﾡ口ﾡ用2圧保される. そばさら に祖合 (22〜4nc) ¥個 

列全茶の調正規定に記4されろ. ミ らにそてばﾡ系ﾡ「も登にる- 

なLUなればﾡ化こたﾡ料名使用 した場合には。規裕化さな 

、変ﾡﾡや点ﾡ料る 僕用し た場合 り もﾡ険がケいから・

休産ネにろい <ば規格化は起午ﾡな工茶 ﾡに麦ﾡ責材工業F お 

るほど大さな資味るもっていない・ 勿論 • 木ガ は歩・ 頻鉄, ヒメ 

ント, コンクリートほどに は規格化に 血Lていない・ 林産工紫 は ・ 

ﾡﾡ化可T能性にﾡしては. 決定的にこらの工茶に先っている・ し 

»しこのへただりる「看しくない」 という程支にまで知ﾡし. そし 

<放争L ているまﾡ資ﾡ工茶が氏に規ﾡ化に よってﾡた大さな長所 

&ある程ま ま で再び調ﾡする= とは疑いもなく研である-

= oﾡ訳に休差業 ﾡ係の新南 やﾡ灰に いフも明 ﾡ= 示これ てお 

そLて今日 このよラに して回Kそ済におる太ﾡの位置を保託す
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るために大ごほ 7がわれて いる・

ﾡ央的に方系アるL.*/次界大ﾡ中.米林.愛貼 自数まの 

非常な多ﾡさYﾡﾡﾡ分の 網正の 困ﾡこ が幌に な ﾡ株→アた.

ン2イn cu-wX2cAo2 一seマイue (レPI )のヤ 72
◆72A2グ cfー " (規格安氏会)が作られ. この規格委ﾡ会は・

ouuイ-の委区う会によて作られた 規ﾡ に灯「して " の_auCュイ ノ九.

入。2 "(ドイ ツェ業規格) のﾡ号YLてD/Nの 名ﾡ送と 

だ. そのゆ. その規格化に全分野に拡げられ。 そ してそのﾡ予に

「それが Mイ2n ( 規格 )である」こいう英味で理解こた・
今日. あら る規格向題の ために存在してい る桜ﾡほ " ルレルシ/ー 

乂 フーレの〜..とイとオ" ( ド4ッ規格夜ﾡ会) と呼ばてい 
それのﾡﾡじ父置ヶﾡばそれの定ﾡで規定さ れている; それの版

常は・ ②Jり72 - ス2ろどzイン&gor ( D)Nﾡ告)である・

めルと 必 72。マvつ九e.〜.2。cイ.4。は内 規格 委員会 作業グープ・ 

作求委員会の三ドﾡに組ﾡブけら てい る.

林産茶の規ﾡ化にば々つの早円規格ﾡﾡ会べ肉係している。 チ 

な わ ち木ﾡ内規格委貝会 (FNHolに) と えﾡ率内規ﾡﾡ ﾡ会C 
尸 " Patucau ) でろる。

木材専内規格委頁会は* のようなグループに 組常ブ oれていや 

: ノ ネ材生産 と 株版. 2. 木林性ﾡ s. 木工 " 木ﾡY 
ﾡ者よ. ヌ茶ﾡL しての木材. ・.製方 7・賃改区, 8 
休産化Y旅生産 ク 木林保ま(ぷR※ま: =木ホオ防麻)

二のFペん の祖媒づけはPG.f.H の組織っ•けこ一致して 

8り. そして ば百ボ州 ○月作未2非術= 優選 し件る 汚えて

い る .

※区専口規冷愛 貝会ロス グた ープが一的ﾡ術ﾡ式繁規ﾡ (ETF 
4クループが木支築. ノノ ケループが木林係ﾡ・Iに内係してい石 

系ﾡバセマな専円ﾡ格委戸会P 基減 之場合には. 共置の作 

ﾡ委ﾡ会な形姫られる.

宣 伝

ﾡﾡにに林料な らびに一定の工ﾡ品の-浜的な術的立性名目 

約ど L. したがって直に 林産 工共ならびにﾡﾡ部口に似立フバ・ 

一方 宣伝 口 ご らにﾡ緊件み「び作栄ﾡ料ビ し ての木材の傷な いな 

ﾡに向保する.

すでFノタス0年代にこの目的のためにノフ ﾡ Rれ&&tイ 977ピ- 

ウとん。メそ火oな"べFらだべ・ しかし*れば、木ﾡ卓伝(X合 

Pec9o& )yしてほあま"ﾡ合よく仕事こしなかった・ なとビ 

なば そhは部件 ( cンイeソe92n) d り も ﾡく2&2しイクスノ 

にﾡごェ覆\たから. それ ほ国友社会主救ﾡ 全 済シ ステムにぶフて 

歌* さた・

適資技華 彼. 域争王落Uレもに宣伝しまたいたるルころで生じ 

そ L モノ? よ○には Q～Cstン g&muude&ヘイ 及% が ゲー

2e/ に新し く 作られた-

それは 株業 ならびに杯を孫の 祀囲の広い 質ほ#門］家? 

てよく助も された桜概に 発登 した・ その日 ﾡ区木ﾡの • ﾡに式系° 

分FにPる利用にっいてない宣伝ﾡする二Yである。
そのためにそれ(ﾡ者注走: = aeacと43em.deパeメン Naa ) 

は非に夕 様な. 宝伝= つい てすでに知ロ らてい る才る とった・

それ はﾡ多 くの日刊 紙や専円*产饮賴 し ・ 林ﾡ業ハらの 称台 と い ろ 

い ろな用に対する木ﾡの利点にﾡ したﾡﾡ的な奇稿並のせたﾡ列

な 出 版物 に』って宣伝女庁った• ざた 

ルンタ ほ は 伝二 歳面. ラジオ ﾡ示会 

効告.など2復用している。

Wnやeンぴd

伝書. リーフ レ ット・別

以 也 穽・ 国 市町ﾡの「不 

aAcct2pcmucCn32Aぞ

ﾡ Iに Q2イciてマゅPmucndcfo/そ イみ 

市場易肉係官〒z桜功玄頼イでいる. ,

woイきはﾡ繁学校, 工※学校・ 阪茶学校・その他の字*ﾡ明が 

(&..&.....クmc2.P)名長係し・ そしてﾡ区にって強い 

内名よんでいる・

=らz &～&czdasexucone&d oイa はその分所におげ る町台
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ﾡ活切し行なっている. 二らの他しにﾡして 火撃な ☆用はすべて.

・客. 系内係. 休差ﾡﾡ係 . ハ ら網ごれて いる ・ ﾡ庫か ら枚助 

さた神町会は. 林産所究の助友と不ﾡ質ほﾡに 半分つ次われる.

業肉ﾡぢら調度されるﾡ問は. 国有林がの半分2分ﾡし.ﾡり

○キ分玄田体有林 と私有林が分ﾡする こビになっている.

木才にﾡするいろいろなﾡらの相ﾡﾡ則L してば. そﾡﾡにお写. 

電ﾡに信頼の みる宝伝だけが友る 約束するこY が部さて 

いる- レイ 92e3mux_ は Pq戸けの会ﾡで次の工うに注ﾡし 

ている: ﾡ木才のﾡ伝はワマンナッ クに作用しようビぢえずZ. そ 

してーケﾡ情ﾡにはしらず. *ずォーZ登済的ﾡの上r ﾡみたて 

っれわばならめ- 変茶ﾡ用や坂星変※主に. 宜ほに頁央 •明瞭. s 
m的啓琴. ※ﾡ件している."(ぺ大呼注パタ)

合理化
诿饺冃 布场匚冈域してい る林東至 営と休准米そ哲のそポをのざく 

そ示*ラ・ それに林米を営と林産茶委答に. あの段引においてめ 

受意可動性とﾡ力ﾡ玄与え.ﾡ々われる対立 安ﾡ和し. そうして 

然ﾡ也 ( Koxnてaイ ) ○翌系 として 作 用 する. 合理化は • ロ 

府ﾡ係にいてした隔要と矢常の 網登 zﾡネる こ とrよって世合 

柜力の活動範因を植乗する. こuuもz合理化. 王済佐はば向的 

ならびにﾡ的進ﾡの利用のための王済的前提ﾡ制ﾡする. =の. 

株産末至ﾡのそ営内的ﾡﾡY流通登ﾡﾡ求能の 宣展 な加ョ忆用 H 

「市 場に 的 する一暑 我 い x争能 力 た能力 のﾡ味にお ける合止 

Fってﾡ友 されわばならめ. 二れにい て / ? 2 / 年に作られた 

" Rac=A&wo*etc / 22xces/zccc&-Aecd ( ﾡ
(祭* P ?3 3
ル 9o4mnn. 々・分 ハ 4-メと79一4ac ( とシCuペタ) ゲ3と・Sイ
- /ク・ ～～. ・ク・ S. /7テ4

(xメア注 x)
(町別向ﾡについては. 2otuaCddtum3 ー - ©xイ4イュuPッく メイ 
cc メo-③u心cイAc く 火◆今 〜〜ニzど2cイ〜イそccイン グ～イ2ベuc- 
ルル s. ーノ$ケ) 玉 分照、.
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ﾡ性宝省写) ( RKw) (終戦伙 - &xconceice...xva<...な〜e
WI &cなc8ex woozac&と (経済合理化監督功> .(RKw) " 
といラ名になった はﾡ ﾡの高い仕平な行っている. そのﾡ理は専内 

K . 字同や所究所. を茶のポ格な ビ。 桜夕くの 責置な所究る総ﾡし 

そ LてﾡﾡF利用する = と である. " ce-&.2oズo〜2 ・u
メ woac&aPc&:c4&xび(さ済ﾡﾡセ号) ・ のなかにはノ?

ス/ Fﾡ A<cだ-xcoeイx メ2 2イ2xa c2eだイとccs たcしaタ

(経*的生た ためのﾡ頁会ゝ くAP)・がﾡ灰され.このそﾡ 

会ほ/クタ8年作られたそ ( 潔君注: 

々23ム～A&cズzx2 ( 不 ﾡ 加工安ﾡ会) " 

び木材利用の工茶の合理化に系ﾡ Lた.

= ﾡ氏会) の 4udcf. 

u ヒもに 木研加エな ら 

AwF は" Rccイd.c-
-4c&u メ a&ecイ+て〜cc2wn (葉時向季浜会) " ( 

2/ ) と ○メ 戸作素によって AwF- んandンご&しで 名 た 

した. この みn43cそ4eイz は木加エ ( んe-や,Ac.イxcそそcで)

= そ &L た. ( &tペ.- ダ4 ) ・

3. 市ﾡの点いﾡ能らための千段

そ府霊ﾡにみいてば至済ﾡ求のﾡ気ﾡ安秘L構ﾡ的女勤次E列

こん8.
素気反勤は“ 内因的” で あり. 市ﾡ登済台体の老長に「って条

ブウ らる. それ ほ 周期的 = 現われ .そして市 ガﾡ済的均の 

回仅への旗问2■存つ. それは全済理静ﾡ=解明され. *Lて市場 

そ済的予区にって彩交受る. 二の節ではそれﾡ輸じラ・

科のヌ化は ・外因的、てあ". 外部から圭 済能 よ 過 尸 作用す 

る秒«F』て条件づウられる. これにっいてさオム部で熟じよ

ラ ・

g占受清の 諾は合ﾡの 市ﾡな加君は市ﾡzﾡ全に 兄ﾡた す 二

(來太高だ 夕
これニフいてば Q. ヌo一4イm cu の 2 2イシぞ4cんペパそグ - 

&パu ノタル 女 分思せよ.
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と欠てこ. そLて各ﾡ向において,それ対 してﾡに 合ﾡ的な 

そ済的ﾡ度 zとる二Yがてこると ﾡ夫す る . し かし規炎=あい て 

ば. 二の仮定はただﾡられたﾡ友にしか夕えられない- 現代の目 

氏王済は次確化さた手済的ﾡﾡ名示してあり. そしてそれりﾡ 

< ヶ フ長ﾡ的な項本条均性 ビﾡ承領向に ﾡびつ ヶられているので, 

ﾡ々のものっいて 至済的因采肉係や発及休向が しばしば正 し く 

契められず. し たがって個別全ﾡﾡにも国ﾡ王済町に も埼王に行 

われない.

ジ下には. T内与ﾡに=の方向について町し. 依ﾡの市ﾡ 

王済的洞祭名深め. そして依ﾡのﾡ場王済的概ﾡ名校めるために 

どとなﾡべられ, どとな規塗が行われたかΖ示そう.

王 済やﾡの科学的所究は枚々 にこの国氏王済的現象( <にせ

"千田受3 の非市に 複雑な麻因 ( Kacc-4a-2cとi2xu一) 

に向了る素い洞察名あたえ。 ¥して -式多く② ﾡ*理論に もか 

ケPらず- 「かかるえ不=一定の症ボな正しくﾡめ をれ 女 景 

気政ﾡ的に正しく干防了る手ﾡ立方法ﾡ示した. ノタよ年に考 

囲統計局ばE・ン今タスハ ○長来で氏府 中央銀行. 回有鉄並 

工系・ 商末・ 依行. 組合. 労的ﾡ合の上都田体にの協かのもとに 

ベル"一に受所究所名作った保*パ® すでに この創談行為は 

二 ○所究の ﾡ氏そ済に対し てもっ大さ な用的ﾡ表る示 Lている.

こっに ー足 の 分野に王点玄 置い たﾡ気ﾡ究所が とo.ビ .フどnー 

cイet (IF○). &...n に下うれた. 2eイn では ドイツ 玉

済研ﾡ所が采気ﾡﾡ所の所究名 ﾡけた.

ちもな王済. 全済団体. 全業は. すでにすっYﾡからﾡ気 

研究 と币序観祭の ため の 特別な前局. 委買会. 顧向支作っている. 

ニ o 公要は 市 場全済の 再林用と介国ﾡ易の再用情. 特に強く注目 

=れた.
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ギこ球&*かﾡ新の長品お貿、おわ Fcuaる.れそ。cC～イイ.イ 

・<会時会) と 4夕...vと・ cくチ〜〜イ く林ﾡ*を※さ) に・ 招応 

・am2Kミ . →般的べ系 a えの炭駅と 林糸 Y林魚 ﾡの^め 

利用し. 字会 し・ 飛める/Vは林茶こ林ﾡﾡの協同茶もまへ 

空 行 R ってPろう ・ る表6に緊ﾡっ余地くゥれ:浜材は 

认棠 とお&糸つ糸柏&長 2かハ て結び〜けゅれている "ﾡ収今者 2 
旭幺の空 銀を栄 い、 そして西岩のる 清as 口休の正しい西ﾡを形益る 

べ二てろう ・

ﾡ.林1ご林え糸2は 各祝6 に 系ぶづけ t れ r:向ﾡの基従がベ

;てしる・ S/. は木材ﾡ場の系ﾡ 発長 内する求の 受期 円 ・ボ- 

卜と式じてこの内ﾡﾡすし・ に か しそれは相点の千術となたﾡ 

Q 町 り、6 の魚 気 データ 刊蝴 2 く いてい た • L た 机•っ てこは西ろ 2 
・るよ名 ～受はを紙6 は暗神的お ﾡとへ.ている・ 次守の任ホ状S 
のgのﾡル秘々 は今た. «ラ く～大師かほ不究会" しば〔ばまど 

っなな創c た银吿 2貯口 助社前、の なかに家 二れ. * してそ2杯

sn/ か< は. 迅切な ・ *なrに枚8 a なのベャ り #は° T 
― レ なし•ろ っ た&か 書 いて わった, しかし*れIはa名る

耳、武シ 久 け ている, rY太 わこ税校 の 加 圻公展 2
そして!ぶで:るょうすべめ 

apらh/口小公盤とﾡと する 

2はこクょうα号々2 会ﾡ行 ? て

氏スキ的 総的 -れてお、 

zのxt/格 Yの依も同本、一 

a & し - もかかわゥ

て ノクsど年の合ﾡイ品め

Kは. ち本絶働ﾡ。。

. しか、し女の兄るこ二ろでは^

・ rなって報なたなとの比ﾡ 

に国 不 近も* ある」 というでとウ

+・. ﾡﾡﾡ裕く 妬…40 s3 丿
因微クリ ゅP. cか(現書す る

本徴師A科 ゃ ¥づい て・司ろくる : 谷*えて*力 "

し て 印ﾡ を ミ る価 検毛更 2-欢とせ る :と 心 、 (み名ま:茶

(ダ文ﾡ走 24)
E. イ〜2xu〜 , 

ノ34 .
2cccae

・が、生*)のそﾡ部mYつ てな易な - とて、みるにす でみる。

系28は回氏そﾡのペ稚なﾡﾡ方向け、 そしてにの成 

=ュx々のそ六師口平方品ゲ"っれ ・ そして米系研先はﾡ条のそボ
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的 飛及 のﾡ*かオ利&目的こ しているが. /ﾡ程ネは段た 

K係の長ゥれる・ それにそ営そ済ﾡ打項てあるか、 しかしそ 

はそ済的団体や図為球におけ る営林んや 中沢官方の木ﾡﾡ米ﾡ々 

各rよ って ・ま /:記んこれうる. *はそ営のそ験*木ﾡ高茶ﾡ照 

林業新風・ 日列研の品格報告 や%報も もヒっく . それは& 

する私に 沢号 する人とってまてし てﾡ、ﾡ的追応 おいて役立っ. 

すなわらそれは市ろに岡号するへの工しいﾡに役立っ ・

そと*骨さでべ的. ヒ して強情K く り2し主張tて 

いる林ボ と林全のﾡ見のpらゆる 違の恐み にはっているテーマ 

K 給え し上 う ・ 搭に市場安対する最師なら びkﾡ書的 遠た、R 

虎ﾡ類、Aの例同、あ】増否 . どのたの向気かそれIにAする ・ 

三れゥのお中が時べのそをヒ ともます* すス化 して条へことは 

bnわのそ *会な ( W.......☆そ..ム.す )"ﾡﾡと、いろいろ 

はものく ¥の一部こ してはq田登ややﾡがその矛A も pゥ n sゝ 

におりる調和が欠"て い るこ とおもはﾡ因がp s. そのほかに* 

対工*のかすかしいる町 く Le > もま尺そこス映これている.

その内題そ糸負何に呼く^ウr「ﾡ? の迫田 ゲ能き対 ではいミ と, 

と「いわゆる.とそム～ォ..〜ズさz a. そﾡﾡ業師牛夕て7るの、 

ご二も通用する ﾡﾡの 日欲からは紙ﾡこれはい = v」か»し 

・ っ ・

「鋭ﾡにほる い 総e付 2如城1るか»々ﾡでゐる」 という ご ヒ B 

ごんな面かゥ見そも X給か い. しか しﾡや は合告べ用とするヒ 

そもみる・- たとえ ばそ済的須者 k工って 規争 老 o ﾡ除 や 抹似 氏 

a用ゝるとゝが*うるらる・ これがﾡ等向由の条&るする=と 

以uロい・ しかしそ オス の滋用&ﾡﾡしヒして 6 ・ r=とえば、 

な ﾡのﾡ面おいて省ﾡはﾡﾡ6 ( ouム:eパ >Q累と示してい 

る糸ﾡﾡゲ、 並くのかゥ本してゝ/向くﾡによって 「その月六の 

木本エそ営ヒって ばぷﾡ ペベイゥ化」 て文x ウﾡたてっるうG 

ここwある. その求、その糸えが※りﾡごると・ 不冷にみゥわnr= 

女払1E刀 ゆるﾡは nひ消 え表り、 その 糸林 ﾡ有○夕 くSズ..ん...
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.c のうち.一はアﾡし.-は資償を費い、一は経的にFは化して"るこのような 

総心怕由豊単の国氏経麻的に賞史な自忌海汰 桟館 H 位时% である； むしろ「一 会税

の、 すはわっ0ﾡ 今m 着 x"rれ も ・ Aおに*留 &5大るよっに 

Kﾡrない品. :ヌむ —— ﾡ々のがみるY今妥着か番ししそﾡ向 

るそもってしない」 ヒいう ニ と2示こばゥ・ «々の例では 

久然ゐんP(X手が倉株的全表しへ地ぁﾡ/はﾡが的は" 

に大A-ﾡ( &いほおが支ネわr 6 かかわ。す-、ﾡに上 ? 

てはﾡ年向も不利に寄が次る→甲ゝ 2加え・ T地方的な本業と 

故度 *は、 *の」うはこ と zたx えばﾡﾡﾡの限よ って 予ず

る:と2ﾡ当とし ・ まへ同林に回家ば社会的市そ済約°べ?て 

「4ﾡ的タすかわしいよ うロ ﾡタ A ®べ争内係ぐ生げて 

いる%所』て. 誤町的な千さ行う沢裕かある= ¥」 は明ゥかで?

. ・ミで回ﾡにD.みな。〜....。 (此督よる)について論する2ほﾡ 

っている. はくYはばu塚的キすはあく 金 を も例外であリ・ そり 

て鋭ﾡが魚町てあ るから。 しrが"つて干のﾡ々と期向が非令に円 

ﾡRる , →ﾡのごこ一銀8算かウ除外し てい わば年金生沼名

するYは日部にでゝない ・
ﾡるにﾡ今する も の4"も っ "ら双番のそ 的 利«よ って ポで 、 

.し/がってそのそのm○市ﾡに用系く 逝応 しなけ ぼク 

ゅ:x」は市みそﾡの本依てろる . 市ﾡが絶ス 及 している噴 

は.ﾡみの他お受求 くPu.c.k〜c.u..r ； ないしね塔相加 (夕

) (は 令 tチたhる・ 価格 ^ 初 ヶメ し ・メ合 甲 に 円 

ﾡはである・ &向が"浜類に立すいべ品には 質$に十今仕会 

ひ-z&をぐか「手 は缶ﾡ上昇 を森ら、 そ てﾡお上ﾡ 2 会利 

用するA向がある, 系ﾡか下なるﾡ(2は. その肉手％ は 比の 態/唄 に 

Lる. tかし双等は布るゝうrけほくヨヘ. そして高く%る 

うWョカする. ・/なrって、米系"よ昇していくBに・ すか向 

名の係』 って格をﾡり立て t う c す る考スﾡり そ して茶 

炎ケ下件し ているﾡ nはK が/品塔 下 そ 吹現 しょうと する印条と 

ょィ=なﾡ所〜る. cか、しはそっ xはﾡらmい・ ヤ京今
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名 の簡X 2#明するは「将ﾡ の4格及間 2ﾡ旧ﾡく るんする 

ﾡ行ハガカ」 で会くえかでろる・ しかし条格永及はに不み 

穴てみる. し/たがrって市同号名に彼番のた除( Q.&。)t「Aく 

こいうょり もむしろﾡ く」 点 する・ した か、 って 版 ﾡﾡ及 は、キﾡ

工って a扱ﾡ日 か ～ e項学的はカ 2 展 て冬ﾡ的 け 退がっ け や 

れはいよ っは ﾡみ2 市にもたゥす.

ﾡほﾡ受の委化 と知ゅせる 宝受 は城ﾡ 2もっ. 生&か「非布 

わすかの近絡夕切ととする」うにに&応する ニヒ」 は翌冬てウ 

ろっが"・ 非現ﾡ命でろる。 何くzはば生ﾡの通応ﾡスはるﾡのそ 

有も 円おいて それ←ﾡっr大ゝこてろ るか、っ. そのﾡケ生& 

"富で欠死し不しﾡりおいて. モ a余s "砲で短格ついて 

わnﾡばなゥ ぬ.

木秋 市おける 店林ﾡ加 a. " 伝、ﾡ ﾡい水的を t を起 が問 

h木林べ客ﾡ料のﾡ2もまR中救する. し☆かって近のメ名

"金*«「 *はゐす る太林ﾡに景味を こ Yかでゝない」 

と隊止しのべている・ 芝ﾡいもなく工 しい tかし 「々のか 

係方得為かﾡの会状の周回の製お工*の日由役争 て に 相 4 こ れ r 

ﾡ格&抑 けする こと」は期着てこない・政的名ﾡにェ 〇 て必本飛及 

に私も平 < 切 I2R用 でこるょう は回«の本林営ﾡ もまへこの う 

a埼合には一えの 私みとﾡ次 する. し/ゲって価裕に 不ﾡ会はﾡ こ 

Wたする・ しかしリすしb会ての木本消領為か*れ&女う問ん& 

・ ていαい;水ﾡの一師は木な市ﾡから#れ. * Cマ木わべ書な 

の市ﾡにタそをぐ. そのためWそのエ木 は製ﾡ 工祭Yのﾡﾡお 

いて代為αテャンス2イる. ;ス近は大ゝ2かっ べ あ H 姣绿 

こる:材しく大さな工ﾡがミん力わる ・林集 こ林准業。 ﾡ坊 ヘ

足れ ばこ ク経通は "木松 & ﾡかヵﾡす るつど "を危する ;

*nに@氏 そﾡ的 a 「 一卵は気ﾡ工※の剣能な tそれのそ 

ﾡ的 ﾡ用の受制W魚ﾡゲけゥるよ う(ﾡ妥」 相スするんにお 

け る「代暦族料 工る欠け た供給の べﾡ」 てろる・ -れゥの そ会 o、 

ゥ「林票のォ ﾡ、はﾡ応能 刀 u ﾡ応、さ、合、のﾡ及な市場 政条 的ﾡﾡ て
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ある」という:Y キ えゥれる. さは 共科的 みっ 調6用 テ 

るドけでははく市%のを* ざる ﾡ& のrYW も/ウっ ・

ホ*は添 るﾡ点的図地おいてIは・ 希ﾡの夕ﾡな沢かっ迎 

ﾡ並点するﾡなかウるかしかし・ そは二のt"2永タ的 r&』 

しょう X す る なら ば. 係俊の魚理I3合～ﾡよう委し かっ 

て向、Rば広らぬ. その他. この合.ﾡに大会林る営やﾡﾡ

るおいては・ 社会真 ﾡ的ﾡもま尺引かれる. それでもとかく 

は*は市ﾡﾡﾡﾡ六 ・ はﾡ物糸地く SAic.ムa..nt) が たする・/ 

ビスば7ロシヤ/図有 林管 ﾡ鳥 (は ノタユァキの高系&の年に4?$ 

る女、のﾡ衆太なウびI2戸舟&Tﾡに供ﾡし・ ノタJ2キウ不みポ 

P2。e るか のﾡﾡ林 ・用ﾡ2Tﾡにに水ﾡし「か、 ロシTロ 

有の法工氏ﾡ子は約4。。万か であっR・ しRケってわわ 

は大ゝ い ホ状管理鳥 そ対して. く 社金政 策的理 韵 a し^ﾡ合にやま 

々) 係6的ポ年似をの+/。ガの道点名ﾡの余光をキ入ウる 

と品はす- どがて= る. ﾡﾡエﾡおい ては桜々はが呑のﾡ示的ﾡ 

カタ慣用的 知 用度 と 7。〜 今ズとﾡがっているが・ 2の下ﾡは調 

ょ。メでうる. しかって数ﾡ工*もネへ需委父化Wさして大ミα 

通にた7&裕っている. それスして 「ﾡ本 の給入は/メス ◇年代

ははPﾡ多はﾡ師因子こしてﾡ能し ていたが、ﾡたではもはや点 

n及あもポじなレ」 としう李は林*なめび林全*の場にと? て 

ほ函権そ して免く用する ・

しPケっで園内の魚太よ る ﾡ駅安化のﾡ的初ﾡか1ﾡﾡ成の直 

第 U 至府政策的手佼 り な4 • しrがって「ドイ木キ市場のおもな 

#合*てみり日時林*水係 ○ さ※てもめる国«」は・ 「木本市 

%みだスざる 発及 2岡り・ﾡ*と 林ノ 茶のﾡﾡ的走«佐と記ﾡす る」 

い う状*改R的はクび林ﾡ*妖的は顔贈のために・ 図阵 的々 

角R(左44, 人 u～とt..axゝ こあるﾡﾡX校えねばなウぬ・こ

はKネもP・ ﾡA林活理品の魚員内立ﾡでみり・ そしてそは 

町角な/長期的はそ&回的扱たの際*「飛人 Pる向 原部 ○& 

ﾡにょ〜て版犬これる回有ﾡのﾡ策上つ ﾡ度 ・ o孫とれている.
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::の よ う な飙散の 5 とに おい て. 販方去の向ﾡ もキP —— Yンuイ-

" ・ (依賞 > ・ 3xイ.:cnttezcと〜そ く 入 フ ・ Faeit- 

&cuんaA (ﾡ対R引) , @- "化c kCc以t.tム. ( 大敗ん、

小敗

ﾡ試)の

・ B.cん-x?んeパ ム 8ンイ〜tイ+と:a..s くA相と 今加名 ?

どか正しいかYいうょ うな —— 東 則 的な二用択ー の例題

てはなく. くりかえし新しいﾡﾡと式でこれて くる採ﾡ、

うなわう受ﾡ多 ﾡ、六ﾡクﾡ之物的

しそのっ ごのえ支合させ ・ そ し

Y 家ネ かうここ といっﾡ燈こも て

る ろろん、 市ﾡﾡﾡはそ際よ っ

「び理的 たく用 

てすべての内午老対し て公平 

い る ・

z. 会そﾡの名(にてそる

がた不においではいわゆる向係で ( 4.,ムuイoよuiucc火< > か六 = は 

总律的なら ひ七 N 消的 な校Eもっている • それは一 受地 坂におワる 

a*ゃ着向 永統た的か、っ 均 符な付 ( 以い., ) ﾡ人的法兵ﾡ て
(ﾡ*ﾡ28) d

うる・す でﾡ ・ 小、こ い、4ﾡフ いてこっい? ものの不 (着 林

:Aく的滋兵糸)が炭広していたが・ T〜〜.とでノ"*。年2月 

zan木林、祝本 . 木ﾡ*ﾡ品のﾡ量*す る低ロWして 、ﾡド

イりの林&ﾡのJ/ ち - ムC っe九cotどdc (オs/回

改 急 条 能 で饶一 か行 われP2く Tegct......c
(八*ﾡ9?) 

cパxXーガルンど一8 )

(犬ﾡとR係する宏報なﾡのﾡをして失夫わす. その一部办で 

みり 、そしてそれはﾡ刑的 a rけてはく、 a付 のボや*02 
ごの※た二や災そたの&化とか、 市ﾡ 口キ 名のいろいろなﾡ場&量 

おして いる.

しかしﾡ係負(M〜&イハォ&・ )おいてはﾡﾡ的☆中るW 
彼思か市ﾡそくﾡ*えば/ュ○年べの4 うゝ 「戦牛の爆」とし 

ててはなく ・ *の本会そﾡﾡ窓分W し/がって「よく ﾡ係 た雄 

3くこ ○益3かよ く 版能 するこて が*る仰人 xっ て大切てみる う 

は"s くﾡ係 たれ花扱」として 理ﾡ する 工 う Kペ符の 因の協 

ﾡ的性格 &ﾡゝせる こ z か非 負取はる.

つのﾡおいて P単位なゥ ひ回位の林ﾡ代永私 と 林た ※ 

べなﾡの向の規則ﾡ評みか促査され上う. それは少くも年一 

く その承も工 い伊ﾡは林茶年及のネ り てある mかれ る〜 て 

るがしかし・ 土R木ﾡ市場の立験府キﾡや林不と林差かの向のKﾡ 
がかﾡ &A用 FY 党えこせる暗iは 条ﾡこ H f はゥ ぬ ・

→般K引の「意なさそ1」2係在し・ そして夕するよう 

nx.& く Rat&.み > Iは1べて ﾡ係角 の今最Y考ス"れ ねぱな ら 

k. z「ﾡ相林おいて及いﾡかんﾡ久している 販f 糸件こ夫 

ス*- 2しz二れは公為杯や 大名有 おいて もみかれ少かn
く 脚註 夕 

須刑し形でぬ用こている - 」 が風 する。

(R文間ーアク>

ご 6ca.w.x ・ E3一そいmvイス

S・ 〜 ", とヒイイ «とr
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んua.c&., Hzb2, Pe.・ク4・P ン・ S・ ・

・ ゲハ / 2
&分ーム&-ど6 ・ 

u.,しじど..cCc

F.そ& Vot
/eh&, "?、

AlatdoC.イwaccたcc て イz

メよ. . バ◇・ S. /ジ・ア・ SK・
ー イa de分..vズocイfc ・ "3 必 ・ / み

ノ ss. r バ3、S、/ j" P・



-150-
(文ﾡを ノ◇◇ 

二の否はゐ召の よっ て

レュ ン ・ 当考名ﾡがと を知ロっ て

各の冬体対 

係番資化 し 

非区ほこ 

る ﾡ間 とﾡ用月

・ ・ﾡす

2. し/力っ

し て 明確 されてい 

ている. そK』→

て したかっ マ 宏 刀はむっていは 

い伫 かビみか」, 「それる次約内 

たか ど うか」 ヒいっマヒはﾡ囚 

て向米為ふる系的ﾡ会代は

れ・ 高業取引の沢的は各局かっ玉ﾡ広り、訳府よ 

"かかるる的ﾡなPの&除Kボヶしe.
る T ﾡそ汽の景も大切は約米」はﾡ文長か少い さヒそo
て秋気改乗は皆かり 案秋、統款,木製品の鉄社料会な

( E..4cイと〜ak* )の秒政る発はﾡ心2示し. こして 

その利安人全くベ列(/・ ノタ2。年"おける回ス余式( sx..x- 
・・ うのドイッ ・ ( R.:oん。? へ"負でt sな4t.4 

(共隊料会表) の人 は/い/い、 おいz 杯 と林産ﾡ名A に住

フ て規制 するこどは努力する伝伯かるよう題Pれる。 それど司 

ﾡ扱々ほ木林 2が0工 > 状ペ てﾡ払 する *ﾡﾡ回のなロ&ガ 

為七 た ずな ら ぬ, もしドイツ政為が通合ﾡﾡ的ス対合のよ 

って ・ ﾡﾡ小ﾡの数ﾡ可ﾡα昇やのﾡ入2確係する に と炭 し 

た*会は、 ドイ"敗ﾡ工条はさの発ふかり走ごかることはく、 で 

二るべけ平 くそ 適点 伝ばなら ぬ・

コの 氏熟 はーペWオー人大殺の 航代 の 時ベ に対する ドイ "の安化 

[Rﾡを不的ﾡをﾡ水っける, 当時政ポは・ 『A利な茶件ともっ

しん・ 品希品か(Gしらズとい..,) の掃致化(

は品行契之5から フ塔→す
ニ Y+って*糸 と林た求のﾡポ2 な

*パ ・・ 低4の4い*ﾡ ・(4r飛本.バレつ・用ﾡ ) は4!
" 合$っ てA利 Rネわ e - * な ・ w 炎カ ～tする

G. Yoん.んa 4 @孫てあ る. 太女m格に対するﾡﾡの比年

能"変を>/・ それ によ って木杖市場 E 画氏 そ済ﾡ系乱の 

受"投み2そ失した・しかし済系も 王 ら 软随賀的 連 賃 衣休 我に 木 

サ"®弥寒の生系は内口ﾡである。 それはﾡ米と林た*. 岡氏 

そ方的所多 失 じf敗先手ﾡとﾡ入キ径2定«す る .

ピのか. 国内市ゅる冷ネする大= ～研祀性は外回ﾡろ 内浜い冷 

3・ Pれわ水則的引にはこ二でbは/自由鋭争の長が2認ねば 

なゥ々・ t?いて有利はm長る/る こては"るK系の向Aてろ 

る。そ4 外 ・ の向 不内係 &て>る Fけ く &期留 なﾡﾡ 糸約 」

てド/市ﾡで芝4する外図。か 

そして、 これは今a、 ﾡﾡのﾡ入 

いる, しCがっる木叔跡入対す 

入っている、 ;*ほ べ f 4 
arく 、今aの魚 究的 ( 列は市ﾡ 

す〜そ、 :/9ス。年バにお 

汽从盛業的か 喚広より もむし ろ一

ゥ係女する こと2ﾡ枚づけゥ・ 

すてWﾡ千ﾡ用とﾡくつかせて

る係段N名は今日でに その悠味と 

う 妹をボ的*やのたウばかりで 

そﾡ的☆場rに もﾡ田 づけゥれる' 

いていは・ 木放 奥斑 は林力 的なうび 

ﾡ的通&政的 る令 一ﾡして

い千・

系合な っPニっの おﾡす な

/FIムムム A ・子る。・ビと4 ct く

わ ゥ " D.. E c..ダイu.Tペ - "イ 
。。" ,ッよご""

乙..c火s W2vtoeKeがtoパwiwvd-cov (ECE
大 茶のそﾡ

FA ○では特

と予想っいて為用はﾡﾡと号えて

K "イ業べらび 林、全 ※ﾡ"支作り.

、ﾡ致保ﾡ. そぼその2認けて

グは函ﾡﾡの

わ ラ・

の下 R•宾見 こ

い・ろ, これウの

かにﾡする仕ﾡのﾡﾡのめ" F～aなu..docf..o(林ネ会み>

"紅か11P・地炊例はﾡ«、 ﾡ条ラテ

ロ大4数にかけれ叩っのな妹ﾡ務る く

ンアメリウ、 ヨ-ロッパの

Exしuとズじuっ»ヒ Y もにﾡ ～

(八、文ﾡ社 /oc>
もらっん・ Tダ〜ス 4a.ua..cイ の会例が吸の高ﾡ て»

るのか・ 安はその一師かた ～や rrる取系件にす ざないのか、K
い *、て始ﾡる .

"私*テ 系会く F-eイ&mm.cdov > の管館 仕キ が"分れ ている・ ここ 

に r 肉係 1 る "a - ロッバ林*参員会"a その報務局がG w に 

»る, ;そ は林米 の授*ﾡ ﾡも委済的(向1ﾡも吹係する ; そ 

P "坂ﾡ合は "Lx.z..e " と ・ 太全茶的向ﾡのの "ス〜と2 
p..uxn. 戸 &...u. ・ てPる。
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この年 4回充行 これる文 そは来期的彫大は報告でﾡ々の 

・の及株aゃ をのﾡ々のョ - ロッパの木ﾡ市ﾡ の&商に口 して林 

菜 と 林廖衆 を情裁 & 三 主ュ. そいてそ上って木本ﾡ入国本 
宀 .. (承又附数ノ">
ﾡな央を行っている.

E.ーンンん・t 1Y〜Zocfがイoムomnwadtot CECE にIは"林& 

条子 R会 ( Ke8e.ek.. ) ' ケある・ これは ヨ- ロッパ林業ﾡ県会 

と協力 して /9○年 ゆ初期 ヨ-ロ ッパ緒固の林ﾡな ひ、林A
糸のボ況 (ポ、白回ﾡ長、衣記な、木ﾡ供ﾡﾡ会 の餌なざ 

登き公疚した • ミの肝究もまに回係ﾡ易ﾡ加する会頃対して 

長字は式る米ペ し・ 木林ﾡ共ウ 不確ﾡ t&除る枢戒 しﾡ入刈型 

2方ん 久 し木ﾡ市巧 ﾡ登師用 してしる。 国ﾡﾡ 太や市 お

けろゃヤﾡんば協来や、ﾡ的な協もほこの日的役立っ, っ

/o cr Scwoeムe
のよっねものとしてここでは(" Ax&cと。.cCxイc イ ...。_ 

グ "(系文 ﾡ?社ノス)e7月-ペペしシ?t "Cヨー 日 、•ノバ 取林 族解億

会 2なげよ う. そこてはヨ-□,ソ ベ の素秋 ﾡ、 枚Kﾡ . ﾡ
し対ﾡれす段の自由化、恩糸玄相 ・ 製太工ﾡ欠除欠の女ﾡなどが取 

り枚われて い る ・

ニゥやう一7のこ して "L..。 &...る。cと. dx分.n-
こんどi.. くドイ木ﾡﾡ入ﾡ部合)"カベレギ-、 ンマー 

ク、オクンア、フランス・ イキ スの太ﾡﾡ入高ﾡ合べ系 ヒ共Yjロ

改の輸女&ケレ - フ・の代ネに会 し内ニビ か" げれる" 

<ﾡ文 ﾡ注 /o/
< ・ A24cC 4へ/ A.kackct ec FA ○ て cfrue A..L フ F

・ /・ / . /PS4- .2・ S.2; ピunrt B..ticイイ こイ.t c
Pu&.ddイioit de。 F～aズと.ooん..dtc。 . cイ2wtcC < FA 0- Kot

らし Re, りz出、 P $・ イク； 8. S. フ全/</・
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ミ こではﾡ原的なﾡ林中場のが況 ・ 住ﾡボ沢、ﾡ入品ﾡ、伝将ﾡ 

介の始ぜゥれ/・ (系文ﾡ哀/2夕>

4、市場ﾡ済的経通の私品(に対々する 

経済政ﾡ的処置

// 系に北べ/よゥ. が並ﾡ&化は「経ﾡ o 日 ﾡ師 経遥」では 

nく ・「外部のKぜ(生ﾡ受示の*ﾡの本質的欠化と飛わしょう 

a部ク総智)」 ﾡ因づウ少れる,

そ f ケ系 品.父物と系るた、は、闵期的 れ 表 われ す”、 そして"a乙回 

"く S&.xんcムr) の機向と神っていないこYでみる・ *a 
tはそ ﾡ理 論4祝明これない。 その京因は非常み株でみリ、 

そいてしばしばねﾡは性負 とわ っている;糸がﾡ安なものとしては 

スの」っほものがかクれる。 ;ﾡ符のエ少 ・ そﾡをと 対の会2 夕 

に・ K 研口係の 安化 くインフ レーショ ン、ゲフ レーシ? ン> ・ 茨 府 

行の質・ 受 会済の株カ 何干ﾡ(ﾡちY合> ・戦や▽白べ的 

各工る 彼 ・

式的 夕化は &ﾡK 繁的 は不ぷF 合でみり、ﾡ&的 であるが・ し 

ヶしa的並* たるこヒもpる・ その総さにさしては「当 為 

造 変化 の 結敬住 ふこわしいようなそ ﾡ告受ﾡ の本本 ﾡ ペ番」か方 

さる。 しかしこれは市場そ済的処武2同伴し・ *して*によ 

って 援黑： れ る. ・

そﾡﾡ給はま ホ・オ/ r究会税考下おける 市場"そﾡYろ町性2 
aする, しかし に ういう ものは現ﾡにイ伝しはい ・ むしろわれ 

わa多かかれ不究会ﾡ争と吹ﾡしてやリ ・ L たか、 って 「/だ 

#raRR るﾡ済的表則性が決ぜられはいヨ こいう Fけ でく たら 

P『そ有的会ﾡ. 4ﾡ安物系書 2及Iぼし. 由ﾡ争 &版す
(ペ対ﾡ甚 ノ◇2

/&b2、 Pe. dみ、 /9sグ・ . コア・ S. ・フタ、 く際/23)
Hzbム, み/.ざみ・ /ク45・ 4〜、 /く・ S、 く。←
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るミ ことﾡみるェ うはこ ごまなカ』 のる している4 うな市双

な」立ﾡ魚している. このょう 高発&ﾡ家的干 23発す る ・ f
え=な会的ヤそ済の枠つ中おい て「市場の最の桜ﾡ ス

カ2な杯し. ないしﾡﾡする」 xいうﾡ宋だけと神っているすざ

なuしても、 当ﾡ名ﾡよって千少生なヒして貼=れ、 そして

、れる. しかしそれは不せでゅる. 不ﾡ会鋭争の市ﾡは才ふ 

( 新 ぜ ノ◇4
てだﾡが不可久でめるゲ、しかし二れが千夕主校坂化するﾡば

女 い ・

魚戸ﾡ/o4>

ゲ・C&t - イzwt. ck は市るそﾡケさの会はﾡﾡ力 をﾡす る た 

2リ平< お s <ic/./ く安こは る> , ボ^^ム く欠道的>. 

2だ..イ ( ﾡ ことる> , &nイイwvど ( 、辻 的 ゝ ヘパ: < ... ～ -

(フレーキ&かけるそﾡﾡﾡ的ﾡ2別 しマおり.、 cし

=のう にイすけえてし・ る :ﾡ« ハ&済的*ビの社に対 し

て次天を今える ものは「どかるし ﾡ付 ﾡEカ。 たゥT場そﾡ 

ﾡ& と り・ 同t /っの歳ﾡ的形こ^ 会な 的狀カ クり にta 
ヘ = ヒ」 に球列するかごっか 依な すく・< &xく。c/ム～- 

メな.す «々< 〜&イvtoc&xtt /ダク と. 9、 94 。

PC2 も a Aての収与ﾡの いわゅ るﾡ、ﾡ制2表求 ッ s ょ

ラな白由さどしてでは逸ギのス- トヒ°ア記 税合 2裕てzいろ < 

ﾡぬ制こいうものは2ー ト ヒア咲く ノっのロマン・ フな方納?

るみり・ ﾡ欠の区迫条はそやこんさものくび%徒: ロマ ンッ? 

な松物> あこなていないか・ しかし、ﾡくまるﾡ:ﾡ条ゝ 

a約良なﾡ安に名 こし っ と 甩う階 匕 0 ・ そっ 上日 と4タって* 

くか名雄 : ロマ ン ック な松物=株、代.制』> をﾡする. ― ・

" や自由にささ とのス*A!の』1の中なﾡして おり・ した 

ゲっそﾡどe制工 っ ての ﾡせゥ る - ル ---------- "現ﾡ て、は

不新べ( 4nみイ:cん.r >私の向に考バおこなわれでおり、 そして 

市場の税予そ五は- も。 会べ、枕除 これない とすれ ばな私 け、»

— 155 —

こらはすべて木林ﾡ も キのてはまる。 しﾡかって下に 

c 需委面と水総面ビ< F ﾡﾡにﾡ各2号える力』の欠用t 
2るいは *クの外収性の税 ケペ 用しているか、 そしてそれの双

? に ビベ な中ﾡK茶的チ代かﾡ受にはるか」こいう 二 とにつ 

いて研究しよう,

保台aっい てに常ﾡ4杯ﾡﾡ局 電夕がa 行そﾡのA、 

ウもとM=ﾡばベゥぬ.

ﾡ格物系のん止と白回ﾡ考の四ﾡ神・ ﾡ知のふう本ﾡのK学に 

C有林T理馬「*のﾡ5四位社2合をA利用 して い る」と いう 

非ﾡとごく森ﾡまで、 繰しイって条へ・ 4すォー「回神かるﾡ 

S ゲー般 木林 殿死 とA日 し ているかごうか」 こいう とっいて 

鈴 キ ケ わn^. 林不面からはCnについて「ﾡ家はドイツ承の 

会の^っヘ35メを方石 し z いる す ぎない」 こいっ*でスむが 

共ら. しかし 二のﾡやからは木ﾡ市場になける四条の仮受と 

会な逃お 特名 ケけらrい・ くヒなれば市氏そﾡ的にﾡﾡの

記がてはほく して「粒 福と毎 板 で読い い、 しか や地粋お、なス 

ﾡ営除»、 木、バルプ月ﾡ ・ ﾡ太刑*対 す る主さ本ﾡ剥、名ﾡ 

81わP^場6 販 の教上の大ここ」てみるから・ にこでに裕 

ス主Yしてﾡﾡ可記はﾡﾡの市ﾡおける吹魚そみよう ・ 図右林は 

/メフ○年ごのやﾡ 巡執 糸の s ◇x . 価的は 6 (基失) 

2ほ■してい た• ドイッ 歌 では去暴は竹為ﾡにおけ る&々 は路似 

・中的点敗た受型の2aか2一ﾡ的交化=せら・ それにもかかわ 

ろ や 圆農林目 コの ふう な状祝下 おいて 3 ま た、 ﾡﾡ可ﾡな 沁ね の

・ ﾡ矢ク政治は経ﾡについては.「利寺の立てﾡす ろ 二の 

ェうな不平ヒいかIz汁決すろか」とい う向照)zよって場まろ.

( ム～&wx cta/uシ&乙.a乙イビグ ど "Fcocac&シC メこれ2 Wuefe

Rz&ノァ今3.S /ダぷ ム"//")

p,acと&ca.ef ノとると。火ンど 2Coe レタ〜全イ-2&マ"e
2 Se&シご ・ P&ご ee zとそとc&パ " ア今 S
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条会名 こして矛ﾡし ^役例 &ポじている. そこ同ﾡW「ぜ.西ﾡ 

ﾡ成f用&していら な始へヶ条を をGそで公下い^こて」 ヒ* 

して 「国次の太ﾡ生定ケ.『*の白べﾡ系4』 ヒ 『可宏四α 
ar*の生全にべゐを(のﾡ期性』 ofpn. 3こんビー*の市 

ヵそﾡ的ﾡ知長Yしてるえゥるさ と」 が置暴である・ したがって 

ネな化林は糸倉※ 2統全4 って相及そのﾡ*的ﾡ府ﾡ川 

31ゝ千げらるのでははく. 希委よって規 父 nる. の%番は 

たら太ﾡべ各求料 必格 ないし段研兵用よってﾡ各>れ・ そし 

てこゥ取父づりクる. ごのかなりま/ないﾡの中おいて、・ 

お林外の条林は、・為林杉ﾡ爲よって毛 千行 わる ﾡ研 に 

しらがう・ この+う広x 同係 のもこ回点 ﾡ ﾡ局は奪次上 ・ ノ 

っ"本さ( > i^は- もcその口公 が回 く能合して 

いなかったXしても一 くても歩さく ・4a7C ) &さ"ている・ 

『たビ/人汇りの衣 鈴着 ななA しているが区石干のヶし必始名が 

ふたしているか」 ヒいうrけの«夕のﾡ味おいててはαく 「 

一人の市 内永着 ないしﾡ千ルい市ﾡ内者が市いおけ る dとu- 
ん.一cとc くﾡ刷的ぐﾡみゝ とネっ ている」 ヒい っ歳木おいて、G 
有球*ぬ占5ら は夕と & ちめてい る.

"!の向題は「ﾡ象か木よ市場おりる位置 2 通タ ﾡいね*のﾡ 

隊のfり2用しんか?」ヒいうこYである. この同ﾡはﾡ会る 

ﾡ=る. 品ドィツの兵ネムほち4地で/ク "6キくネとゥへ 

木秋市通次家 ほと く R「・ﾡえ足2賀長量ヒ してのM裕を7年向や 

切町しべコと」〜*&がらる・ ﾡ業の非行W高いﾡは. ネ○ﾡ 

タク貴以 ・ し/なって林ﾡのﾡﾡおいてえ及こ/・ 伝格は小刈 

号月だかくﾡ的さ市ﾡﾡ*i並けられ、 そして ハク$2キさ 

ようvく@虫化こP・ omtで回家は「-の最致な回

Kそﾡﾡ不がよ ? て風 判 が負 ゥれGい よ う .」aC.A しら・ しか 

し. 総鳥 . 末ﾡ 2ﾡq 直小、み外店 する と.ゃ P、「今ﾡの倍* 

システムか一般Gてはくrり、 すて "場,のめなの* 

ﾡ2失っ〜ﾡ」ﾡ しいﾡ&っR・
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て ノワ$3年に自由鋭争1光 で核入ら n f林品格 は/ク$ 

年ノ。月ノqむける系ﾡクロ 突品 ﾡ c Rru。 ) o今番になり 

ノタs4年(ﾡ*夕)には命2。%過のし /9$今年(林茶年 

及) にほこしあた り こらにﾡ大しな・ "しかしそれ以ﾡに大【ﾡ 

の故客の受者てﾡくA下 し r・ -れ^" 3年回おいて み り t 
・いei2ヘいらﾡ今部又し「ほ麻生 はこの品*そ収姫 り 

て しないこ と」 「そnt=うかﾡ手 が合飛の な梔格& ﾡついて係 

aLわ/巻さもハかわらすﾡい*&後止し付"し ニ ピ- 

「ては*か代営A域"般令 ¥ ・ セズ ctっ て木お か布 ゐ からど 

くにXZEX2るコY囚して. .まり 島 い価 知 た 0 会べ岡 と 

铺うねなかった 二 口*説明 これマいる・ これウの空灾 か 力区為林 8 
ﾡル大ガ々場の工ﾡ対し て長かQい とい ネる.

ミ らk*Y別内は「役ぜ < る: a為林ﾡﾡA )の敗た 

かが:ま 大=αK風Rよる «Aの木お店のたﾡ"対 し て 

そをそﾡ/ら のrネなウ浅ﾡ«的ごう#部 ろか とい?-ビで 

みま. :の問ﾡは. ニニ 忆ほとれに対して叱異なれ耕介な6ので. 

こ 上な じバい・

国為林ﾡ戒るの行対条的4枚は不火全で "・ . ■ほそ<1* た 

x に 故置案 の私もﾡ段なR引手としてのウ考糸しよ っとする・ 

zし2aは回為 はﾡ 飛月のなおりる回家は、*祖的に意妹点甲

属うる=ヒ+～て&高こている1◇に、市ﾡ受"お投力え 
共へ承氏までスが林糸区ﾡのﾡ いでゐる・ -"食受☆校ﾡﾡ 

C 2 . 図象 が木林 ﾡ場において神っ てtる大-広はﾡ発"字文 

こし<るん:ればなら. は〜zαれ ばとぬはﾡ次2回条日 R の1場敵 

Aに」って木お※好都合用てニる可 ﾡ性 を 打 た え る かり ・ 

-バﾡ8林ﾡは回々あﾡﾡ先する ・ ■.内段他" 一之の、板 

nも立をそ 清的 承(和れ知ﾡ大源愛) かはな こ して 

た○R変2水ﾡするような 「回A 林 框 ﾡ ﾡ の 撤艇 なt. しﾡﾡそ» 

&すり ・

この系ﾡは もゥっん . eる市がそのシス7会の中てはず
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でうる・ 殺今伝の代りリ追正伝と似月するて ヒは上し 

ﾡ会のﾡおける " ?〜んオ&〜vr ではない " ; そは - &.- 

えよプおv こW べ ている+う R —— “史清的均あの舉素 ヒいろ 

・り ももしろ社 会部 おのﾡ条であ る :

L/かってそれ は社 会的市そ済のシスラムおいて、 i通則では 

なく、^くなる例外量=す. 「社会的ﾡやか ら 白由然号がﾡY 
なのゥる様は場合の不可スなﾡ工」である •通正抵格ほ公我的整 

ﾡ后おいては しば〔ばﾡ艦 ( S.とatk..ズ.. ) た o tすい て 決め り

る・ 示知的ﾡﾡる格か通用する ようは未お市ﾡおいては・ a 
工糸おなは完すォー r「列L可記は お 品格」か々ﾡ:ねに 

なゅム.

ドイ 火の払為の初!かクは木林格に対す る 団体命用のら 

内お次に会べはい・ cかしﾡしいカルテル法2おﾡし/ﾡ釈し 

たケった「A利なネ本段え2ﾡ題す る ょ う な林東的連合冰の提凫 

は台& でそはさい・ 小ふ林為 o a合命 木*阪元 は「不合な市 提株 

用はしし伝益用」 てはなくむしろ*の /～。 「市場そﾡ四代 

が」 でみる・ はんビrばそれは/eろxいう非常小こな &坎 

経告微るの 小規杯、はﾡ枚林糸の mﾡﾡ恩2可記し、 そして木 

秋 水切 符・ ﾡ謝の 余セ さくﾡ林これてい るビ い うﾡﾡのもと市 

※&な"RくEムx ) そ可にする・ ﾡ合的木本黙元は〔 

が ? マ魚 本ポ子 4 c R-&.そ・HルL....en > と市ﾡﾡ尻し・そして受 

クさ希委た人古ポする. _________________________________

(承文F社ノ24
「→ E. G..y ・ 〜..イイ ・4z 8cそと:eイo..-oそュeそs+C(-イc ・ /

ダ<・ /タダ/・ 4んcんuて "Dxイベッイッi子 

はと . ... E.H・ s..&.: , Mつc.Lイce:e&&.x 

チtイジイ.イ。caawr ・ v Fc乙cん.lt f:

S$$- 3ど、

< つ。.....

cx-シイ&cC～. R

ノ $3・ A<oeイ.イそ ア " 42em.e3oc?一る 8e-*2 t" 一 

乙～ーイーハ ー <る ..と工〜..と.cイ-K< 3・
ョ. #.
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太材ﾡ入もま/・ それのの受によっ てひ=ﾡ>れのではなく ・ 

・よ口の町よ っ て合ﾡにわれてい る%合に に国内▼におけ 

s 2 す . 派 %林通ﾡ おけるﾡ田駐に* 2誘そす る ・ ニ 

oェうA 暗用 匕⑵樹入関 6 また牠に「ﾡ町:れ外回のﾡ季がﾡ現 

イる 格抜 下」たお慈 て •ある. 秋々はこのよう は鈴争そダンピング 

すはわっ「コス ト&下ahる 工うはﾡﾡに対する歳令」 とび、相 

今図に対す る図家的なゐ祭々盛さ 受こする・

例YLては ポーランドヒソ映が外貨烈産の印的 で行 っ尺ﾡく 

々非ﾡﾡ大したﾡﾡ)かろ»る. ポ-ランドからはドイツ 

n 会木なﾡ入ケ的 2○ダヶ［へ でﾡ年 のノタュとキにドイッ回 

2おける削ﾡ"末ﾡ林ﾡの部 3倍ケ熱 、： nP. そ tて ソKか分は、 

すてに〜ﾡ化しRそ済的不に もかかわゥす ノタ5○キ非令大 

Eの千*、ﾡﾡ、パルブ 用 林 か輪入 tれた ; 代 K祝林ﾡ入は ノ932 
(八大ﾡﾡノoと

"で 統 さ えむ の負*、し/ /

-のェっにﾡアにﾡﾡして ドイ の林Y 林外た 第に た： な不座•バ
(ﾡ大甲注/e7 ,.. ...人 

まじ、 こして格のﾡ及のィ下が生じ・ したなってソ形の木ネ/

・ピへのイは二つよ う外回"通命政ﾡ的ﾡの何そ新ﾡ念

2aえし、 そしてﾡ判ﾡ判』ﾡするのﾡしている・

ずオーK〜ね的4格発長 ビ木ﾡ他格発&2 条 する とかゥ. 

「一叔のそﾡで 暗における 木価 な ハ公なの主委求回が祖去- も 

し て「・W力ﾡへはそれついてだわすかつﾡ容をﾡってい/

Fハ1てゆるここ」かわかる・ くとに、非 収諾 しRドイッ 

*ム市ﾡへ 炎イ、台ﾡ のの中おいてす・ ソ取林のC幸は次ﾡ的 

t役初 こ 会べﾡして いはか～:か 。 れご同ﾡにメえ ほばは ぬ

«*甲& ノ◇ &>

. KCCea Qx2 Su-cCxuoCaxcイcc&c /eG;u-wvC_cft , 3、 *ンP
( ﾡさﾡﾡ ノ◇ク

". イwど. し..乙～&. /4ダ ヘtwrctメ...チ2c& ? Yx:がc..ど< t
/aイrc 2 デに /^ /KイCio?ct ? /-分っucc&< 〜フ・ r . ア◇・ - ユタ,：

Fc%25e4%25b9%2599c%25e3%2582%2593.lt
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ミこは・ こゥの木*が面検ソﾡかゥドイ ッのﾡﾡへもﾡ: 

のてはく、 ドイの除入米着ょってﾡ入これ・ そてもっ一 

A敗これこヒでみる・ すでソKは一ﾡク用r内n. 子ﾡ枚杯

する ためご 無条件 た 吸でら るﾡタ上 安く 木本 &たるっも 

りは、広かった・ ソ駅ォ 4"のの ﾡの林より o一月安く・ そして、 

兮 众-'増 伙 く秋心ミ れ伫の で. ドイツのﾡ入不着は、Iほかのgク 

をﾡ6し・そしてそのかZロシヤ本て州っr。 しfかってﾡへﾡ計

もな、明こているxおり・ソ政ク般争はず*/ rスッエー ン 

お・フィラ ンドおベご2晃政しら・ ドイクﾡ入* もi/木おるた 

りは く厩するよ合糸ﾡほく上なくたる- ・はﾡえ 

ていはか7 f・ そ=でﾡ々 のドイ ツ 市%伏台こたﾡ入ﾡ z内セ

の203向係*/にﾡべ的にX督する. L Rかっ て統入策須 か 木 

ナ の酷入 に「っ て 世 た利長、は、 ﾡ号の 安信の 六め紙仕さI Po 

て-はG く ﾡ入ﾡ者に利とみしQ. ﾡ入林 な岡 じ価材の ﾡ(まこ

るし噂にたいてミ大b) ・ *2お負 CQ...&て&x )な内ﾡﾡよ ッ も 

非ﾡいﾡには、 ンピンクが現われる. 多分ロシヤのネオも 
(や央ﾡ ノox

?でみっ /-・

ノ 2今年から / 93 2キまての木ﾡﾡ入のそﾡこ吹ﾡﾡのネな 
( 号、文/ゥ?

版本の及ﾡ と救す る と 本ぶﾡ入ドはﾡ区す 非行 Kな文 及応し、 

そし て島米の/夕 28 かゥ不期の / 3 ユ弁ﾡに内ﾡより 

も忍 し くa下し. tれとIば引. 木ﾡﾡﾡは岡じﾡ用A しくﾡ

(ﾡﾡﾡ社 /2子

H emmu6・ Eレ化イou-イ・ 4 W4-cんイシ・Zル 3rぞ.〜.ズ 

イ <と.そ.cイ〜v /4-夕t。 2とイ /コサ /e各～t〜れぐイ "ダ・ 

・ /メ5/・ イ /～2・

( ﾡ女 ﾡ社 ノo9
Duo、 bz T.c6stt.cycイnu:aae x Puc〜チtiocイc. Sx..o-

が一しがu....どそ一y ヘ & "イ・ イ * , " Fw 

.. J ・ ノハ 3 • 3・ タ

V Fy、
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-の臼#Iには

"2 5年(林某年 

ほ)ハタ/ 9ラ2年 

(本Xキタ) ての

かか に検ﾡ=H 
h"入林点 ・プロシ 

ヤﾡ為林の炭林 /Pt 
aり 午ﾡ収入が比終 

・ている・ ﾡ入を 

えすﾡの上ﾡか ゥ.

木*ﾡY木林輸入 百ろかCM "
o

ババス4 /っ上 /シスク ノカ/ ・コプ ノs・ /AT/ ノH

ﾡ女 こ r:林ﾡかた.ﾡでE凸 たれており. 2の た、森下 の 部かが し 

と”って輸入力 ら輸玄た 良し 到 い/:もの(老芝:入点) 2系す・

したがって役々ほ「ドイ ツの太ﾡ市は大委代W正し く定 

［ており、しがって白ﾡ的に西接これている,」 そして 「ソの 

マる 有的に不合項 なﾡ及は. 会体的 ヌaごﾡ者と受けて い ない」

tいっこYかでゝる. 〔:かっ て 、 このﾡ合、ﾡﾡ的なﾡﾡべ

は十かにﾡか今 え

しか しﾡ期的は 

はてさない ( 

らを*こ ぷこ鉄 本るよ

ウ れてい「い・ 

「外回のA茶Wも.

『A 個人的な 院等

うなﾡ @ 対しマIa

とかて=なり」¥ い.う 二 Y と永ませRば

e、划 Rは日由こえる二て 

のR双ヒ aA く 別 の 療 理力 

、*創1ほは 自向をうえるこ

らぬ. む、しろ「外ﾡつ向

くも ^ﾡ伏そ六に対し

ﾡが用 忍たれ ばゥ

ホな中はもらろん ・

・ガ糸2A林 L ・ ﾡ林 し 

大、ﾡ客ゃ系量隔の衣与」

て承ﾡ的にイﾡ し何る こ¥」 に対［て安全会

ぬ ・

「糸太為 K 孔谷内承 級期向v 大 費

.こして売 G こととみ制

よ って非常

する ばさ然的 

に 不なp 合さ#るこ

ﾡりろ・

コ = では伝林所角 が*を営内的〜ﾡけている祝ﾡ"柄失っい てに

4 L•ていない • そ して ニ：： では®、* 的 大炎行 "るﾡ的べ現ﾡ てみり、 

そし て た F平 本林そ告 ゃ場で窓ﾡ調ﾡ こ m s 及○過.似 そ
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苫来す る うは向べ的家」に も i/た・ 内保 し て い.rし. gべ的大 

※与a「そ a 止.册 の量 ・ 点. 昭向かる通しえuほごK常 

xるﾡがみり、 もしくa氏*の 経及 ﾡし日」 aいゅて下

場 名 港為 併唇はる・ そのﾡヒしては. rYえIばノタ s今ク&行- 

/ッ*。年の木食いり各 、9 ム"s, で ッ yノﾡ+じへﾡﾡ 、 

ヘ く八大ﾡ/ef でマ ^2ダ#のマキﾡのな谷. Ce才v..co..ct でノタ。7〒 

生じたノンネマイマィ監 大衣各 . Ti. どo"み デゥ れ る ・ 

つの+う な 協 合には ・ 大さ ベ不y 商が生 し、*して

不 *紀お*下 ケる:と はスス でらる. そ○、 ヤZく A(avんム.x..な 

ﾡ飾に兄ﾡゆかr-くはり . 不雄ﾡはる. ﾡキはこ し 迫っr&社 

冬物 に空mし てあ部 tメ& z っPり、 nるしIaはくゅかのﾡ入n
の 士 い 厂 ハ 々 ほ&除 と取えに入h 
チゅ そこ てﾡ*& 純气 しようと 

希受力とべ紗名 )のﾡに対す 

ﾡ祈の間に祀手の市場 ﾡ人 k 対 す

二の+ラな高ﾡ2改良する or 
うるか? 「ﾡ. ﾡゃ . 品負お 

木収ﾡ」かいかはる場合 力 横 

Y大Sﾡ 先叙 ﾡに記かするため 

るい、はAﾡと促地し て品点損失& 

ようなそﾡ政的寸ょ つて、 

はでこるが、 しかしての性く 忆_" 

と . する 二Yaﾡ例する までも 

するたp. やや長期向にわ? 

太わつ品点失のたﾡ2う . c

る ;化ろ ・ 糸林ﾡ有名はに品と し 

うる. h場岡号ﾡ( M..ん.Jムus C 
るあえろかﾡしくﾡ々リ *して 

る 不 か生 ず る ・

ご<なそ済政係的 $般の追用 < i 
いて市場受来一ﾡしないう は 

央 —— fしo伏絵超過ﾡともっ

例l卜的3は理ﾡ表とペっなり、 P 
防ぐ尺ため用と係ﾡしfりす る

くその根欠2ゝ化認かするミ ご 

> か除く でY &てたない ----  

広さい・ おﾡ伏給をあ る ﾡタ 正 常 と 

て 木ﾡ状会 &記分するこどもr 
/-かっ て 承 却I E L て は非常
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な状会が分力 これる. Cかしそれは 伝格及岡 の不確ﾡ性Kよ って 

え:nる.

そこかゥ. 更 于 に でミ る だ.り 早 く共行のﾡ、似ネ木八金想立* 

系、計:r状会 . 糸為 の4お入祝に ついて浜 給の 余地な 

くﾡ岳 し. ﾡ矛ﾡ本ﾡは市場子済的ﾡ加2調変する暴が生する.
(犯食用超〃/) - 八

ごれゥに - 示レ 々 / う -正 なボ私下おいて す で(に合 

甲てうるか ・な林に大破客や白点的災々か生び/時起るよ う々不 

&烈かっﾡ迎的な市のﾡ合にはﾡに有ﾡでみる. 8ゥく糸のべ 

み者v なた*のべ未名 の 面 に しっかり した個 格協没は行 わない 

ろ うし. た. aお及ﾡも最ネ震犬:れウものと緊っそﾡ2ﾡ 
どるこ"しばしばある ; しかし そもかかわす共通の充乱 と 

既るは - と、Weか沢論の余光のαいﾡおは命沢料ご予G 
ネ者もYずいてお:広われると * - 市場秀面気2改食し T 
ウ品スごる充及ロっ ・

-の&味てむ しろ希示4のな7況際係に対する刺ﾡに・ 派で 

. しはしず. 太ﾡはゅひ林ﾡ米の3的人物よってよスられ 
(ﾡさ/2

マいる, スィスては —— J. が 粮お している 工? — なロ

ほを"た上茶・ 公年ﾡ*Y林星ﾡの協タ か 行にな? ているが 

夕くのﾡ合に、 このﾡﾡはﾡﾡ上つ ﾡを及 に 、って逢い製士れ 

ているとaいうものしかし 「を 女 がた とえ は ドイツ で 生 ビ ている 

・うに本しいGﾡ«物2防止L ている」 ヒいうるて炭系2おゝゆで 

I• る ・

ド/ﾡﾡてもまrそのよ う なち糸か正 L いどめゥれる・ 

ド/K&林点. ドイ"違委系名・ﾡ茶べ永着・ 状ﾡ※べ表 

z つ年災タは「未» ﾡた o 条行に ﾡ［生 する ﾡ見のﾡ迎2 写親的 X

(魚 文 脚ﾡ ノ/o
・ crwuイ・ ・ Mベ〜イocぐかcとcイrt Awa*rーェトム・〜・m・ 4ttイ

イ メッビと Se%～イt oe チーハ F～イ〜r/ュスパ /タコョ/コー

ヘイi ・ぬ・・ ん". レ ・4・ /・ S・ タフ

:狭友和在/ノノ ノ

S ・ ノケ/ 〜 /今3
ふスﾡ甚/ノュ>

Hs以& 02 •み. ノタ44・ .ユs・ S.2夕
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夕Yムって誤分するﾡめ. ドイッ及X林倉内『A4な。...イ- 

〜22 * iんa.そ.ctcc& イ eu〜.c.ち_saw a 4 
イークハ&ン4 (配他域的な 第蚊狗格改衆 と 布 林政衆の廷本 向 

ﾡへ ための参会)』 &枚覆し ・ る国ﾡ令 C Cindwuntr。 > 

n 被失代象 老 と 球屋泉 代表若 から なる 、ケqzXZ* e.i< ﾡ 

◆本良会)』をる」 yいうべる2っだ.林業Lは産*のがと 

する協 *の遂換はローマてノアよケ 年ノ/ AﾡかれR千A0会故で

う キXのよ ? (にﾡ西 

※の丞はﾡ合 が ポ 

点ﾡの理新 &ウるコ 

市ﾡく M.そz&..... )

市ﾡそは. ﾡ

って b大な私乱2ﾡる

こ

の

れ.;なくﾡﾡするめ特林*と球今 

nる. そしてそれに工ってﾡ不*ﾡと米" 

かてそ、 名の産ﾡﾡmのめ魚わしい 
(小文ﾡ社 ノ>

ﾡ す か ウれろ。

ってはﾡ季面かゥ. 駅ﾡ"計動的川よ 

ことかpる. ﾡ手が回し個々の市ﾡ(ﾡ

岩 ﾡ炊市ﾡプナャオる 就木材場.パルプ®用材ホみ 次木 総)ごと z4お〒テ < Puc。 ー 

-&ac.A&ac夕 >からﾡじ利ﾡがナス.

ﾡ的位 2承のﾡﾡは先す才 /「市場 今力a す5頁令 が同 - め 

を済的状乙にめり そ してノつの共同的を処置によって同一の利 

ﾡ得ることがごきろこと」 そあり ォュzはr彼手め必が。 低すっ

市場ﾡ友に腐ナ 物たの立がﾡ初から不研ﾡだとﾡわっﾡ.大きくない 二と ぞめ?・

n-の そ済@ボに 特「景x ケ政 してしるﾡ」 . 「林み*の

判ポナヤンスがなケし・ 会*家かﾡ入 2ﾡしﾡえ る時」 fは「 

タ恋、ク自ﾡ的字& っ て生じﾡ未ﾡのﾡ台過ﾡがﾡ格公下 (呉へ

つa<よって な産 *そ非ﾡいろいろなﾡ者と与大、 そし

てス 策7' レープ 内 印 の ﾡ ﾡイ系 &ﾡるし く矢える」うは4a *公 下

(ﾡ文ﾡまノ 3
4...c Me

/インw一とk ?
(ハヌ ﾡ徒 ッ

つ

み - ?・スんイ〜〜イ。cそチt大* R.r.c4-分

Hsbg. P/ みr. /$・ 7 ノク, S、 /フッフ・

Bxこ cCC スレ Hzb . /P/・・ $$・ . ・ S. /クダ - </ ・
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ご起 ﾡ」 生する・

茶 え が"上系 しつっゐる叫にはﾡてある。 そこには*』宏ヤンスか 

生じ・そして. fuスあ格ケ加しているしても 会*水は「花 

の人ヒ効力して汤珞上界 2 止めよう」 ヒuうよう☆つどは考え子: 

おのちっっ会不糸が. 価 おが もっ t工るコYムっマ、 及いﾡ引Z 

くみ.。 &.cGt)するた»r・ ないで貝いいニ る • 三ろいう後? 

ウ時n. 係く共岡的均 ﾡク 々ﾡうくはい、はい・

ミクる*かゅ「K手の口ﾡﾡ的才Aほ書量・*がそ着的田ﾡ 

ヒ陥 いって いる か、家は昭いるおそかβるﾡには向ﾡに これるが・ 

しかし、ﾡ#め方易 不公平はA沼そる:Y2ぺってい3gに" 

向騒/こGい」 ヒいうこヒ か明 ゥか2なる・ すて Sw・ Y 

と/. は、なスαほ向ﾡ字にも。すいて 「カルテル( 卜aLk4 

tiん -銀的 ※る奪た0A (L、ム ムルオ > そみる三。 

を確をしﾡ・

さて、 工kゐr木ﾡ市及く妖ﾡﾡ: ボ書件炉 Pﾡ、ブケnW

ウ%. 太ガ"・バル用ﾡ場、 ウ本"る) を 共日的れ恁 に 対 

7 a る布以の休は的ポ ・ rにがバっ て 求す る t m、 大:"た采が 

テモる・

れ太ﾡ %は向灰市場 く ・#〜u4 Ma&t ) で◇り、そのパ" 

*入に!って まかαわ てい る ・ ¥o/ゅr木"ルは内光ﾡが鈴 

の疚物にもして 大二 な祥 力怅と 6 って いる. *のほか・りべﾡ大 

・ は 振が社 ヶﾡれ木 市ﾡ加的 な 苑花 ﾡかを与える・ 林茶に対と 

てはぬ米はマツからてる大ﾡの部いﾡ償林のかけゲ大のはい 

4マみり. 先大球なは糸林収ﾡの次え的家系てみる, そス 

L てぬ、山Kのそ済ﾡてはﾡ太の水川は会く4な元的は及制り ( 次 

舄 注： 小 ミい次判 ) しか、次していαい;ﾡ*でほむし ろ鈴出ﾡイ 

※クA会 ・a炭 のa*が主 受はeeaク 客床 てろる・ し千かっで木 

に対 ナ る Gお政※ﾡ々長 対しては会べﾡ味がな く・ ヘ々は自条的

「不&でさる「けαく パ 入れるよ うに」 ダス している・

ルつ月太お市ﾡも ま r商衣 ﾡであり、 ﾡ入はパル プ・用 林キホﾡ
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ﾡズし てはれ不市ﾡより もっと大ミは役例こスもﾡじている. ﾡ

受名 と休給者の7内係はﾡ木市場の*れと 本会的 rロじてみる・: 

因者はﾡく相ﾡ水な し今～ て おり・ * tて その4格は大、4公入 

に工って決内ゥ る ・ Lかしそ=にはパレプエ女にYつてはﾡネ2 

ﾡ走に非常 「大さ ☆責用系回 てろり・ = れは生産ﾡの市ボによ 

って必り当てゥれる」 といっﾡでﾡ大な&ﾡかろる. しrがって< 

の是条税円 は会山ボ より Tっヒ多<系 条の飛書 こゅこhている.

ﾡ太用Tあは希ﾡ面にお" 8 ドメッﾡ回有鉄式のま ・にA8 

的遊& って 特放 づりゥマい sが". その一る、 咲鈴者 uLて.

米にﾡ鉄エポやこメントエ不と&キしている. し/ケってネﾡ 

才Tﾡにお(る林の長はﾡらか い. ナそ営は、 ナビ 

?てﾡ後べ情ろでみるれ木用ﾡろでヤや大 ・ なﾡ2忍る8には 

た険さらされる.

委ﾡ然状市% の求況は会く W本で »る. =は ﾡ斜 mxでろる. 

2^と れば鈴力日弟どﾡへゝれなしから . 炭 泊 面 かろ is 回 石林 話 

犯あが一?のチ父的 はペ2a めている. ;寄の面のつ製な工* 

なペ 総のPoメとさ 国右 *ﾡﾡる〜対している. :o 

よっは7平 ﾡにおいて唱A 球® ﾡ局に木お畑格に認符為に』っ 

て千す 2三 と がで さる ・ ・^wって . 製は*※か、 殺番にt?て 

不都合ハ「未材2の*及」 z. ホオノ個右林の*にすろ

向なちら ミ とはﾡ新でこる・ 逆ﾡﾡ工業 もき・ 「彼でが糸や 

がイﾡしている時 予ﾡこ る4*及商 I3 適た とゅるa」会 

ﾡ為着かウ 「団ﾡ( R仕シイムwォ ) よて4格と下ょうtLて 

いる」Y ﾡわ ている・

につては「針業ﾡ市場 Kにﾡ%群 2及 a"す よ.うは ﾡﾡﾡルバ ヒ
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今 ウ げ/ L う はﾡべ の市焼干テは それ が会林ﾡﾡ局 よ ってﾡ行 

こにしてもﾡ林工*ェ っ て欠行さに 

「そ がズ# とﾡﾡの自由活ﾡ2ﾡ書のそ済が 

しても・ 何C+う 

C ズ。cCtc&cん・ . 

る」 こいう、お い“4 ル ) の 利用 七 よって 制 限 し」 うどしてい

て 通やと

火なtcc 

たﾡ市ﾡ力

もっている・ ニのこについて市ﾡみば ペイuv イ ユ2ー

(八初ﾡ力>z G.........Xユン。 mauxt.ucん ( 対
(及～ﾡき バ$ d

>そ区列する。 2cycnCe ",レル 山αa くﾡ初的7
ガ にら角林の似ﾡし泉 ﾡ2ﾡカ もこずいて、ﾡﾡ市場にお

い て合角かﾡ有 の もので © り みaォc.-cバそc イ ・んイ〜42イ4 
(対的行ﾡ力) は製ﾡ*着 と 木ﾡ米着 6「A" 5f亀夕 

tってペテンドかロらn卜」 とぬじ/ﾡ・ ﾡﾡﾡ者と木炊米着の 

ﾡ合よって成立するものである・ と の はか. 「ﾡﾡ劇の共岡走和

バT冷の成iは 今m 名の本な多いﾡルK保 鈴Ar おけるよ り も す 

～とﾡ向2象し.八ﾡで. 函ﾡてみる」 zいう、おいて大:ベ 

巧的な Lﾡの灰 する・

ここ、 %流元におけるそﾡ刀のイ用はYろパ姉-れるか? 一 

AK1ﾡrマ4 ナス c 2が"ムー > マpる. r<tはればそれは自由

ず/バ至C回反そﾡの糸高のﾡ体鈴付の常犬るらる自 む零 の 原 

集)し オ危チ Z か 4• toしﾡ述しへヒおり、 二の前*は、 現名 (く 

おしてほ、いろいろ日そ為師、 投書ﾡ、 社会師ﾡ由のたい に 為•住 し 

aい.( 広いしはC会はる姿ては倉していないゝ, tやが・て、 ﾡ 

・ﾡ勝2相相 る千く &すu+#* ン 付. そ 清過程 おい こも王ﾡ枠 

おいても一般めれている —— rべ・ ・"父ﾡのﾡ・ 条 

り：. 方向. 対してはﾡﾡがわかれている。

の程及の 放沢と み(てい る か」

し ? ' 

「非

こと

るグか

のようは営か —— か 

しばしば」 —— ﾡ鎖こ 

示こねばなゥぬ・ そして 

2研せばな^ぬ .

&確す る こ ど は吏塚では向い・ 

o「通」 zまではいかべよくて

む

も

れ/-市ﾡの ﾡ/キ 現みでPる」Yい う

• それごくはそ 文 深的冷味のA

(常ﾡを/ノ 今)

っのそ活ﾡﾡﾡﾡ扱ふﾡ氏ほアメ リカくのJ、 く・ Ga4z～icイ

バ枕"スイ " Amxrcca?t C・イ・uイcowrt ・ アバこ Ce〜tとズ 消 Cwtvc tx-ベ<イー

ァ /〜.**"バ4< で $した・ それは ••r. S.eレイイレ d

g.ノゥア ドイツ て・そか11てい、る,
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はんかみﾡﾡの刀(acん～ッイレ > もどすいそ済への 

五ﾡ ﾡま/は ﾡ様 ・G千ラはすべて そ済部営キ ( 以厶々%MノJ 
..&r)そたし、 らゅのるそ冷の鋭4はﾡ格い効具と ・ 

t. したがつて所得配分初ﾡをみんわち. 委済Fﾡ的べゥのWそ 

済後 四スく wtん4 > ﾡ い今は特回家であり、 こら公の. 

法的 団、 そﾡ的べゥび会政ﾡ的逆ﾡ/少ひYﾡ別公*でゐ

そ秀力は、 そ包休は名てもﾡでbなし. ; したかってそ済力の 

み出 (Pと え ば おこし て○なた> そﾡ舗合ふるそﾡカクP成、 

多有ﾡﾡﾡ おけ る そ右ス のパ用 t また 建球 ( gZ3幺) )ては 

ほい・ むしろンえはオ糸 - mのフィ マ- ル屯本のオ バ 

ネそ岡じょう- すべての人こすてのﾡ条に対して、 そ済的示

の木と塔ﾡのた" ぬ社 c Kuシタ そ4る ﾡ利 な託し 

ている ・国家の千ウはた/ﾡそ済力のﾡ用 ( /イx..b..cC uェ- 

〜cXe/tCcCet / c火e ? さしての規定れているﾡけでウ 

る. cペ女ﾡ社/4
し/なっ て木林Tﾡめ的には「どんはfで M4c&t Kowイc -

・イ～ (カ情抒)大市海ャあら れれるか」 , 「それはビんにベ 

欠行>るか」, 「それにごんなそ済区茶的念こもっている◇」

ヒい う向ﾡがﾡ保す る ・

去状ﾡ為 のAついてa ﾡ為林の低々 的な受潅的位を ヒ・ 木ﾡ1 
%ﾡ条のﾡい すY し て ・角林か同 町照 して いる枚也いついて上に

した- したがって以下Zは木林の頁\の「力てよろ干渉」を研 

ﾡしよう.

すナ ノr R&cし. (そﾡﾡ田告- カレラテル、 トラスト

なcそP成する に こ > 輸及 し工 う ・ そを役々ば林太面かゥ ・ 告

1. ※、&P内命的行はわるﾡﾡまたは「北いボ にお rわれ

るaで一ﾡの筋ﾡﾡﾡよ めし公そしいこヒ」 項する買手 

クゅ受Yﾡﾡしている; こゥ中よっては 「ﾡりきこれる太ﾡ 

ャネとR号* K 逸加 ﾡ記分す 3 二 と を吻後ずけ る修足」も そ厂 

ょ& てらる. しかしPれわれは「質さは、共同ﾡﾡﾡな符る 

2負坂ピすW. 系ﾡ丸か下なりっっのるﾡﾡﾡのざめ叔その 

ほ*&ロ 24対するこにV非希はﾡじそ示す=ビ」 と「*こ町ぼ 

卜-般的 (に盗的は意兄ケ生 じ、 そ L て そ○見が付"ﾡ現わ 

t L て&#« ェって 『m登いなく /っ2 ルザスム/の故'改*』 

cEわhる」うはる ・」 ヒい う= ¥ g 非常 よ くﾡ〜 すべ る ・ 

tム*ﾡね派のﾡ 非常 cばLばろ ゥわる」 ¥いう コ ごの

は#「糸林条は ビらゅかYいえ ば過ま ﾡせ ウ R伝格に上 2
て才品2めるな、 しか し製ね兼増 e 衣の相林*再き精未の 注"來

( 詳福 こ Rﾡ林ﾡ格 よっ て方向つける二 こ」 にみる・

&,c..y a負救買手の初ﾡ的αやﾡか爲 くか三りおいて. 
之る的な(&&.&> くこゥは域的(～チバ&ム> な)高木し介う 

って しない. Qxテじ&ム～ァ が木的 に「兔手刷 S 独占的 篇利 :対 

するは4 塚 とパな:る取りおい て . ナ はわち対税師市場力(

夕....... “•レム％”厶 うとして 特水 づけうりお

&5,トム.y a受込-れる。 しかしそれな保為みむすか 

キA、cxメ ば大取各のm ・ 不当な利養と府 3 ため K中用 ナ

い て、

し い

る こ

x2gRYしR合には、 そ済力のﾡ用に「る・本ﾡと林ﾡ業の四 

の力」る対は「それがﾡ太茶着 と木本米者 つそ有的建ﾡの

nもY に み林管理局 よって . 大ﾡ域まへは会回 ( a<) おい

て仲策ミ れる 聆」 にじめ て そ ﾡ 6 ①味木 こ も つ それに対 る

(系文ﾡ基 ノノ4フ

セaボンﾡオク4系ケ ノとAよって、 Rルバゥひる凸

( gx., ..X /ルル ) の税合ユまのを体てらる・

約に林た業の R切迫し 

会*«の 一ﾡa才?より 

ス c RorイCム.r は正し 

tL.& 消の根欠 の衆 四Y/

ボ得でみる・ も 

も ﾡるか大t
いそﾡﾡとれる。

る : ﾡﾡれ私 と

し そうでないﾡ合にば 

rる・ ニのょう 対 

しかしそれはﾡL ・大 

まり、木林は糸林

_
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«し. さの盗盤こ大い・来木と太お加工工米のがﾡは漫ﾡし、ﾡ

ﾡすればそ有斗号ばﾡ別そ済缶なび国 民そ ﾡ橋夫 &駅区つロ・ 

そ してこれは 「締っ/方 グ正 しかったのr」 こaいスない。 *し て 

ﾡ表の糸ﾡ行為 Kにおける契 ・そ 才的ﾡ 性のﾡ も双悠た れ a.
どの5 う及そ 有政糸ﾡキ叔が*のょ う1大な高場 そ過のﾡ こ 

ﾡ止 し・ ないし/d常分せるミ とがてさるか? %れ(は市ﾡるﾡへネA 
2一ﾡするものでみり・ 以下*れについて命じ」う,

°委 S ゲ..... 2

○Rむ 型坂は前ﾡに及いﾡ気ね (

ルルス): 木ﾡ市の

Mau&c&イiw.c ) すな

共

わ→っ
ろ市%ﾡにお( こ林糸 ど林星*の向の友い協調てあろ.しだがって市場主

ﾡ町させ 今こと・ブなわち名め刑セﾡ相五z a和 させ. こ してハ方のた茶部向 し 

サ。を配温するこ以京場政策の東酣H够の疑か更要な課题て•ある,この無熠 

「メ肉子るかﾡ査の帝受え又の本仕"おいてペ登は救た2 tっ 

ている「う G北会そ済的制夕 u C てのT場の有核的ﾡ評-素す そ.

三Rにべ ( ん子ewi.しcそ )肉今しrﾡ味をろ. L^がって 

そ済資条的々をもっており. ﾡ門師利会の欠証ゃ成刀でははい.

和的会 . たしかﾡ中条 の衆初 ﾡ魚 «力てはゐるが、しる、 

しみ同社会の中において のみなみ Cており、 そcて お 挂 が公共に 於

並っ限り そおいて存なしていっ.

t「ゲっ て効改衆は竹場内キ者の市場ﾡﾡの公正 こおいて衣

番の相互ﾡの々験のﾡ及と役なのﾡﾡた破の裂化2 西てはなこ

xい・ このﾡ味朱おい て林*の代を* と林&茱の代表盾 は、ﾡﾡ的 r
会合 し・ そしてそにょって灰奇の そ済的利 各 肉係飛額 2みめる〜 

さでろる ・ ボビTﾡ和条 a-級的本ﾡか ゅでははく・ 央 輪 の ない R 
字6くか対っれる. しfかっ て回相林ﾡﾡんのそﾡ系はﾡて 

規刷的 かっ産らに公添さればはらぬ. 4具ﾡのは い/格計 ミ 

対業 と 本本業の他ﾡ 安 セ 内係"最# の承永でみる ; そ= かろ 面朽 ・ 

i正こ の判足に対 C て和町 でミ 3 K 及かおられる. こA 六 ヽ 

は6及名の 夜合 ﾡと甲い・こして 一般的承処* ﾡ撃*の段 商、 

ﾡ内、 卜凸のそﾡ子釈Y株4・ こゥ木本ﾡへの段オヌ 、
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に穴する双期的はﾡ報る配だすべさでろる・ た・ いろいろはﾡ化 

金ﾡﾡするる験内しマも. 林米こ太ﾡ*の向の規則ﾡなXるダ

ﾡ ( 4an....ズ....cC >が及これR ばは ウ

受への必4の通応 : 必鈴 ビﾡ吸 2ﾡす る

均 ・

二 とIは市る私t本

ネの体なてみる ; それﾡ方め行場ﾡ今名 (く治ﾡ:林*:対企X
キっで好力さねば/ぬ・ 鋼師掲母骷加. おﾡでみる・ しか し 

次今為はす. しわ ・デォ/ 14 Cれそﾡあする安ははい; 絹小的军 

六 ■ *に共星茶の* .aY 市紀剰 ば/ﾡ段m 2ﾡ約に みる*夕 

契ゅさせ、 そしてなの 五応 対す る Kの昭ﾡをﾡPﾡんと可記に 

し・ しfがって足格ﾡ勃のﾡﾡ2可記にする・

状*の五応能な は係師ﾡク魚理 よってXケ"ゥれているヒば 

tうもの。 ,。xのg 我 か•用 愚 こ 紅 怒 る,2z 問のに五その横

入は回内の木林中ﾡのﾡ重点後ﾡたﾡ来 でみ る・

品活家へ"逸応/か . ﾡる中へ一暗ﾡ廻応や週々°パす 

ク6受へ。 * 命逃応も表べ場そﾡ的3不 る4催ケみる ・

ミウ」うαあ応"対してIはa « な 敗花 お表おいて登品 r ( 
J～ンム.ル〜 »ズa tンルn ) が示これる・

通にW内する 国度広総は大風与Y記宝に よる大本客の保 の通成 

てりる. 「ﾡﾡﾡ鋭ﾡ正常r枚2べ給する1うに な林- 

～太ﾡの般ﾡ2ﾡ向的云かする」 ¥ いうるスるは市そ有的か 

甲てみる. しか L木林のるﾡ失"た除な*れに対立十 s ・ 木ﾡの 

乙内神人に料* 琴ﾡ・ 系ﾡ・期向.パ般の位ぜと総ﾡに「って° 

iごュな大ゝこでや・ 不雄 かて-る- 飛ゐいる条わ ヒずいて ・ 

「糸もい平ﾡ収入つ改本が対 し て みrスバ る x う な敗を方宏 

ヒ-はﾡ 処瑰」か涨証 こねばぬ・ﾡhしい合は平念ポ 

会するこヒ がﾡ 先これ5 う ; それは中に+ っ て ほ 親切な数写 // 

e /....く〜...イ〜〜と・ くと卜的ﾡ質表> ▽ ペ...イuat〜..ズュx**( 

・ っ て原条 これる・

くﾡえの命没"ﾡふ : ニW対tし て も *へ締島 ・ M格か教ﾡを8 
rえz. しかし 爾 要おヒ 後給者 の 木場族 なく“しおスルEQ々>バ
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まけxばよいビ. 群はナすよ2、 はじめがら似給予ﾡにゝ

3 を合わせろこヒがごさろ。

歿秋 X者の高人的るﾡ a本炊 駅入品塔Yﾡﾡ段たﾡ橘の 向そ 

字Tうその &象 は彼そ各 (べ受求 二へへ /和 —— ^と 

えば 太 坡輸迖K对す 3 他人4 - そ合るうの鈴◇代てみる。 

浜ﾡの場今は. 秀長は予 otr し て 「製お※ と役"そ常っ

イ に対して え分G べの得 ・るょうに」判り あてられ ょ う.

こ"そ告 そ有的ろんは基会"ﾡ ﾡK対し て は会べペ制 &潰じ"い.

を2第委は符六ﾡ方会Y、 営高的にに撤会2*に4 って. 直#的

番2の良最こY緊るこもY永いて創り場てら る. ﾡ常」っ 

ここの方ょって 「支条木のﾡ力"よ«の命力と起メ、 そして 

ペ®ゥ ぬﾡ格深ヶ &い:iす』ら点 * ャメY大#ﾡの希ほ」 

ゲニる・ すて 社会 の条呂の しいなみの公ネは二のる 

弘? て太お定ﾡW効«2みわL ている.

し/☆って社A"を季計a&ﾡ長に賀し . たして&衆市用ヒ太 

ﾡ市党にず子と会わせ、 そのてさる「"他え岡 -長ﾡ&るAに ・ 

くそれにす でに午ﾡにおいて映ﾡaへ 曲氏はパﾡ常している、 

そして 条が 計動の紀四についてそ済4てミるべり ・ ネ ナる こ と 

か逆 受である.

ﾡ格政係 :国«のそ 六次欠 はいろいろはﾡか 「一犬へRそ

的 に 復感は生金の6格2 高めRりAゅ/りするこヒ」k ス し 

ている・- の肉公ので死ほい か なる場合 に t Koa.t.t (K用、 戦せ) 

と生ずるゲ、 *れe家か/は *後市ﾡ 内与名r って 烈扱:れ 

ねばはゅぬ・ そクほか、G格干チは尚鳥は、 「白血な裕m炭の場 

合生する ボ烈」 比べて. ﾡﾡ的 &化 とﾡ浜する. 「回索 ハト 

/格や最る々裕き永ﾡする-ヒ」 t「ﾡが国家営ﾡ局I Fa*a 
下+ とお示才る 二v」 a ﾡ木 的には同じこヒであり・ fアギ

との人つ項ﾡさが尺るどけでゐる-

m*区的処置の田 ﾡそ*e 効平はその場合分にずI 断さうろ・ 介 

場るﾡWおける一ﾡ四なﾡ«@干ﾡIは ( —— ま こ最高ﾡの次た
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てミえも- て な市場米施の再がﾡ 用いられ、市メﾡへの 

i応のR間2 畑a t. そしてモハと同ぼ皮する 常様択人 & " < 

1:はka へなんズ,w ・&x く市場的に工しい と見αこる・

c48なやで. 炉ﾡﾡのもヒヤに対1る用 - でS S 
段り盆スiな 全ﾡ格及 を日桑Yし. *して@ 有林の例 ?いて「 

そt ぐ女名維 : 回省林)のA日的ﾡﾡ位当の 際 科A的児 ヒ り て 

&ミnるAてのもの」 をける4う / 用 - 1応わろ「Vﾡ内 

キa(/..Lり......., - で社:基*と本&*)°すいゆﾡ" 

して上ﾡしへ分ね 2々行におし・ ・いて一ﾡ的 (規& P央す3: 
レなほ用」か殂解されうる•この息咏々ないて通はl かっい*や陽 

n 你用す •手校 ,方球 M. 「ﾡたる会"立ね」こ「た$ゲプ2 
*成Y代*αﾡ*Eしく迫んす る=ヒ」"おい てG為ﾡﾡ々? 

a 向 に怎 :る.

似 x*の ﾡ飛 : ドイ の教状工*"1な s.n( にム.&ァーがイ1り) 

: 国 «益会女な的 そ済シスク人ﾡ々でみ"、 「夕い向的も°メニ 

ad:統的4及登4。 b沼加しら用技及択王 に 

よ*の回氏そﾡGﾡ慮2すっ と下ま わって次ﾡこへ起格の固パ」 

二原 因 す 3 ものてろる・様役が虫びおやむ 本状 のほ(田叔表紀 

っ系っr根a、 その商非常大 = く G っ六ﾡﾡ工※のにズはそ 

っbずかケe〜4o%しか利用だi2て\ない. そつほがこ、 未林ﾡやク 

a 名牝は 黑材工 衆の 国檄一•後用 南 保 主若 しく 選北させた、

したゲって 製ﾡエ* a • ﾡﾡ位絡の公下 ヒ わﾡの上系 対 し 

て W«意 にはっている, ろ・ イゥ2～ み6ﾡのボえが点 

aatPは非布に大さ々利用 (K名後: 夕本工*の*甲) の会拠成 

zし. そしてそ (名統:ﾡのネゝ)はボ林市ﾡの品材をよ界 

こるぶ っ用する・

しeがてその iス 週利 Iは 製おエボ 対しては 恨、G 例 な息 除2急 

•い 太秋 F場 対し ては 烈投と 味す る ・ ご の☆定は ・もc:ド 

| ○G*及«が く a く ヒ も祀点 ○ﾡ火的 moi ・ 通者 仪aサ 

炭力 ば、 いくらか除かnれる. C か t にれが成ァ・r い
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こ才ば. ドイツ の我科工 ※は. 常に 通 興を危味アるような 悠 

カネ欠2ぜ受し ・そして ﾡ林 エ*の 通判 ﾡ力と計動的かっ てミ る だ 

けそ済的 ﾡ正規ポ 人す よ りIか、仕方がない・ Cかし <のそ達 

と情場の和ﾡ本紀け受せるわけにはいか々い; rんLsばこ 

の 沟成 付 た械 て あり, そして「ﾡ反そ ﾡ的 fも不可大なz :」K 
(そしてa、 Cばtば「承b 辻べ的 αすなわゥ. meer最*ネ 

ﾡ的 四(に本席これそさ」 =えも>すしも 通中 しないか. L 
/-がってそﾡﾡ系製ﾡ工不のﾡ魚2ﾡ. そしてお*は"w 
林逸業の給付ﾡカカ系通一系の位ﾡおる有杯的ﾡﾡ、も ホい 

て格るし 手へ中橋によっては. 「2れ c女ゃ基: ﾡなエ*>の& 

なが状たﾡの坂的松ﾡのA区 2ﾡ生させるようは 似ﾡ工 珞」E集 

*するような-Y おわ ばGゅほい.


